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口絵・本文イラスト／黒谷忍　




デザイン／木緒なち（ＫＯＭＥＷＯＲＫＳ）　




編集／庄司智　







──世界は物語で出来ている。

これは、『太陽』を見つけ出すための物語。
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■






　チク、タク




　瞼まぶたを閉じると『永遠』の音がする。




　……深いふかい、森の中。

　私はひとり、月を見上げた。

　……約束。

　あれから十年。

　お願い……。

　もう一度、小さな私と手と手を繫つないで。

　ふたり一緒に夜空の月を見上げて欲しい。

　……涙なんてもういらない。

　悲しいこともたくさんだ。

　代わりにほんの少しの勇気が欲しい。

　あなたにもう一度出会えるその瞬間は、どうか笑顔でいられるようにと願いを込めて……。私はそっと、瞼を閉じた。




　チク、タク




　チク、タク




　……永遠の刻まれる音がする。





１






「……失敗した」

　そう呟つぶやく少年、志し摩ま一ひと式しきは夜空の月を見上げていた。

　ひとり。真夜中の商業港。

　そのコンテナ置き場である。

　彼は見上げた秋の冷たい夜空に、小さく微かすかな吐息を漏らす。

　こんな胡う散さん臭くさい仕事だなんて断ればよかった。そんなことを思いながら。……その手に受けた、あまりにも歓迎できない鞄かばんの中身に、顔をしかめながら。

　月夜を仰ぐ少年が抱きかかえる小さな小さな命の欠片かけら。

　それは、深く冷たい静せい謐ひつさを閉じ込めた琥こ珀はくのような……。

　ただただ美しい、少女の形をしていた。




　──数分前のこと。

　少年は仕事の現場、真夜中の港へとやって来た。コンテナ置き場は何より静か。たった今入港してきたばかりの貨物船から、受け取るべき荷物が運ばれてくるのを待つ。

　……今夜は月が綺き麗れいだ。

　待ち合わせの時間まで少しあり、少年は何を思うでもなく、夜空に浮かぶまあるい銀色を仰ぎ見ていた。

「なあ、おい。お前が噂うわさの最強か？」

　そんな中でふと声をかけられ、少年は視線を戻した。見上げた月から、ようやく現れた取引相手の女へと。

　女は少年に言う。

「最強ってのは噂で聞いてたよりも随分と小さいんだな。まるでゴリラみたいに筋肉隆々だって噂だったんだが。ほら、一昔前に流は行やったアクション映画のヒーローみたいな感じのさ。不思議と銃弾も避さけて通るみたいなアレだよ。……見ると聞くとでは大違いだな」

　まじまじと不ぶ躾しつけな視線を投げつけられ、少年はあからさまな不愉快さを眉まゆ根ねに深く刻み込む。構わず、女は続けた。

「なあ、年若い殺し屋。お前は今日までいったい何人殺してきたんだ？　最強だなんて呼ばれる今日の日に至るまで、いったいどれだけの人物をぶっ殺しては大金を稼いできたんだよ。……噂じゃあお前に一度目を付けられたが最後、相手がたとえ百戦無敗の格闘技世界チャンピオンだろうと、長い歳月を賭し道を究めた武術の達人であろうとも──必ず無惨に殺害されちまうらしいじゃないか。……なあ、最強。私はただの運び屋の女だが、それなりに腕に自信があったりもするんだぜ。質問だ。……お前、私を殺せるか？　ひとつ勝負してみないか」

　……こんなやりとりも何度目になるだろうか。

　はじめて出会う人物は、必ずと言っていいほど少年に同じような言葉を投げかける。高校生にして殺し屋であるという少年へ、単純な物珍しさからなる軽薄でしかない言葉を。

　少年は。志し摩ま一ひと式しきは、うんざりとする。

「…………」

「……なんだよ、やる気なしかよ。つまんねえ奴やつだな」

　吐き捨てるようにそう言い、女は、運び屋を名乗るその女は、ため息をつく。肩から下げていたひとつのボストンバッグを少年に手渡しながら。

　──汽笛が鳴る。港には大きな大きな貨物船。運び屋の女が乗船してきたものだった。

「時間か。……私の仕事はその荷物をお前に、『刻こく魔ま館かん』の人間に手渡すってことだ。私の仕事はここまでだ。荷物はちゃんと渡したぞ。……現役高校生にして最強の殺し屋くん。お前とは一度やり合ってみたかったんだがな。考えなしの青春と、無意味な懊おう悩のうばかりの大人の世界とを同時に生きる、物好きなお前さんと真剣勝負をしてみたかった。……それに、最強。お前さんのライバルとも会ってみたかったんだがな」

「…………」

「だけど残念、時間切れ。……それに、やる気もない奴やつを相手にしたってつまらんもんな」

　女は屈託なく笑っていた。そして、

「だけどな、気をつけるんだぞ。最強だろうとなんだろうと、お前はまだまだ子供だろ。裏社会だなんて場所で生きてれば、私みたいに物珍しさに惹ひかれて、お前の最強を試してみたいと考える輩やからも少なくないだろうからな」

　と。

　女はそんなことを言い、背を向けたのだけれど、一度だけ少年を振り返り、

「──ああ、そうだ。充分に気をつけろよ、最強。その鞄を受け取ったってことは、お前を狙うのは私みたいなただの人間だけじゃなくなるってことでもあるからな」

　……と。

　そんな物騒な、意味ありげな言葉を残し、女は去っていった。




　女の乗り込んだ貨物船が、港から離れていくのを見送りながら、

「……荷物、か」

　ふと、少年は呟つぶやき、考える。

　充分に気をつけろという運び屋が残した言葉も気にかかる。だが、もうひとつ。どうして依頼者は、自分にこんな荷物を受け取るようにと願ったのだろうか──経緯というか、動機というか。その意図が気にかかっていた。

　少年、志し摩ま一ひと式しきは殺し屋である。

　高校二年。クラブ無所属。成績は良くも悪くもなく平均値。以上が表向きの顔。

　反面。

　夜は、裏社会に──汚泥のような欲望渦巻く大人たちの夢の世界に、両足どころか頭の先さきまでどっぷりと、その身を沈み込ませるようにして生きている、年若い殺し屋だ。それもいつの間にやら『最強』だなんて呼び捨てられている始末。しかし本人にその自覚が本当の意味で備わっているかどうかは、少年自身、定かではない。確かなのは、もうとっくに引き返せない場所に少年は立っているということだけだ。

　……そして。

　その少年、志摩一式は殺し屋として少し特殊な部類。頼まれれば報酬次第で何でもこなす。ただの荷物の受け取りだなんていう雑用中の雑用も。便利屋と言われたところでさほど違いもないだろう。

　おまけに今回の仕事の依頼者は殺し屋を営む少年の保護者のような人物で、依頼内容が気に入らないからと言って拒否するのもままならない状況だった。

『今夜。隣町の港に荷物が届く。その荷物を受け取り、保管しておいて欲しい──』

　それが依頼の内容。与えられた情報もこれ以上はない。まるで依仕頼事の中身が見通せなかった。

　何度も詳しい説明を電話やメールなりで要求したのだが、

『受け取ればわかる』

　と、ただ、それだけ。

　やはりそれ以上の情報は受け取れず、不信感、とでも言おうか、あまり座りのよくない違和感を覚えていたのが、実際だったのだが……。

　ともあれ受け取りは無事に完了。これで、終わり。

　念のためにと用意してきた護身用の武器。大振りのナイフと拳銃がひとつきり。これらを使わずに済んだということを何よりの収穫としよう。一ひと式しきは安あん堵どの息をついていた。最強などと呼ばれはしても。志し摩ま一式は戦うことが特別好きではなく、むしろ嫌いだと言っていいくらいなのだから。

　……さて。

　あとは、受け取った荷物を抱え帰宅すれば、今夜は無事にやり過ごせる筈はずだった。




「……行くか」

　貨物船の姿が見えなくなるまで見送り、一式はボストンバッグのストラップを肩に掛けた。

「……結構、重いな。何が入ってるんだろう」

　大きさの割に重量がある。

　ううん……。これは、何だろう。

　一式はちょうどこれくらいの重さに該当する何かを知っている気がした。

　目をつむり、頭の中の記憶を手探っていく──

　ああ。

　そうだな。

　この重量は、まるで。

　そう。まるで、子供の死体でも、担ぎ上げた時のような……。

「…………」

　何てことを考えてしまったんだろう。

　……それに、どうして。

　どうしてそんなことを考えてしまったんだろうか。

　いつだったか仕事で一度だけそれを抱き抱えたことがあるからか──あの時抱き上げたのも、ちょうどこれくらいの重さで、これくらいの感触だったなと一式は思ってしまったのだった。

　子供の死体……。

　そんなのはあり得ない。そう断言できる程度には、一ひと式しきは依頼者のことを信頼している。

　──だが。

　先ほどの運び屋の女が去り際に残した言葉が脳裏を過よぎる。

『その鞄かばんを受け取ったってことは、お前を狙うのは私みたいなただの人間だけじゃなくなる』

　意味深な言葉だ。

　……嫌な言葉だ。

　俄が然ぜん、鞄の中身が気になり始める。依頼者から中を見てはいけないという指示は受けていない。荷物に関しては受け取ればわかるとだけ言われている。

　……それはつまり、中を確認してしまっても構わないとそういうことなのだろうか。

「はは……」

　苦笑い。

　あんまりにも都合のいい解釈だなあと自分で思いながらも、一式は受け取ったバッグをおろし、ほんの少し、躊ちゆう躇ちよして──……。

（まあ、大丈夫だろう。見てはいけないのならそう念を押される筈はずだし、それに、こちらがしばらく保管しておかなければならないというのなら、中身によっては保存法だって異なるわけだし。生なま物ものだったら余計にだ。やっぱり、中を知っておかないと）

　……──言い訳、完了。

　それなりの正当性を確保する。

　ジッパーで閉じられたバッグを、一式は恐る恐る、開いてみた……。




「え……」




　啞あ然ぜんと、する。

　いや……。

　おいおい。

　そんな。

　まさか。

　噓うそ、だろ。

　一式は唾を飲み込む。

　まさか、本当に。

　鞄かばんの中には、




「子供の、死体が……」




　一瞬、言葉を忘れそうになる。

　おい……。

　ちょっと、待て。

「……何だよ、これ」

　改めよう。

　開いた鞄の中には──

　いつしか冷たく固まり呼吸を忘れた、小さな小さな少女がひとり、押し込められていた。




　一糸まとわぬ。全裸の少女。その終わり。

　驚くほど真っ白な肌だった。

　その白色を際立たせる深い漆黒の長髪。魂の零こぼれ落ちた少女の形……。何もかもがか細く、華きや奢しやな作りの身体からだを小さく折り畳み、少そ女れはそこに納まっていた。

　一ひと式しきは思わず、夜空を仰いだ。

「……失敗した」

　そんな言葉が一式の口から零こぼれ落ちる。まさか、厄介ごとを押しつけられたのか？

　一式は歯は嚙がみする。
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「こんなものを保管しておけって、何を考えてるんだ」

　依頼者のことは信頼している。だが、その意図を測りかねていた。

　……子供の死体だなんて。

　最悪だ。

　最悪すぎてめまいがする。

　こんなもの。この世でもっとも嫌悪すべきもののひとつだと言っていい。

　……そうだ。こんなものが裏稼業の舞台に上がり込んできてまともであった例ためしがない。女子供はいつだって理不尽で、利己的で、吐き気を催す一方通行な暴力の犠牲者だと相場が決まっている。

　一ひと式しきは頭を抱えたい気分だった。

　これからどうしたらいい。これを持ち帰り、言われたとおり保管しておくのか？　いったい、いつまで……？　自宅に利用している場所は自分ひとりが生活している場所ではない。故に。そこへこんなものを持ち帰るのは……。

　と。

　一瞬だけ逡しゆん巡じゆんしてしまっていた、その瞬間だった──……まるで昼間の太陽が忘れ物でも取りに舞い戻ってきたかのような明るさに、網膜を焼かれてしまったのは。

　がしゃん。

　鋼鉄がぶつかり合うような音。

「……っ」

　一式は思わず目を細めた。

　利き腕を顔の前に掲げ、光を遮断。……ライト。四よ方もを強烈な明かりに囲まれていた。夜間作業のための明かりが一斉に点灯。

　コンテナの上に何者かがひとり、立っているのに気づいた。

　ライトを背後にしているため、その姿はシルエットのように視し認にんできるだけ。顔つきまでは強い光で影となり、摑つかめない。照射される光に戸惑い細めた目をしばたたかせる一式を、その人物は何も言わず、ただ静かに睥へい睨げいしていた。

　……罠わなか。

　まず最初にその言葉が浮かんだ。

　もしや依頼者もろともハメられたのか。

　ならば、相手は警察か？　こんなにも無駄に派手な演出。奴やつらが好みそうなものではある。そして今、自分の足下にあるものは少女の抜け殻。ああ、まずいな。殺人犯に仕立て上げられる。それが狙いか。長時間の取り調べに自白の強要……これから起きるだろう歓迎しがたい流れを想像し、げんなりとする。

　だが、続く展開に一式の予想は大きく覆された。

「……渡せ」

　その人物が呟つぶやくようにそう言ったのだ。

〝動くな〟、だとか。

〝お前が犯人か〟、だとか。

　そんな風に警察の常じよう套とう句くを投げかけられるではなく、ただ一言、〝渡せ〟と。

　そしてもう一度、同じように言った。

「……その鞄かばんを、渡せ」

　小さく、しかし確かな存在感のある声だった。

　……女の声だ。知らない声。当然か。こんな時間。こんな場所。そしてこんな風にして対たい峙じしなければならない人物となど。一ひと式しきは知り合いになった覚えはまるでない。

「……その鞄を渡せ、と、言っている」

　再度。そう告げられる。

「……足下に鞄を置いたまま、立ち去れ。今すぐに。そうすれば、命は取らない。今夜のところはとりあえず、無事に帰れる。無駄に痛い思いをすることだってない」

「…………」

　一式は眩まぶしさに目を細めたまま、その人物を見上げていた。

　鞄、か……。

　状況が上う手まく飲み込めない。しかし、渡してしまってもよかった。いいや。いっそのこと渡してしまいたかった。

　こんな、対処に困るもの。

　もはや依頼者に規約違反だと言って突き返すことも今となっては難しいだろう。

　ならばむしろ欲しがる何者かへ譲渡してしまった方がよほどいい。こちらとしても渡りに船。相手が何者で。この鞄の中身にどのような価値が、あるものなのか。今、目の前にはわからないことばかりがぶら下がり、散らばっているのだが──そのような不確定要素に、自ら進んで関わり合いになる必要などまるでないのだ。

　……そうだ、必要ない。

　そんな無意味な積極性を発揮する必要なんて、ない、筈はずなのだが。

「…………」

　一式はどうにも釈然としない気分だ。

　渡せ、と一方的にそう言われ、はい、わかりました、と素直に言うことを聞くのは、しゃくだった。

　何を奇妙な対抗意識のようなものを持ち出してるんだと自分でも思う。

　……思うのだが。

　こちとら『悪党』で稼ぎを取っている身。舐なめられたら、終わり。

　だから……。

「断る。と言ったら、どうする？」

　一式はただ一言、そう発した。

　ただ相手の腹の内を探るついでの、軽い挑発のようなつもりだった。故に、挑発といえど、表情は茶化すでもなく真剣そのもの。三下っぽいせりふが少々鼻につき、気にくわないが、まあ、挨拶のようなものだ。出会い頭としてはそれほど悪い接触でもない筈はずだ。

　と。

　思っていた。

　しかしその一言は想像以上に効果的だったようだ。

「……奪い取る」

　コンテナからその人物が飛び降りた。

　──ふわり。

　軽く、重力の拘束力を意識させないような着地。その身のこなしには目を見張るものがあった。

　例えばオリンピックのテレビ中継で、素人目にも、ああ、こいつはすげぇな、たぶん優勝はこの人だろうなあ、と漠然とではあるけれど、しかし歴然と理解させられてしまうような凄すごみが、何な故ぜだろう、そのたったひとつの動きだけで感じさせられてしまった。

　……まずい相手に喧けん嘩かを売ってしまっただろうか。

　一ひと式しきは一瞬だけ後悔する。ここから無事戻るには、少し乱暴な手段に打って出なければならないかもしれない。

「君を殺して、鞄かばんを奪う。それだけだ」

　一歩、こちらへ足を踏み出し、その〝何者〟かは言った。

「…………」

　ライトの光の中から姿を現した少女の姿を、一式は見つめる。

　……サイズの大きなパーカーのフードを頭から被かぶっており、顔は確認できなかった。両手はパーカーのポケットに納められ、機動性を重視してか黒色のスパッツを穿いていた。

　こうして見ると小柄な子だ。俺の肩にも頭の先が届かないんじゃないのかな、と一式はその人物を観察する。

「……悪いが」

　少女は呟つぶやくように言った。

「悪いが、再起不能で済ませられるほど私には手加減を出来る自信がない。あまり器用な方じゃないんだ。……よくて、死亡。ばらばらにしてしまうかもしれないし、思わずぺちゃんこにしてしまうかもしれない」

「ばらばら？　ぺちゃんこ？」

　何だか不思議な言い方をする少女のそのせりふを一式は反復してみる。

　……殺傷能力の高い武器を有しているのか。しかし今のところ、そうは見えない。少女は丸腰のように思えるが。

「ああ……。この場合の最善は、きっと即死だろうけれど……」

　少女は続ける。

　一式の疑問へと回答を手渡すように。それはどこか気け怠だるそうな声でもあった。

「でも、運悪くそうならなかった場合。一瞬で、君を殺せなかった、その場合。ばらばらもぺちゃんこも。どちらにしても、その過程はすごくすごく、痛い。痛い筈はずだ。痛い上に、中々死ねない。最悪だ。……ああ、そんなのは最悪すぎる。痛いってことはさ、この世でもっとも最悪なことのひとつだって私は思う。……だから、一瞬がいい。物事は、どんなことでも手早く素早く一瞬で──が望ましいんだ。でも、不器用なこの私には、君を手早く即死させられるだけの絶対の自信がない。……なあ、わかるだろ、私が何を言いたいのかが。手を引けよ。その荷物を置いて今すぐ帰れ。回れ右だ。君みたいなものでも、死ねば誰かが悲しむ。だから──」

「はは。よくて死亡、か……」

　少女の長々としたせりふを、「まったく、よく喋しやべるなあ、君は」と遮断して、一ひと式しきは苦笑い。

「なんだかずいぶんと舐なめられてるんだな、俺は」

「……いいや」

　少女は小さく首を横に振り、

「……君が最強だとか言われてることは知ってるよ。所謂いわゆる裏社会と呼ばれる業界内じゃあ、それなりに君は有名人だからね。年若い、最強の、殺し屋だ。日陰者なら誰もが一度は耳にしたことがあるだろう。それ故に君こそ自分以外のすべてをどこかで舐めてるんじゃないのかな。どこかで自然と、見下してしまっているんじゃ、ないのかな。……最強。そう呼ばれて気分がいいだろう？　たかだか人間世界の最強に、いったいどれだけの価値があるっていうのか。甚だ疑問だ。……なあ、本当に君は強いのか？　私にはそれが不思議でならないんだ」

「……何だかなあ」

　一式はため息をつく。

「やれやれだ。本当に、やれやれだよ。……悪役のくせによく喋るな、君は」

「……悪役？」

「こういう場合は先手必勝だろ。寡黙に不気味に唐突に、有無を言わせず襲いかかってくるのが悪役のセオリーじゃないか」

「……おい。待てよ」

　少女は言う。少しイラついたのか、言葉に棘とげをまとわせて。

「どうして私がお前なんかに悪いやつ呼ばわりされなきゃいけないんだ」

「突然現れて人の獲物を横取りしようっていうあんたは、誰が、どこを、どう見ても。立派な悪役じゃないか」

「……違う。私にはその荷物を、中身を、持ち帰らなければならない理由がある。もしくはこの場で処分してしまわなければならない正当な道理があるんだ。君程度の、お前程度の人間に、悪役呼ばわりされなきゃならない謂いわれはどこにもない」

「ああ。そうだな、わかるよ。……誰もがそう言うんだ。〝自分の事情が一番優先されるべきで、自分の意見が一番で、何よりも、正しい〟。自分以外の人間が、自分以外の事情で生きてるってことを、ついつい、考えられなくなってしまうんだ」

「…………」

　そうしてふたりは口を開かず向かい合う。少し挑発の言葉が過ぎただろうか、と一ひと式しきは後悔しながら。

　この少女には……。

　いきなり現れ、鞄かばんをよこせと言う、正体不明の少女には。

　その言葉の通り……何か、のっぴきならない事情があるのではないかと一式は想像する。だからこそ、何も事情を知らないまま渡すわけには、いかない。後から更に面倒な問題に巻き込まれないとも限らないのだから。

「……ふざけるな」

　最初に口を開いたのは少女の方だった。きつく拳を握り、歯は嚙がみする。

「……ふざけるなよ。何も知らないくせに。何も、知ろうともしないくせに。それなのにどうして、こんな奴のことなんかっ」

　知らない？

　いったい、何を……？

「……ああ、止やめだ。もう、いい」

　少女は頭を振る。

「これ以上君と何を言い合ったところで意味なんてなさそうだ。〝価値観がまるで違う相手とは使用言語そのものが違うのと変わらない〟──と、どこかで聞いたことがある。そうだよ。私たちがただの人間なんかと理解し合える筈はずがないんだ。そして無意味に浪費できるほど、私の、私たちの時間は安くない」

　少女はさっときびすを返す。

　背を向けたまま、ゆっくりと歩き出した。

　……もしかしてそのまま帰ってしまうのか？

　そんなわけはないとわかっていながら期待してしまう。もしもこれで終わりなら、それはそれで非常にありがたい話なのだが……。

　少女は周りを取り囲むたくさんあるコンテナのうちのひとつを選び、その前で立ち止まった。

　そしてぴたりと、掌をその壁面に添えた。

「……言った筈だ。ちゃんと警告、した筈だぞ。ああ、そうだ。私はちゃんと伝えたんだ。ぺちゃんこになってしまっても、知らないぞって──」

　少女は独り言のようにそう呟つぶやくと……。

「──ああ、ああ、そうだよ。私はまだ、あの人の考えに納得しきれてはいないんだ……だから私は、だからこそ、私は……絶対ぜったい、悪くない」

　めき。

　一瞬、地を這はうような不気味な音が聞こえた。

　何の音だ。

　そう一ひと式しきが思ったのと、それはほぼ同時だった。

「え……」

　一式は目を疑う。

　コンテナが。

　少女の目の前にある、積載重量およそ一トンを超えるだろう鋼鉄の塊が。

　めきめきめきめき──

　イヤな軋きしみを発しながら……、浮かび上がったのだった。

「何だよ、それ」

　コンテナが〝浮いた〟、というのは正確な表現ではない。

　正しくは……。

　正しくは、持ち上げられたのだ。少女の細腕、その一本により。

　小さな掌と指先は、まるで軟らかな粘土を握りしめるみたいに、鋼鉄の壁面にべっこりと食い込んでいる。

　無理矢理に。強引に。

　その一点のみを起点とし、少女は鋼鉄のコンテナを頭上高くに持ち上げると……。その最大重量ごと、こちらをくるり、向き直る。

　華きや奢しやな足腰とその両手。

　それらが摑つかみ支える鋼鉄の塊……その光景はあんまりにも不釣り合いで、不自然で。異様とさえ言っていい少女の姿は、小さな小さな一匹の蟻ありが、自分の身体からだの数倍もある獲物を、顎の力だけで運搬している光景を一式に連想させた。

「……覚悟だ」

　少女はぽつりと言った。

「……こんな仕事をしてるんだから。ろくな死に方なんて出来ないと……最初から覚悟は出来てここにいる筈はずだ。だから……〝悪く思うな〟、だなんて。〝恨まないでくれ〟、だなんて。弱気なことは、口にはしない」

　そう、呟つぶやいて。

　少女はそれを。

　持ち上げた鋼鉄のコンテナを。

　まるで、軽く小さな野球ボールを放るかのような容易さで、遠投するかのように、投とう擲てきした。

　空高く……。

　弧を描き……。

　満月を背後に空中を舞う……。

　滞空で扉が開き、バラバラと中の荷物が飛び散り始めている。

　その軌道はなぜだかスローに見えた。

　着地点は、ここ。俺を圧殺するための軌道なのだと、一ひと式しきは理解する。

　……逃げなくては。

　ああ、そうだ。

　逃げなくてはならない。

　頭では充分以上にわかっていた。

　しかし身体からだが動かない。動こうとしてくれない。

　……小さな女の子が、コンテナを腕一本で持ち上げて、ぶん投げる。

　何だそれは。

　笑えない。

　夢でも見ているかのような出来事の、その異様さに。一式は完全にのまれてしまっていた──




　満月の夜。

　秋の夜長。

　簡単だと思っていた仕事、だったのだけれど……。

　とんでもない。

　簡単だなんて。

　そんなのはとんでもなかった。

　最強と謳うたわれた殺し屋の少年、志し摩ま一式は……。

　その夜、人間以外の〝何者か〟と、出会った。
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　……最強。

　そう呼ばれてどれくらいの月日が経たったことだろう。

　その言葉に有頂天になった時期も確かにあった。年相応に〝自分はひょっとしてすごい奴なのではないか〟、と自うぬ惚ぼれて。

　……だが、すぐにそんな思いは〝勘違いだ〟と自ら打ち消す。

　自惚れとは最悪の仇きゆう敵てきに他ならない。自分どころか大切な人まで滅ぼしてしまうことを知っていた。

　──強さとは言葉ではない。ましてや肉体的な最強など……。そんなもの。取るに足らない。無価値に等しい。

　いつか。

　いつの日か。

　ただの言葉だけの強さではなく、物質的な力強さではない、本物の〝最強〟が身に付いたなら。

　こちらから出向いていくつもりでいた。

　そのために磨いた殺し屋の腕であり、そのために辿たどり着ついたとも言える、飾りばかりの最強の言葉と、称号であった。

　ああ……。

　だというのに。

　早すぎる。

　もう、出会ってしまったのか。『復讐』を遂げるべきその最悪に。まだ、こちらの準備は充分、整っていないというのに……。

『おいおい、準備ばかりで人生終わっちまったら、間抜けだなんてどころの話じゃなくなるだろう』

　どこからか〝あの男〟の笑う声がするような気がした──
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　なあ、誰か。誰でもいい。教えてくれ。

　今俺に、いったい何が起きている。

「…………」

　未いまだ最強を知らない最強の殺し屋、志し摩ま一ひと式しきは、夜空を呆ぼう然ぜんと……見上げている。

　表情は硬直し。口元は小さく開かれ。微ほほ笑えむどころの余裕もなく。目前。空を舞ったコンテナ鋼鉄が迫る。

　頭上五メートルといったところだろうか。落下スピードに重力の拘束力がプラスされる。

　だが、動けない。

　それは〝目の前の光景に萎縮してしまい〟……。

　というだけでは、ない。

　静止した一式の脳裏には、たったひとつの映像が掠かすめていた。




　……雨。




　……真夜中。




　……真紅。




　……愛いとしい欠片。




　……漆黒の追跡者。




　……死神。




　ずきり──

　頭痛。吐き気がした。

　遠い遠いあの日の光景。

　父さん、母さん……。

　俺が。この僕が、弱かったばっかりに。

　そして、この俺が愚かだったばかりに、あの男は……。

　足が。身体からだが。……心が。動かなかった。

　こんなとき……、こんな窮地のただ中に在って、あの男なら、どう対処したのだろう……自分には、無理だ、対処だなんて…………、何も、出来ない……………………。




　ごそ──

「っ!?」

　一ひと式しきは弾はじかれたように回避行動を取った。

　それは一瞬のことだった。

　堅い地面を全力で蹴る。転がるような、バックステップ。

　日々研けん鑽さんを忘れない鍛え抜かれた脚力は、一式の身体を数メートルほど後ろに弾き飛ばした。

　……実際に勢いがよすぎて、抱えた鞄かばんごと、ごろごろと背面に転がってしまう。背後に置かれた別のコンテナに背中と後頭部を強打し、停止。頭を抱える。

　くそ！　痛い……っ。

　──直後、静かな夜を切り裂く、轟ごう音おん。

　コンテナやその中身が着弾する音だった。

「はぁ、はぁ……」

　汗が噴き出した。さっきまで乾ききっていた額は、一瞬で汗だくとなる。

　助かった。

　それを実感するため、何度か深呼吸を繰り返し、考える──

　突然の回避行動……。すべてが殆ほとんど無意識の行動だった。

　……何な故ぜ、急に身体が動いたのだろう。何かが俺を現実に引き戻してくれた。そのきっかけをくれた。そう、感じた。……だけど、いったい、何が？

　一式はふらふらと立ち上がりながら、両手に抱えた鞄かばんを意識する。

　まさか……、気のせいだと、思いたいのだが。

　中で何かが、動いたような。

　その僅かな感触が──張りつめ、気け圧おされ、凝固した一ひと式しきの意識に、小さな穴をあけたのだ。瞬間。一式の心は遠い昔の恐怖から抜け出せて、現実へと呼び戻されたように思えた。この鞄がそのきっかけを与えてくれたのだ。それはあくまでも偶然で。意図されたものではないのだろうが。

「まさか。死体が、動いた……？」

　そんな、バカな……。

　鞄の中身をもう一度、確かめようとしたのだが──コツ──足音がした。顔を上げる。

　……少女だ。

　着弾の衝撃でその形を歪ゆがめ転がったコンテナの向こうから、ゆらり、現れる。少女は軽くダンスのステップでも踏むようにコンテナを飛び越えてくる。両手はぶかぶかのパーカーのポケットに納められていた。

　……荷物が大事なのではなかったのか。

　一式はそう文句を言いたい気分だった。俺と一緒に潰してしまっては、意味がないじゃあないか、と。

「…………」

　少女は無言で身体からだを屈かがめた。

　何をしているのだろう。どうやら足下に転がった石を拾っているようだった。いや。拾い上げたのはコンテナが破壊した地面の欠片かけら……コンクリート片だ。テニスボール大くらいのサイズだろうか。

　少女は拾い上げたそれを、特別なフォームも取らず腕だけの力で一式へ向けて放り投げた。

　その動作を視し認にんした瞬間、一式の頰を擦さつ過かするコンクリート片。

　バゴン、と。

　背後で堅い何かが破壊される音がした。

「……ふん」

　少女は鼻息を漏らす。実につまらなそうに。

　一式は、生なま唾つばと緊張を、嚥えん下かする。

　……動けなかった。

　避けるどころか微動だに出来なかった。ただ立ちすくむだけ。棒立ちだ。

　──じわり。

　頰の薄皮が裂け、血がにじむ。

　小さく背後を振り返る。コンテナにぼっこりと──まるでショットガンか大口径ライフルか。その銃撃を受け止めたかのような大穴があいてしまっていた。

　ぞっとする。

　あんなのがもし頭に直撃していたら。

　……もう少し、少女のコントロールが、よかったら。いや。わざと外したのかもしれないが、とにかく、もしも正面から直撃していたら……。

　冗談じゃない。

　こんな埒らち外がい、まともに相手など出来るわけがない。

「…………」

　少女が迫る。

　何も言わず。

　ゆっくりと。

　少女はポケットに納められていた方の手を抜き出す。凶器を持たない徒と手しゆ空くう拳けん。空からの拳こぶしを抜き身にするという、ただそれだけの所しよ作さにも充分以上の物々しさが感じられた。

　……こちらに突進してくる。

　もう、そこには交渉の余地など微み塵じんもないのだと理解する。

「っ」

　一ひと式しきは懐に手を素早く差し込む。

　いつまでも惚とぼけてなどいられない。

　護身用にと携帯していた拳銃を抜き出す。グロック17と名づけられたその拳銃は一式の愛用だ。少女の足を狙い引き金を絞る。発砲に躊ちゆう躇ちよはなかった。雷鳴のような銃声が、二度。その炸さく裂れつ音おんは夜の港を足早に駆け抜ける。同じく携帯していた消音機サプレツサーを付けておけばよかったと少し後悔──

　銃弾を左足の太ふと股ももと膝頭に受けた少女は、受け身もろくに取らず派手に転がる。

　ごつん、と。

　頭が地面にぶつかる鈍い音がした。

　普通ならそれだけでも充分致命傷たり得るダメージである。だが一式が呼吸を整えようと息を大きくひとつ、吸い込んだところで……。むくり。少女は立ち上がる。何事もなかったかのように。

　……立ち上がる？　バカな。そんなことがあってたまるか。

　見ると銃撃を受けた筈はずの左足は無傷だった。スパッツに穴があいている程度。その真っ白な太股には傷ひとつない。何かに勢いよく打ぶたれたみたいに、ちょっと赤みがさしているくらいか。

　──驚いた。

　ああ、そうだ。目の前の光景に充分驚きよう愕がくしたし恐怖だって感じている。

　しかし、心のどこかではこうなるのではないかという思いがあったのかもしれない。

　頭の中は次第次第、冷静になっていく。

　先ほどのように思考停止してしまったりはもうしない。

　立ち止まるな。観察しろ。今、目の前で起きていることを理解しろ。こんなものでは足止めにもならないのだということを。

　一式はもう一度、試しに引き金を絞る。今度は少女の額を狙う。

　──命中。

　少女はその衝撃に大きく上体を背後に反らすが、今度は倒れることもなく、そのまま体勢が固定される。そして反り返った身体からだを、上半身だけの力で、ゆっくりと立て直してきた。

　……不気味だった。

　その姿は。

　理解を超えたタフさを見せつけられる、その光景は。

　とある映画の敵てき役やくを……未来からやってきた鋼鉄製の殺人マシーンを、一ひと式しきに連想させる。

　あんなのに目を付けられたら堪たまらないだろうなあ、と幼い頃にはよく思ったものだったが……。まさか。笑えない冗談だ。自らの人生において、二度も、映画の中の彼ら被害者のように、命を狙われ、追われる立場になるなんて。そんなのは、当然、思ってもみなかった。

　少女はまた一直線にこちらへ向かってきた。

　続けて一式は発砲するも──そのすべてを小さな身体で余よ裕ゆう綽しやく々しやくと受け止めて、今度はたたらを踏むことさえもなく、少女はまっすぐに迫って来る。

　……ああ。

　わかったよ。

　いい加減、諦めよう。認めよう。少女こいつに銃撃は、きかない。

　一式と少女の距離、五メートル弱。

　捕まれば殺される。その予感だけは、恐らく、間違ってはいない。

　ならばもう。やるべきことは、ひとつっきりしかない。

「ふぅ……」

　深呼吸。

　一式は拳銃を構えなおす。集中。突進して来る少女の重心に、その狙いを定める。素早く安定した射撃技術で全弾を撃ち尽くす。少女の小さな身体を、９ミリの弾丸が一斉に叩たたいた。

　全弾、急所を打ち抜くつもりの銃撃。狙いはすべて人体の急所──所謂いわゆる正中線というやつだ。

　今度はさすがに後ろへと吹き飛ばされてしまい、少女はそのまま倒れ込む。

　拳銃はスライドが後退した状態で、停止。

　……むくり。

　少女はすぐさま起きあがろうとする。

　ああ、そうだろうな、と一式は苦笑い。

「お前みたいな埒らち外がいを相手に……たったひとつ、やれること」

　全弾撃ち尽くした拳銃を放り投げ──こちらに背中を向けて倒れた少女が、ふらふらと立ち上がって振り返るよりも、素早く。

　目の前に現れた逃走経路へと、一ひと式しきは潜り込むのだった。
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　──逃走。

　最強と謳うたわれる年若い殺し屋、志し摩ま一式は逃げ出した。その選択にいっさい迷いはなかった。まず、生き延びなければ。

　報復をするにも。

　迎え撃つにも。

　……今のままでは分が悪い。装備も相手敵に対する知識も不足してしまっている今のままでは。

　そもそも一式は戦闘行為というものに好意的ではない。故に。極力闘わずに済む方法をいつも探している。どんなに、お前は本当に強いのか？　と疑われてしまおうともだ。そんなことで傷ついてしまうような高尚な自尊心は持ち合わせていない。

　今、一式は暗闇の下水路を、携帯の明かりのみを頼りにひた走っている。つい持ってきてしまった例の鞄かばんを抱えたまま。

　背後から少女が追跡してくる気配はない。何とか逃走に成功したと見ていいだろうか。

　少女が投とう擲てきしたコンテナの着弾点。

　その衝撃により、付近に設置してあったマンホールの蓋ふたが外れるのを、回避行動を取りながらも一式は視界の隅に捕らえていた。そこを逃走経路に選択し、一式は素早く滑り込むと、鋼鉄の蓋を内側から閉め直した。ありったけの弾丸を浴びせることにより、少女が倒れ臥ふしていた僅かな間の出来事。ただ走って逃げたのではすぐに追いつかれてしまうだろうと考えての選択だったが……この場所もきっとすぐに見つかってしまうだろう。

　あのまま少女に背を向け、ただ走って逃げたのではすぐに追いつかれてしまうだろうし、地上のどこかへ隠れていたとしても結果は同じだろう。見つかってしまったが最後、というやつだ。

「……あの子、この荷物が大事なのではなかったのかよ」

　一式は改めて不平をこぼす。

　俺と一緒に潰してしまっては、意味がないじゃあないか、と。

　……少女は、マンホールの存在に気付くだろうか。

　そしてそれに気づいたのなら、どれくらいの速さで追いつかれてしまうだろう。

　……この下水路を使い、港を遠く離れるだけの時間が稼げたのなら、いいのだが。

　どしん。

　地上から大きな音がした。

　下水路の空気が僅かに揺れると、ぱらぱら、天井から細かなコンクリートの破片が降り注ぐ。少女が地上で暴れているのだろうか。一式を探して。コンテナを次々と投げ飛ばしながら。

　地上の騒音は鳴り止やまず、続く。

「まったく、どうかしてる。これじゃあいきなり天井を……地面を叩たたき割ってあの子が現れたとしても、あまり驚けないな」

　ああ……。つくづく笑えない冗談だ。

　どんなに最強と持ち上げられようと、自分にはあんな芸当、何回生まれ変わったところで出来はしまい。人間の生物的な限界というやつだ。

　何にせよ。一旦仕切り直す必要があった。

　……あの様子を見る限り、少女がそう簡単にこの荷物を諦めるとは思えない。正体不明のあの少女とはまたどこかで出会いそうだと一ひと式しきはそう思っていた。出来ればもう二度と、出会ってしまうどころかほんの少しの会話さえ交わしたいとは思えないのだが。

「……さて。この通路。どこまで続いてるんだか」

　一式は鞄かばんを背負い直す。

　疲労からだろうか。

　ずっしりと──鞄は何だか重さが増したように感じられた。





５






　どれだけの時間、一式は走っただろう。

　下水路はコンクリートで固められた河川に出て行き止まり。

　臭いが一層酷ひどくなる。下水の中よりよっぽど臭う。

　生活排水とゴミでまみれたその姿は、町中の悪意や見捨てられた寂しさの集合体のように思えた。

　ああ……。

　早く帰って熱いシャワーを浴びて眠りたい。

　ため息をつき、進む。




　走って。

　走って。

　立ち止まらず。

　とにかく、走り続けて……。




　近所の慣れ親しんだ商店街を抜け──

　鬱うつ蒼そうとした薄暗い森林を手探りで進み──

　じんわりと薄く、朝日が空を白く染めはじめた頃……




　一ひと式しきは自宅の学生寮、『刻こく魔ま館かん』に無事、辿たどり着つく。




　その門をくぐり、敷地内で背後を振り返る。

　追跡の気配はない。

　深い息を絞り出し、その場に思わずへたり込む。

　この学生寮には秘密がある。

　故に。

　ここまで来てようやく安心できた。

　……よかった、自分は逃げ切れたのだ、と。




「…………」

　大きな洋館のような造りをしている学生寮、『刻魔館』

　一式はその玄関扉を静かに開いた。まだ眠っているだろう住人たちを起こしてしまわぬように。

　広い玄関口が姿を現す。

　しんと静まり返るその空間は、どこか冷たい雰囲気だ。

　さて。無事帰ってこれたはいいが、結局どこかへ放置するタイミングも逃し、ここまで持って帰ってしまったこの鞄かばんをどうしよう。もしも住人たちに知られたら何と言えばいいかわからない。自室に隠しておくのも気が引ける。

　……なら台所の冷蔵庫に入れておこうか。

　その発想もどうかと思うが、一時しのぎでも置き場を決めておきたかった。

　いま抱きかかえている問題はすべて、一度休んでから考えたい。

〝依頼者への事実確認〟

〝急に襲ってきた例の少女〟

　そして、〝鞄の中身〟

　それらはまずは後回し。

　ふと見上げた大きな大きな天てん井じよう時ど計けいは夜明けを指し示す。このお屋敷は、それ自体が巨大なひとつの時計と言っていい。もうこんな時間か、と一式は内心ため息。

　耳を澄ませば……チク、タク、チク、タク……屋敷内に響く小さな秒針の音に歩幅を合わせ、一式は台所へと進む。




　冷蔵庫のある台所に入るには、まず食堂を通り抜けなければならない。

　暗い食堂の照明スイッチを手探りながら、廊下から框かまちを跨またごうとしたところで──

「午前様とはいいご身分なんだよ、いーくん」

「うわっ!?」

　突然。

　強い光に両目を照らされ、一ひと式しきは小さくうめいて目を細めた。

　それは懐中電灯の光だとわかった。まだ薄暗い寮内ではその程度でも少し眩まぶしい。

「ふふん。このお姉さんが、門限破りの言い訳を聞いてあげてもいいんだよ」

　恐る恐る薄目を開き、声の主を確認。そこには寝巻き姿の小さな女の子が、立っていた。

　……にやり。

　歪ゆがめられたその口元は、してやったり、といった気持ちの表れだった。

「先輩……」

　一式は、安あん堵どと若干の呆あきれた気持ちをため息に乗せ、出力させた。

「何、してるんですか。こんな時間に、こんな所で……」

「それはこっちのせりふなんだよ。何？　今帰ったの？　こんな時間までお楽しみだったの？　いーくん、ずるい。どうして私も連れて行ってくれなかったの？　今日はお仕事だった筈はずなんだよね？」

　ちょっと不服そうな表情の後……にっこりと笑顔を作る、小さなサイズの女の子。

　名前は猫ねこ屋や敷しき子こ猫ねこという。

　一式の胸元よりも頭の位置が低いのだが、それでも立派な年上のお姉さん。一式が通う学園ではひとつ上の先輩にも当たる。

　そんな彼女は一式のことを〝いーくん〟と呼ぶ。
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　由来、と言っていいものかどうか悩ましいのだが……最初は一ひと式しきとちゃんと名前で呼んでくれていたのだが、しかしどこか舌っ足らずなところのある彼女は〝一式〟と発音することが苦手であったらしい。だから次第に一式から〝ひーくん〟になり、だがしかし本当に彼女が苦手とする発音はどうやら〝は行〟そのもので、ひーくん、と口にするのも段々と面倒になってきてしまったらしく……いつの間にやら今の呼び方に落ち着いてしまった。

『君の名前、一いつ式しきとも読めるんだから、いーくんでもそんな間違いじゃないかなって思うんだよ』

　と、ひとりで勝手に彼女は納得している。

〝ひ〟も〝い〟も言葉を伸ばせば同じ音である筈はずなのに、よくわからない舌先の不器用さを発揮する小さな先輩だった。

　そんな猫ねこ屋や敷しき子こ猫ねこに、一式は言う。

「子猫先輩……。もしかしてずっと、ここで俺が帰ってくるのを張ってたんですか？」

「もちろんだよ」

　子猫は薄い胸を張る。自慢げに。

　……でもすぐにテヘヘと笑う。

「……と、言いたいところなんだけど、違うんだよ。私だってそんなに暇じゃないかな。こんな時間におしっこで、目、覚めちゃったのさ。で、何だか小腹が空いてさ。朝ごはんまで待てなくて。だからおトイレのついでに何か台所でお菓子でも摘つまもうかなって思ってたんだよ」

　そんなところを早起きな有ゆ希きに見つかりでもしたら、行儀が悪いとお説教されるかもしれないから、懐中電灯片手にこっそりお菓子を盗み出そうとしていたら丁度、一式が帰ってきた──ということらしかった。

　何てタイミングの悪い。

「ねえねえ、何があったの、いーくん。君が午前様だなんて珍しいんだね？」

　子猫は首を傾かしげて言う。

「……今日のお仕事は簡単だって言ってたもんね。だったらお仕事以外にどこかで暴れてきたってことなんでしょ？　ずるいっ、ずるいよいーくんっ。私も暴れたかったっ。私も楽しいこと、たくさんたくさん、したいんだよっ」

「……これが楽しいことをしてきた人間の姿に見えますか先輩」

「えー？　んー。まあ、確かに。……ぼろぼろで、どろどろで、ぐずぐずだね。あれ？　もしかしてもしかすると、苦戦したの？　いーくんが？　噓うそでしょ？」

　目をぱちくりさせながら、子猫は一式に近づいてくるが、

「──うっ、臭うよ、いーくん。ゲロの臭いですんごくくちゃいよ」

　子猫は顔をしかめ、ぴょんと後ろに飛び退のいてしまう。

　ゲロの臭いとはあんまりだ。

　でも否定は出来なかった。下水路と溝どぶ川がわのハーモニー合わせ技。臭くないわけがない。

「もう、言い訳だったり事情だったりは後からたっぷり聞くからさ、今はシャワーでも浴びてきなよ」

　一ひと式しきの背中を押しながら子こ猫ねこは言う。……酷ひどい臭いに顔をしかめながら。

「ねえ、わかってるの、いーくん。うるさいことは言いたくないんだけどさ」

「……え？」

「昨晩はね、帰って来ないいーくんをみんな心配してたんだぞ。ちゃんと何があったかくらいは朝ごはんのときにでも説明してもらうからね。わかった？」

「みんな……？」

「ああ、そうだよ。舞香も、ゆっきーも、図書館の黒いのも。みんなみんな、心配してたんだ。もちろん、私だってそうなんだよ」

　ほんの少しだけの小言に、一式は「はい……、すみません」とうなずきながらも、何だかむず痒がゆいものを感じていた。

〝みんな心配していた〟

　……恥ずかしいような。嬉うれしいような。申し訳、ないような。

　本当はシャワーを浴びたならすぐにでも休みたい気分だったが、ちゃんとみんなに事情くらいは説明しないといけないか。

　一式はずっしり重い鞄かばんを台所のテーブルに置いた。もう隠す必要もなくなったものだ。

　……この荷物の扱いについても、ひとりで考えるよりは、みんなの意見を聞かせてもらう方がいいかもしれない。

「ん？　ねえ、いーくん。その鞄、どうしたの？　出かけるときにも持ってたっけ？」

「いいえ。仕事で受け取ったんですが、これのせいで大変な目に遭いました。まったく、どうかしてますよ」

　一式が苦笑いで子猫にそう言ったときだった。

　朝日……。

　目を覚ました太陽の光が、台所の小窓から食堂へと差し込んで来て……。




　……──ごそ。




「え」

　一式は目を見張る。

　いいや。

　身構えてしまう。

　鞄かばんが、動いた……？

「どうしたのいーくん？　怖い顔して。……お腹痛いの？　もしかして、間違ってきちゃない水、飲んじゃってたの？」

「……いえ。今、鞄が、動いたような気が」

「えっ、何なに、もしかして犬でも連れて帰ってきたのかな……っ」

　険しい表情の一ひと式しきとは対照的に、子こ猫ねこは満面の笑みである。

「ねえねえ鞄開けても大丈夫？　嚙かまれたりしない？」

　子猫は鞄に飛びついた。ボストンバッグのチャックに手をかける。

　……犬、だったらまだよかった。

　だがそんな可愛らしいものなんて入っちゃいない。

　そこには、息をしていた頃は可愛かったかもしれないものが、あるだけだ。

　一式は先ほど港であったことを思い出していた。立ちはだかる正体不明。その圧倒的な攻撃手段を前に、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした一式を、ふと解放させた……〝何か〟の気配。

「え……」

　子猫が鞄を開けた手を、ぴたり、停止させた。

　……わかってる。遺体だ。その反応は正しい。

「いーくん……。お姉さんはちょっと君に失望しちゃったかも、なんだよ」

　ため息。やれやれと子猫は首を振る。

「まさか……。いーくんが誘拐犯になるだなんて。びっくりだよ」

「え……」

　誘拐犯……？

「全裸の女の子を鞄に詰めて持ち歩くのが趣味だったの？　いーくん、とんだ変態さんだよ。ばっちいよ」

　変態……？

　ちょっと、待ってくれ。一式の中に幾つかの疑問が駆け抜ける。

　自分と子猫との認識には若干の誤差があるような気がして……。

　一式は鞄に近寄ろうとした。

　すると次の瞬間……。

　むくり。

　鞄の中の遺体が起き上がった。

「…………」

　一式は、言葉を失う。




　少女が。開かれたボストンバッグから、上半身をゆっくりと、起こす。




　遺体が動いた──……。

　言葉にすれば充分以上にオカルトでありホラーな状況。

　だが、どうしてだろう。

　不思議なのは、そんな目の前の光景に不気味なものは一ひと欠片かけらも感じられない、ということだった。

　女の子……。

　朝日を浴びる一糸まとわぬその姿……。

　肌は日の光を反射するくらい、真っ白で……。

　長い黒髪は。

　赤い瞳ひとみのその色は。

　生せいの息吹に、満ちていた。

　それはもう、どこか綺き麗れいだとさえ感じてしまうほどに。これが遺体だったなんて、今はとてもじゃないが思えなかった。

「……おはよう」

　ふと。死の眠りから目覚めたばかりの少女が言った。

「……おはよう、世界」

　呟つぶやくように、歌うように、そう言った。

　そうして少女は柔らかく、微ほほ笑えんだ。

「……あなたと手と手を繫つなぐ、そのために。私はここへ、来たんだよ」
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　少女は言った。

「……あなたと手と手を繫つなぐ、そのために。私はここへ、来たんだよ」

　それは言葉の印象とは裏腹に、どこか愁いを帯びていて。

　どこか、言葉でため息を形作るかのような、儚はかないものであるように……思えて。

　瞬間──

　驚いた。

　学生寮、『刻魔館』が、軋んで鳴った。

　まるで少女の目覚めの言葉を待っていたといわんばかりに──ぐわんぐわんと共鳴するのは、時計仕掛けの鐘の音ねだ。それは……チク、タク、チク、タク……玄関口の天井時計が鳴いているのだと、わかった。

　一ひと式しきと子こ猫ねこは耳をふさぐ。

　それは大きな大きな音だった。耳が。頭が。……心の奥が。どしんと強く叩たたかれているような、そんな騒音。

　ごくごく短い共鳴で、その大音量は停止したのだが。

　それは合図だった。

　時を超えた『約束』に……固定された長いながい時間の欠片が、動き出す。

　そんな気配に、満ちていた。




「何っ、何があったの……っ」

　二階の方から声がした。

　それは聞き慣れた幼おさな馴な染じみの声。続いて慌てたような足音が響く。

　まだ薄暗い食堂に、子こ猫ねこが急いで電気をつけた。

　その明かりに気づいたのか、足音の主は食堂に駆け込んできた。現れたのは、志し摩ま一ひと式しきの幼馴染みにして相棒である女の子、村むら田た有ゆ希き。

「あ……」

　寝巻き姿の有希は、帰宅した一式の顔を見ると一瞬だけ、どこか安心したように表情を崩す。テーブルの上に座る全裸の少女というエラーよりもいち早く、有希は一式の姿を見つけたようだった。

　しかしすぐにいつもの冷静な顔つきに戻り、

「……遅い」

　と眉を寄せ、唇を少し尖とがらせる。

「何、やってたの。携帯も圏外だったり電源入っていなかったりで。連絡もつかないし」

〝心配したんだから〟、とは最後まで口にしなかったが、彼女の不満そうな表情は雄弁にそれを語っているようだった。

　村むら田た有ゆ希き。

　十六歳。

　志摩一式とは私立大おお宮みや学がく園えんに通う同学年で、同じクラス。

　肩にかかるかどうかといった長さに切りまとめられた黒髪に飾り気は特になく、パソコンでの作業中にのみかけられるメガネにも洒しや落れっ気けの欠片も見受けられず、表情もどこか乏しい印象。いつも周囲が気圧される三白眼は、だがしかし特別に不機嫌だからというわけではない。単純に視力が弱く、ぼやけたピントを絞るための癖。

　加えて言葉少なく、不器用で。感じたことを回り道することなくストレートに表現するため、その正直さはとかく厳しい言動に変換されがちだった。彼女のことをよく知らない人間からは、どこか近寄りがたいと見られてしまうこともよくあった。

　そんな彼女はここ、特別な学生寮『刻こく魔ま館かん』で、一式やみんなのスケジュール管理や、仕事の進行についての管理などを通常業務としてこなしている。故に。連絡を入れる余裕もなく走り続けていたことに一式は申し訳ない気持ちで一杯になる。

　だが今は。

　ごめん、有希。

　今は、そういったことよりも……。

　一ひと式しきは恐る恐る、視線を移す。

　今、動き出した全裸の少女をもう一度、見る。

「…………」

　少女は何も言わず、朝日を見ていた。

　台所の壁に取り付けられている窓から、遠い空に顔を出す、生まれ立ての太陽の光を。

　……無言。

　何も喋しやべらない。

　再び物言わぬただの抜け殻に戻ってしまったのではないかと一式は思った。

　……いや。ただそうであって欲しいとどこかで願っていたのかもしれない。

　しかし少女は、こちらをふと振り返る。

　遺体なんかでは決してなく、しっかりと明確なまでの〝命〟を宿した──ひとりの少女が。

　ふんわりと柔らかそうな漆黒の長髪と、底のない奥深さを感じさせる瞳ひとみの色。

　そして、静かに降り積もる新雪のように真っ白な肌。

　眠たそうな音のない眼まな差ざしで、少女はこちらを観察している。自分の置かれた現状を把握しようとしているようにも見えた。

「……あの。君は、誰？」

　恐る恐る。猫ねこ屋や敷しき子こ猫ねこが問いかける。真っ白で真っ黒な少女に圧倒されてしまったのだろうか、子猫はどこか腰が引けていた。

　……わからないでもない。この少女には、何な故ぜだか対たい峙じする人間を威圧する、というのか、圧倒させる、とでもいうのか。互いの空気感をびりびりと震わせるような、色濃いまでの存在感があった。

「……え？」

　有ゆ希きが目を瞬またたく。

　そこでようやく状態把握が叶かなったのだろう、きょとんと首を傾げていた。この子、誰……？　と。

「あのね、聞いてよゆっきー。この子はね、なんといーくんが拉ら致ちしてきたんだよ」

　ぷりぷりと子猫は頰を膨らませて怒ったふりだ。

「しかも見ての通り、全裸にひん剝むいてまでしてさ。困ったことに、この男、とんだ変態さんだったんだよ。ばっちいんだよね」

「……何それ」

　有希は一ひと式しきを睨にらみつける。

　違う。

　と、すぐにでも否定してしまいたかった。しかし今はそんな問答をしている場合ではない。君たちは知らないんだ。この少女が……元は遺体だったということを。

　それは間違いないと一式は断言できる。戦うことに好意的でなかったり、少し特殊な側面を持っていたりもするが、それでも一応殺し屋だ。死体とそうでないものを見分けられない道理はどこにもない。

「……なあ、教えて欲しいんだ」

　一式は手探りのような言葉を投げかける。

「君は、いったい……どこから来たんだ？」

　阿あ呆ほか──一式は頭を抱えたくなる。

　何を素すっ頓とん狂きような質問をしているんだこの俺は。

　混乱しているからといって、あまりにも稚拙すぎる。質問すべきはもっと、もっと……様々溢あふれている筈だ。

　しかし少女は、一式が要求したものとは違う言葉を投げてよこした。

「……ここは、『刻こく魔ま館かん』。間違ってはいないかな」

　少女の言葉に一式たちは顔を見合わせる。逆に質問を返されるとは思っていなかった。

　そして、『刻魔館』

　今彼女は確かにそう言った。

　この子は。この少女は。この場所を……知っている？

「あ、ああ、そうだよ。……ここは大おお宮みや学がく園えんの学生寮『刻魔館』だ。でも、どうしてこの場所のことを……」

　そう答えた一式に、少女は柔らかく頰を緩めて、

「……会いたい人が、いるんだ」

　と、そう言った。

「……私には、ずっとずっと、会いたかった人がいる」

　少女は立ち上がる。テーブルの上に。自身の裸を隠そうともせず。

　自然、見上げるような形となる。

　この場に集まった人間たち全員が、まるで混乱した思考の塊のような視線の先を、少女へと無遠慮に送りつけていた。

　少女の声には、耳を傾ける者を不思議な期待感で高揚させる波長のようなものがあるのかもしれない。この子は次に何を言うのだろう。何と言って、自分たちの好奇心をくすぐってくれるのだろう──……。この場に居合わせたすべての者が、彼女の存在そのものに飲み込まれてしまっていた。

「私が会いたいと願う人。……この十年は、あっという間だった」

　やはり彼女の声は魔法のようだ。そのせりふから、意識を離すことが、出来ない。

「私が会いたい、彼の名前は……。志し摩ま──……」

　ふと。

　そこで少女は言葉を区切る。一旦わずかな間を空けてでも、何か大切なことを思い出さなければならないのだというように。

　そうしてたっぷり時間をかけた後、小さく呼吸を整えて、少女は再び口を開いた。

　彼の名前は……。

　志摩……、




「……志摩、燐太郎」




「え……」

　有ゆ希きが一ひと式しきを見る。

　それは、驚いた顔。啞あ然ぜんとした顔。……心配そうな、顔。

　色々な感情の色がそこには滲にじんでいた。

「私は、燐りん太た郎ろうに会える日を、ずっと、ずっと。心待ちに、していたんだよ……」

　少女はそう続けた。口にする言葉の一つひとつを、何よりも意味あるものに出来ますようにと、必死に……、見えない何かへと願い、強く、深く、祈りを捧ささげるようにして。

「…………」

　沈黙。

　一式は無言にならざるを得ない。

　彼女が口にしたその名に、聞き覚えがある──……なんていうどころの話ではなかったからだ。

　志摩燐太郎。

　少女が口にしたその名前。

　それは一ひと式しきの。

　志し摩ま一式の、義父の名前であった。
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『この世は素晴らしい。だからこそ、戦う価値がある──』

　その言葉は、彼の好きな作家が残した言葉であり、そこから更に『──後ろの部分には、賛成だ』とそう続く、とあるせりふを如実に体現するかのように、彼、志摩燐りん太た郎ろうはその生涯を駆け抜けた男だった。

　志摩燐太郎。

　それは一式にとって命の恩人であり、憧れの人物であり、戦う技術を教え込まれた師匠の名である。

　……同時。

　人生の指針のようなものを受け取り、意識させられた、何者にも代えがたい教師の名でもあった。

　あの日。

　あの夜。

　たったひとりで生きていかなければならなくなった、あの夜に。

　志摩一式は。いいや、玖く珂が一式は、その男と出会ったのだ。

「お前は今日から志摩一式だ。……俺の息子だ。玖珂の名前はもう捨てろ。二度と名乗るな。今日までのお前は、もういない。俺が殺した。そう思え」




　志摩燐太郎という男の人生を、人ひとりの持ちうる言葉で端的に言い表すことは、容易ではない。

　誰よりも複雑で。

　何よりも明確で。

　それでいて、誰より何より捕らえ所のない、雲のようなものだった。

　それでもあえていくつかの言葉を用いるならば。

『自称、世界一のお節介焼き』

『魔物狩り』

　それらが彼を象徴する言葉の一部。……とある特殊な環境に生まれついてしまった、男の人生。

　そんな、誰よりも冷酷非道でありながら夢見がちなひとりの男に、八年前の夜、一式はその小さな命を救われたのだった。




「……惜しいな。お前が可愛い女の子だったなら、もっと命がけで守ってやれるのに。人殺しと可愛い女の子はいつでもセットだ。そうだろう？　だというのに……中々どうして。現実は映画みたいには、いかないな」

　男はいつでも笑っていた。素直に格好いいとさえ思っていた。純粋に憧れだった。

　でも……。

「俺はな、一ひと式しき。小さな女の子が好きなんだよ。小さくとも男なんてお呼びじゃないんだ。可愛いってことは、それだけで、最強だ。なあ、そう思うだろ？　ああ、お前が小さくて可愛い女の子だったらなあ」

　格好良いのか悪いのか……。

　志し摩ま燐りん太た郎ろうという男はよくわからない不思議な大人だった。

　一式はその男と共に世界中を旅して回った。長い長い時間、共に過ごした。

　たくさんの人と出会い。たくさんの人を助け。たくさんの人を見送った。

　そんなある意味で夢物語のような生活を一式は続けていた。

　数年前。

　彼がこの世を、去るまでは……。




「燐太郎……」

　全裸の女の子はその名を呼んだ。何度も何度も。口にした。

「燐太郎、私、ちゃんと会いに来れたよ……」

　寝起きだからだろうか。その虚うつろな眼まなこは、今、自分のことを見つめている一ひと式しきたちの存在を捕らえているのかどうかも、わからなくなっていた。

「あーあ、まったくもう」

　子こ猫ねこが深いため息をついていた。

「燐太郎の小さな子好きにも困ったものなんだよ。まーだこんなかわいい子を隠し持ってたなんてさ。いつまで経たっても、迷惑な奴やつなんだよ」

「小さい子……」

　一式は、殆ほとんど無意識に子猫のせりふを反復していた。

「そうだよ。君は知らないかもしれないけど……包み隠さず言うと、あいつはとんでもないロリコンだったからさ。小さな女の子が困っているのを見かけると、それがどんな人間だろうと、どんな状況に在ろうとも、善悪なんてほっぽって助け出そうとする。そんな奴だったんだ」

　子猫はぷりぷりと頰を膨らませ、

「だからさ、こういう女の子。これからまだまだ増えていくんじゃないかなって、そう思うんだよ」

「……増える？」

　首を傾かしげる一式。

「そうだよ。志摩燐太郎は自称、世界一のお節介焼き。世界中にお節介を振りまけるだけ振りまきまくった面倒くさい奴だったんだ。探偵でも便利屋でもなく、ましてや殺し屋でもなく、自分のことを〝世界一のお節介焼き〟だとか自称して、どんな面倒ごとにも積極的に首を突っ込んでは引ひっ搔かき回まわす。〝大丈夫、絶対にお前を助ける〟〝この先もしも困ったことがあったなら『刻こく魔ま館かん』に来い〟〝お前の人生くらい、この俺がしっかり責任、取ってやる〟──だとか何だとか。果たせもしない約束を一方的に残してさ。私もあいつにそう言われちゃったから、そう言われて、その気になっちゃったから、ここの扉を叩たたいた口なんだもん。……だというのにさ。燐りん太た郎ろうときたら、無責任な約束ばっかり残して自分は死んでさ。あいつはいったい何なんだよって感じなんだよ。きっと、この子も、その類たぐいだよ。ね？　そうでしょう？　そこのかわいい全裸ちゃん？」

　燐太郎に何か困ったことを解決してもらいに、来たんだよね？　と子猫は続けた。

　──ここ、『刻魔館』は特別な学生寮。住人たちはみな裏社会に精通し、一筋縄ではいかない事情を抱えている。元々、故人志し摩ま燐太郎の救い出した行き場のない子供たちが共に生活する場として、彼が購入した場所でもあった。

　彼が死去してからは一式が引き継ぎ、ここに住む特別な子供たちと力を合わせ、特別な仕事をこなし、生きてきた。この、悲しいことの多すぎる世界の中に在って、それでも子供たちだけでしっかりと生きていけるようにと。

　そして、ごく稀まれに。

　こうして燐太郎のことを頼り、ここへやって来る人間がいた。彼が世界中に残した『約束』のひとつを果たしてもらいにだ。そういった人間たちの願いを、一ひと式しきは燐太郎の代わりに解決しているのだった。それがせめてもの、罪滅ぼしになればいい、と……。

「…………」

　少女は変わらずなにも言わない。ぼーっと。窓越しの朝日を見ていた。

「ほらね？　心ここにあらずだよ。あの全裸ちゃんも、君も、それに、ゆっきーも」

　……子こ猫ねこは少女と有ゆ希きを順番に指さしてから、言う。

「誰も彼もが、たくさんたくさん、燐太郎にぶつけたい文句で頭の中がいっぱいなのさ」

「文句、ですか？」俺にはそんなもの、ないのだけれど……「いったいどんな？」

「いーくん……、君はおバカちゃんか」

　呆あきれ顔の子猫。

「〝いつになったら僕を私を助けに来てくれるんだ〟──って、そんな感じに決まってるじゃないか。君や私や、これまでここにやって来た子たちと同じだよ。そして誰もが気づくんだ。あいつはいつの間にか死んじゃってて、残念ながら私も君もあの子もどの子も、あいつにとっちゃあ特別でもなんでもなかったんだなってさ。その他大勢と変わりがない、ただの無力な子供だったんだってさ」

「…………」

　全裸の少女はテーブルに立ち上がったまま、朝日を窓越しに眺め続けている。

　ああ、服。……服を着せないと。一式はようやくそう思い至ったのだが……、

「……いた」

　ぽつり。

　少女が何かを呟つぶやいた。

　そして少女は、お腹を押さえる。

「……おなか、すいた」

「え……？」

　一ひと式しきは首を傾かしげた。

「……おなか、すいたよ」

　お腹の鳴る音。

　小さな可愛い音だった。

「…………」

　何て言うか……。

　何て、言うのか。

「は、はは……」

　つい苦笑いが、滲にじみ出す。

　お腹の虫が小さく鳴いた──たったそれだけのことで、何だか気が、抜けてしまった。

「……ああ、わかった。とりあえず、ご飯を食べようか。話はそれからにしよう。聞きたいことは山ほどあるんだ。整理したいことも、たくさん」

　君はどこの誰なのか。極端な話だが──俺たちにとって敵なのか、味方なのか、そのどちらでもないのか。燐りん太た郎ろうとはどういう関係だったのか。

　いや、燐太郎とはどんな約束をしたのだろうか、と問いかけた方が手っ取り早いか。

　そして何で、鞄かばんの中に。

　ああ、そして……確かに君は、死んでしまっていた、筈はずで。

「…………」

　いや。考えるのは後だ。

「……有ゆ希き、悪いけど、服を貸してあげてくれないかな」

「う、うん。そうね、そうだよね、わかった」

　呆あつ気けにとられたようにしていた有希はうなずく。慌てたように。

　そしてぱたぱたと、台所を出て行った。

「ごはん……」

　呟つぶやき。少女がこちらを見る。

　また、お腹が鳴った。

　今準備するから待ってて欲しい、だからまずそのテーブルの上から降りてくれないかな、と一式はお願いしようとしたのだが、

「……いーくん。ダメだ。ちょっと待て」

　側そばにいた子猫が、何な故ぜだか急に声を低くした。

「ダメ？　何がですか、子こ猫ねこ先輩」

　振り向いた一ひと式しきに、子猫は小さな声で答える。

「……そいつ、変だぞ」

　え？

「変……？」

　一式は首をひねる。子猫の言わんとすることが、すぐには理解できなかった。

「……血。血が、足りない」

　背後からの声だった。血？　どういうことだ。……一式は少女を振り返る。

　見ると……はぁ、はぁ、と少女は呼こ気きを乱していた。

　苦しそうに。

　つらそうに。

「どうしたんだ？　……血？　もしかして、どこか怪け我がを……？」

　鞄の中は死体だと思っていた。故に逃走中、鞄を乱暴に扱いすぎたのかもしれない。走り回る最中にどこかへぶつけたのかも。

　しかし少女は小さく首を横に振った。怪我はしていない、と。

　そして、言う。

「ああ、私は……」

　呟つぶやくように。囁ささやくように。……どこか、歌うように。

「……私は、人間ではない」

　その口元は……。

　その、眼まな差ざしは……。

　先ほどまでの緩やかさなど見る影もなく。

　どこか卑屈に、歪ゆがめられていた。

「私は……ああ、そうだな。お前たちの言葉を借りるなら──カテゴリは、吸血鬼ヴアンパイア。『真しん祖そ』の娘だ。さあ、……誰が私に、お腹いっぱい、血を吸わせてくれるんだ」

　少女の様子は豹ひよう変へんし。

　一式は、表情を、固めた──……。
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「そんなの絶対ぜったい、反対です……！」

　その日の夕刻。お夕飯の席。

『刻こく魔ま館かん』の会議室兼食堂に、叫びにも似た声が響いていた。

　声の主は人材ナンバー００２、九く条じよう舞まい香か。

「な、何かお話があるからって、一式くんがわざわざ教会に迎えに来てくれるから……いったいどんな嬉うれしいお話なのかなってワクワクドキドキしてたのに……っ、まさかまさか、こんないやらしいお話だったなんて……っ」

　こんなの信じられませんっ、と声を上げる女の子、九く条じよう舞まい香かはひとつ年上の先輩で、一ひと式しきの通う学園の生徒会長であり、ここ、特別な学生寮『刻魔館』に属する人間だ。

　そう。九条舞香は生徒会長、なのである。

　彼女について少し言葉を並べるならば……。

　生徒等の前で見せる立ち振る舞いは風雅で可か憐れん。漆黒の長い髪は綿毛のように柔らかく風に揺れ。背筋を伸ばし颯さつ爽そうと廊下を歩く姿は一輪の花のよう。大和やまと撫子なでしこなんてありきたりな形容を付したくはないけれど──まさにそれそのものとしか言いようのない清せい楚そな雰囲気は、どこに居ようとおのずと視線を集めてしまう。

　その性格は規律を重んじ誠実で、何より筋の通らぬことには生徒ばかりか教師にさえ臆おくすることなく抗弁するほど。その毅き然ぜんとした態度に憧れる者も少なくはない。

　……同時に。

　志し摩ま一式と村むら田た有ゆ希き、そして九条舞香は幼おさな馴な染じみである。

　一式はそんな彼女に、今夜は『刻魔館』で一緒にお夕飯を食べようと誘い、そのついでに事の成り行きを説明したのだが……。

　舞香は声を上げる。

　学園では生徒会長として貼り付けている綺麗なきれいな外面なんて取っ払い──

「こ、こ、こんな、どこの誰だかわからない、小さくて生意気そうな女の子を連れ込んで、あまつさえこれから一緒に、ひとつ屋根の下で、暮らそうだなんて……っ、い、いやらしいですっ、とてもとってもいやらしいですよ一ひと式しきくんっ」

　舞香が指さす先には──一式の隣にぴったりと寄り添うようにして立つ少女がひとり。

　その身を包むのは、有希から借りたらしい学園の制服。

　今、ここには不在である猫ねこ屋や敷しき子こ猫ねこの私服は、小さな彼女が着るにしても、小さすぎ。……とりあえず、今はそれしか彼女に合う着替えがなかったらしい。それでも少し、大き目でぶかぶかだ。

　そんな少女は、舞香の剣幕に目を細めていた。

　迷惑そうに。面倒くさそうに。一式の制服の裾すそを小さくひっぱりながら、

「……うう、まったく、うるさい女だな。耳がきんきんするぞ」

　渋い顔をする。苦いものでも間違えて飲み込んでしまったかのような。

「ち、近い、近いですっ、何でそんなにぴったりしてるんですか……っ」

　やっぱりいやらしいことが目的なんですか一式くんっ、と舞香は涙目だった。

「な、何言ってるんですか舞香先輩……っ」

　気け圧おされてしまう。一歩、二歩、と後退しながらも、一式は弁解。

「ただ、行くところがないって言うから……それに、燐りん太た郎ろうの知り合い、みたいでしたから。しばらくここに、『刻こく魔ま館かん』に置いておければなと思っただけで」

「怪しいです……」

　舞まい香かは目を細める。

「すごくすごく怪しいですよ、一ひと式しきくん……」

　どきりとしてしまう、舞香に怪しいと言われて。

　……今朝。

　あれから少女と『約束』したことを、一式は思い出してしまっていた。

「あのですね、一式くん。あまり口うるさいことを言うのも気が引けますが……いいですか、一式くん。お姉さん、思うんです」

　舞香は人差し指を立て、言う。

「私は、あの方とは……燐太郎さんとは直接お会いしたことはないですが、一式くんにとって燐太郎さんの存在はとてもとても大きいのだということはちゃんとわかっています。わかっていますけど……でも、でもね、一式くん。燐太郎さんのそんなところまで見習わなくてもいいじゃないかなあって、お姉さん、思います」

「……そんなところ？」

「小さな女の子が大好きなところです」

「ああ、ロリコンってやつね」

　有ゆ希きがぽつりと言う。それまで我関せずとお夕飯を食べていたのに。

「汚きたならしい」

　吐き捨てるように言った。食欲が失うせる、と有希は食べかけの茶ちや碗わんと箸をテーブルに置く。

「……さっきから失礼な連中だな。私は小さくなんてないぞ」

　そして渦中の少女は、一式の隣で唇を尖らせる。不満そうに。不服そうに。

「私のどこが小さいというんだ。……胸か。胸のことなのか」

　どこか納得できないというように、自分の平面に近い胸板をぺたぺたしている女の子──中学一、二年生の平均くらいか、いいや、もう少し、小さいだろうか、といったその体格は、現在、高校二年生、三年生の男女が寄り集まっているこの室内においては、やはり、小さな方だと疑いようもないのが、実際だ。

「ふん。まあ、いいさ。確かに胸は小さい、……小さいな、うん。そこは事実なのだから認めなくちゃ、だ。それが大人の対応というやつだ。認めて、受け入れたなら、あとは改善すればいいだけの話なのだからな。……おい、牛乳はどこに行けば飲めるんだ」

　一式の上着の裾すそを引きながら、少女は言った。

「えっと、今はちょうど切らしてるかな」

「そうか……」

　残念そうにする。

「後から買いに行って来ようか……？」

「ああ、わかった。後から、一緒にな。約束だぞ」

　にこりともせず少女は憮ぶ然ぜんとしていた。

「燐りん太た郎ろうは約束を破ったけど、お前は破るなよ。あんな風なダメな大人になってはいけないぞ。絶対の絶対にだ。わかったか？」

「…………」

　燐太郎──少女の口からその名前を聞くと、一ひと式しきはどうにも複雑な気持ちになってしまう。

「……とにかく」

　と少女は区切るようにして、言う。

「事実というのは認めなくちゃいけないものだ。否定しようと拒否しようと事実は事実なんだから変わりようがない。雨が降れば雨が降ったと理解しなくちゃ傘もさせないからな。──ああ、そうだ、私は小さい。一般的にはどうか知らないが、この中では一番小さい。それが事実だ。そこは、認めなくちゃ、だよな。……なあ、だからお前も、認めたらどうなんだ。私はこいつらと一緒に、このおんぼろ屋敷に──『刻こく魔ま館かん』に住むことになったんだ。決定事項にうだうだうだうだ言うのは大人げないと思わないか」

「で、でも……！　今はここに住んでいませんが、私も元々はここの住人だったのにっ、時どき遊びにだって来るのにっ、全然、一式くん、相談もしてくれなくて……！」

「ああ……、うん。なんだ。なるほど。そうなのか」

　きょとんと首をひねる少女。

「ただ仲間外れが寂しかっただけなのか」

「え」

　目を丸くする舞まい香か。

「身体からだは大きくても子供なんだな」

「……ううっ」

　舞香は後ずさる。少女の口さがのなさに。

　顔が、真っ赤に。

　涙目が、より色濃く。

　な、泣かないよな。

　一式は心配になる。

「ひ、一式くん……、もっとちゃんと説明、してください……っ」

　キッと。一式を見る。

「この子は誰なのか、どこから連れて帰ってきたのか……どうして、どうして、一緒に住むことになっちゃったのか。ただいきなり、『今日からこの子が一緒に住むことになりました』、なんて。ただそれだけのぞんざいな説明じゃ、お姉さんは寂しくもなってしまいます……っ」

「は、はいっ。わかりました」

　説明……。

　一式は今現在までの流れを、舞香に搔かい摘つまんででも語るため、まずは何があったのかを思い起こすことにする──




　……今朝。

　目を覚ました少女は、一ひと式しきたちに言ったのだ。




「私は……ああ、そうだな。お前たちの言葉を借りるなら──カテゴリは、吸血鬼ヴアンパイア。『真しん祖そ』の娘だ。さあ、……誰が私に、お腹いっぱい、血を吸わせてくれるんだ」

　そして少女は笑ったのだった。

　にやりと。

　にんまりと。

　充分以上の不敵な雰囲気を、その身にまといながら。

「こ、こいつ……」

　そんな少女の言葉を受け、子こ猫ねこが、硬い表情でふるふると──微かすかに震わせた指先を、少女へと差し向けていた。

「まさか、そんな……」

　ごくり──

　子こ猫ねこが息を飲み込む小さな音が聞こえた。

「…………」

　一式は何も言えない。答えられない。

　ただ、目を細め、少女のことを見つめるばかり。

　……『人間ではない』

　今、この少女はそう言ったのか？

　ずきり──

　頭痛がする。

　どうしても思い出してしまう。思い、出さされてしまう。

　あの夜。

　志し摩ま燐りん太た郎ろうに救われた、虐殺の夜。

　復讐すべき、漆黒の正体不明。

　志摩一式が。いいや、玖く珂が一式が今日の日まで殺し屋としてその腕を磨き続けてきた、その理由。

　そして先ほどまで相手をしていた、正体不明の『豪腕少女』

　過去がようやく追いついてきた。

　そんな気分だった。

「こいつ……」

　子猫はまだ身体からだを震わせ、少女のことを、目の前の『人間ではない何か』を、見つめている。

　そして……。

「いーくん……」

　力強く目を見開いた子こ猫ねこが、沈黙する一ひと式しきを振り向くと……。

「ぷ──っ」

　……吹き出した。

「……え？」

「あ、あはっ、あははははははははっははははは！」

　大爆笑だった。

「聞いた、ねえ、聞いたっ、今の聞いたっ!?　『私は吸血鬼ヴアンパイアだ』……だってさーっ！」

　おかしくておかしくて堪たまらないと子猫はお腹を抱える。

「しかもあんなドヤ顔までしちゃってさーっ、か、かわいいっ、かわいい……っ、なにこの子っ、すっごいかわいいよ……っ、まさかまさかもしかして、これが例の中二病ってやつなんじゃないのかなあーっ」

　あ、ああ……。

　何を言うべきかと悩んでしまう。一式は少女の言葉に少なからず思い当たるものがあるのだから。

　だがしかし。今、一式が困惑するのはそれだけでは、なくて。

「…………」

　子猫に指さし笑われている少女がむくれていたからだった。

　目を細め。

　頰を膨らませ。

　唇をとがらし。

　明らかに不満そう。

　……私は噓うそなんて言ってないのに、どうしてそんな笑われなくちゃいけないの、と、そんな気持ちがありありと想像できる表情だった。

「ひー、ひーっ……げほっげほげほお」

「子猫先輩、笑いすぎ」

「だ、だって、いーくん、私、ここまでの重病患者なんて、はじめて見るよ……っ」

「重病……？」

　少女は呟つぶやく。渋い顔をしたまま。

「よく、わからないけど……日本ではこうあいさつすれば喜ばれるって、あいつは言っていたのに……喜ばれる種類が違うじゃないか。不愉快だ」

　得心いかなそうな口調だった。

　机から飛び降りる。

　そして笑う子猫を無視して、少女が一式に言った。

「なあ、少年。お腹が空いたのは、本当だが……血はいらない。ほんのあいさつだ。……冗談だ。あれは不ま味ずいからな。好き好んで愛飲する奴やつらの気が未いまだに知れない。……それよりも燐りん太た郎ろうはどこにいるんだ」

　きょろきょろと辺りを見回す少女だった。狭いところだなここは、と小さな不満を添えながら。

「ここは、『刻こく魔ま館かん』。あいつの隠れ家、なんだよな？　違うのか？　ここであいつに会えると聞いたから、私は城を抜け出し、ふつうではないやり方までして、やって来たんだ」

「……お城？」

　ふつうでは、ない？

「ああ、そうだ。まあ、広い意味で私は家出娘と言えるのかもしれないな」

「…………」

　一ひと式しきは少女にどう伝えるべきか悩む。

　志し摩ま燐太郎は、もういない。数年前に死んだのだ。

　……それも、あまり美しいとは言えない、死に様で。

　彼女はそれを知らないのだろう。問いただすべくもなく、わかる。

　だから……伝えるべきだろうか、燐太郎の死を。

　彼はこの世を去り。もういない。ここには君と同様、彼に置いて行かれてしまった子供たちしか、いないのだということを。

　だがそれには、一式自身、覚悟を決める必要があった。

「どうした。黙っていちゃわからない」

　少女は首を傾かしげて一式の顔を見上げる。

　そんな少女は未いまだに裸なのだが、それを恥ずかしがる様子はまるで見せない。

　あまりに堂々としているので、一式にもまるでそれがふつうのことのように思えはじめてしまっていた。

「なあ、燐太郎はいるのか？　いないのか？　お願いだ、それだけ教えてくれないかな。でないと私は、これからどうすればいいのか、わからなくなるから」

　苦笑いで首を傾げる少女だ。

　その表情から笑顔を取り除く結果になるだろう言葉は、一式の喉のどの奥まで出掛かっていた。

「ああー……。あいつは、もうここにはいないんだよ」

　子こ猫ねこが言った。沈黙する一式の代わりに。

　ひとしきり笑い、ようやく落ち着いたのだろう。小さく呼吸を整えながら。

「いない？」

　と少女が首を傾げた。

「そう」

「だったら、どこに行けば……」

「死んだんだ」

　子こ猫ねこはためらいもなくさらりと言った。

「とっくの昔に……死んだんだよ。五年前、だったかな。とにかく、もうあいつには会えないんだよ」

「…………」

　少女は言葉をなくす。

「どうしても会いたいと言うのなら、あの世にでも顔を出すしかない」

　追い打ちのように子猫は言った。その言葉は、一ひと式しきの心の内にもほんの少し痛みを残した。

「…………」

　大きな目をしばたかせ、少女は今受け取った言葉の意味をかみ砕いているようだった。

　そして言う。

　……問いかける。

　恐る恐る。どこか、すがるようにして。

「うそ……？」

「ごめん。噓うそじゃないんだよ」

　子猫は首を振る。

「……私だって最初は……ううん、今でも、信じられないけれど……あいつは確かに死んだんだ」

「…………」

　少女は震える瞳ひとみで一式を見つめた。

　不安や心配や寂しさや悲しさや、その小さな胸を引き裂くあらゆるものが混在している瞳の色だ。

　……だからこそ、何も、何ひとつ。

　今の一式にはかけるべき言葉が見あたらない。この、未いまだに名前も身分も何もかも謎だらけの少女には。

「う、うそだ……」

　一式の沈黙に、揺るぎない肯定の意を受け取ったのだろう。

「そんなの、うそだよ……」

　崩れ落ちる。

「燐りん太た郎ろう……、約束、したのに……私を、助けて、くれるって……十年経たったら……また、会おうって……そして私を……私の、ことを……」

　頰に一筋、涙が伝った。呆ぼう然ぜんと天井を仰ぐ少女の頰に。

　……泣くのかと思った。

　大きな声で、受け入れられない現実に、どうしてこんな、と、たくさんたくさん、涙を流して。

　だが少女はそうしなかった。

　涙をほんの一滴。

　その後はただただ、空を見上げるように、何も言わずに天井を、見つめるばかりだった。

「ああ、うん。その気持ち、よくわかるんだよ」

　子こ猫ねこは寝間着の上着を脱ぎ、裸の少女に羽織らせながら、言う。

「混乱、するよね。あいつは何があっても死にそうにない奴やつだったから。それなのに、あっけなく死んじゃうなんて。混乱して、混乱しすぎて、自分がどんな風に反応していいのか、わからなくなっちゃうんだよね。私もそうだったもん。だからよくよくわかるよ」

　苦笑いの子猫。

「でも、大丈夫なんだよ、中二病な女の子。あいつが守りきれなかった約束は。世界中に置きっぱなしにしてきた約束は、今、いーくんが代わりに解決してくれてるんだよ。……何があったのかわからないけど、話してみればいいんじゃないかな」

　出来ることならきっと、力になってくれるだろうから、と子猫は少女に伝えていた。

「……いーくん？」

　首を傾かしげ。少女は一ひと式しきを見上げる。

　すがるような目だった。

　あなたが私を、助けてくれるの……？

　と。

　そんな風に、期待されているような気がして。

「……っ」

　……目を、背そむけそうになる。

　こんな自分が『志し摩ま燐りん太た郎ろうの代わり』を果たそうだなんて、そんなこと──……と。

　ああ、これは自信のなさの現れだと、わかる。

　だから、ぐっと、耐える。

　目は逸そらさない。見つめる。少女のことを。

　まだ何も、投げかけるべき言葉は、見あたらなかったけれど。

　そうして少しの間、場の空気は停止してしまい……。

「……何。何が、あったの」

　少女に着せるためのシャツを持ってきた有ゆ希きが首を傾げていた。





４






　有希が持ってきた着替えは、何な故ぜか一式のワイシャツ一枚だけだった。下着も何もそれ以上は持ってきておらず、有希も少女の存在に、そして少女が口にした志摩燐太郎というその言葉に、充分に、驚き……混乱していたのだろうと思う。

　彼女も。……村むら田た有希も。

　一ひと式しきや猫ねこ屋や敷しき子こ猫ねこと同様、志し摩ま燐太郎にその命を──その人生をと言ってみたところでさほど差異もなく──救われた結果、ここ、『刻こく魔ま館かん』に住むことになった子供たちのうちのひとり、なのだから。

　当然。有ゆ希きが慌てて持ってきたワイシャツだけでは不充分。

　改めて全裸の少女を着替えさせるため、有希が少女を自室へと連れて行ったので、その着替えが終わるまでの間、一式はシャワーで身体からだの汚れを落としていた。

　もう、着替えは終わった頃だろうか。

　風ふ呂ろからあがり、有希の部屋に移動しようと『刻魔館』の廊下を歩く。

「…………」

　……こうして見ると古びたものだな、と一式は辺りを軽く見回した。壁は色あせ。よく見れば敷かれた絨じゆう毯たんも所々ほつれている。

　ここに住み着いて、およそ五年。色々なことがあった。

　五年という歳月はあっという間だった気がするし、とてもとても長く面倒な道のりであったような気もする。

　積み重ねてきたそれら一つひとつを思い出す一式の表情には、浅い苦笑いがにじみ出すのだった。




　ここ、『刻魔館』には秘密がある。




　私立大おお宮みや学園学生寮『刻魔館』

　志摩一式の住む町、弁べん天てん町ちようの外れに位置する森林の中に、それは在る。

　木造三階建て。

　大正ロマンを絵に描いたような造りの建物は、ずいぶんと古く年季を感じさせる佇たたずまい。和洋が渾こん然ぜん一いつ体たいとなったようなデザインは、文明開化に心弾ませた当時の世相を思わせる。

　建設当時はケバケバしさはなくとも見栄えよく着飾っていたのだろうが、今や壁の塗装も色あせて、屋根は所々青くこけむし、そして決して広いとはいえない庭先に、どっしりと根を下ろす杉の巨木の枝々が、館全体を自然物の天井として覆い隠し、雨や嵐や雪などから古い建物を守っていた。

　もう少し年数が経たてば、館そのものが杉の木の幹に取り込まれてしまうのではないかと思えるくらい、杉の巨木は生命力に溢あふれ、対照的に古い人工物建物は今にも崩れてしまいそうなほど頼りなくも見えた。

　そして何より特徴的なのは、玄関口の天てん井じよう時ど計けい。天井そのものが大きな文字盤となっていて、同じく大きな三つの針が、絶え間なく時を刻み続けていた。

　耳を澄ませば、チク、タク、チク、タク、時の進む音がする。

　……先ほど。

　あの少女が目覚めると同時、大きく大きく鳴り響いたのも、この時計に内蔵されていた鐘であろう。

　しかしこれまであんな風に突然、鐘が鳴り響くようなことはなかった。何が、原因だったのだろう。折を見て故障がないか見てみなければならないか。

　そして抜け道や隠し部屋など、住人である一ひと式しきでさえ把握できていないものがそこら中に存在している。うっかりそれらにはまりこんでしまえば、自宅で迷子になってしまうこともあるかもしれない。

　ここは建物全体が歯車とゼンマイ仕掛けのおもちゃのような場所だった。

　そして更に、もうひとつ。

　この学生寮には、誰にも言えない秘密があるのだ──……。




　表向きは、ただの学生寮。

　だが誰もが容易に入寮できるものではない。

　何な故ぜなら……この社会に根ざす裏稼業に精通した、特別な事務所でもあるからだ。

　その業務内容は、人材派遣。

　……もちろん、取り扱う業務も人材も、ごく一般的なふつうのものなんかではあり得ない。

　籍を置くのは『悪党』ばかり。

　それも選よりすぐりの人材ばかりだ。

　受け付ける依頼や、取引先の業界は多岐にわたるが、それら持ち込まれた依頼内容に即した人材を、代表役の一式が、時には有ゆ希きが、この学生寮に所属する住人メンバーから選出し、派遣する。それが基本業務である。




　人材ナンバー００１、村むら田た有ゆ希き。

　職業は、『情報屋』

　普段は経理や登録された人材たちのスケジュール管理、そして報酬の交渉などを主に行っている。




　人材ナンバー００２、九く条じよう舞まい香か。

　職業は、『密偵スパイ』

　どんなに複雑に入り組んだ組織へも簡単に潜入し、情報を引き出すことが出来る。




　人材ナンバー００３、猫ねこ屋や敷しき子こ猫ねこ。

　職業は、『戦闘屋』

　空手を基本に磨き上げられた戦闘技術であらゆる揉め事をねじ伏せる。乱暴ごと専門の人材。




　そういったメンバーたちへ、それぞれに適した仕事を割り振るのが一ひと式しきの仕事だ。

　そんな代表役の志し摩ま一式の職業は、『殺し屋』

　と、いうことになっている。

　だが一式自身、そう呼ばれることをあまり好ましく思ってはいなかった。

　……なんだか自分だけ物騒な印象がある。それが不満と言えば、不満。

　しかし、確かに殺すことが仕事なのであり、だから故にそうとしか呼びようがなく、とりあえず、今はそういうことで落ち着いていた。志摩一式は、戦うことを好まない『最強の殺し屋』、なのである。

　その肉体は、とある伝統的な古武術を基本に鍛え上げられ、空手、柔術、合気道、人間が習得できうるあらゆる技能をほぼ完かん璧ぺきにと言っていい練度で駆使することが出来ている。それも『最強』だなどと名指しされる所以ゆえんのひとつ。そこに関してはとにかく師匠がよかったのだと一式は強く実感している。

　そんな風に磨き上げられた技術や肉体も。彼にとっては、たったひとつの目的を遂げるためだけに獲得された、ただの過程の話でしかないのだが。

　……そして現在、『刻こく魔ま館かん』に待機している人間は、一式を入れて五人。

　所属している人間はもっと多いが、その他ほかの所属者はすべて出払ってしまっている。国内外で大切な仕事に就いてもらっている最中だ。

　このような特殊すぎる人材派遣の事務所を、まだまだ未成年である一式がとりまとめられているのも、数年前にここを立ち上げたときに力を貸してくれたとある人物のおかげであるところが大きい。

　それは日本屈指の犯罪組織のリーダーだ。

　その人物は、一式が戦闘技術の教えを請うていた男に、志し摩ま燐りん太た郎ろうに、返しがたい恩があるとのことで、仕事の面倒や日本では入手しづらい武器の手配など、様々に力を貸してくれていた。

　事務所を設立した当初はその人物から──未いまだに通称は『黒猫』、性別は女、ということくらいしか教えてもらえていないのだが──たくさんの仕事を回してもらい、一式たち身よりのない子供たちは、この世界を生きてきた。

　そうだ。何とか今日の日まで、子供たちだけで生き延びて来れた。

　この事務所を立ち上げた動機のひとつもそこにある──表舞台の世界に見放され、行き場をなくした子供たちが生きていくには、やはり正攻法では立ちゆかなかったのだ。故に。似た者同士で手を取り合い、力を合わせ、生きていく必要があった。様々な悪事に手を染めて。様々な非常識にその身を窶やつして。……しかし、自分たちの信じる反社会的な正義だけは、頑かたくなに守り抜いて。

　だが……この事務所を立ち上げる際、黒猫と交わした『高校まではちゃんと卒業すること。できれば大学にも行け』、『事務所設立に工面してやった金はちゃんと返せ。分割も可だ。その代わり毎月滞りなく支払って貰もらう』、という約束だけは反ほ故ごに出来ず……勉学と仕事との両立は中々どうして、経済的にも労力的にも楽ではなかった。

　しかし自分たちの保護者的な立場を取っていてくれる黒猫には感謝しているし、それくらいの条件を飲み込むだけで、この縄張り意識の塊のような業界で自由にさせてくれるのだ。しかも、『どうしても立ちゆかなくなったり、卒業後、私の組織に就職したくなったりしたら、いつでも言え。歓迎するぞ』と、将来まで面倒を見てくれようとする黒猫には、やはり窮屈さよりもありがたさを感じることの方が大きいのだった。

　そして今回の荷物の受け取りという仕事も、黒猫から斡あつ旋せんされた仕事のひとつだったのだが……。

　彼女にもらった仕事でこんな風にトラブルに見舞われたことなどこれまで一度だってなかった。

　一ひと式しきは有ゆ希きの部屋へ向かいながら、黒猫に携帯で説明を求めることにした。




『そうか。受け取ったか。だったらしばらく様子を見ておけ』

　対応する黒猫は、どこか素っ気なかった。

『悪いが私も荷物の中身についてはよくわからない。その荷物は本来、一式、お前にではなく、お前の師匠……志し摩ま燐りん太た郎ろうへ宛てられたもの。その荷物をお前に渡した、運び屋だったか逃がし屋だったかを名乗る女は私の古い知り合いだ。あの女は、ずいぶん昔に燐太郎と色々とあったらしくてな。だがあいつは刻こく魔ま館かんの場所を知らない。だから私に連絡を入れて来た。……わかるだろ、一式。これは、今は亡き志摩燐太郎がらみの話だ。繰り返すようだが、その荷物は本来ならあいつの手に渡る筈はずのものだったんだよ。だから荷物を受け取るのはお前が適任だろうなと、私はそう思ったんだ』




「…………」

　黒猫からの説明はそれだけだった。

　曖昧でいて簡単なその説明を、一式は飲み込む他にない。

　彼女には多大な恩義がある。それ以上食い下がったりなどし、彼女を困らせたくはなかった。

　改めよう。

　今回『刻魔館』に舞い込んできた依頼は、荷物の受け取り。そして保管。

　そのような雑用に、一式にとって財産だと言っていい貴重な人材の手を煩わせるわけにはいかないと判断し、自ら出向いたこの仕事。

　簡単に処理できるものと甘く見ていた。

　しかし、結局はその表面もわからぬままだ。

　やはり渦中の人物から……鞄かばんの中に押し込められていたあの少女から直接、話を聞くしかないのだろうか。

　そんなことを考えながら歩いていると……。

「……ん？」

　窓から見えた庭先に、小さな誰かが立っているのが見えた。

　黒髪。

　白い肌。

　小さな身体からだ。

　……例の彼女だった。

　一ひと式しきはそんな彼女が身にまとっている物に少し驚きながら、玄関から庭へと出た。

　そろそろ眠気も限界に近い身体と意識とを、意地と根性で牽けん引いんさせながら。




「着替えたんだな」

　庭先の杉の巨木を見上げ、ひとり静かに佇ちよ立りつしていた少女の隣に、一式は立つ。

「ああ……」

　少女は樹木を見上げるその視線を外すことなくうなずいた。

「着物だ。あの村むら田た有ゆ希きという女に貸してもらった。……これ、日本に来たら一度は着てみたいもののひとつだったんだ。まさかこんなに早く達成できるとは思わなかった」

　少女は和服を身にまとっていた。

　紅あかく。黄色く。そして黒く。その三色がちりばめられた秋色の着物。

　小さな彼女にはサイズが大きいらしく、どこか和服の方に着られてしまっている印象がある。

　……だが、長く深い黒色の髪の毛と、真っ白な肌の色、そしてどこか物憂げな印象を受けるその眼まな差ざしと。はらはら落ち葉が舞い踊る静かな雰囲気の中に在って、少女にはその衣装がとてもよく似合っているように、一式には感じられた。

　思わず、目を細めてしまう。目の前に立つ少女を、眩まぶしいものでも捕らえるかのように。

　こんな和服、有ゆ希きが持っていたなんて知らなかったな、とも思いながら。

「…………」

　対する少女はそれ以上何も言わず、静かに、ただそこに立っている。

　その服、よく似合ってる、と感想通りの言葉を投げかけるべきだろうか。こんな、まだ名前も知らない、赤の他人に？　一式は悩む。少し馴なれ馴れしいだろうかと。

　……いや。何を言っている。そんなことよりもまず、今は、問いただしたいことや知りたいことで溢あふれ返っているのだ。

　ああ、そうだ。

　解決しなければならない疑問が雪崩なだれのごとく、という具合。

　だが、しかし……。

「…………」

　燐りん太た郎ろうの名前を耳にし、涙を一筋、にじませた彼女を思うと……一ひと式しきは何も言えなくなってしまう。口にすべきだろう言葉を失ってしまう。

　そして単純に、緊張してしまっているようでもあった。

　まるで馬鹿みたいな話だが──自分はこの少女に何か場違いなことを話しかけ、がっかりされたり、失望されたりすることをどこかで心配してしまっている。

　彼女には、やはり、不思議と周りの人間に気を遣わせる独特な空気感があった。

「……燐太郎は、死んだんだな」

　少女がぽつりとそう言った。

「村むら田た有ゆ希きから、これを着付けてもらう最中に改めて教えてもらった。……あいつは確かに、死んだんだって」

「…………」

　適切な言葉を選べない一式の方が、今度は沈黙する番だった。

「……なあ、教えてくれないかな」

「教える？」

　いったい、何を……？

「ああ。燐太郎はどうして息を引き取ったのか。私はそれが知りたい」

「…………」

「燐太郎の最期。それを知ったからといって、私が生きるこれからの時間には何の影響もないだろうし、あるとしても、ただ、無意味に悲しい気持ちになるだけだろうとも思う。……思うけど。私は、どうしても、それが知りたいとも感じるんだ」

　……最期。

　志し摩ま燐太郎が息を引き取ったその理由。その、瞬間。

　それらを語る、その前に。

「悪いけど。まずこちらの質問にも答えてもらいたい」

　と、一ひと式しきは投げかけた。

「質問……？」

「ああ……。君と志摩燐太郎とがどういう関係だったのか、何で鞄かばんの中に隠れるように、しかも裸で、入っていたのか。それに……」

　……それに。

　あの時、間違いなく君は、死んでいたように思う。あれは、やはり俺の間違いだったのだろうか……。

「…………」

「それに、何だ？」

「あ、ああ。……とにかく。君に問いただしたいあれそれが、こちらにも溢あふれてるってことなんだ。それに応えてくれたら、嬉うれしい」

　少女は沈黙し、目を細める。

　少女のその視線を受け止め、一ひと式しきは続ける。

「交換条件、なんていうのはあまり気が進まないが。何にしても、ここからは、平等な関係が必要だとも思う」

「……平等？」

「ああ、互いに互いのことをある程度は気の許せる者同士……どちらが上でも下でもない、平等な関係なんだって納得できる前提が必要だ。少なくとも見知らぬ人間に第三者の情報を手渡すにはそれくらいの安心感が欲しい。……君が誰で、どうして、ここにいるのか。それを怪しまなければならないこちらの気持ちも、わかって欲しい」

「……ああ、うん。それもそうだな」

　少女は微ほほ笑えむように口元を緩ませる。

「わかった。いいぞ。私はお前たちと喧けん嘩かがしたいわけじゃない。無駄に険悪な関係にだってなろうとも思っていないんだ。……平等な関係か。それも悪くないな。じゃあ、まず、そちらから質問してくれ」

「え……？」

「〝え〟、てなんだよ。質問、あるんだろ？　私に答えられる範囲内なら、何でも答えるぞ」

「あ、ああ……」

　よかった。

　話し合いが充分、通じる相手のようだ。

　昨晩出会った女の子……『豪腕少女』とは違うようで、安心。

　そうだな。

　だったら、まず……。

「名前を教えてほしい」

「名前？」

　少女は意外そうに首を傾かしげていた。

「ああ。正直、君を抱えて一晩中走り回ったから相当疲れてる。一睡もしてなくて眠いんだ。だからあまり複雑な質問をしても、今はまともに覚えてられる自信がない。だから今日のところは単純なことから教えてもらえたら、嬉しい。そう思った」

「……そうか、なるほど。名前、か」

　ふわり──と。

　少女は微ほほ笑えんだ。

「確かに。まだまともな自己紹介をしていなかったな」

「…………」

　一式はその笑顔に戸惑う自分を意識していた。

〝彼女が微笑む〟

　すると先ほどまでの近寄りがたさのようなものがたちまち霧散し、とても柔らかな雰囲気に、辺りの空気が色づくようだった。

「私は杏あん樹じゆ。二に之の宮みや杏樹という。それが私の日本名だ」

「日本名……？」

「ああ。……私はこの国の者じゃない。母国名はアンジェリカ・ヴァレンタインという。……堅苦しい名前だろ。こっちの名はあまり使いたくないんだ。私の顔は思いきり日本人顔だと思うしな。名前だけ洋風だというのも違和感しかないんだ」

　少女は……二之宮杏樹は肩をすくめるようにする。

「さて。今度はこちらの質問に答えて欲しい。順番に質問し合おう。私が聞きたいこと……燐りん太た郎ろうはどうして死んでしまったのか、ということだ。出来る限りのことを、私は知りたい」

「…………」

　交換条件。

　そんなことを言い出しておいて、一ひと式しきは彼女の要求にどこまで応えるべきなのかと考えていた。

　何な故ぜなら。

　彼女が会いにやって来た人物は。

「燐りん太た郎ろうは……」

　志し摩ま、燐太郎は。

「……俺のせいで、死んだんだ」




「……お前のせい？」

　少女は。杏樹は、きょとんとして一式を見た。そしてまっすぐな言葉を投げかける。

「お前が、何をして、燐太郎は死んでしまったんだ……？」

「…………」

　ずきりと胸が軋きしんだ気がした。

　投げかけられた杏樹の言葉が、身体からだの隙間から内側の柔らかい部分へ滑り込んで来るような、嫌な手触り。

　……一式は沈黙してしまう。

　何も、言えなくなってしまう。

　俺が。この俺が。

　弱くて、愚かで、あまりにも身勝手だった、ばっかりに──燐太郎は……。

「…………」

「そうか。言いたくない、か」

　一式の沈黙は、どうやらほんの僅かな誤解を杏樹に与えてしまったらしい。

　杏樹はやれやれというように首を振り、苦笑い。

「あからさまに何か事情がありますって感じじゃないか」

「…………」

「……なるほど」

　二に之の宮みや杏あん樹じゆは深々とうなずいて、

「何があったのかは、わからないけど。なあ、少年。……そんな風に黙ってしまったところで、誰ひとり得をしないし、誰もお前に、優しくなんてしてくれないぞ」

　甘えるな──と、そう言われているような気がした。

「自分の世界の出来事すべてを自分ひとりが背負って立っているだなんて……自分の人生、すべてを自分ひとりが色づけしてるだなんて、思うなよ。そんなのはただ被害者面づらしていたいだけの、何もしない、何もやらない、何も、出来ない……そんな口先だけの人間の、ただの安い言い訳だ──……なんて、な」

　杏樹は恥ずかしそうに、苦笑い。

「これは、ええっと……お城で私の世話係についてくれていたメイドの受け売りだ。何でかな、ふっと、思い出しちゃったんだ。気分を悪くさせたなら、ごめんな。謝るよ」

「メイド……？」

　お城……？

「ああ、うん。あいつ、すごい厳しい奴やつなんだぞ。……私も何かを失敗して、お前みたいに何も言わずに黙ってみたりして、自分が悪いって、これは自分の責任だからって、そう言って見栄を張ってみたことがあったけど。……あいつ。私の使用人のくせに、教育が足りませんねお嬢様とか言ってさ、容赦なく箒ほうきでお尻しりを叩たたいてくるような奴なんだ。遠慮なんて全然ないんだぞ。寝坊しようと食事を残そうとお皿を割ろうと……人生に失敗しようと、すべてお尻を叩いて教育してくる。しかも、笑顔で。容赦がいっさいないんだ」

　苦笑いを浮かべたまま杏樹は続ける。

「あいつの教育のせいで私のお尻はいっつも真っ赤だ。……まあ、それでも。私にとっては色々と教えてくれる母親みたいな奴でな。怖い奴だぞ。誰も、あいつには逆らえないんだ。言葉遣いは丁寧だけど名実ともに城の主あるじって感じで、威厳たっぷりだったんだよ。……本当の主はこっちなのに。おかしな話だよな。まったく」

　杏樹は唇を尖らせる。

　……言葉の印象とは裏腹に、やっとその小さな身体からだつきに似合った表情を見た気がした。一ひと式しきはどこかほっとしている自分に気づく。

「ともあれ、だ。今はまだこちらの質問には答えてもらえそうにないから……燐りん太た郎ろうの死因や最期。その答えは、またいつかでいいよ、日本人」

「日本人……？」

　少し妙な呼ばれ方をされてしまい、一式は思わず首を傾かしげてしまう。

「うん。お前は日本人の典型のような奴だなって思ったんだよ」

　杏樹はにっこり微ほほ笑えみ、言う。

「ただでさえこの国の人間は責任を背負い込みたがる気質があるんだって教えられたぞ。だけど同時に──日本人は責任感が強いように見えて、実は、軽薄で、無責任なところもあるから充分、気をつけろって。そうとも言われたな」

「例の……暴力メイドに？」

「うん、そうだよ。暴力メイドっていうか教育大好きなメイドなんだけど……、あのメイドに、日本のことについて色々と教えてもらったんだ。私の母が日本人だから。私は、この国について何でも知りたかったんだ。……そんな私に、もっと日本人は自信を持つべきだなともメイドは言っていた。元々が優秀に出来ていて他が真ま似ねのしようのない個性的な思考回路をしているんだから、無責任さと軽薄さ、それに必要以上にへりくだったりするような態度さえなければ完かん璧ぺきに近いなって。まあ、そんなんだからこそ……言葉は悪いけど……都合よく利用しやすくていい、お人好しな日本人は捕まえて離さないようにしろ、みたいなことも言っていたけど。……ほら、お前みたいな、絵に描いたようなお人好しは、聞いていた通りの正しい日本人の印象、そのまんまだ」

「は、はは。すごい」

　何だか見抜かれてしまった気分だ。

　志し摩ま燐りん太た郎ろうという男がこの世を去ってしまった日から──

　一ひと式しきは自分の力、自分の意思、自分の考え、そういったものすべてに対し、心の中で全力で異議を唱えることが習慣となっていた。

　……自分は間違っているかもしれない。だとするならば、いっそのこと誰かの決定に従っていた方がいい。それはリーダーにあるまじき考えだ。

　有ゆ希きにも、そんなところが大嫌い、とよく言われていた。小さな頃は特に。もっと堂々としてなさいよ、男の子でしょう、と。

「なあ、少年。お前はさ、それなりに強いのだろう？　人間にしてはそこそこやる方な筈はずだって思う。違うのか？　燐太郎の弟子で、血の繫つながらない息子で、あいつに鍛えてもらったんだって、村むら田た有ゆ希きから聞いたんだ。だからさ、もっと、もっとこう……堂々と、だな」

「…………」

　人間にしては、か……。

　その言い方に少々引っかかりを覚えるけれど。

　難しい顔で人差し指を立て、小さな身体からだを背伸びするようにつま先立ちでお説教……そんな小さな彼女に対して、一式はなんだか口元が緩んでしまう。有希と同じようなことを言われてしまった、と。

「それじゃあ、杏あん樹じゆ。お言葉に甘えて、堂々と……少し強気な感じで、もうひとつだけ、こちらから質問させてもらおうかな」

「ん？　ああ、わかった」

　杏樹はおかしそうに微ほほ笑えむ。

「まだこっちの質問に答えてもらってないから、ちょっとずるいぞって思うけど。……まあ、いいか。何だ？　何が聞きたい？」

「ここにやってきた目的は？」

　燐りん太た郎ろうに会いに来たのだろうということは、わかるのだが……。

「燐太郎と何を約束して、何を叶かなえてもらいに、やって来たんだろう」

『真しん祖そ』『吸血鬼ヴアンパイア』

　杏樹が目覚めたとき口にしていた意味ありげな言葉。

　そして……受け取った鞄かばんの中に入っていたのは、何な故ぜなのか。

　そういった尽きない疑問は、細かなところは、今はいい。今のところは、置いておこう。

　彼女と燐太郎の関係。まずはそこが知りたい。

「んー……。それを聞いて、どうするんだ？」

　お前は志し摩ま燐太郎ではないのに……。

　と。

　目を細める少女に。杏あん樹じゆに、そう言われているような気がした。

「さっき私のことを大笑いしたあの女、猫ねこ屋や敷しき子こ猫ねこと言ったか？　あいつが言っていたように……私の願いを、お前が、叶かなえてくれるのか？　燐太郎の代わりに」

「それは……」

　わからない。わからないが。

「俺は燐太郎の遺志を継ぐと決めてるんだ。この『刻こく魔ま館かん』の扉を叩たたいたとき、ここに住んでいた子供たちと、それを、決めたんだ。その継ぐべき遺志とは、彼が世界中にばらまき、残した、たくさんの『約束』を解決することだ。……彼がそれを望んでいるかどうかはわからないけれど、そうすることしか、俺には燐太郎に報いられるようなことが何もない。だからもしも、俺に出来ることが杏あん樹じゆと燐太郎との約束にもあるのなら……と期待はしてる」

「燐太郎に、報いる」

　と杏樹は反復する。独白のように。

　一ひと式しきはそんな杏樹にうなずいて、答える。

「ああ。だから形だけだが、名前も継いだ。俺は、志し摩ま一式。あの人の息子だと思って生きていきたい。息子が親の残した遺産に四苦八苦するのは、まあ、正しい姿じゃないだろうけど、結構見かける話ではあるだろ」

「…………」

　杏樹は一式の目を見つめていた。

　また、その視線から目を逸そらしたいと思ってしまう。だが、耐える。見つめ返す。これだから日本人は──と笑われるのも、しゃくだ。

　そんな一式に、杏樹はうなずく。

「……わかった。ちょっと、いいや、かなり、頼りないけれど。燐太郎と比べると弱っちそうだけど……私はお前に賭けてみたい。あいつの息子でありたいと願うお前の気持ちと、その言葉に。今は、少しだけ、そんな気がしているよ」

　杏あん樹じゆは微ほほ笑えみ、そして言う。

「そうだ。私はお前に賭けてみたい。だからこそ、改めさせてくれ。質問、させてくれ。……お前は本当に、殺し屋、なのか？」

「本当……？」

「ああ、いや。こう言っちゃなんだけど、お前が人を殺すところなんて、どうしてかな、まるで想像できないんだよ。……なあ、志し摩ま一ひと式しき。お前は殺し屋、なんだよな？」

「……一応」

「それも、人間たちの間では最強だとか、そう呼ばれてるんだよな？」

「あ、ああ……」

　一式は戸惑いながらも、うなずいた。

『最強』……。

　やはりそう呼ばれることにはいつまでも、慣れない。単純に羞しゆう恥ちを覚える。

「そうか。よかった」

　一式の肯定に、杏樹は安心したように小首を傾かしげていた。

「よかった？」

「……ああ。ここへ来る途中、船の中で例の運び屋の女から、色々と『刻こく魔ま館かん』について教えられたんだ」

　……教えられた？

「何を？」

「今から向かう『刻魔館』には、ふたりの殺し屋がいる。そう言われた」

「…………」

「最強の殺し屋と、最弱の殺し屋、ここにはふたりの少年がいる。どちらもその筋ではとても名の売れた人間なのだと、あの女は言っていた。『最強』と『最弱』。ふたりはライバル同士なんだとも言われた」

　……杏樹は続ける。

「『最強』の方は、読んで字のごとくというのか、物理的な圧倒的強さを誇り……その人物に一度狙われたが最後、生き延びる術すべはないのだという。……対する『最弱』は、殺し屋のくせに人を殺さないということだった」

　……人を殺さない殺し屋。矛盾しきったその存在。故に、『最弱』

「その殺し屋は人を殺さない。では何な故ぜ、殺し屋と呼ばれているのか。その点については、運び屋の女も詳しくは知らないようだったけど。……ただ、『最弱』は人を殺さず、むしろ人を生かす殺し屋なのだそうだと教えられた。どうしてそんな矛盾ばかりの理屈が成り立つのかは、私にはさっぱりわからないけれど」

「…………」

　最強と最弱。

　人殺しと、そうでない者。

　仕事に対する意見の食い違いから、ふたりは永遠にライバル同士。

「なあ、『最強』。今、『最弱』の方はここにはいないのかな？」

　どうやら『刻こく魔ま館かん』の人材派遣システムを──それも運び屋の女から聞いたのか──既に知っているらしい杏あん樹じゆは、

「もしかして、丁度どこかへお仕事に出かけてる最中なのかな。ここは海外だとかにも人を派遣してるんだよな？」

　と小首を傾げ、そう言った。

「…………」

　一ひと式しきは沈黙する。

　実際どこまで『刻魔館』の秘密を知っているのかわからないが、だからこそ杏樹部外者に対して、軽率な発言は慎みたかった。

「なあ、少年。黙ってちゃわからないぞ。その『最弱』も、ここに所属する人間なんだよな？」

「ああ」

「そうか。……運び屋の女は、『最弱』ではなく『最強』の方に用があると言っていた。どうやら単純に腕試しがしたかったらしい。そして、私も……燐りん太た郎ろうには頼れないんだって知ってしまった、今の私も、同じだ。殺し屋のくせに人を殺さない、『最弱』の方なんかではなくて……『最強』の方にこそ、用がある。今の私に必要なのは……戸惑いもなく、お金のために人を殺す、文字通りの殺し屋なんだ」

「…………」

「なあ、志し摩ま一式。最強の腕を持つ、殺し屋の少年。改めて質問させて欲しい。まだ私は、お前が戦うところを見たことがないけれど、本当に本当に……殺し屋で、『最強』で、人間では強い方、なんだよな？」

　杏樹のその問いかけに、一式は何も言わず、ただうなずいて肯定を伝えた。

「そうか。……なら、聞いてくれ。殺し屋の少年。繰り返すけど、私は、人を殺さない生やさしい『最弱』ではなく……どうもそうは見えないけれど──残酷非道であるらしいお前にこそ、頼りたい。燐太郎の代わりに、私の願いを、叶かなえて欲しい」

　強く、深い、私の祈りと願いが伝わりますようにと、杏樹は静かに瞼まぶたを閉じて……、

「志摩一式。お願いだ」

　……彼女は、その言葉を口にした。




「どうか、私を。……殺してください」
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　長い長い説明を終え、再び夕刻。『刻こく魔ま館かん』の食堂である。

　幼おさな馴な染じみの九く条じよう舞まい香かにここまでの流れを語って聞かせた。

　……杏あん樹じゆが一ひと式しきに願った、燐りん太た郎ろうとの『約束』、以外のことを。

　あれからまたもう少し、一式と杏樹は会話を重ね……行くところがないだろう彼女に、とりあえず、『刻魔館』で生活するための自室を与えることにしたのだった。

　……やましいことは何もない。

　舞香には、そう、わかってもらいたかった。

「……そういうこと、ですか。黒猫さんのご依頼でしたか……。事情は、物事の流れは、何となく理解できました」

　品行方正な生徒会長、九条舞香はうなずきながら、しかし変わらず不服そうに唇を尖らせたまま、

「改めます。その子は、二に之の宮みや杏樹さんは、燐太郎さんが残した『約束』を果たしてもらいに、ここへやって来たお客さんだと、そういうことなんですね。それで間違いはないんですね？　一式くん」

「は、はい。そうです」

「……それで？　その『約束』というのはいったいどんなものだったんですか？」

　舞香は首を傾かしげる。

「燐太郎さんと、その子……アンジェリカさん？　それとも杏樹さん？」

「杏樹だ。ここは日本だからな。日本名で呼ばれたい。向こうの名前は嫌いだしな」

「わかりました。……では、杏樹さんと、ううん、杏樹ちゃんと燐太郎さんが交わしたその『約束』とは、いったい、どんなものなんですか？」

「えっと、それは……」

　一式は言いい淀よどむ。

　……杏樹が一式に願った、燐太郎との『約束』

〝どうか私を殺してください〟──

　杏樹のその言葉は、舞香たちには伝えられずにいた。

　内容も内容だ。どんな風にして伝えれば、いいのか……。

　一式は沈黙する。そのまま何も答えられずにいると、

「秘密だ」

　きっぱり。

　一式の代わりに、杏樹が答えた。

「申し訳ないけど……それは、こいつと私との秘密のお話なんだ」

「えっ、ひ、秘密……っ」

「ああ、そうだぞ。ふたりだけの、秘密、なんだ」

「う、ううう……っ」

　舞まい香かはぷるぷるしていた。

「ふたりだけのっ、秘密……っ」

　涙目で一ひと式しきを見る舞香──睨にらんでいるのではなく、どこかすがるような目。本当？　本当なの？　というような。

　その視線に、一式は苦笑いを浮かべるしか出来ないでいる。……そんな自分が、ほとほと、情けない。

「……ええっと、お前、名前はなんて言うんだ？」

　と杏あん樹じゆは舞香に問いかける。

「……舞香です。九く条じよう、舞香」

「九条……」

　杏樹はそこで首を傾げて、

「そうか。九条舞香。……いい、名前だな」

　にっこりと微ほほ笑えむ杏樹。

　それにどこか気け圧おされたように、舞香はたじろぐ。

「なあ、九条舞香。これはな、私も人から教えてもらったことだけど……あまり根ほり葉ほりと話を聞き出そうとする女の子は嫌われる……らしいぞ。互いに気をつけなくちゃだよな」

「う、ううー……」

　舞香は目を細めていたが、諦めたようにため息をつく。

「……わかりました。もう、いいです。今は、これくらいの説明で満足しておくことにします。これ以上一式くんを困らせたくありませんし」

　がっくりと肩を落とす舞香に、一式は申し訳ない気持ちで一杯になる。

　幼おさな馴な染じみで年上の女の子。九条舞香。同じく幼馴染みの村むら田た有ゆ希きと同様に、一式は彼女が悲しむ顔は見たくないと願っている。

　昔から、自分と仲良くしてくれた彼女らが悲しむようなことは極力避けなければならないと──今日の日まである程度気を遣い、生きてきたつもりだったから。

「ん！　話は終わったな。それじゃあ、行こうか」

　杏樹は一式を見上げ、そう言った。

「行く？　どこへ？」

「牛乳を買いに一緒に行こうと言っただろう？」

「あ、ああ。そうだったな」

「見ていろよ？　私はこれからどんどん成長するからな。色々、いっぱい、取り戻すんだ」

　何だか一秒先の未来でさえも楽しみで楽しみで待っていられないんだ──というような、そんな笑顔だった。

「あ、ちょっと待ってください。私も一緒に出ますね」

　通学鞄かばんを手に取り、急いで席を立つ舞まい香かだったが──ふと、思い出したように杏樹の姿を見つめ、

「ええっと、杏あん樹じゆちゃんのその制服は、どうしたんですか？」

　と首を傾げた。

　改めるが、杏樹の着ている制服は有ゆ希きのものである。ついさっきまで杏樹は和服を着ていたのだが、さすがにそのままの格好で『刻こく魔ま館かん』内を歩き回るのは勝手が悪く、だからといって他に杏樹が着られるような私服はなかったのだけれど──

「杏樹がどうしても学校の制服を着てみたいって言うので、有希の換えの制服を貸してもらって、着せてみたんですが……」

　牛乳だけじゃなく、何か他に着る物も一緒に買ってきた方がいいかなと思いながら、一ひと式しきは答えた。

「ああ、どうりで……その制服、村田さんのものだったんですね」

「……どうり？」

　なるほどなるほど、という舞香の得心顔に、有希は目を細める。

「はい。どうりでちょっとこの子には大きいなと思いました。でも……」

　舞香は、じーっと杏樹と有希を見比べて、

「お胸のサイズはぴったりみたい」

「……っ」
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　有ゆ希きは目を見開いた。

　言葉を詰まらせ、顔を赤くし、ぷるぷるしている。

　だけど……。

「そんなことはないぞ。胸のあたりはちょっときつい」

　自慢げに胸を張る杏あん樹じゆ。

　ばんっ。

　机を叩たたいて立ち上がり、有希は一ひと式しきを睨にらみつけると、

「さっさと行けば、このロリコン」

　そう吐き捨て、食堂を出て行った。

　どうして俺に矛先が。

　一式は肩を落とす。

　疲れがどっと増したような気がした。
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　──舞香とは、『刻こく魔ま館かん』を囲うように茂る森林を抜けたところまで、同行。

「それではまた明日、学校で」

　と手を振り合い、別れ、一式はそのまま杏樹と共に、牛乳を買い求めに商店街へと出、表通りをふたりで歩いた。

　アンジェリカ・ヴァレンタイン……日本名を二に之の宮みや杏樹というらしい女の子は、とにかく目立つ。その一挙手一投足。彼女を形作るそのすべてに、人の視線を惹ひきつける何かがある。

　しかし彼女本人は、周りのそういった視線に慣れているのかそれとも気づいていないのか……頓とん着ちやくする素振りをいっさい、見せない。むしろ堂々とした態度で大通りを行く。一式はその少し後ろをついて歩いた。

「…………」

　杏樹の小さな背中を見つめながら、一式は考える。

〝どうか私を殺してください〟

　彼女が口にしたその言葉の意味を、嚙かみしめるように、思い返している。

「これからまだまだやりたいことはたくさんあるんだ」

　一式の前を元気よく歩きながら、杏樹は言った。

「これから？　まだまだ？」

「うん。そうだよ」

　彼女の言葉は。その声は。杏樹のご機嫌さを表すように跳ねているみたいに感じられた。

「日本のこういう下町に買い物へ出かけてみたかったし、和食はとても美お味いしいものなのだと聞く。是非食べてみたい。まずお寿す司しがいいかなあ。いやいや、すき焼きというのでも構わないかな。……ええっと、それから、それから、まだまだ着てみたい服もいっぱい、いっぱい、あるんだ。日本の服はみんな可愛いって聞くからな」

　そういうわけだから、これからもよろしくな、と杏あん樹じゆは明るく笑ってそう言った。くるりと。一ひと式しきを振り向いて。

「……なあ、杏樹」

　ため息混じりに、苦笑いで、一式は問いかける。

「君は何をしにここへ、日本へやってきたんだっけか」

「燐りん太た郎ろうに会いにだ」

　当然だろうと杏樹は首を傾かしげる。そして、言う。

「……燐太郎に、私を殺してもらうために来たんだよ。『吸血鬼ヴアンパイア』であるこの私は、私自身でさえ殺せないから」

『吸血鬼』

　杏樹はごく当たり前のようにそう言った。一式は目を、細める。

「なあ、志し摩ま一式。お前は殺し屋で、人を殺すことがお仕事だ。それも狙った獲物は必ず殺す『最強』だ。そんなお前に、私は私自身の殺害依頼をしたいんだ。……まあ、私は正確に言えば人ではないけれど、そこら辺は臨機応変にお願いしたいな」

　私を殺して、ライバルの『最弱』に差をつけられればいいな、とそんなせりふさえ杏樹は口にする。

「私を殺す方法は、血を分けた実の親……『真しん祖その王』でもある私の父が、知っている。……らしい」

「『真祖』……」

「ああ。私は、この世界のどこかに身を隠してしまっている父を捜し出し、その方法を聞き出したいんだ。今の私を殺してくれる、その方法を」

「…………」

　一式は不思議でならなかった。

　どうして彼女はこんなにも死にたがっているのだろう。しかもまるで動じていないような、平然としたような表情で……自分の死について、語れるのだろう。

　現実に対して、生きているという事実に対して、あまりにも希薄であるかのようなその態度に、一式は違和感を覚えずにはいられない……。

「……十年、待ったんだ」

　一式の疑問に答えたわけではもちろんないだろうが……杏樹がふと、そう口にした。

「十年？」

「そうだ。私が燐太郎と『約束』をしたのは十年も前だ。燐太郎が願いを叶かなえてくれる……そう私に誓ってくれてから、十年だ」

「言わずもがなだけど、十年前っていったら結構昔だ。君がまだ子供だった頃に、自分のことを殺して欲しいだなんて……そんな約束をしたのかな」

　本人曰いわく──志し摩ま燐りん太た郎ろうは小さな女の子が大好きらしい。

　映画の中の殺し屋みたいに、彼がかわいい小さな女の子を助けるために、たったひとつの命を懸けて戦うその姿を想像することは、一ひと式しきにとってそんなに難しいことではなかった。

　だが杏あん樹じゆは、「違うよ」と首を振る。

「私が十四歳。燐太郎も十四歳。そんな時に約束をしたんだ。……まあ、十四歳なんて、まだまだ子供の範はん疇ちゆうだって、そう思うけど」

　杏樹のその言葉に一式は少し驚く。と、いうことは……。

「君は、そう見えて……」

　それなりの年齢、なのだろうか。

　信じられないけれど、その、あまりにも子供っぽい外見にはそぐわないように、見えるけど……まさか、

「……俺よりも、年上？」

「違う」

　杏樹は頰を膨らませる。私がそんな歳としに見えるのか、と。

「私は十年間、眠っていたんだ。だからまだ肉体的には十四歳なんだよ」

「眠っていた……？　十年も？」

「ああ。十年間ずっとずっと、ただひたすら眠り続けていた──というのとは、また少し、違うけど」

　ちょっと説明が難しいな、と杏樹は苦笑いを浮かべる。

「ええっと……、私はな、外界の時間の流れから切り取られたお城の中で生きていたんだ。そのせいで成長は十年前で止まってる。身体の成長が、十年前から眠ったままだ。……『真しん祖その王』たる私の父が、魔術錬成の結果作り上げた、時間の流れを停止させてしまったお城の中に、私は軟禁されていたんだよ」

　だから色々と仕方がないんだと言う杏樹に対して、一式は目を瞬しばたいた。

「な、何、それ……魔術？」

　とたん、話の方向性が胡う散さん臭くさくなる。

「何って。別に不思議なことじゃないぞ。……何も魔力だとか何だとかいう高純度なエネルギーを必要とする摩ま訶か不思議な力のことを言っているんじゃない。魔術は立派な学術、らしいぞ。正しい知識とやり方さえ知っていれば、誰にでも使えるし、誰にでも新しく生み出せる。ええっと、なんだっけ。パソコンのプログラム？　みたいなものらしい。よく、知らないけど。……まあ、至極ありきたりに、そして簡単に、言ってしまうと──世界はお前たち人間が思っているほどつまらないものでもないんだって話だよ」

「…………」

　くらりとした。

　この一日の間に……いや、まだ、半日、と言ってもいいかもしれない、そんな短い間に、一ひと式しきにとっては信じられないような言葉ばかりが飛び交っている。信じられないような場面ばかりに、遭遇、させられてしまっている。

　なあ、ちょっと、待ってくれよ……と懇願したくもなる。もう少しスローペースで歩かせてくれよと。

　これまでの人生、幼い頃に遭遇した二度の経験を除けば──どんなに異常な事態に身をおいてしまっても、それは所詮、人間が人間の持てる力の範囲内でのみ起こっていた異常事態でしかなかった。殺人鬼。誘拐犯。異常性欲者、などなど。そんな程度の話。

　それでも、人間程度の強敵を相手にしてでも、それなりに苦労してきたというのに……。

　いったい何を、どこまで、信じていいのかわからないまま……おい、これは何の冗談なんだ、と見上げた空に唾だ棄きするばかりだ。

「いいか……」

　杏あん樹じゆは人差し指を立て、目をつむり……、

「そもそも、魔術というのはな、『真しん祖そ』が組み上げたこの世界でもっとも古い学術的な──」

「ちょ、ちょっと、待ってくれ」

　一式は杏樹の台詞せりふを遮った。

「一気に色々とありすぎて頭痛がしてきた。めまいがしてる、混乱だってしてる、驚かされてばっかりだ。……今は、もういい。その先の情報は、この先もしも必要になることがあったなら、そのときにでも詳しく教えて欲しい。……俺はあまり好奇心旺おう盛せいな方じゃないんだ。わからないことはわからないまま、出来るだけぎりぎりまで放置しておきたい。関わらないで済むことには関わりたくないんだよ。触らぬ神になんとやらって、言うだろ」

　謎めいた物事に積極的に関わってもろくなことになったためしがない……これまでの経験上、色々と面倒なことがあったことを思い返すからこそ、尚更にそう思えてしまう。

「そうか。わかった。そのときにまた、な。……と言いたいところなんだけど」

　杏樹は苦笑いを浮かべた。

「私は、お勉強が嫌いなんだ。だから魔術は使えないし、その知識もまるでないけれど……教育係のメイドから無理矢理聞かされた蘊うん蓄ちくを、それっぽく披露するくらいのことならいつでもしてやれるぞ」

「…………」

　おかしそうに笑う杏樹に対し、一式は目を細めてしまう。

「ん？　どうした？　そんな渋い顔をして」

　杏樹は不思議そうな顔。

「いや。……杏樹は、魔術を使えないんだな」

「ああ、そうだな。使えないな。さっぱりだ。言ったろ。お勉強、大嫌いだからな、私は」

　どうしてそこで得意そうな顔をするんだろうと苦笑しながらも、一ひと式しきは問いかけた。

「なあ、杏あん樹じゆ。君は、本当に『吸血鬼ヴアンパイア』だったりするのかな」

「え……？」

　ぽかんとする。

「いや、ここまで色々と話してきたけれど……、まだ、杏樹の言うことのただのひとつも、それが本当のことなんだっていう証拠を見せてもらっていないから」

　……そうだ。

　鞄かばんの中に、まるで死体のような姿で納まっていたということ以外には……君が『吸血鬼』だったりするその証拠は、何も。

「だから君は本当のところ、子こ猫ねこ先輩が言っていたようにただの中二病な女の子なんじゃないのかって、その可能性も拭えないのかなって、そう思えてきた。……『魔術』だのなんだのは、ちょっと、あまりにも行き過ぎていて、容易には飲み込めない」

「……ふん。あの女。思いっきり笑ってくれて。不愉快だよ」

　杏樹は不満そうに唇を尖らせて、

「何だ？　お前まであいつみたいに私のこと、笑うのか……」

　心底不満そうに言って、だけど諦めたみたいにため息をひとつ、吐き出す。

「まあ、別にお前がそう思いたいのならそう思っていればいいけれど……人のことをいちいち疑ってかかるような奴やつは、嫌いだな、私」

　ぷいっとそっぽを向いてしまう杏樹だった。

「…………」

　ごめんと謝るべきなのか。それともまずは証拠を見せて欲しいと食い下がるべきなのか……。

　一式がそう考えている間に、杏樹は話を進める。

「とにかく、私はこの世界に愛想を尽かしたんだ。お前は信じてくれないかもしれないけど、『真しん祖そ』の『吸血鬼ヴアンパイア』は寿命が長い。そういう生き物だ。下手をしたら不死に近い命を生きなくちゃならない。そんなのはごめんなんだよ。こんなつまらない世界を生きていくには、不死は、永遠は、長すぎる。地獄に落とされるよりもずっと悲惨だ。だから私は、死んでしまいたいんだ。出来ることなら、今すぐにでも」

「…………」

　自分を殺してくれることを期待する──その心境はいったいどういうものなのか、一式には考えもおよばない。

「と、まあ、そんなわけで」

　杏樹は話を区切るように、言う。

「どうせいつか、死ぬのなら。お前が私を殺してくれると、そう言うのなら。これまでずっとお城に閉じ込められていた私だから……今のうちに楽しいことをたくさん、やってみたかったことをいっぱい、体験してみたいと思うんだ。この一秒一秒、一瞬一瞬が、大切だ。……燐りん太た郎ろうとも最後の時間を過ごしたかったけど、贅ぜい沢たくは言えないよな。あいつは、もう、いないんだから」

　ふと、寂しそうな顔をする。

　彼女の笑顔は、その饒じよう舌ぜつさ、とでも言っていいだろう言葉数の多さは。

　もしかすると、燐太郎の死を悲しむ自分の心をごまかしているのかもしれないと──そんな当たり前な可能性に、一ひと式しきは今さら思い至った。

「……だけど、杏あん樹じゆ」

　だからこそ、最低限の疑問だけは、解消していかなければならない。一式は杏樹に問いかける。

「俺は、燐太郎の代わりに君を殺すだなんて……そんなことに納得は、まだ、出来ちゃいないが」

　だけど……疑問がある。見えないふりを決め込んだままではいられない、そんな疑問が。

「君の言うことをすべて信じるとして。……どうやって、君の父親を捜し出せばいいんだろう。何か、ヒントでもないのかな」

　恐らく。

　この新陳代謝を繰り返す歳とし若わかい肉体のような文明社会の中に在ってなお、その存在を隠し続けてきたのだろう──『吸血鬼ヴアンパイア』という不可解でいて謎めいた生命体。

　そんな〝何者か〟を見つけ出すことは、言葉にするより、想像を巡らせるより、遥はるかに容易ではない筈はずだ。

「んー、そうだな。それについては心配することはないんじゃないかって思うぞ」

　にやりと。杏樹は笑う。

「私が、今、ここにいる。それだけで充分なんだ」

「……どういうことだ、それ？」

「私はお城を……時の停止されたあの古城を脱走、してきたんだ」

「脱走……？」

「ああ。時の停止した古城から、約束の十年目である今年、燐太郎と会うために、私はあの城を脱走した。私の教育係であり、同時に私の監視役でもあるメイドのことを、出し抜いて」

「……脱走、出来るなら。もっと早く抜け出していてもよかったんじゃないのか？」

　……それは、十年という期間が燐太郎と杏樹にとって何よりも大切なものでなければ、ということにはなるが。

「もちろん私ひとりの力じゃないさ、脱走が成功したのは。……燐太郎が十年目の今年、あの城を私が抜け出せるようにと、ずっとずっと昔から手配していてくれたんだ。私を押し込んだ鞄かばんをお前に渡した女だよ。燐りん太た郎ろうの代わりに、私をあの城から連れ出してくれた」

「…………」

「あの女。運び屋だったか逃がし屋だったか、忘れたが……十年前に燐太郎から依頼があったらしい。もしも自分に何かがあって、直接私を……二に之の宮みや杏あん樹じゆを古城から連れ出せないような事態に在ったとしても、大丈夫なようにって。その運び屋は燐太郎に命を助けられたことがあり、その恩義から十年も前の依頼を律儀にこなしてくれたというわけだ。燐太郎の周りには、ああいった人のいい奴やつばかりが集まるんだな」

　運び屋の女──港で鞄を渡された相手を、一ひと式しきは思い出している。

　燐太郎が、その運び屋だか逃がし屋だとかいう人間に杏樹の脱走を依頼した、ということは、それだけ早く杏樹の軟禁されていた古城の場所を知っていたということだ。いいや。探す必要もなく、燐太郎は最初からその場所を知っていたのかもしれない。

　だとしたら。

　……十年。

　やはりその期間が杏樹と燐太郎、ふたりにとって何か重要な意味があったのだろうか。

「……私にはパスポートやら正式なルートで海外に脱出できる方法がなかった。だから密航船を使った。人ではなく荷物として運搬された。私が鞄かばんの中に詰められて運ばれていたのはそういう訳なんだ」

「全裸、だったのは？」

「私は、寝るときは裸でなければ寝付けないんだ。……いいじゃないか。癖みたいなものなんだよ」

　杏樹はきまり悪そうに唇を尖らせた。

「……じゃあ、君が最初、死体、だったのは？」

　自分でも妙な質問の仕方だとは思う。

　だが事実なのだからそれもまた仕方がない。

　そんなある意味不器用な一式の質問に、

「……死体？　何だ、それ」

　と杏樹は不思議そうに首を傾かしげた。

「私はただ、運び屋の女から、長旅になるだろうから眠ってろと言われて、その通りにしていただけだぞ」

「…………」

　一式は、やはり気のせいだったのか、と内心首をひねっていた。

　それとも、『吸血鬼ヴアンパイア』だの『真しん祖そ』だのという存在が睡眠を取るには、ああいった状態になることが常識、なのだろうか。

　いやいや、ちょっと待て。

　……そもそもこの二之宮杏樹という少女の言うことをどれかひとつでも信じる気なのか？

　一ひと式しきの頭の中には疑問符ばかりが浮き沈みしていた。だからこそ、確かめておかねばならないことは少なくない。

「最後に、もうひとつ……」

　一式は杏あん樹じゆをまっすぐに、見つめる。

「荷物として密航してきた君を受け取ろうとしたとき、その邪魔をしてきた女の子のことは……？」

　心の中で一式が『豪腕少女』と勝手に呼んでいるあの存在。

　コンテナを腕一本で持ち上げ。

　軽く、投とう擲てき。

　あれはきっと……認めたくはないが、人間では、ない。

「ん？　女の子……？」

　しかし杏樹はぱちくりと目を瞬しばたかせ、小首を傾げた。

「何の話だ……？」

　……知らない？

　杏樹はあの少女のことを、知らないのか？

　あんなにも杏樹を……荷物を奪おうとしていたのだから、何かしら杏樹と関係性のある人物だと思っていたのだけれど。

　一式は、杏樹の入った荷物を受け取る際、人間ではない何者かに襲われたのだということを、杏樹に伝えた。

　すると杏樹はやはり、「……知らないな」と首を傾かしげたが……、

「ああ、もしかしたら、お前はさっそく出会ったのかもしれないな。お城のメイドが送り込んできた、『追っ手』に」

「……『追っ手』？」

「ああ……言ったろ、私はあの城から見れば脱走犯だ。私を閉じこめておきたい父親や、父親の命令に従って私を軟禁していたあのメイドが、きっと私を連れ戻すために手下を差し向けてくる筈はずだ。お前が出会った女もそのうちのひとりだったんだろうって思う。お前にはそいつらを迎え撃ち、逆に拘束し、私の父親の居場所を聞き出してもらいたい。そして私を……人間ではない私を殺せる方法を、聞き出すんだ。な？　簡単な手順だろ」

「お、おい、おいおいおいおい、ちょっと、待ってくれ」

　なんだか物騒になり始めた話の流れに、一式は、焦る。

「まさか……もしかして、もしかしなくても、その『追っ手』というのは、その手下っていうのは、ふつうの人間なんかじゃないんだよな」

「ああ、そうだろうな。お前がもう既に遭遇していたらしい、恐ろしい怪力を持つ少女のような──各個人、一人ひとりが、決して同一ではない個性豊かな特殊な能力を所有し、使役する、人間外。『魔物』、だろうな」

「『魔物』……、特殊な、能力……」

　殆ほとんど無意識に一ひと式しきは反復していた。

　ずきりと頭が、胸の奥が、痛い。

　一式は知っていた。その言葉を。その言葉が意味するものを。

「気をつけろよ、『最強』。縦社会の規律をなにより重んじる『魔物』は、彼らにとって絶対の王である『真しん祖そ』の命令には逆らわないし、逆らえない。だから命令に応じて、私を狙う『追っ手』はどんな手段を用いてくるか、わからないからな」

「…………」

「青い顔、してるぞ」

「……それは、まあ」

「おかしいな、お前は『吸血鬼ヴアンパイア』だとか『魔術』だとか、そういうの、信じてないんじゃなかったっけ？」

　意地悪そうな視線と微ほほ笑えみを向けてくる杏あん樹じゆ。信じていないものを、怖がるのか？　と。

　今はそのようなじゃれ合いをしている場合ではない。ただの人間である……何の異能も持たない、ただの無力な人間である一式にとっては。

　故に、一式は構わず続ける。

「……そいつらを、父親の手下だったりする『魔物』……とかいう連中を捕まえて、杏樹の父親の居場所を吐かせるのか……？」

「ああ。そういうことだ」

「そして、君を殺せる方法を、その『真しん祖そ』だとかいう父親から、聞き出す？」

「偉いぞ。よく、わかってるじゃないか」

　にっこりと杏樹は微ほほ笑えんだ。

「私はもう、あのお城には絶対に、絶対に……二度と戻りたくはないからな。もしも『追っ手』に捕まり、あそこへ連れ戻されてしまうようなことになったなら、そんなときこそ死んだ方がましなんだ。そうならないよう、『追っ手』の『魔物』から私を護まもってくれ。お前が私のことを殺せるようになるまでな」

　なんだそれは。

　ふざけるな。

「……ふざけるなよ」

　一式は歯を、食いしばる。

「そんな、死ぬ思いまでして……きっと、あの『豪腕少女』みたいな埒らち外がいと、死にものぐるいで戦って、戦って、戦い抜いて……そいつらのボスの『真祖』だとかいう胡う散さん臭くさい〝何か〟をも、説き伏せて……そうして得られるものが、何とかどうにか辿たどり着ついたものが……君を殺せる方法……だって？」

　歯が浮くような、肌がザワつくような、そんな綺き麗れいごとを口にするようだけれど……苦労の後に獲得できるだろうと期待し、策略するものは、バッドエンドなんかであってはならない。そう願う。

　殺し屋として失格かもしれないが……。

　死ぬことが幸福だなんて。どうしても、どうしても……考え至れなかった。

「言ったろう。私は死にたいんだ。その願いは変わらない。それが私の幸福だからだ。……私は、この世界が、大嫌いなんだ。たったひとりで生きていくのには、広すぎて、長すぎて、とても冷たい」

「…………」

「……どうもお前はあまり納得してくれていないようだけど、価値観は人それぞれだ。たとえお前が大好きで護っていきたいものでも、私にとっては吐き気を催すほど憎悪するしかない対象だ──そういうことだって、たぶんにあるだろう。私にとって、燐りん太た郎ろうと『約束』したこと。それがすべてだ」

「『約束』……」

　一ひと式しきは呟つぶやくように言う。

　約束、約束、約束か……。

　彼女を殺すという誓いを何な故ぜあの男が立てたのか。どうしても納得しきれなかった。

「……最終確認をさせてほしい」

　杏あん樹じゆは一式を静かに見つめる。

「なあ、志し摩ま燐りん太た郎ろうの弟子だという、そこの少年。お前は燐太郎の代わりに私の願いを叶かなえてくれるのか。叶えて、くれないのか。私を殺してくれるのか。くれないのか。どっちなんだろう。お願いだ、答えてくれ」

「…………」

　瞼まぶたを閉じ、僅かばかり黙考し……。

「わかった。物事の流れは、なんとなく、わかったよ」

　一式は、ため息をつく。諦めたように。突き放すように。

「……俺は、燐太郎がこの世界に残した多くの『約束』を、ひとつでも多く解消できればそれでいい。それも、『刻こく魔ま館かん』の仕事のうちだと思ってる」

　彼の遺志や成し遂げようと思っていたものを継ぐことで、憧れさえ抱いていたあの男へ少しでも近づきたい。それが『刻魔館』に事務所を立ち上げた動機のひとつでもある。

「ああ、そうだな。だから、君の抱えた燐太郎との『約束』。それを俺が代わりに成し遂げさせてもらうことにする。あくまでも、仕事として。……言ってみれば、これは、互いに目的意識は同一だと言えるのかもしれない。今は、あくまでも、今は……そう、割り切るよ」

　割り切れるようにと、考えてみるよ。

　だから、そういうわけで。

「……二に之の宮みや杏樹。アンジェリカ・ヴァレンタイン。俺は君の依頼を請けようと思う。そう出来るようにと、気持ちを少しずつ整理する。今はそれで納得しておいて欲しい」

「ありがとう」

　杏あん樹じゆは微ほほ笑えむ。

「私を殺して、くれるんだな」

「……ああ」

　一ひと式しきはうなずく。

「……殺してやるさ。君がそれをどうしても望むのなら。燐太郎がそれを、君に約束したのだと……確信が持てたなら……そうするさ」

　と。

　そう言葉にしてみたのだが。やはり納得はしきれない。

　仕事として線引きすることで、自分の中にも一線を引こうとしてみたのだが。

　やはりどうしても煮え切らないものが残る。

　残るからこそ、ぐっと、飲み込む。これは仕事。あくまでも、仕事なんだ。

　……依頼者の事情に訳知り顔で足を踏み入れ、偉そうに説教したり意見するのは趣味じゃない。

　だから一式は、聞き分けのいいふりをする。

「……杏樹。二に之の宮みや杏樹。君が燐りん太た郎ろうとどんなやりとりをした結果、そんな『約束』を交わしたのか、未いまだによくわからない。だが、これは、仕事だからな。依頼者の君が満足するような結果を手渡せるよう、プロとして最善を尽くす。世界一のお節介焼きではない、志し摩ま燐太郎ではありえない、この俺おれに出来るのは、それくらいだ」

「…………」

　どこか吐き捨てるように言った一式を、杏樹は見つめ……、

「どうしたんだ？」

　と首を傾かしげる一式に、ふと、こんなことを言い出した。

「なあ、少年。お前には、好きな人はいるか」

「……え？」

　突然の問いかけに、一式は眉まゆ根ねを寄せる。そして無言のままで、首を横に振った──……いない。

「そうか。いないか。……だったらやっぱり、話してやらない。秘密だ」

「秘密……？」

「ああ。燐太郎と私がどうしてこんな『約束』をしたのか。きっと、話してもわかってもらえない。そんな気がするから」

「…………」

「まあ、『約束』の内容をわかってもらえたからといって、何が変わるわけでも、何が得られるわけでもないんだけどな。これはやっぱり、どこまでいっても、私と燐太郎、ふたりの『約束』なんだから。第三者が知ったところで得はないんだ」

　いったい何だ。

　自分を殺せと言ったり。

　好きな人はいるのかと言ったり。

　いなければ、『約束』の理由を教えないと、言ったり。

　そんな少女に対して、一ひと式しきは何と口にしていいのか。どのように納得、していいのか。ただただ、困る。

「だけど……少年。この先、お前が十年前の燐りん太た郎ろうよりもいい男になれたなら、そのときは……そのときにまだ、この『約束』の内容を知りたいと思っていてくれるのなら、今度は私の方からお前に聞いてもらいたいと思うことがあるかもしれないな」

　自じ嘲ちよう気味な笑みから言葉をはらりと──零こぼすようにして、杏あん樹じゆは続けて言った。少しだけ偉そうなことを言わせてくれないか、と。

「……格好良く生きろよ、少年。志摩燐太郎だけじゃなく、自分自身にも負けないように。自分が自分自身に、恥じないようにな。私もお前に負けないよう、残された時間を精一杯、生きるから」

　そしていつか。と杏樹は細く息を吐き出すようにして、唇を開いた。

「いつかお前が、私のことを殺してくれるようにと……期待してるぞ、殺し屋の少年」

「…………」

　一式は何も言わず、空を見上げた。




『……これは、太陽を探し出すための物語だ』




　ふと。

　遠い遠い昔。

　彼の呟つぶやいたその言葉が、脳裏を過ぎ去り……。

　胸に淡い痛みを残していった。
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　……血。血が足りない。

　真夜中の弁べん天てん町ちようをひとりさまよう。

　静かな夜だ。

　人ひと気けもなく。虫のささやく声もない。

　見上げれば、月。満月。夜空をくり抜く、まあるく淡いあの光だけが、世界で唯一の理解者で、味方なのだと──さまよう影は孤独を抱いて、ふらふらふらり、町をゆく。

　のどが渇いた。血が欲しい。

　……ああ、血。血だ。

　いくら水分を摂取したところで、この焼けるような渇きは、衝動は、癒せない。

　子供の頃からずっとこうだった。

　人間の血液はさほど美味であるというわけもないのだが……。日本にやって来さえすれば飢えることはないと思っていた。

　自分には半分同じ血が流れているということも、彼ら日本人の警戒心をやんわりと解きほぐすのではないかと想像していた。日本人はお人好しで無警戒。しかも相手が同じ日本人（のように見える）ともなると尚更だ。

　日本に行くのならただ笑顔と困った顔さえ覚えていればいい。それだけで容易たやすく生き血を啜すすれるのだと、仲間にはそう教えられていた。

　だが実際はどうだろう。日本人は誰もがひどく臆病だ。

　言葉巧みに、愛想良く。笑顔と困った顔を交互に貼はり付つけ──無警戒な日本人を物陰へと誘い込み、そこで存分と食事にありつこうという目もく論ろ見みは、ことごとく、空振り、裏目、予定外……。故に。常時空腹の憂き目に晒されている。吸血しなければ力を発動させるのもままならないというのに。

　それに、加えて。

　この町に着いてから気づいたことがある。

『追っ手』だ。

　私のことを探り、監視しようとする、物陰からの気配が──複数。

　ああ、いやになる。

　日本という国がこうまで窮屈なものだとは思わなかった。




　ふら、

　ふら、

　ふらり……。

『吸血鬼』は真夜中の町をゆく……。

　血だ。

　血が、足りない……。

　このままでは乾ひ物ものに仕上がる……。

　あ、

　ああ、

　やった。

　やったぞ、

　……見つけた。

　獲物だ。

　男と女。二人組。

　人ひと気けのない公園で腕を組み……。

　幸せそうに微ほほ笑えみ合って、どこへ行く。

　……幸福に色づくその顔が、今からありったけの恐怖に引き裂かれてしまうとも、知らないで。
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　ガランガラン──

　予鈴が鳴る。

　学園敷地内中央に建つ時計塔から鳴り響く鐘の音ねだ。

　午前の授業が全て滞りなく完了されたことを知らせる合図。一ひと式しきの通う学園は短いお昼休みに入る。

　授業を終えた教師が扉を開くと同時、教室内はざわついた解放感に満たされた。

「…………」

　そんな日常の風景を、一式は席に座ったまま見るともなく眺めていた。昨日の出来事について、考えながら。

　正確には、昨日、二に之の宮みや杏あん樹じゆから与えられた情報について……これまで知らぬ存ぜぬを通してこられた、世界の裏側についてのことだ。

　父さん。母さん。

　お願いだ。教えてくれ。

　俺はどうしたら、いいのかな。




　志し摩ま一式は。

　いいや、玖く珂が一式は両親を殺された。

　正体不明の『怪物』に。

　それも、目の前で。

　目も当てられぬほど、凄せい惨さんなやり方で。




　……八年前。

　玖く珂が一ひと式しきは幸福だった。

　優しかった両親の愛に包まれて。目もくらむような財力に守られて。

　外世界に渦巻く悪意など、絵本の中にしか存在し得ない取るに足らない幻想なのだと……。

　ほんのささいな不安も入り込む余地がないほど、豊かさに膨れ上がった日常を、甘く、夢見るように生きていた。

　父は外資系大手企業の取締役を務め、母は父の事業を支える敏腕秘書だ。

　子煩悩なふたりに守られ過ごした幼少期。彩り豊かな砂糖菓子で飾り立てられたような毎日。

　幸福だった。

　満たされていた。

　心はいつでも満腹だった。

　そんな限定された箱の中の楽園で、それは起きた。

　玖珂一式、八歳の誕生日である。




　……ああ。




　……足下に散らばるこれらは何だ。




　いつも柔らかな子こ守もり唄うたと共に頰を撫なでてくれていた、優しい母親の指先。

　朝になったら一緒に遊ぼうなと、有名野球選手のサイン付きグローブとバットを一式に手渡し、普段は厳格で少し怖いなとも思っていた父親が、微ほほ笑えみかけてくれて嬉うれしかった、あの表情。

　それらがすべて、弾けて飛んだ。




　それは、今夜の主役である一式が。

　パーティーの行われる筈はずだった、広い自宅内にある会場の扉を……たくさんたくさんの優しい人たちに、おめでとうと嬉しい笑顔で迎え入れられるのを期待して……わくわくしながら、どきどきしながら……ゆっくりと開いた、まさにその、瞬間だった。

「ダメだ、来るな一式……っ」

　父親の叫び声。

　一式は……。

　そのとき目の当たりにした光景を、生涯忘れることはないだろう。

　煌きらびやかな音楽も。待ち望んだいっぱいの笑顔も。そこにはなくて。

「逃げろっ、逃げてくれっ。こいつは、お父さんに任せて──」

　ぐぎ。

　と、空気が漏れるような音がして。

　父親が、弾けた。

　蛙かえるだ……。と、一ひと式しきは思ってしまった。

　クラスで一番力の強い悪戯いたずらっ子が、生きた蛙を破裂させる方法と、それによって飛び散る無惨な形と色を克明に、そしてどこか得意そうに話して回り──実際に捕まえてきた獲物で実演してみせられたことを思い出す。ぐぎ。一式の父親はまるでその小さく無意味な欠片かけらのよう。

　父親は一式にとってヒーローだった。

　強く。厳しく。時どき優しい。間違ったことは決してせず。誰からも慕われる。その姿は幼い瞳に輝いて映った。……憧れだった。どんな絵本や漫画やアニメの中のヒーローよりも、一式にとって父親こそが正しく正義の味方だったのだ。最期の最期も息子を無事に逃がすため、たったひとり、〝敵〟に向かっていった勇気の人。そんな、父親は。一式にとって憧れのヒーローは。いったい何をされてそうなってしまったのか。どのようなものを使い、そう出来たのか……。内側から勢いよく膨れ上がり、文字通り、ばらばらに、炸さく裂れつ。足元に転がる父親の欠片かけらと目と目がぶつかり……その側そばに転がっていた、母親の半分だけになった顔面と、ばらばらの指先を見つけてしまい……それだけではなく、たくさん、たくさんの人たちの塊が、そこら中に散らばっていて……一式は、ただただ、立ちすくむばかり。

　そんな赤色の世界にひとり、見知らぬ男が立っていることに気づく。

　明かりは落とされ、薄暗く。

　代わりに真紅の海に染まった会場で、ただひとり、真夜中の暗闇そのものを身に纏まとったかのような。

　仄ほの暗ぐらい影のようなその男だけが、力強く佇ちよ立りつしていた。

　……あとはみな、ばらばらで。ぐちゃぐちゃで。

　生きているのは、ふたりだけ。

　たっぷりの脂肪を身に纏い、丸々と太った喉のど元もとを漆黒の影のような男に鷲わしづかみにされ、片腕だけで吊つり下げられて……ううう、うううう、とうめく、贅ぜい肉にくばかりで出来上がった巨漢の男性。確かプレゼントに子犬をくれたおじさんだ。血統書つきの、賢い子犬。

「に、逃げ、ろ」

　喉元を摑つかまれたおじさんが、一式にそう言った。喉をつぶされ。息も絶え絶えに。

「ひ、一式、くん……、君だけでも、逃げる、んだ……っ」

　──瞬間。漆黒の男が、太ったその首を、握りつぶした。

　父親と同じように、そしておそらくは母親とも同様に、その不摂生の塊かたまりは弾けて散った。今度は〝ばちゅ〟、という血液の飛び散る生々しい音だけがした。いったいどのような魔法を使っているのだろう。ただ、握りつぶす。それだけのことで、百キロ以上はあろう肉の塊が、一瞬で内側からはじけ飛ぶ。

　ここに散らばる真紅の欠片は全てがみんな、ああして一いつ瞬しゆん間かんのうちに男に破裂、させられたのか。

　……あっけない。あまりにも。

　命とはこうもあっけなく、瞬間的に終わりを迎えるものなのか。

　父さん。

　母さん。

　ふたりはばらばら。

　ふたりはぐずぐず。

　もう、二度と……。

　ふたりには、会えない。

　その事実を上手く実感できない一ひと式しきは、言葉に変換することの出来ない恐怖で、悲しみで、頭の中をいっぱいに侵食されていた。

　漆黒の男が、一歩、二歩、一式の方へと接近して来る。

　……動けない。

　怖い。寂しい。何な故ぜだか痛い。どこだかわからない奥の方が、苦しく、痛い。涙だけが、一滴、零こぼれた。

　そんな小さすぎる一式に、漆黒の男が近づいて来る。べちゃり。ぐちゃり。先ほどまで意味のある〝何か〟だった塊かたまりを、踏みしめながら。

　何も言わず。何も言えず。ただ立たち竦すくむばかりの一式に、男はゆっくりと手を差し伸べる。あの手に触れられたなら、自分も父さんみたいに弾はじけて飛ぶのか。どうだろう。苦しいだろうか。痛いだろうか。一瞬だから苦しくはないのかも。諦めた。速やかに一式は自身の命を手放してしまっていた。微ほほ笑えんでさえいたかもしれない。自らの命を軽んじる卑屈な形に、口元は歪ゆがんでいたのかも。

　だけど。

　そのとき……声がした。




「太陽だ！」




　背後から乱暴に手を摑つかまれ──振り返る。




「お前はもう、見つけられたのかよ……！」




　引き寄せられたのは、見知らぬ男の胸の中。

　真っ白な髪。真っ黒なコート。高身長の細ほそ面おもて。まるで強そうではなかったけれど、むしろどこか弱そうでさえあったけど。後に理解することとなる。

　志し摩ま燐りん太た郎ろう。

　彼こそが。この、男こそが。

　玖く珂が一ひと式しきにとって紛れもない正義の味方。ヒーローだった。

　どうして玖珂家にとって部外者の彼が、あの場に居合わせたのかは今もってわからないのだが……。

　現れた志摩燐太郎に抱きかかえられ、赤色の夜からの離脱を図る。そのとき何があったのかはよくわからない。覚えていない。もう自分は、父さんと母さんと同じように殺されてしまったところで、まるで後悔もないのだと心を投げ出してしまっていたから。

　だと、言うのに。

　突如現れたヒーローのおかげで、一式はその深い諦念に反し、無事、生き延びることが叶かなってしまった。

　結果。

　両親を亡くしひとりきりとなった一式は、ごくごく自然な流れを踏むようにして……いつの間にか志摩燐太郎の生活に迎え入れられていた。

　彼の弟子として。

　……『世界一のお節介焼き』を自称する男の、息子として。




　何な故ぜ、自分は生き延びたのか。

　その意味を考えた。

　父さん、母さん。……寂しい。痛い。ひとりは怖い。今にもひび割れそうな小さな身体からだと小さな心で、無意味自分の中に意味を探した。

　そして一式は。玖く珂が一式は。いつしか『復ふく讐しゆう』を誓うようになる。その生涯において、ひとつ目の『復讐』を──突如として現れ、すべてを奪っていったあの漆黒の男をこの手で屠ほふる。そう決めた。

　……玖珂一式の名は幸福だった時代の象徴。

　故に。

　大好きだった両親と同じ姓、玖珂を捨て、それまでの幸福であった自分自身を消し去って。自ら進んで世界の裏側を生きるため、志摩一式を名乗り、その心には幸福の代わりに暗闇を抱え込む決意を固めた。

「……殺してやる」

　握にぎりつぶされた幼い心を過激な言葉で奮い立たせた。

　強くならなければ。誰よりも、何よりも、強く……最強に。

「……燐太郎。お願いします。僕に戦い方を、教えてください」

　だけど燐太郎ヒーローは、どうしてだろう。

　とてもとても悲しそうな、寂しそうな──ともすれば、どこか怒りにも似た複雑な表情を浮かべ、一ひと式しきのその言葉を受け止めていた。




　その瞬間以来──

　一式は激しい後悔に苛さいなまれ続けている。

　彼は僕を助けなければよかった。

　彼は、僕と出会わなければよかった。

　そうすれば。

　こんな僕なんて見捨てていれば。

　彼は死なずに、済んだのに……。





２






「……うう」

　吐き気がした。

　瞼まぶたを開くと……一瞬。教室が真っ赤に見えた。

　クラスメイト等がぐずぐずで、ぐちゃぐちゃで。真紅の海に沈み込んでしまったようで……今なお、八年前から続く悪夢を見せつけられてしまっている、ようで。一式はもう一度、きつく、瞼を閉じた。

　ああ、どうかしてる。

　あの夜の出来事を思い起こすことはもう殆ほとんどなくなってきていたというのに……。それなのに今、自分自身の心を大きく搔かき乱みだすその原因を、一式は理解出来ていた。

　二に之の宮みや杏あん樹じゆ。

　彼女の顔が瞼の裏に浮かんでは、消えてくれなかった。




「一式。お前の両親を殺したあの漆黒は、一部では『魔物』と呼ばれ恐れられている存在だ」

　八年前。赤色に染まった虐殺の夜を何とか抜け出すことの叶かなった一式は、志し摩ま燐りん太た郎ろうから『俺たちの敵』について、ごく基本的な知識を受け取っていた。

「……奴やつらは人であって人ではない。古来より、『魔物狩り』と呼ばれる人間たちと、陰ながら戦争を繰り返してきた者たちだ。古い物語の中の悪役の、そのモデルとして描かれることの多い彼らは、至極単純に言ってしまえば俺たち人間そのものの敵であり……同時に、人類がひとつ上の段階に進化した姿と言っていいものだ」

　いいか、一式。

　奴らには、俺たち人間に扱うことの出来ない特殊な才能能力が備わっている。

「奴らと戦うと言うのなら。復ふく讐しゆうを果たすと、言うのなら。その点を何より重要と理解しておかなければならない。あの漆黒がお前の両親を一瞬で消し去ることが出来たのも、その才能を利用したからに他ならないのだから」

　何をするにもまずは敵を知らねば始まらない──燐りん太た郎ろうは奴らの秘めたる才能について簡単に語ってくれた。

「まず。奴らの使う能力には、それを発動するための条件と、その性能を高める一定の条件、そして発動後、必ず代償行為を求められるという三つの特徴がある。能力の効果は『魔物』の属性や種族カテゴリによって多岐にわたるが……その点は今はいい。各個人によって能力の効果が違うように、これらの条件も一人ひとり細かく異なる。秘めた才能とその代償。……それこそが。その違いこそが。奴らが『魔物』と呼ばれる要因を作っているもののひとつだ」

　例えば。

　目を見ただけで相手を自在に操ることの出来る才魔能眼を持つ『魔物』がいたとする。

　喉のどの渇きを極限まで高めることで発動条件は整えられ、夜の時間にこそ、その能力は飛躍的に効果を増し。

　そして能力発動後──人間の血液をどうしても、何がなんでも吸血しなければならないという、強力な衝動に支配される者。

　……それはまるで、言い伝えの中の『魔眼の使い手吸血鬼』のようだった。

　例えば。

　物理法則さえも無視したとんでもない怪力を発揮する『魔物』がいたとする。

　真夜中を待つことで能力の発動条件は整えられ、更に銀色の満月がきらめくときにこそ、その能力の性能はぐっと増し。

　そして能力発動後──血なまぐさい生肉を貪らなければならないといった衝動に支配される者。

　……それはまるで、童話の中の悪い『人喰い狼ワーウルフ』のようだった。

「奴やつらが司つかさどる特殊な才能能力。その発動によって課されるあらゆる条件は、お伽とぎ噺ばなしや言い伝え、童話の中を跋ばつ扈こしては人間を食い物にする邪悪な存在──『魔物』と、あまりにも似通っていた」

　いいや。物語の悪役が最初だったのか、それとも物語が彼らの存在をモデルにしたのか。今となってはわからないのだが……。

　それが、人間側が奴らを『魔物』と呼び捨てるための理由だ。

「奴らにとっての代償行為は、俺たち人間が抱えるとある〝心の問題〟とよく似ている。どうしてもやりたくないのに、どうしても、どうしても、やらずにはいられない。更に代償行為……強迫行為と言っていいそれらに、日常生活をも困難なものにさせられている場合が多い。その代償行為がこ人ち間ら側にとって犯罪に該当していたなら最悪だ。本人でさえ良くないことだとわかっていつつも……止やめられない。そしてその衝動に無理やり逆らえば、能力を失うだけじゃない、命だって失いかねないとされている」

　故に。

『魔物』にとって、能力の代償行為は戦闘時には明確な弱点となりうる。能力を使用した『魔物』が代償行為に移ることを、一定時間、阻止し続けられれば奴らは自滅するだろう。

　それも『魔物』と戦う方法のひとつ。

「多くの『魔物』は代償行為が残酷だ。衝動のままにつまらない犯罪行為に手を染めないではいられない。殺人だとかがいい例なのかもしれないな。能力を使うため、あるいは使ってしまったがために、個体によっては人間を殺してまでその血液を啜らなければならなくなってしまう。……そんな奴らを相手に、俺たち人間はあまりにも無防備だ。奴らは特別な能力を所有している以外は外見も人間と何ら変わらない。だからどこに潜んでいるかも簡単にはわからないんだ。昨日まで何の異常もなく穏やかだった隣の家の住人が、ある日突然、荒れくるうことだってある。ひょっとしたら仲の良かった友人だって、実は人間じゃないのかもしれない。いつもお前のことを美味そうだと狙っているのかも。……人間は長い間、奴らの衝動を抑え込むための餌だった」

　そういった道理の上で、奴らは人間の敵である。

「何故、奴ら『魔物』と人間は戦争を繰り返しているのか。何故、奴らが俺たち人間を嫌悪するのか。何故、奴らのような存在がこの地球上に生きているのか。そして奴らのボスは、誰なのか──そういった疑問を、一ひと式しき、もしもこの先、お前が解消せねばならなくなったなら。そのときもしも、この俺を頼れるような状況にないのなら。俺の隠れ家である『刻こく魔ま館かん』へ行け。そしてその図書館の扉を叩たたくんだ。そこには世界のすべてが住んでいる」

　だがお願いだ。

　念のためにと奴らの脅威を伝えたが……。

　それでもお前は、どうしても復ふく讐しゆうを遂げたいと、言うだろうけれど……。

「出来ればお前には、人間たちの生み出す暗闇程度を悲観する、それくらいの人生で、とどまっていて欲しいんだよ。この俺の身勝手な主張だが、そう願う」




　以上が燐りん太た郎ろうから受けたごく基本的な世界の知識。

　二に之の宮みや杏あん樹じゆがやって来たことで、再び痛烈に意識することとなった内なる『復讐心』

　気づけば……。

　手が。足が。……心が。小さくがたがたと震えていた。

　情けない話だが……。

　まるで格好もつかない、話だが……。

　志し摩ま一式は。いや玖く珂が一式は、『魔物』が怖い。

　……八年前。両親を殺した漆黒の男怪物。

　圧倒的だった。

　能力の正体。その発動条件や強化条件、代償行為。そしてどんなお伽噺悪役のモデルになった種族カテゴリであるのか。あの漆黒に関してはすべてが謎だが──幼い心に絶対的な恐怖として印象づけられるには充分以上。

　そして先日出会ってしまった、コンテナを片腕で投とう擲てきする『豪腕少女』。杏あん樹じゆの追っ手。

　彼女と次に出会うとき。そのときはもう、前回のように逃げるわけにはいかないだろう。

「…………」

　一ひと式しきは震える自分の手のひらを見る。武者震いではない。幼い恐怖心はまだ拭いきれずにここにある。

　情けない。

　こんな自分が、あんな埒らち外がいとまともに戦うことが出来るのか。

『豪腕少女』との抗戦はほとんど一瞬だと言っていいほどのものだった。だがそれだけで充分以上に相手の脅威を理解させられたのだ。

　燐りん太た郎ろうは言っていた。

　奴らと抗戦せねばならない場合。まずは相手をよくよく観察し、所有する能力効果とその条件代償行為。そして種族を把握することが大切だと。

　だが、あんなものを相手に、観察だの考察だのをするだけの余裕が持てるのか。

　どころか……。

　また過去の恐怖に支配され、動けなくなってしまうのではないか？　また、取り返しのつかない失敗を、してしまうのでは、ないか……？

　ああ、そうだ。

　あれがもしも、集団で襲ってこようものなら、こんな自分など……たかだか人間世界の『最強』など──

　否。

　ごく限られた業界内での『最強』など、まるでお話にならないだろうことは、目に見えて、明らか。

　父さん、母さん……。

　そして燐太郎。

　俺はどうしたらいい。

　これまでずっと復ふく讐しゆうを支えに生きてきた。

　そして今やっと、その思いを遂げられる入り口に立っているのかもしれないというのに。

　……一式は。

　ここから一歩、先に踏み出すべきなのか……。

『刻こく魔ま館かん』の図書館の扉を、叩たたく、べきなのか……。

　それを悩み続けていた。




「一ひと式しき」

「ん？」

　突然に名を呼ばれ驚く。思考を強引に分断された気分。

　気がつくと──前の席に座る有ゆ希きが振り向いていた。

「お昼。食べないの？」

　振り向いた一式の机に、好物のあんパンと、小さな水筒、固形の味気ない栄養食品とを丁寧に並べながら、有希はそう言った。

　お昼ご飯……。

　あ、ああ。

　まずい。

「……お昼ご飯、買って来るの忘れてた」

「だと思った」

　有希は、近所のスーパーマーケットのロゴが入ったビニール袋からカツサンドを取り出す。

「はい。あげる」

　一式の好物だった。礼を言い、受け取る。

「昨日からボーっとしてる。だから絶対忘れてると思ったの」

　有希はどこか得意そうだった。

「面目ない」と一式。

「代金はお小遣いから引いとくから」

　我が家の財務省は隙がない。

「……いただきます」

　ふたり向き合い、揃そろって合掌。

　同時に一口。パンをかじる。

「なあ、有希」

「なに？」

「ご飯は誰かと一緒に食べると美お味いしくなる、って言うよな」

「……聞いたことはあるかも」

「どうかな。美味しくなった？」

「……わかんない」

　もそもそと小さくパンをかじる有希。

「俺は美う味まいなあ」

「そう？　何が変わったの？」

「いや。何が、ってわけじゃないけど。普通のカツサンドだ」

「なにそれ」

「でも、美味い。すごく」

「ふぅーん。……変なの」

　何でだろう──ふと、一ひと式しきは頰がゆるむ。

　目が合った有ゆ希きが少しだけ、笑ってくれたような気がしたからだ。

　いつも難しい顔で意図せず周囲をおびえさせる彼女だけれど。

　ふとした瞬間、彼女が見せる微ほほ笑えみにも似た表情が、一式は好きだ。

　混雑していた思考の流れが少しだけ、解きほぐされるかのよう。

　心もお腹も満たされていく……。

　と、思ったのだが。




「ねえ、知ってる？　また被害者が出たんだって」

　ふと。

　クラスメイトの言葉が飛び込んできた。

　被害者……？

　有希と一式はつい、そちらに耳をそばだててしまう。それは一種の職業病だったりするのかもしれない。

「ああ、例の『吸血鬼騒動』か」

　と別のクラスメイトが応える。

「商店街の外れにある公園で、カップルの死体が発見されたってやつだろ。どちらも全身の血液が吸い上げられて、乾ひ物ものみたいになっていたって噂うわさだ。月夜の晩にあんなところをうろうろしてるから、『吸血鬼ヴアンパイア』に襲われたんだ……なんてな。ゴシップ好きが好みそうな、噓うそかホントかわからん噂が飛び交ってるけど」

「あ、そんなこともあったんだ。昨日の夜に？　えー。知らなかった」

「んん？　それのことじゃねえの？」

「うん。違う違う。〝また〟、って言ったでしょ？　私が言いたいの、そっちじゃないよ」

「あー、それ、いつもの『連続殺人事件』の方だろう？」

　とまた別のクラスメイトが会話に加わった。

「うん。そうそう。隣町の学校の教師が通り魔に遭ったんだって。何でだかこの町の公園で。……どんな凶器を使ったのか知らないけど、首をすっぱり、ギロチンされてたんだって話。いつもの手口だよ。だからたぶん、その『吸血鬼騒動』、だっけ？　それとこれとは、別の事件」

　連続殺人……吸血鬼……？

　何やら物騒な言葉が飛び交っている。

　有ゆ希きと一ひと式しきは顔を見合わせた。

　クラスメイトらの会話は続く。

「……怖いよね、通り魔。もう何年も前から何人も殺されてるのに、まだ犯人、捕まらないなんて……。さっきの『吸血鬼騒動』も合わせて、怖くて夜、出歩けない。ひとりじゃコンビニにも行けないよ」

「警察なにやってんだよ。『吸血鬼騒動』しかり、『連続殺人犯』しかり。悪人を野放しかよ。無能かよ、税金返せよ」

「いや、あのさ。噂なんだけど……、『連続殺人』の方は、何でも被害者は全員、犯罪者だったり、犯罪を犯すまでには至らないけど、どうしようもなく悪い奴やつだったり。そんな連中ばかりなんだってよ」

「ああ、それ、俺も聞いたことあるな。てか、それ、本当に噂レベルだけど……この町じゃ結構有名な話だよな。児童虐待の両親だとか、染めてない黒い髪の女ばかり狙った誘拐犯だとか、夜を徘はい徊かいする首絞め魔とか、そんな奴らばかりだって話だよな、被害に遭うのは。一般人は、狙われない。その新しい被害者も……隣町の教師だっけ？　何か悪いことしてたんじゃないのか。だから、処刑、されたんだよ。斬首刑ってやつだ」

「何それ。正義の味方じゃん」

「そう。だから俺らが怖がる理由がない」

「だったら話は別だよね。もっとがんばってくれればいいのに正義の味方。ついでにさ、『吸血鬼騒動』の犯人も倒してくれればいいのに」

「ああ、そうだな。吸血鬼が正義なわけがない。世の中には死んだ方がいい人間が一杯いるわけだ」

「はは。犯人捕まえられない警察もこの際その犯人に殺された方がいい。金の無駄だ。無駄は悪だろ」

「言えてる」

　笑い声。




「…………」

　一ひと式しきはぼんやりと、その会話を聞いていた。

　……通り魔。殺人事件。

　確かにここ数年──三年、四年、それくらい前からだろうか──この弁べん天てん町ちよう周辺を中心に、その物騒に過ぎる事件は定期的に起きてしまっていた。

　犯人は未いまだ捕まらず。事実上野放し状態。

　今もそこの彼らが言うところの〝正義の味方の被害者〟は増え続けている。

　その犯行手口は常にギロチン。

　大人たちには『首切り魔』とそう呼ばれ。

　子供たちには……悪人ばかりに目を付け殺す、『正義の味方』と持ち上げられ始めている正体不明。

　……正義の味方。

　そんなのはただの人殺しには過ぎた通り名だし、だが実際に譲れぬ信念を抱えた者の犯行であるならば多少の納得もあるだろう。少年少女が好みそうな事件ではあった。

「……食事の時間はもっと楽しい話をしたらいいのに」

　だが有ゆ希きはあまり興味なさそうだった。少し不愉快そうに目を細めていたけれど。

　そして。

　ああ、そうだな。

　この場合、最も重要なのは。

『吸血鬼騒動』……。

　こちらの方だ。

　全身から血液を抜かれて死んでしまったらしい被害者たち。

「…………」

　一ひと式しきの脳裏にはやはり杏あん樹じゆの顔が浮かんでいた。

　……血が足りない。

　そんなことを言っていた、二に之の宮みや杏樹のその表情が。

「……まさかな」

　顔をしかめ、そう零こぼす。

　そんな一式に、有希が不思議そうに小さく首を傾かしげていたので、「何でもないよ」とそう苦笑いで応え、一式は食事を続けた。




　……そうして。

　昼休みも三分の一くらいが過ぎた頃だろうか。

「失礼します」

　騒がしい教室によく通る声が響いた。それはまるで、誰かが突然歌い出したのではないかと勘違いしてしまえるほど。

　ぴたりと。

　教室内の喧けん噪そうが停止する──

「お食事中すみません。志し摩ま一式さんはいらっしゃいますか？」

「……え？」

　つい間の抜けた声を出してしまった。突然、名前を呼ばれ、驚いて。

　……仕方がない。

　それは──一式が有希から貰もらったカツサンドを平らげて、だけどまだもう少し食べ足りないなあ、時間もあるし何か購買にでも買いに行こうかなと考えていると、「私の、あげる」と有希が食べかけのあんパンの、口を付けていない方をちぎってくれて、ふと「そっちじゃない方でもいいけど」なんて、ちょっとだけからかうようにして言うと、「……汚いから、だめ」と目を細められたかと思うと、「はい、口、あけて」なんて近づいてきたあんパンの欠片かけらに、「え、食べさせてくれるの……？」と充分に戸惑いながらも、差し出された有希の手から恐る恐る、その欠片に一式が口を付けようかとしていた瞬間の出来事、だったから。

「あ……」

　一ひと式しきは口を閉じる。

　現れた人物を。

　自分の名を呼んだその女生徒を。

　一式はよくよく知っていた。

　大宮学園三年生。生徒会長、九く条じよう舞まい香か。

　男女問わず生徒たちの憧れの的。密ひそかにファンクラブまで存在するほどの。

　教室内の空気は沈黙に凝固していた。

　それは奇妙な光景だと言えた。

　さっきまでまるで自分の視界に収まる範囲だけが世界のすべてであり、自分こそがその世界の中心だと言わんばかりの騒がしさで盛り上がっていた各々が、一斉に沈黙、現れた舞香に視線を集中させていた。

　だが、そんな中で。

　一式だけはまったく別のことを考えていた。

　……今の、見られただろうか。

　有ゆ希きに「あ～ん」、なんてされていたところを。

　言葉から受ける印象ほど甘みのある雰囲気ではなかったと思うのだが、でも、先輩に見られていたとしたら、少し、気まずい。

「…………」

　一方。

　舞香の登場に、有希は不満そうに目を細めていた。

　幼おさな馴な染じみの村むら田た有希は、どうしてだろう、同じく幼馴染みであり生徒会長の九条舞香に苦手意識を持っている。……みたいだ。今日のところは、もしかすると昨日の胸のサイズが云うん々ぬんという話をまだ気にしているだけかもしれないのだが。

　……でも、昔はこんなことなかったのになあと一式は首を傾かしげずにはいられない。

「失礼します」

　舞香は改めてそう言うと、静かに教室へと足を踏み入れる。その後ろに、ふたり。女生徒を連れているのがわかる。生徒会役員だ。

　副会長、琴こと姫ひめ旭あさひ。

　書記、黒くろ美み月つき銀ぎん。

　三名が静まりかえった教室をこちらに向かい歩いてくるその光景は、何な故ぜだか錚そう々そうたるものを感じさせられた。

「一式さん。少しだけお話があります。今お時間よろしいですか？」

　すました顔でにこりと微ほほ笑えみ、舞香はそう言った。

「あ、はい。大丈夫です」

「では生徒会室へ移動しましょう。そこで話します。いいですか？」

「わかりました。有ゆ希きも……？」

「もちろんです。村むら田たさんにも関係のあるお話です」

　話……。

　何だろう。

　有希にも関係があるとすれば、『刻こく魔ま館かん』の仕事に関することである可能性が高い。

　生徒会役員には秘密を開示しているが、当然、一ひと式しきや有希や舞香たちの仕事に関して、クラスメイト等は知らないし知られてはならない。

　……確かにそれならばここで話すわけにはいかないが。

　しかし、そういった事情よりも何よりも、今は早くここから移動したい気分だった。

　居心地が悪い。

　さっきからクラスメイト等に投げつけられる鋭利な視線の針先がずきずき痛い。

「聞いたか。今、あいつ、会長に名前呼ばれてたけど」「何であいつが生徒会長に……」「ていうかあいつ誰だよ」「知らねえよ知るわけがねえよ」

　……そんな。お、同じクラスなのに。

　何だかがっくりきてしまう。

　教室を後にする際、

「みなさん突然すみません」

　鉄壁の笑顔をほころばせ、舞まい香かはぺこりと会釈。

「どうぞ校則違反のない範囲で、楽しく、お昼の時間を過ごしてくださいね──」




「──まったく……っ、何なんですかあの人たちはっ」

　目的の生徒会室へと到着するなり舞香は声を荒らげた。

「私の愛いとしい一式くんにあんまりにもあんまりな態度ですっ」

　涙目で、舞香は長い髪を振り乱すようにする。

「……クラスメイトなのに名前も知らないどころか〝あいつ〟呼ばわりだなんて……どういうことですかっ、気に入りませんっ。とてもとっても気に入りませんよっ」

　表情豊かに。軽やかに。

　今、目の前で次々喋しやべるひとつ年上の女の子。

「進級してクラス替えもあったことは確かですけど……。でもこんなにも素敵な男の子のことを知ろうとしないのはおかしいですっ。私の将来の素敵な旦那様をあんなぞんざいに扱うだなんて、まったくもってどうかしているとしか思えませんっ」

　……そこにはさっきまでの凜りんとした余所行きの雰囲気など、絶無。

　少し感情的にはなっているものの、でも不思議とどこかぽやんとして間延びした印象に変わっている。

　目尻も柔らかく下がり気味。

　一式にとっては馴な染じみ深い舞香のいつもの様子に、苦笑いを浮かべてしまう。

　言うまでもなく、さっきまでの態度は猫かぶり。実際の彼女自身を知るのは学園内で一ひと式しきと有ゆ希き、猫ねこ屋や敷しき子こ猫ねこに、そして生徒会役員たちだけだ。

　舞まい香かは正体を隠すようにして学園生活を送っている。何な故ぜそのようなことをする必要があるのか。それは、たくさんの期待に応えないといけない生徒会長は色々と大変なのだとため息をつき──生徒会とはイメージ業であるのだと舞香は言う。大ざっぱに言えば、それが理由だ。一度つけてしまった格好は、中々払拭できるものではないのかもしれない。

「舞香先輩。さっそくですが、話っていうのは」

　本題に入ろう。

　素敵な男の子。将来の旦那様。等々と。

　……舞香はいつも強引なアプローチの言葉を投げかけてくる。

　だがどれも本気で言っているのか冗談で言っているのか。一式には判断しかねるというのが正直なところなのだ。

　そんな舞香に最初は戸惑いもしたけれど、こう言ってはなんだが、この頃になってやっと、彼女の扱い方にも慣れてきた。

　一式は苦笑いで先を促す。

　昼休みも残り半分くらい。

　小難しい話をするのなら充分とは言えない。

「はい。わかりました。お話、ですね。でも、それよりもまず……。一式くん」

　舞香は頰を染めていた。

「あの、あのあの、ええと……、気づきませんか……？」

　もじもじしている。

　顔を伏せ。指を胸の前で絡ませて。

「……え。気づくって。何をでしょう」

　一式は焦る。もしや俺は重大な何かを見過ごしてしまっただろうかと。

　そんな一式の困惑を前に、くるり、と──舞香はその場で一回転。スカートの裾を軽く摘つまんで。

　……何だ？

　と思った頃には、ふわり。

　きれいに回転を決める。

　ぱちぱちぱちぱち。

　副会長と書記が拍手を送った。

　……何だろう。接待的な何かを感じる。

「──ほら。どうでしょう。気づきましたか？」

「…………」

　悩む。真剣に。……気づく？

「すみません。わからないです」

　お手上げですと一ひと式しきは降参。

「いったい何に気づけなかったんでしょう、俺は」

「むー……」

　不満そう。舞まい香かは唇を尖とがらせ一式を睨にらんでいた。ジト目で。

　……ごめんなさい。よくわからないけど、鈍感で、ごめんなさい。

「ブルマです」

　ぽつりと舞香は言った。

「……え？」

「……私は、今日、ブルマを穿はいています」

「…………」

　何を言ってるんだろうこの人は。

「一式くんが好きなブルマをスカートの下にはいているんですよ」

　そんなことを言いながらも、スカートをめくるわけではなく、むしろスカートの前の方を中が見えないように両手で押さえ、もじもじとしながら、

「えっちな気持ちになりますか？」

　と照れながらそう言った。

「…………」

　沈黙してしまう。啞あ然ぜんと、してしまう。何が、目的なのだろう。

「一式くん。どうなんですか？　むらむらしますか？　むらむらしますよね？　えっちな気分でたまりませんよね？」

「……俺。その、ブルマとか好きだって、そんなこと言いましたっけ」

　そんなのは記憶になかった。いっさいなかった。

「男の子はみんな好きな筈はずです」

　きっぱりと言い切る舞香である。

「ええ。その通りですわ会長」

　後ろに控えていた副会長が神妙にうなずいていた。

　副会長、琴こと姫ひめ旭あさひ。

　まるでお嬢様の国から思いつきで庶民の暮らす平凡なこの国へと留学してきたみたいな雰囲気の女の子。

　どこか間延びしていて。緩やかで。

　独自の空気を持つ人なのだが……、

「男の子は露出の多い衣服を好むものですわ。特に、女の子の汗のしみこんだきわどい服装とかを。……今はもう廃れてしまったブルマなんて最強装備に近いですわ」

　……ああ見えて、副会長は悪戯いたずら好き。

　一式のことで興奮した舞香に、よく煽あおるようなせりふを口にするのだった。とても楽しそうに、微ほほ笑えんで。

　その度に一ひと式しきは、くらりとさせられる。

　そりゃあ……、まあ、ごくごくふつうの価値観レベルで、嫌いじゃ、ないけれど……。

　でもだからと言って、何だというのだ。改める。一式は大切な話があるからと言われてここにやって来たのだ。

「私。負けられないんです」

　舞まい香かはぐっと、両手を握り締めて、言う。

「え？」

　負けられない……？

　首を傾げる一式に、舞香は恥ずかしそうに頰を染め、

「昨日のあの子には、あの、小さな女の子……二に之の宮みや杏あん樹じゆちゃんには、絶対にぜったいに、負けられないから……一式くんを年上の魅力で悩殺するんですっ」

「悩殺……」

「ええ、そうですっ、浮気は、悲しいですけど、寂しいですけど……男の子だから仕方ない場合もあるのかもしれません。でもでも、少女趣味だけは絶対ダメですっ、ロリコンなんて、そ、その、ぺ、ペド……なんとかだなんてっ、不潔です、えっちです、犯罪ですっ」

「そ、そんな、先輩、何もかも誤解です……っ」

　一式の言葉など耳に入らないというように、舞香はいやいやをするみたいに頭かぶりを振りながら、

「だから私がっ、小さくて可愛い少女のイケナイ誘惑から、あなたを救ってみせますよ、一式くんっ」

　キッと。

　舞香は一式を見る。

　それは決意の滲にじんだ眼まな差ざしだった。

「だ、だから、一式くん……っ、お姉さんは、まずは、その、ブルマを穿はいてみたんです、勇気を出して……いやらしい格好を……。一式くん、えっちな気分に、なりますよね……っ」

　舞香は必死な様子でそう言った。

　先輩……。

　どうしよう。

　内心、一式は少しばかり──あくまでも、ほんの少しだけ、引いていた。

「バカみたい」

　それを見ていた有ゆ希きが吐き捨てるように言う。

「ほんと、バカみたい」

「……ちょっと。そこの目つきのお悪い村むら田た有希さん。いまバカと二回も言いましたね。先輩に対する敬意が足りていませんよ。そうは思いませんか、態度ばっかり無駄に大きな村むら田たさん。私は必死なんです。本気なんです。真剣、なんです。だからちょっと黙っていてくれませんか」

「……少しは敬意を払いたくなるような先輩で居て欲しいものですけど」

　微ほほ笑えみ合うふたり。

　しかし空気がぴりぴりと。

「なんだか小こ姑じゆうとみたいですよ村田さん。口うるさいおばあちゃんみたいです。愛し合う夫婦の問題にケチを付けたり嫉妬したりしないで欲しいです」

「……誰と、誰が、夫婦なのよ」

「ふふん。そこに気づいてしまいましたか。……私が。一ひと式しきくんの。お嫁さんですよ？」

　舞まい香かは胸を張る。

　ふんすと鼻息荒く。大きすぎず小さすぎもしない形のいい胸を自信たっぷりに強調し。

「世界一素敵な男の子には、世界一器量のいい女の子が相応ふさわしいんです。……だからこそ、絶対に、負けられないんです。ブルマみたいにちょっと恥ずかしくてえっちなものも穿はけちゃうんです。……改めて思いますけど、ちょっと昔にはこんな恥ずかしい格好で体育とかやってたんですね。驚きです。そうは思いませんか、お料理もお洗濯もまったく出来ない不器用な村田さん」

「お洗濯は、出来る……っ」

　有ゆ希きは舞香を、きっ、と睨にらむ。

「料理は今！　練習してるの……！」

「ふ……」

　勝ち誇ったような顔を見せる舞香だった。

「一式……！」

　有希がこちらを振り向き、舞香に人差し指を突きつけて、

「この人、嫌い……！」

　ただの感想を爆発させていた。子供みたいに。

「あら。私はあなたが好きですよ村田さん。ライバルがいるって素敵なことだと思います。あなたにもあの子にも絶対ぜったい負けないぞって、そんな気持ちでたくさん努力できますから。恋は戦いなんですよ。愛する人の隣は戦いの末に勝ち得てこそ価値があるとは思いませんか？」

「ぜんぜん全く、思わない……！」

　ふたりは言い合う。

　顔がくっつくんじゃないかと思うくらいの距離で。

「うーん。こうなったら長いんだよなあ」

　やれやれとため息。

　生徒会室のパイプ椅い子すに座り、ふたりのやりとりが終わるまで待つことにしたが、一式はそこでまだ空腹感が残っていたことを思い出す。腰を落ち着け一息ついたからだろうか。だが、今は教室を出るとき有ゆ希きから貰もらっていた固形の栄養食品しか手元にない。

　味気ないけどないよりはまし。

　包みを丁寧に剝はぎ、かじりつこうとしたところで、




　──ぎゅるるるるるるる。




　壮絶な音がした。

　自分の腹の音かと思ったが、違う。

「なんだ……？」

　振り向くと……。

「…………」

　背後に書記の黒くろ美み月つき銀ぎんが立っていた。

「……じゅる」

　一ひと式しきの手元。

　栄養食品のブロックに視線を留めていた。

　まさか。

「……欲しいの？」
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　──ぎゅるるるるるるる……！




　無口な彼女の代わりにお腹の虫が返事をする。（ほしい！）

「そうか。そうなのか。……うん。あげたいのはやまやまだけど。でも……」

　ちらりと。

　一ひと式しきは彼女の胸元を見る。

　銀ぎんの首には小さなホワイトボードが掛けられていて、そこには黒の水性マジックでこう書かれてあった。

『餌お菓子を与えないでください。ｂｙ生徒会長』

「…………」

「…………」

　銀と目が合う。

　どこか悲しそうにしているように見えた。

　基本的に無口無表情なのでよくわからないけれど……。その瞳は潤んでいるように見える。（お腹、すいたよ……）と。

　黒くろ美み月つき銀。

　身体からだのサイズに似合わず大食漢。

　特に甘いお菓子が大好きな彼女はクラスの、いいや、学校全体のマスコット的な存在である。

　とにかく無口で言葉少なく──と言うか、彼女が喋しやべるところを見たことがある者はそういない──無表情な彼女だが、お菓子を食べている時だけは何だかすごく幸せそうな雰囲気を醸し出す。顔は無表情のままなのに。でも、見ていると、ああ、うれしいんだな、というのがよくわかる。

　銀が一生懸命に甘いものを食べている姿がかわいいと、女生徒たちは彼女にやたらお菓子をあげてはかわいがろうとしていた。二学年の銀だったが、年下、年上に限らずだ。

　廊下を少し銀が歩けば、そのポケットはお菓子で一杯になる。そんな状況を舞まい香かが危き惧ぐしてのこのメッセージ。生徒会役員が生徒たちからお菓子を貰もらって回るだなんて……、と。

「…………」

　無言の視線で銀が語る。（……お腹すいた）

「…………」

　一式を、見つめる。（……お菓子ほしいの）

「……うーん」

　お菓子はないが栄養食品なら手元にある。甘くもないし味気もないが、いいのだろうか。

　彼女にそれを近づける。

「……っ」

　ぱ～っとお花が咲いたような雰囲気。不思議だ。表情は変わらないのに。

　そこで、ふと。

　意地悪な自分が一ひと式しきの中に顔をもたげた。

　……彼女から食べ物を遠ざけてみる。

「…………」

　しゅんとする。お花が枯れる。

　まるで世界が終わってしまったかのように絶望的な顔。

　んー……。

　……何これ。

　おもしろい……っ。

　ちょっと意地悪な気持ちが加速する。

　近づける。遠ざける。

　お花が咲く。萎しぼんで枯れる。

　何度かそれを繰り返す。

　世界の終わりと救済を何度も目まの当たりにしていると……。

「…………」

　ぷいっと。銀ぎんはそっぽを向く。

　一式から離れ、部屋の隅、まとめられたカーテンに小さな身体からだでくるまってしまう。そして、黙だんまり。

　落ち込んでしまったみたいだ。

　少しやりすぎただろうか。

「ごめん。……意地悪しすぎた」

　今度はちゃんとあげるから、と声を掛けると、ちらり、カーテンの隙間からこちらを見るけれど……。

「……ふん」

　そっぽを向かれた。そして銀は副会長の所に駆けていき、抱きつく。

「あらあら、どうしたの」

　戸惑う副会長の背中にさっと隠れ、半分だけ顔を覗のぞかせると、

「……べ」

　こちらに向かって小さく舌を出した。

　どうやら嫌われてしまったようだった。

　食べ物の恨みは怖い。

　何かで穴埋めできればいいけれど。




　──ガランガラン

　チャイムが鳴る。

　お昼休憩の終わり。

「それでは一ひと式しきくん。また放課後に」

　有ゆ希きと言い合っていた舞まい香かだったが、一式に向き直り、にっこり笑った。

「……え？」

　一式は首を傾かしげる。

「舞香先輩、あの、結局話っていうのは何だったんですか……？」

「あ、はい。それはですね」

　思い出したように舞香は言う。

「何か、お夕飯に食べたいメニューとかありますか？　それを早いうちにふたりから聞いておきたかったんです」

「食べたいメニュー、ですか？」

「はい、そうです。近々お夕飯を作りに、『刻こく魔ま館かん』に戻れればなって、そう思っていたんです。教会の方ではなくて」

　九く条じよう舞香は町のはずれに建つ教会に住んでいる。

　……その教会は孤児たちに住すみ処かと食事などを提供していて、生徒会役員のふたりもそこで大きくなった人たちであり、今現在もお世話になり続けていた。

　舞まい香かは生徒会役員のふたりとは違い、元々一式たちと同じように『刻魔館』に住んでいたのだが、数年前から『刻魔館』を出て、その教会へと移り住んでいるのだった。

　その理由としては、いつまでも一式のお世話になっているわけにはいかないので、少しずつ自立できるようにと思い、これはその練習なのだとそう言っていた。

　……一式としては、同じように誰かと共同生活をするのなら、『刻魔館』を出ず、まだまだ……もう少しだけでも一緒に暮らしていければと思っていただけに、どこか複雑な気分だった。

　それでも舞香の決意は固かったらしく、その時からずっと舞香は教会暮らしなのだった。

　だが時折こうして、『刻魔館』に食事を作ったりしに顔を出してくれる。

　舞香が『刻魔館』に戻ってくるときは、決まって一式は彼女とふたりで帰ることにしていた。

　時には教会に迎えに行ったりも。

　生徒会の仕事が遅くなるときは、学校に迎えに戻ることもある。

『刻魔館』へと続く森林の道を、ふたり並んで歩くことが、いつの間にか……一式と舞香にとって、ふたりだけの決まりのようなものになっていた。

「今も言いましたが、近々、お夕飯を作りに行こうかなって思っています。今日はその下調べもかねて、買い物に付き合ってくれたら嬉うれしいです。……あの子には負けないよう、年上のえっちな魅力だけじゃなくって、美お味いしい料理でもアピールしておかないといけませんから」

　ぐっと。

　両手を胸の前で握りしめ舞まい香かは微ほほ笑えむ。

「だから改めて。お夕飯に食べたいものはありますか？　ふたりのリクエストを募集したいんです」

「食べたいもの、ですか……」

　舞香先輩が作ってくれるものなら何でも美味しく食べられる。それが正直なところだが……。

「放課後に買い物しながら考えてみてもいいですか……？」

「はい、わかりました。そうしましょう。……すみません。今日は、用事があってお料理作りには行けなくて……今回のお買い物は下見だけで、また後日になってしまって」

「そのとき迎えに行くのは教会の方ですか？　それとも、学校ですか？」

「……教会の方で、お願いします」

　どこか照れくさそうに、安心、したように、舞香は微笑む。ありがとうございます、一式くん、と小さく小さく、囁ささやくようにそう言った。

　お夕飯、楽しみにしています、と舞香とは約束をして、解散。

　授業が始まる。

　各々教室へと戻った。
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　この町に辿たどり着つき、どれだけの時が過ぎただろうか。

　真夜中をひとりさ迷いながら『吸血鬼ヴアンパイア』は思う。はじめこそ、まるで草食動物のような警戒心をむき出しにするこの国の人間に手こずりはしたものの。

　……吸血はもう十分だ。

『能力』の『発動条件』は満たされた。

　私たち『魔物』が使用する能力には、多少扱いづらい枷かせが存在している。『能力』を万全の態勢で行使するには、それぞれに課された条件を満たさねばならない。

　私の種族カテゴリは『吸血鬼』。

　古いお話の中でいつだって人間を食い物にしてきた悪役だ。

『能力』の発動条件は人間の生き血を吸血することである。

『能力』行使の代償は全裸で眠ること──

　更に棺かん桶おけのように狭い場所であれば十全だ。

　少し情けない条件だが、誰が見ているわけでもない代償行為に恥じ入ることもまた馬鹿らしい。

　ともかく。

　今日までに幾度か人間を襲い……条件を満たした。能力を全力で発動させるのに不備はない筈はず。

　これで邪魔なあいつを始末してしまおうか。私が私の人生を生き抜くことにおいて何より邪魔なあいつのことを。

　処刑場はどこがいいだろう。

　相応ふさわしいのはあいつが日常的に通う場所。それなら不自然にならぬよう、無理せず誘い込めるだろうから。

　ここ数日。ずっと奴やつを監視していて理解したことがある。

　学園だ。

　あいつはこの町の学園の生徒であるらしい。ほぼ毎日、欠かさず登校している。

　襲撃するのはきっとそこが相応しい。

　その中で一際人目につかないだろう場所を選ぶ。

　……屋上などがいいだろうか。

　早めに行動に移さねば。

　私のことを物陰から監視し続けている『追っ手』の気配が、更に接近して来るその前に。

　ああ……。

　あれやこれやと考えていると腹が減ったな。

『能力』発動にはもう充分なのだが……。

　血。

　血が、欲しい。

『吸血鬼ヴアンパイア』は最後の獲物を求め、真夜中をさ迷い続ける。
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「ねえねえ、聞いてよ。また殺人事件があったんだって。これでもう三件目、なんだよ」

　夕飯時。

　ふと、猫ねこ屋や敷しき子こ猫ねこがそう言った。

　椅い子すに胡座あぐらをかいて、小さな身体からだでどこぞのオジサンみたいにスポーツ新聞を広げながら。

「三件とも被害者は全身から血を抜き取られて死んでしまっているんだって。なんともいえず奇っ怪な事件なんだよ」

『刻こく魔ま館かん』の食堂にて、住人たちが向かい合い食事を摂っている最さ中なかのこと。

　……それは、二に之の宮みや杏あん樹じゆが『刻こく魔ま館かん』にやって来て数日が経過した頃であった。

　食事中にはあまり相応ふさわしいとは言えない話題を持ち出してくる子こ猫ねこに、有ゆ希きが露骨にいやそうな顔をして、

「子猫先輩。お行儀悪い。ちゃんと座ってください。……くわえ箸もやめてください」

　と注意する。

　子猫は「あ、ごめんごめんなんだよ」と言ってくわえていた箸先を、そのまま鍋へと突っ込んで──今夜のメニューはすき焼きだ、子猫が何やら口に出来ない賭かけ事ごとでお金と一緒に相手からはぎ取ってきたのだという上等なお肉を使用──ぐるぐる、ぐちゃぐちゃ、箸先でかき混ぜて、「霜降り霜降り」とひとりご機嫌。

　そしてやはり、どうにも新聞記事が気にかかるのか、もしゃもしゃ口いっぱいにお肉を頰張りながら、また新聞を開いて読みはじめていた。

「…………」

　有希は渋い顔。

　……だけど子猫には言っても無駄だと早々に諦めてしまったのか、もう何も言わず小皿にお肉と野菜と白滝と……バランスよくすくい上げ、「……はい。もう、出来てる」と言って、一ひと式しきに渡す。

　特に潔癖というわけでもないので、一式はそれを受け取り、礼を言う。

「ありがとう。今日のお夕飯、美お味いしそうに出来てよかった」

　夕飯の当番はたいてい一式である。

　だが今日は一式と舞まい香かのふたりで作ったものだった。

　先日、舞香と一緒に食べたいものを考えながら買い物をした際、提案されたメニュー。それが今夜の食卓の趣旨だった。

「お、おおおおおお……っ」

　そこで、歓喜の声。

　一ひと式しきの隣の席に座っていた杏あん樹じゆが身を乗り出し、

「これがすき焼きというものか……っ」

　一式が受け取った小皿を覗き込んでいた。目をきらきらさせて。

「実物は初めて見るぞ……すごいっ、お肉の料理なのに甘い香りがするんだなっ、……ふふん、私、知ってるぞ、これはお砂糖醬じよう油ゆというものを使っているんだよなっ」

　はしゃぐ杏樹に一式は小さく笑う。

　こういった反応は、やはり……作った人間からすると、嬉うれしいものだ。

　しかし。

「ぶふ……っ」

　子こ猫ねこは、吹き出す──

　無邪気な様子を見せる杏樹に意地悪げな視線を投げかけて。

「ええっと、自分は吸血鬼ヴアンパイアだとか言い張る子が、人間の血とかじゃなくて、すき焼き相手に舌なめずりかあ。ふ～ん、かわいいところあるんだね」

「ふん、何とでも言えばいい。今の私はご機嫌なんだ。お前に何と言ってからかわれようと、お前に何を信じられていまいと、今の私のご機嫌さなら余よ裕ゆう綽しやく々しやくで受け流してやれるぞ。笑われたって怒ったりなんて全然しない。美お味いしい料理は食べる者を幸せにしてくれるすんごいものだからな」
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　そして杏あん樹じゆは自分の小皿を、有ゆ希きに両手で差し出す。

「悪いがついでくれないか。次からは自分でやる。やり方をよく見てるから」

「う、うん……」

　素直にお願いされては有希もむげには断れず、

「よく、見ててね。……って、何も特別なことをしなくちゃいけないわけじゃないけど」

　ごくごくふつうに菜箸を使い──すき焼きをすくい上げる有希の手元を、杏樹は「ふんふん、なるほど」と相づちを打ちながら見守っていた。

「それがお箸か。器用に使うもんだな。さすがは日本人。すごいって思うぞ」

「……そういうあなたも」

「杏樹だ」

　きっぱりと杏樹は有希に告げた。間違えてもらっては困る、とでも言うように。

「……あ、杏樹も、日本人、なんでしょ？　肌の色……はちょっと日本人離れして真っ白だけど、でも、その他は、外国の人にはあまり見えない」

「ああ、うん。そうだな。私はハーフなんだ。日本人と北欧人とのごちゃ混ぜだ。だが産まれも育ちも北欧なんだよ。そんな私だからこそ、日本に、私の仲間なのだろう日本人やその文化に。興味津々なんだよ」

　にっこりと杏樹は微ほほ笑えむ。

　そして有希からついでもらった小皿と箸を受け取った。

「……むむむ。まずはお箸の使い方からマスターしないといけないな」

　難しい顔の杏樹だった。不器用に指を絡めて……お箸をかちゃかちゃとさせる。

　……べちゃり。

　つまみ上げたお肉をテーブルに落としてしまう。

「……もったいない」

　実に寂しそうな顔をする。

　箸は早々に諦めたようだ。テーブルの上にそっと置く。

　一ひと式しきは、杏樹の落としたお肉をつまみ上げ、何も言わず自分の小皿に移す。

　そして杏樹は、有希に小さなフォークを貸してもらい、それを使って、何とか食事をし始めた。

「お箸の使い方はゆっくり慣れていけばそれでいいよな？」

　と弁解するみたいに、杏樹は隣の一式を見上げて言った。

「そうだな。焦らなくてもいいって思うよ」

「えへへ」

　肯定されたことが嬉うれしかったのか、杏樹はにっぱりと、満面の笑み。

「…………」

　杏あん樹じゆが箸の使い方をマスターするまで。

　それはどれくらいの時間を要するのかは、わからないが……もしかするとそれよりも先に、自分はこの子のことを殺さねばならないかもしれないのか、と一ひと式しきは改めて思い出す。納得はしていないまでも、それが契約。それが、約束。

　そう思うと複雑だった。とてもとても。

　そしてまだ杏樹から、一式は『真しん祖そ』という存在について、そして志し摩ま燐りん太た郎ろうとの詳しい関係について、聞き出せないままでいた。

　そのタイミングがなかった、と言えばそれまでだ。

　だが、どうしてだろう。

　それらの質問を不ぶ躾しつけに投げかけたなら、今、ご機嫌そうにしている彼女から、その笑顔を奪ってしまう結果になるのではないかと、根拠のない不安を抱き──そう、出来なかった。

　まったく。自分は優柔不断で、勇気もなく、中々覚悟も決まらない、とことんリーダーには不向きな男だ。

　そんな思いを抱えながら一ひと式しきも食事を始めようとする。今は何も考えないでおこう、と。

「それはそうと、子こ猫ねこ先輩、今、何か言いかけてましたけど……殺人事件、ですか？」

　どうしても気にかかってしまい問いかけた。

　真向かいの席に座る有ゆ希きが渋い顔。

　……そういう話、食事の後にしてくれればいいのに、と。

　ごめん。どうしても気になってしまって。

　苦笑いを有希に投げかけて、一式は子猫の反応を待った。

「あ、うん。そうみたいだね」

　子猫がうなずき、そして答える。

「どうやらここ弁べん天てん町ちようで奇妙な連続殺人事件が起きてるみたいなんだよ。数日前からね。出来立てほやほやの猟奇的な殺人犯が身近に潜んでいるってことになるんだよ。怖いよね～」

「数日前から……」

「うん。被害者は全身から血液を引っこ抜かれて死んじゃってるみたいなんだよ。……なんだかさ。まるで『吸血鬼ヴアンパイア』に襲われてしまった悲しい人間の末路みたいじゃない？　オカルト好きが歓喜しそうなシチュエーションだよね」

　冗談なのかどうなのかわからないことを気軽に言って、子猫は変わらず肉ばかりを頰張っていた。

「吸血鬼、か……」

　ちらり。

　一式は隣の席に腰掛けた杏樹を横目に見た。

　そして一ひと式しきは、つい先日、クラスメイト等が話していたことも思い出している。

『吸血鬼騒動』

『正義の味方』……。

「ん？」

　一式のその視線に気づき、杏あん樹じゆは首を傾かしげて、

「なんだ？　私の顔に何か付いてるか？　大丈夫だ。ひとりでちゃんと食べられてる。えらいか？」

「ひとりで……？」

「ああ。お城のメイドはお勉強だったりマナーに関しては厳しいが、そしていつ怒り出すかわからないところもあって、怖いけど……凄すごくすごく、怖いけど……失敗したらお尻を箒ほうきで叩たたかれちゃうけど……それ以外は結構あまあまなところもあるんだ。いつも食事も食べさせてくれるし、着替えも手伝ってくれるしな。おねしょをしても──」

「んん？」

　全員が一斉に杏樹の方を見た。

「──そ、そういう普段はメイドがやってくれるものの全部を、自分ひとりでやってみたかったんだが……お箸は結構難しかった。あれは要練習だな」

　何事もなかったかのように言葉をつなぐ杏樹。

　でも頰が少しひきつっていたのを隣の一式は見逃さない。

　……彼女は十四歳と言っていた。

　十四歳、か……。

　微妙な気持ちになる一式だ。

　時の停止した古城に監禁されていたとそう言っていたが……あくまでもその言葉を信じるのなら……それは、肉体どころか精神面まで停止させられてしまうようなものだったのだろうか、と。いや、停止どころか、後退と言った方が正しいのかもしれないが。

　だけど……。

「でも、ほら、見てみろ。フォークはちゃんと使えているぞ」

　にっこり笑う杏樹に──一式は苦笑いだ。

　そして、そんな杏樹の明るい笑顔に。……ふと。脳裏を過よぎっていた、（連続殺人事件に、吸血鬼ヴアンパイア、か……）という、ある可能性についての考えは、霧散しかけてしまう。

「…………」

　一式の思いを察したのか、有ゆ希きが少し不満そうな視線を送っていた。

「ともあれともあれ。そこの小さな自称吸血鬼ちゃん」

　と、子こ猫ねこは仕切り直す。

「君はこの事件、どう見るのかな。ほら、この連続殺人事件だよ。吸血鬼に襲われてしまったかのような、可か哀わい想そうな被害者の死に様に……君は何か、感じ入るところとかはないのかな？」

「そんなのは知らない」

　杏あん樹じゆはきっぱりと答えた。

「私は血が嫌いなんだ。前にも言ったじゃないか。あんなものを進んで啜すすりたがる奴やつらの気が知れないって。……私は血が嫌いな吸血鬼だ。あんなのは見るのも嫌だ。そんな『吸血鬼』がひとりくらい居たっていいだろう。私の存在を不審がったり不快だったりと、勝手にそう思う人には迷惑をかけることがあるかもしれないけれど、この世界は私程度のエラーだなんて迷惑に思ったりしないよ。……そんなことより、今の私のお腹はお肉の期待でいっぱいなんだ。いっぱい食べて、いっぱい寝るんだ」

　小さなフォークを使い、杏樹はちまちまとした手つきでお肉を食べる。もう話は終わりだと言わんばかりに。

　そんな杏樹に、有希がお野菜も食べなきゃ、と世話を焼いていた。

「うー、野菜は嫌いだ……。あのちびっこい女だってお肉ばかり食べてるじゃないか」

　と杏樹はむくれながら、子こ猫ねこのことを見ていたのだが、

「あ、そうだ。なあ、だったらお前が野菜を食べさせてくれ。お箸を使ってな」

　一ひと式しきの袖を引っ張りながら杏樹がそう言った。

「俺が？」

「間近でお箸の使い方を見ていればマスターするのも早いかもしれない。うん、そうだよ、我ながらいい考えだって思うな」

「あ、ああ……」

　一式はうなずく。

　まあ、それくらいなら、いいか。

　さっきの杏樹の返答にはまだ納得をしきれていないのだけれど……。

「わかった。一回だけな？」

　そして一式が、あ～ん、と小さな口を開いた杏樹に、野菜を食べさせたところで──がしゃん──何かが床に落下する音がした。

「あ、あ～ん……っ!?」

　見ると……。

　わなわなと震える、舞まい香かの姿が。

　杏樹の真向かいの席に座る舞香のその足下には、お箸とお茶ちや碗わんが転がっていた。

　今日のすき焼きは舞香と一式のふたりで作ったものだった。

　……台所にふたりで立っているところまでは、「こうしてふたりで並んでお夕飯を作っていると……ああ、なんだか新婚夫婦みたいでどきどきむらむら大変ですねっ」とご機嫌そうな舞香だったのに、さあ出来上がったお夕飯をいただこうかと言ったところで、杏樹に一式の隣の席を素早く陣取られ、舞香は「うう、私も一式くんの隣に座りたかったのに……」と呟つぶやいたかと思うと──そこから口数が減ってきて……さっきから一言も話さないなあおかしいな、どこか具合でも悪いのかなあ、と一式は心配していたのだけれど。

「ぐちゅ。そのお夕飯は、私と、一ひと式しきくんがふたりで作ったものなのに……」

　舞まい香かは鼻を啜すすって、とても悲しそうな顔。

「……なんだか凄すごく泣きたい気分」

「ええっと……とてもとても、美お味いしいぞ？」

　杏あん樹じゆは小首を傾かしげてそう言った。

「何でそんな悲しい顔してるんだ？　……私、何か、おかしなことしたのかな」

　落ち込む舞香に、杏樹が気遣うような言葉をかけると……ますます舞香はばつの悪そうに声を小さくする。

「ち、違います、そうじゃ、なくて……。わ、私も、私だって、そんなうらやましいこと、してもらったことないのに……」

　もじもじ、うじうじ。

　舞香はテーブルに額を押しつけるような形で顔を伏せてしまい──「はぁ～」と大きく大きく、ため息をつく。

　まるで世界が終わってしまったかのような落ち込み具合だった。

「なんだ。そんなことなのか」

　杏樹はうなずき笑顔を見せる。

「だったらお前もしてもらえばいいじゃないか。それで万事解決だ。そうだろう？　ふたり一緒に、あ～ん、してもらおう」

「……違います」

　舞香は唇を尖らせたままそっぽを向いて、

「そういう問題じゃ、ないです」

「じゃあどういう問題なんだ？」

　杏樹は不思議そうな顔。

「それは……何だって、どんなことだって、〝初めて〟ということが大事なのであって……一式くんの、あ～ん、の初めてを、どきどきわくわくのバージンを、あなたにかるーく奪われてしまったということが、問題で。しかも一式くんとふたりで一緒に作った料理で。……うう。私の〝いつか一式くんにしてもらいたいことランキング〟第四位だったのに」

　いじけたように舞香は言う。そして杏樹にジト目を向けて、

「だいたいあなたは一式くんにくっつきすぎです……」

　舞香は口を尖らせたまま、ひとり、ぶつぶつ。

「ここ数日、どこに行くにも何をやるにも一緒だし。何なんですか。まるで一式くんの日常を監視して、その生態をくまなく調べて、記録を付ける係の人みたいです」

「……何だ、それ？」

　杏樹は首を傾かしげる。ぱちくりと目を瞬しばたいて。

「だってだって、まだ出会って数日しか経たっていないのに……それなのにもうそんなに仲良しさんですか。おかしいです。あやしいです。……いやらしいです」

　舞まい香かはジト目を濃くする。

「……ぐず。私なんか、もう結構なお付き合いになるのに……あ～んどころか、手だって、繫つないでもらっていないのに……」

「…………」

　杏あん樹じゆといつも一緒……。

　それは。そう、見えてしまうのは。……杏樹を狙ってやって来るらしい『追っ手』が、いつなんどき現れるかわからないから……。

　とは、弁解することも、出来ない。

　一応、杏樹の事情についてみんなには秘密なのだ。

　だから何も言えず、一式は、黙る。

「あのな」

　杏樹は不思議そうに首を傾げて、

「ご飯を食べさせてもらうくらい、頼めばきっと幾らでもしてくれるぞ、この男は。だからさ、お前も気軽に頼んでみればいいんだよ。まあ、確かに、はじめてお願いしたのは私だけどな」

　……なんだかイヤな言い方だな。

「……ぐぢゅっ」

　舞香は一度思い切り鼻を啜すすり上げる。

　よく見ると鼻先が真っ赤になってしまっていた。

「一ひと式しきくんはえっちです。ふしだらです……」

　元気のない声で舞香は言った。

「……何だかよくわかりませんが、誤解です、舞香先輩」

　一式は焦る。

　舞香が悲しい顔をすると、どうしてだろう、こちらも悲しい気持ちになってくる……。

　それはきっと、幼おさな馴な染じみの関係がそうさせるのだろうなと一式は納得している。

　そしてその納得は、きっと、間違いではない。

　有ゆ希きがもしも悲しい顔をしていても、同じように、悲しい。

「……ええ、そうですね。わかってます。一式くんや杏樹ちゃんに変な気がないってことくらい……わかっています。……でも。でもでも……」

　そこまで言うと、しかし舞香はため息をつき、肩を落として、

「はぁ……。すみません、今日のところはもう、帰ります」

「え……」

　急に席を立つ舞香に一式は驚き、短い声を上げた。

「もう、帰るんですか？」

「はい。……すみません。本当はちょっと、用事が出来てしまっていて……。生徒会のお仕事です。ついさっきですが、こんなときなのに……こんな大切なときだというのに……一ひと式しきくんの不健全な種類の浮気心を阻止しなければならないのに……携帯に、連絡があって。呼び出しが……」

　取り出した携帯を手に──すごすごといった感じで、舞まい香かは食堂を出て行こうとする。

「せ、先輩……っ」

　一式は言う。咄とつ嗟さのことだった。何な故ぜだかこのまま帰すのはあまりにもあんまりだとそう感じて。

　しかし……ええと、何を、言うべきなのだろう。

　どうしても舞香へと投げかけなければならない言葉があってこそ、引き止めたわけではなかったのだが、

「先輩、今日はお夕飯、一緒に作ってくれてありがとうございます」

　一式は小さく会釈する。

「助かりました。それに舞香先輩とお夕飯を作るの、久しぶりだったから。何だか少し嬉うれしかったです」

　噓うそではない。建て前でもない。

　紛まがうかたなく正直な想おもい──というやつだ。

　だからこそ、何を口走ってるんだこの俺はと、後からきっと恥ずかしくなってしまうんだろうなあ、と軽く後悔。少し脈絡がなさ過ぎたか、とも。

　だけど……舞香は振り返り、

「ありがとうございます。一式くんは優しいですね」

　と言って微ほほ笑えんだ。

「また、お邪魔しますね。そのときは、もっともっと優しくして貰もらえるのを、お姉さん、楽しみにしていますね」

　そう言い残し、舞香は帰宅した。

『刻こく魔ま館かん』を囲む小さな森林を出るところまでは、一式はいつものように彼女のことを見送りに出るのだった。





２






　夕食後。

　この時間、いつも一式は『刻魔館』の事務所で有ゆ希きとふたり、今後について話すことにしている。

　それは互いに話し合って決めたルール、というわけではないのだが、暗黙の了解でふたりの日課となっていた。

　子供たちだけで生きていくと決めた場所。悪党どもの安息地帯。依頼に即した人悪材党を派遣する特殊な事務所『刻魔館』。……色々なことがあったけど、有希とふたりで、ここを今日まで取り仕切ってきた。

　だが、今日は何の依頼もなく休日のようなものだった。今後のスケジュールも把握済み。特に報告や確認をし合うようなこともない。

　それでもふたり、同じ部屋で、同じ時間を共にする。

　カタカタカタカタ。

　有ゆ希きがメンバーのスケジュール調整や、資金調整などのため、パソコンのキーボードをタイピングする音だけが響く。

　その音を一ひと式しきは黙って聞いた。革張りのソファーに身体からだを沈めて。

　学業と仕事とで忙しい日々。

　今となっては、この事務所で有希がキーボードをカタカタ叩たたくその音に、こうして黙って耳を傾けているこの時間だけが、唯一の休息の時間になってしまっている。

　……沈黙。

　互いに何も言わず何も気遣わず、ただそこに在るだけ。

　やはり報告することも確認することもないけれど……。

　夜の時間をたったひとり部屋で過ごすのはほんの少し寂しいから……こうして空間を共にする。

　そういった無言の共感が漂うこの空気が、一式にはとても心地いい。つい、眠ってしまいそうになる。

　……いや、眠ってしまおう。

　今日は疲れた。とても、とても……疲労してしまった。

　特に何があったというわけでもない一日だったが、ふと、気を緩めてしまうと、日常に蓄積していたのだろう疲れが、じわり、じわり、浮かび上がってくるようで……。

　カタカタカタカタ。

　有希がキーボードを叩たたく音。

　うと、うと……。

　一式は船をこぐ。




『……これは、太陽を探し出すための物語だ』




　夢を見ている。

　二に之の宮みや杏あん樹じゆと出会ってからというもの……一式は同じような夢を繰り返し見ていた。




　遠い遠い昔の話。

　……八年前。

　両親を殺され、その『復ふく讐しゆう』を遂げるのだと誓った一式だったが、やはりその身は若く、心は幼く──

　ひとりでいることがどうしようもなく寂しくて、眠れぬ夜を過ごすことも多々あった。

　……もう二度と会えない、父さんと母さんのことを思って泣いた。

　どうすればふたりに会えるのか。死にたい。今すぐ。死んでしまいたい。そうすればふたりに会えるだろうか……。もう、呼吸をすることさえ煩わしいと……一ひと式しきが涙を流す、その度に。共に世界を旅していた志し摩ま燐りん太た郎ろうは少し困りながらも、色々なことを一式に語って聞かせてくれた。

　これはそのとき、聞いた話のひとつだ。




「俺には弟がいたんだ。ちょうど、一式、お前くらいの歳としの弟が」

　志摩燐太郎は静かに語り始める。眠れない夜にひとり震えるばかりの一式に。

　それは、志摩燐太郎が仕事人助け終わりに地球最北端の国で張ったキャンプでのことだった。

　彼とは様々な場所を訪れた。

　世界一のお節介焼きを自称して、ありとあらゆる厄介事や揉もめ事ごとに首を突っ込み、そのすべてを綺き麗れいさっぱり解決するため世界中を飛び回る……そんな志摩燐太郎の仕事内容は、端的に言えば、やはり便利屋のようなものとしか言いようがない。

　家族を亡くした幼い一式は、その雑用などをこなす傍ら、いつか必ず『復ふく讐しゆう』を果たすため、彼に戦いの技術を学び続けていたけれど……。

　ここは一面真っ白。美しい死の世界。

　この場所は、終わりを求めるにはあまりにも相応ふさわしく一式には思えたのだった。

「俺の実家は『魔物狩り』と呼ばれる一族で、以前話した『魔物』と戦争するために、独自の技術を磨き続ける家名系前のひとつだ。その中でもやることが逐一派手で。残酷で。他の『魔物狩り』の一族とも相あい容いれず険悪だった。……そんな俺の一族の冷酷さは、他者よりもむしろ身内にこそ、痛烈で。もしかしたら、『魔物』を狩るよりも人間を殺さつ戮りくした歴史の方が長いのではないかとさえ思える悲惨な環境で。志摩一族の本家はまるで地獄のような場所だったんだ」

　まあ、不快極まる話だ、ここら辺りの詳しいことは、今はあえて語る気もない、と燐太郎は言った。

「若い頃の俺はそんな場所にうんざりしたんだ。異い形ぎようの『魔物』を狩ることも、人を、殺すことも……腹一杯だったんだ。同じように実家の悪辣な環境に耐えきれなかった、まだまだ小さかった弟が、家族の中で一番仲の良かった、弟が。血を分けた実の親の手によって、無惨にもずたぼろになり死んでいったことをきっかけに──俺は実家から脱走した」

　以来、燐太郎は追われる立場だ。

　志摩一族の技は門外不出。特殊な異能を操る『魔物』を相手に立ち回るため組み上げられたその技、その力、その知識は、決して外に出してはならないもので、志摩家以外の『魔物狩り』の一族に盗まれてしまうわけにもいかなかった。

　だから燐りん太た郎ろうはあまりひとつ所にとどまれない。こうして仕事をしながら、転々と世界を転がり回る生活だ。

「……家を飛び出した俺は、暗殺者だの殺人鬼だの、おかしな連中に追われながら世界中を逃げ回る生活の中で、よく夢を見たんだ。弟が出てきた。俺が見殺しにしてしまった弟が」

　目を細めるようにして、燐太郎は続ける。

「……場所は、雲の上。天国だった。夢の中の俺は寿命で死んで、あの世で弟だけじゃなく親しかった姉や妹や友人らと話をするんだ。それは俺の人世生界を作ってくれた人たちだ。それは、いわば俺、志し摩ま燐太郎という名の舞台の登場人物だな。そんな連中がさ、雲の上で一台のテレビ画面をみんなで囲むんだ。そこには俺の人生が映し出されてる。産まれて死ぬまでのすべての時間が」

　燐太郎は苦笑いを浮かべていた。

「……俺が何を考え、誰も見ていないところでは何をしていたのか。すべてが映し出されてる。それらの行動言動を自分自身が採点するんだ。みんなが見ている中で。自分の行いについて、これはよかった、これはダメだ、ってな。……決して噓うそはつけない。自分が自分に抱いた正直な印象で採点しなければならない。夢の中の俺は、テレビ画面に映っていた、この俺は、ろくな奴やつじゃなかった」

　目の前で泣いてる誰かを助けようともせず──心ない言葉で誰かの心を、命を、平気で削っては、いつも自分の身ばかりを案じてた。

「そんなどうしようもないこの俺を、親しかった連中が無言で観るんだ。……恥ずかしかった。こんな筈はずじゃないって思った。本当は誰に見られても胸を張れるような人生にしたかったって。もっともっと、俺は格好良く生きていく筈だったんだって。いつも人に優しく生きていたかったんだって。……誰かにあげる言葉は全部、投げかけた人たちの勇気になるような、そんな美しい生き方をしたかったんだって──偽善だろうとなんでもいい、卑屈な誰かに指さし笑われたって構わない、テレビ画面に映るあの日、あの時、あの瞬間、どうして俺はほんの少しの勇気を出せず、誰に笑われても構わないからとそう思えずに、何も行動出来なかったんだって。悔しくて悔しくて。恥ずかしくて、恥ずかしくて。たまらなかった。そんな俺に弟は言うんだ。古いテレビのチャンネルをがちゃがちゃ変えながら、『なあ、太陽はどこだよ。この物語が一番輝くシーンは、見所なチャンネルは、どこなんだよ』ってさ」

「太陽……」

　幼い一ひと式しきは夜空を見上げ、目をすがめた。

　ゆらめくオーロラ。舞い散る粉雪。吐き出す真っ白な息。

　……そこに、まぶしく輝く、暖かな光は見つけられなかった。

「ああ、太陽だ。それは、人生の中で一番重要だなって思える一瞬だ。小説とか映画とかである物語の一番の見せ場だよ。そのシーンだけを特別に映し出すチャンネルがあったんだが、そこに合わせても俺のチャンネルは砂すな嵐あらし、何も映っていなかった。……弟は続けて言った」

『なあ、兄さん。人は誰しも、この世界という大きな大きな物語の中で成すべきことを、その役割を、神様みたいな何かと約束して、産まれてくるらしいじゃないか。胡う散さん臭くさい宗教みたいだけれど、そういうの、僕は結構、嫌いじゃないよ……だから、兄さん。あんたは自分がこの世に産まれた理由を。何のために生きたのかを。それを確信できる一瞬の太陽を……このどうしようもない人生の中で、見つけられなかったのかよ』

「俺の採点は、ゼロだった」

「…………」

「そして俺は、夢が覚める前に弟に誓うんだ。またこの場所で必ず会おう、そのときはここに太陽を連れて戻って来る。俺は、俺の物語の中を、必死に生きたんだって、証明してやる。自分は何のために産まれ、何のために生きたのか──その答えを確信できる一瞬を、この場所に持ち帰る。そのくそボロいテレビをつけたまま待ってろよ。今度は笑顔に溢あふれた俺のお話を、太陽の物語を、見せてやる。──そして、目が覚める。いつも、そんな感じだ」

「…………」

「人生は舞台だ。いつか、誰かに、全部観られる──」

　燐りん太た郎ろうのその言葉には、確信的な強さがあった。

「──そのとき胸を張っていたいだろ。俺はやったぞって、格好つけていたいだろ。だから俺は、いつも俺が俺自身に納得出来るような生き方を選んでいたい。この世界を薄ら寒い善意をもって救いたい。……この世物界語に自分は必要だったんだって思える一瞬を……これが俺のチャンネルに映し出される太陽なんだって、そう思えるものを、探し続けていたいんだ」

　いいか、一ひと式しき。

「お前に世界の秘密を教えよう」

　──この世界は物語で出来ている。

　俺たちの生きる時間はすべて、太陽を探し出すためのお話だ。

「もしも俺のこの夢が本当だとしたら。本当に『天国の採点』があったとしたのなら。一式。お前だっていつか、空の上で両親に胸を張っていたいだろ。よくがんばったなって、いっぱい、褒めてもらいたいだろ」

　……なあ、一式。

　お前は今、何点だ？

　ひとりが寂しく、幸福だった過去の時間が恋しくて──一式が今すぐ死にたいと涙を流すその度に、燐太郎はいつもこう問いかけた。




「お前はもう、太陽を見つけられたのか？」

　と。

「死ぬのはまだ、まだまだ、早いんじゃないか？」

　……と。




　ああ、そうだ。この世界は物語で出来ている。

　太陽。

　自分自身の物語の中で、一番重要な、もっとも大切な、その一瞬。

　それは。

　この玖く珂が一ひと式しきにとっての、それは。

『復ふく讐しゆう』だと、そう思った。

　……間違っているかもしれないが。

　正しくはないかもしれないが。

　どこか歪ゆがみきっているかも、しれないが。

　そう、決めた。

　両親を殺したあの漆黒をこの手で殺す。

　それがこの志し摩ま一式の、いいや、玖珂一式の太陽なのだと。




　太陽……。

　僕は。

　俺は。

　その一瞬をどのような形で迎えられるだろう。




『復ふく讐しゆう』を果たすために生きると決めたのだ。

　たったひとりで。

　それを果たす。

　何よりもそれを優先して生きてきた。

　燐りん太た郎ろうに修業を付けてもらい、少し、強くなった。志摩家に伝わる表の技を数多く習得した。しかし、肝心要の『魔物狩り』に関する裏の技や、その知識だけは、決して教えて貰もらえなかった。一式がそれを知ることを燐太郎は何よりも嫌った。それでも同い年の子供たちなんて相手にならない。大人だって虫けらのよう。もう大丈夫。奴やつを殺せる。

　……自うぬ惚ぼれだった。

　ちっぽけだとも気づけずに、自分の力を計りたくなってしまった。

　ある日。

　燐太郎が仕事として戦う手はずとなっていた、ひとりの男。悪人だと聞いていた。人を何人も殺しているとも。その男を始末するのが燐太郎の新しい仕事。

　男が現れる指定の場所に、燐太郎よりも早く、一式は辿たどり着つき──まずは手始めとばかりに、今思えば『魔物狩り』である燐太郎にしか戦えない『魔物』だったのだろう、その男に──一ひと式しきはたったひとり、死闘を申し込む。

　そして当然、至極情けない話だが──瞬く間に殺されそうになる。

　それはまるで死神のような男だった。東洋人にも西洋人にも見える正体不明のその男は、辺りにおぞましいまでの腐臭をどこからかまき散らし……幼さ故に自身を過信し、生意気にも単独で死闘を申し込んだ一式を、どこまでもどこまでも、追ってきた。

　恐ろしかった。助けて。思わずそう叫んでいた。助けて。助けて。……やっと、死ねる。助けて。助けて。

　そんな一式を身を挺ていし、駆けつけた燐りん太た郎ろうは守り──あっけなく、その命を落としてしまう。

　一瞬だった。あまりにも簡単だった。

　何な故ぜだ。一式は悔しくてならない。偶然であれ、成り行きであれ……何故、あの男は、あの死神は、俺ではなく燐太郎を殺したのか。それが許せなかった。どうしようもなく、認められなかった。あの死神を軽んじてしまったのは、あくまでも、この俺だというのに……どうして燐太郎を。理不尽ともいえる怒りが胸裏に渦巻いた。

　志し摩ま燐太郎の命と引き替えに叶かなった逃走。

　そんなものにどれだけの意味があったのだろう。得られたものは、『魔物』の恐ろしさを身をもって思い知らされたということくらい。

　……そして、『復ふく讐しゆう』すべき、いいや、敵かたきを討つべきその対象が、またひとつ、増えただけ。

　それだけだった。




「泣くなよ……」

　志摩燐太郎の最期の言葉。

　次第次第に冷たくなる彼の身体からだを、小さな身体で負おぶって走った。……涙が、溢あふれた。燐太郎との抗戦で手傷を負った死神から逃げ延びるため、走る。彼を負ぶったままどこまでも。……どこまでも。立ち止まると燐太郎は死んでしまう。そう思った。




「なあ、泣くなよ、一式……。俺たちはみんな、泣くために産まれて来たわけじゃない。そうだろ？」

　泣きじゃくるしか出来ない一式に、その横顔に、「なんで泣くんだ。笑ってみせろよ。どんなことがあっても、笑うんだ」と、燐太郎は微ほほ笑えんだ。

　笑顔……。

　一式は懸命に、彼の最期の言葉に応えようとした。

　そして。

　小さく、小さく。

　彼は言ったのだ。




「ああ……」

　見つけた。

「見つけたぞ、俺の、太陽……」




　確かに……志し摩ま燐りん太た郎ろうは、最期にそう言った。




「……一ひと式しき。お前を救えた、この命。俺の、人生。きっと、意味は、あったよな」




　彼は。

　志摩燐太郎は。

　一式の背中に負ぶわれたまま、息を引き取った。

　それが杏あん樹じゆの知りたがっていた彼の最期だ。




　一式は思う。

　志摩燐太郎を殺したのは『魔死物神』だろうか。……いいや、違う。自分こそが志摩燐太郎にとっての死神だったのだ。

　志摩燐太郎は俺が殺した。

　殺した、ようなもの。

　……あまりにも愚かだった、この俺が。

　一式はいつまでもいつまでも取り戻せない失敗に苛さいなまれ続けている。

　それ以来、一式は自分の意見を信じることをせず──必要以上に慎重で、内向的だとも言える性格に仕上がった。




　人生は舞台だ……。

　いつか、誰かに、全部観みられる……。




　俺の物語はいちいち陰いん鬱うつ。

　どんな物語もいつかは終わりを迎えるものだけど。

　俺の見上げた空はいつでも暗い。

　かすかな光も見あたらない。

　自分の人お生話は、いったいどこへ向かっているのだろう。

　探し出したいものは、何だったっけ。

　……迷子になった。

　玖く珂が一式は。

　志し摩ま一ひと式しきは、この物語の中に、たったひとつの太陽を、探し続けている。





３






「ねえ、一式」

「ん、んん……？」

　ふと。

　有ゆ希きの声がした気がして目を覚ます。

　ほんの数分、眠りに落ちてしまっていた。瞼まぶたに重い眠気がしがみついている。

「ごめん、寝てた？」

　と有希に言われるが、

「いや、大丈夫」

　一式は強がってみせる。

　何でだか有希には弱みを見せたくない自分がいる。

　そして舞まい香かには、格好悪いところを見られたくないとも思っている。

　まったく、自己顕示欲の塊のような男だ、と自分自身に呆あきれながらも、一式は有希にもう一度大丈夫と伝え……、

「何？　何かあったのか？」

　と問いかけた。

「……どうして他の人たちには話さないの」

　有希がパソコンを操作しながらそう言った。

「他の人たち……？」

　首を傾かしげる一式に、二に之の宮みや杏あん樹じゆのことだと有希は答える。

　燐りん太た郎ろうから聞いていた『魔物』について。

　そして杏樹を狙う、『追っ手』についてだ、と。

「子こ猫ねこ先輩も。そして図書館のあの人も。とんでもなく面倒くさがりだから積極的には力を貸してくれそうにはないけど、それでも、ちゃんと話したらきっとわかってくれる。力を……渋々貸してくれる。……それに、舞香先輩なら率先して助けてくれるって思う」

「……そうだな」

　一式は少しの沈黙を挟み、答える。

「杏樹の言う『追っ手』だとかに襲われたのは、一番最初の夜だけだし……今はああして、みんな一緒に夕飯を食べられるくらい平和だから、少し、様子を見てみたいっていうのが本音かな」

「それって」

「うん」

「……杏樹が何か噓うそをついているかもしれないってこと？」

「噓？」

　思ってもいなかった返答だ。

　一ひと式しきは首を傾げた。

　有ゆ希きは構わず、続ける。

「本当は、杏あん樹じゆには別のしっかりとした目的があるのかもしれない。最初の夜。一式を襲った女の子にも……『追っ手』だと杏樹には説明された女の子にも、本当は何か正当な、別の目的があるのかも。杏樹はそれを利用して、噓を言っているかもしれない。何かを隠すために」

「んー……」

　一式は渋い顔をする。それは少し、勘繰りすぎなんじゃないだろうか、と。

「まあ、杏樹が本当のことを言っているにせよ、何かしらの噓があるにせよ……何かまだ俺が聞かされていない別の目的があるにせよ、だ。俺たちに何も害がないのなら……このまま何もないのなら、それが一番いい。暢のん気きかもしれないけれど、俺にはとても、杏樹が何かを企たくらんでいて、俺たちに危害を及ぼしてくるようには思えないんだよ。だから、今はまだみんなには黙ってようって思ってる。わざわざ話して心配させるようなことをしなくてもいいかなって」

「そう……」

　有希はパソコンを操作する手を止めずに、「でも」と言う。

「警戒しておくに越したことはないって私は思う。どんな事情があったとしても、疑うってことが気分よくないのは、わかるけど。でも、私たちは善意ばかりを優先して行動できるほど、安全な生き方をしてこなかったから。……あの子がここ、悪党専門の人材派遣の事務所である『刻こく魔ま館かん』に恨みを持っていて、もしくは一式に個人的な恨みがあって、それを晴らすために、燐りん太た郎ろうとの『約束』だとか遠回りな手段を使っているのかもしれないし……」

「俺に、恨み……？」

「そう。繰り返すけど……、杏樹には、一式に個人的な恨みがあって、実は側そばで一式を手に掛ける隙を窺うかがっているのかも」

「そんな、こと……」

「……ないって、言える？　私たちの仕事は恨みを買うことが多いから。ううん。むしろ憎悪を向けられることそのものが仕事だと言っていい部分もある。汚れ仕事はいつだって『悪党』の役回り。だから、私たちにまるで覚えがないところで理不尽に憎まれていたとしても、不思議はないもの。……杏樹は、あんたを、そしてこの『刻魔館』そのものを、恨んでるのかもしれない」

「…………」

「だからね、一式。もしも、杏樹がこの『刻魔館』の敵で、あるのなら──と、そういった疑惑は、そういった可能性は、早めに潰しておく方がいいとも私は思うの。曖昧な部分を残したりせず、もっとしっかり、話をしてみないと。『吸血鬼ヴアンパイア』だとか、燐りん太た郎ろうとの『約束』だとか。それらについてそれなりの証拠を、改めて提示させるくらいのことはした方がいい」

　そういった意味でも、みんなには事情をすべてではなくとも話しておくべきなんじゃないのかと、有ゆ希きはそう言った。

「……万が一があってからでは遅いから。みんなだって、何も知らずに面倒事に巻き込まれるのはイヤだろうし」

「…………」

　一ひと式しきは黙する。

　有希の言う通り、杏あん樹じゆの言う『追っ手』についてのことは、有希以外のみんなには秘密のままだ。

　……有希には何があっても包み隠さず話すと決めているのだが、しかし杏樹の依頼、『自分を殺して欲しい』というものに至っては、有希にも伝えていないのが現状だ。

〝どうしてみんなに相談しないのか〟

　それは確かに、このまま何事もなく──という平穏無事な展開がこの先もずっと続けばいいと、現実味もまるでなく暢のん気きに、無警戒に、そう思う部分があるにはあるのだが。

　本当の動機はそこにはない。

　……『復ふく讐しゆう』だ。

　その個人的な目的意識に、みんなを巻き込むわけにはいかない。

　そうだ。もう、二度と。

　二度と……同じようなことは繰り返したくない。

　志し摩ま燐太郎がこの世を去った原因は、この俺の軽薄な復讐心だと一式は思っている。

　八年前。

　両親を殺した漆黒の男。

　恐らくは、人間ではない……何者か。

　そして燐太郎を殺害したあの死神だ。

　それらの行方を、一式は今なお追い続けている。

『刻こく魔ま館かん』を立ち上げた理由のひとつは、いつか両親や燐太郎を殺した真犯人に巡り合う、そのための情報収集という意味もあった。

　杏あん樹じゆを追ってやって来るらしい『魔物』たち。

　そんな者たちと出会えるような世界の裏側に足を踏み入れたなら……いつか、両親を殺したあの漆黒の男と、そして死神と、自分は巡り合えるのではないか……。

　そのきっかけを、今、自分はようやく摑つかめているのではないのか……。

　そう感じ、焦りにも似たたかぶりを一式は抱え込んでいた。

　大好きだった両親。

　優しかった父さん母さん。

　ふたりの雪辱をようやく晴らせるのかもしれない。……燐りん太た郎ろうの敵かたきを討てる、かもしれない。

　ごくごくふつうの人間社会の裏側で、『最強の殺し屋』と謳うたわれるに至るまで磨いた技を……すべてぶつける。

　今度こそ、逃げず、怖がらず、誰も、巻き込まず……。

　それが俺の太陽なのだ。

　……そうすることで、いつか。両親に、燐太郎に、胸を張れる筈はず。

　俺はやったぞ、と。逃げずに戦ったのだと、誇れる筈だ。

　そう思うと──この役目はやはり、誰にも譲れないし、誰にも手を貸してもらうわけにはいかなかった。

　……もしも、万が一、誰かが命を落とすようなことがあったとしても──それはこの志し摩ま一ひと式しき自身で、あるべきなのだ。

　そうだ。

　死ぬのは俺ひとりで充分だ。

　一式は歯を、食いしばる。

　……小さく震えはじめた身体からだを、押さえ込む。

　この恐怖心を乗り越えて、『復ふく讐しゆう』を遂げる。

　いつか見ていろよ、あの漆黒め。……死神め。

　お前たちが殺し損ねた小さな小さな、取るに足らないこの命が……いつも震えてばかりいる、この俺が……いつか、父さんと母さんに、燐太郎に、お前たちがしでかした以上の残酷を、贈り届けてやるからな。

　……この世界は善意だけでは救えない。

　自分自身の信念を、一式は強く、意識した。




「それと、一式。みんなにも事情を話すか話さないか、ということはまず置いておいて……もうひとつだけ報告があるの」

　有ゆ希きがパソコンを操作し続けながら言う。

「もうひとつ？」

「うん……。新しい依頼が入ってきてる」

「依頼……？」

「そう。『悪党』の出番みたい。言ってみれば、私たちの通常業務。……どうする？」

「なるほど。『悪党』、か」

　最近は杏あん樹じゆのことに掛かり切りで忘れかけていた。

　改めよう。ここは『刻こく魔ま館かん』。『悪党』専門の人材派遣。その事務所。

　こちらがいくら忙しかろうと、依頼は舞い込む。

　──『この世界を薄ら寒い善意をもって救いたい』

　それが志し摩ま燐りん太た郎ろうの想おもいだった。

　しかし一式はその点だけには納得しない。

　……この世界は善意だけでは救えないのだ。

　それが志摩一ひと式しきの営業理念。だから故に、『悪党』などと自称する。

　例えば、テレビやマンガの中で活躍する『正義の味方』には成せないことを、一式たち『悪党』どもが代わりにこなす。常識や道徳などといったものに縛られる正義の味方には出来ないことを。

　毒には毒を。『悪党』には『悪党』を。生なま温ぬるさなどいっさいなく。

　それがここ、『刻魔館』の存在理由。

「杏樹の件もあるし、あまり余裕はないけど、内容次第では請けてみてもいいんじゃないかな。それで？　その依頼っていうのは？」

「ええっと……。さっき子こ猫ねこ先輩が気にしていた事件の解決、みたい」

「……連続殺人事件？」

「そう」

　有ゆ希きはうなずき、

「……例の『吸血鬼騒動』の方ね。被害者たちはみんな全身の血を抜き取られてしまって、まるで吸血鬼ヴアンパイアに襲われてしまったかのような……、っていうやつ」

「なんていうタイムリー」

「うん……」

「依頼者は？」

「……被害にあった家族」

　ここ『刻こく魔ま館かん』の仕事の依頼者は殆ほとんどがその道のプロである。

　だが一般市民にも気付く人は気付くだろうといった、大々的ではない方法で募集をかけている。十分なお報金酬と、抱えている問題と事情さえ納得できるものであれば、一式の独断と偏見でそれを請けることにしていた。

「今回の依頼者は、被害にあった家族の復ふく讐しゆうだと、そういうわけなのかな」

「そうね」

　有希はうなずく。

「依頼の内容は、犯人を拘束して、その身柄を警察の手には渡さず、自分たちに……つまり依頼者たちに引き渡してほしい、ということみたい」

「そこで依頼者が何をしようとしてるのかは……あまり考えたくはないな」

「私刑でしょ。復讐、なんだから」

「…………」

「彼らが勝手にやることよ。私たちが直接、手を汚す必要がないのなら……合格でしょ？」

「……そう、かもな」

　復讐……。

　その気持ちを十分に理解している一ひと式しきにとって、被害者家族の気持ちは痛いほど、それこそ心が引き裂かれるくらいの激痛を覚えるほど、よくよく、理解できていた。

　恐らくは国家権力の名の下に到底納得出来そうもない、生なま温ぬるい量刑が科されてしまうことを避けたいのだろう。

　犯人は極刑こそがふさわしい──

　遺族たちはそう思っているに違いない。

　だからこそここへ依頼にやって来たのだ。

　簡単に言えば復讐の手伝いを頼まれているのである。

　それは、逆に加害者の方の関係者に恨まれてしまう可能性を示している。

　……俺たちは『悪党』だ。

　誰に憎まれようと、誰に嫌われてしまおうと。

　信じた最善の結果のために、あらゆる全力を尽くすことが出来る──そういった反社会的な道徳心を備えた心根を、一式たちは『悪党』と呼ぶ。弱者を一方的に踏みつけることが仕事ではない。社会的正義よりも、感情論の正義を優先することが出来るからこその、『悪党』だ。

　仕事の結果……自分たちが信じた者が幸福になれば、誰かがそれ以上に不幸になる場合も多い。

　故に。

　今回の依頼は請けていいものだろうか。

　改めて一式は考える。慎重に慎重に、考える。

「事件の内容、覚えてる？」

　有ゆ希きが言った。

「ああ……。連続殺人事件……さっきも言ったけど、吸血鬼ヴアンパイアに襲われたみたいだ、とかなんとか、スポーツ新聞とかが好きそうな煽あおり文句がついてる。……まあ、吸血鬼の犯行に見せかけたい異常者の犯行ってところじゃないかな」

「ううん。もしかしたら……それ、間違いじゃないかも」

「どういうことだ……？」

「吸血鬼に襲われたみたい、というところ」

　有希がパソコンを操作する手を休め、そう言った。

「ここ『刻こく魔ま館かん』には自称『吸血鬼』の居候がいる」

「…………」

「杏あん樹じゆがこの町にやって来たのはいつだった？」

「……四日前。いや、五日前かな」

「事件が起き始めたのは？」

「……四日前。と聞いてる」

「被かぶらない……？」

「…………」

　たぶん……一ひと式しきが進んで考えないようにしていたのかもしれないことを、先ほどから有希が代わりに言葉にしてくれている。場合によってはとてもとてもイヤな役回りを、進んで、引き受けてくれている。

　だから次の言葉はこちらが口にせねばならない。

「……杏あん樹じゆが、犯人？」

　一式は言った。

「わからない。……そうじゃないって、思いたいけど……」

　そう思いたいらしい自分自身の心に不思議を感じているといった複雑な表情で、有ゆ希きは続ける。

「ただ……、最初の話に、結局、戻っちゃうんだけど……。警戒はしておいた方がいいのかも、とは思ってる」

「ああ……」

「杏樹がここ、『刻こく魔ま館かん』に、もしくはあんたに恨みがある人物ではなかったとしても。杏樹の言っていたことに噓うそはなかったのだとしても。……この連続殺人事件吸血鬼騒動に、自分のことを『吸血鬼ヴアンパイア』だと言い張る杏樹が何かしら関与をしていたとしたら。……そうなれば、あの子は私たちにとっても立派な脅威だと言えると思う。だって身近に殺人鬼が潜んでるだなんて。どんなに大人しそうに見えたって、そんなのは……実際、脅威どころの話じゃない」

　だからもう一度だけ、あの子のことをしっかり調べて欲しいと有希は言った。

「だって、私たち。あの子についてまだまだ知らないことが多すぎる。なんだかすごく順応力が高い子だから……人嫌いな私にしてみたらもうそれだけで、言い方は悪いけど、化け物みたいな感じで……すごいなって、感心しちゃう。……まだここへ来て数日なのに、もう、殆ほとんど自然にここに加わって生活してる。子こ猫ねこ先輩も最初こそ戸惑っていたみたいだけど、もう慣れてしまったみたいだし。それに、こう言う私も、あの子のこと、不思議だけど……そんなに嫌いじゃないって思ってるみたいだし」

　有希は複雑そうな表情だった。とても、とても。

「それにね、一式。ここはふつうの学生寮じゃない。だから杏樹が燐りん太た郎ろうと関わりがあるとはじめに臭わされなければ、あんまりにも曖昧で、謎めいていて、不安定すぎるあの子のことなんて、きっと一式も私も、最初からここに受け入れてはいなかったって思う」

　だからこそ……。

　と、有希は言う。

　念を押すように。

　力強く。

「……もう少し冷静になって考えた方が、絶対にいい。無条件に信頼するには、志し摩ま燐太郎の名前だけじゃ不充分」

　警戒心を忘れないで、お願いだから、と有希はそう付け加えた。

「…………」

　燐りん太た郎ろう……。

　その名前を出されるだけで思考停止してしまう自分自身の悪癖は、確かに、意識レベルの修正が必要なのだろうと感じる。

　自分はきっと、どんな人物が訪れてきたとしても、

〝……燐太郎が助けてくれると約束してくれた〟

〝……燐太郎が、ここに来れば助けてくれると誓ってくれた〟

　そう言われるだけで無条件に、そして無警戒にその彼や彼女らを受け入れてしまいかねない。

　それがどうしようもない失敗で、彼を殺してしまったことへの贖しよく罪ざいなのだろうと、そう思う。

　それは今回の件。二に之の宮みや杏あん樹じゆのことも例外ではもちろんないのだ。

　そこへ付け込まれたと言われれば、何も、反論出来ない。

「有ゆ希き、ありがとう。言いにくいこと、注意してくれて」

　一ひと式しきは幼おさな馴な染じみに礼をする。

「早速、明日にでも杏樹には改めて、もっと詳しく……話を聞いてみるよ。今回の依頼を請けるか否かは、杏樹ともう一度話してみてから決めようと思う」

　燐太郎との『約束』について。

『吸血鬼ヴアンパイア』云うん々ぬんということについて。

　それらの確固たる証拠を、杏樹に求めようと思う。

　そして、『私を殺して欲しい』……という、自分自身の殺害依頼について。その動機を改めて追及しよう。

　彼女のことを信じるために。

　……彼女を無害だと、信じるために。

　そしてもしも。

　もしも……。

　何か、疑わしいものが浮上してきた場合。

「…………」

　俺は杏樹を、どうすればいいのだろう。

　そんな新たな思いが、一式の脳裏を過よぎっていた。




　今回新たに舞い込んできたこの依頼。

　連続殺人事件吸血鬼騒動の解決。

　とりあえず請けることを前提に考えてみることにしよう。

　さて。この事件。誰が適任だろうか。

「子こ猫ねこ先輩は、うーん、きっと夜間パトロールみたいなことをしなくちゃならないこの仕事は、絶対拒否するだろうから……図書館のあの人は、だめだな。あの人、この建物どころか図書館からさえ出なさそうだ」

　人手が足りない。

　早く海外遠征に出かけているメンバーが帰ってこないだろうかと一ひと式しきは思う。

　最低でも三週間は帰ってこられない彼らのスケジュールを組んだのは一式自身なので、きっかり二十一日は待たねばならないことを何よりも理解してはいるのだけれど。

「舞まい香か先輩は……うーん、ダメだ。あんまり危ないことには駆り出したくはないしなあ。怪け我がでもしたら大変だ」

「……あんた。舞香先輩に甘すぎよ」

　一式の独り言に、不満の針先でつつくようにする有ゆ希きだった。

「……海外遠征組、か」

「どうしたの？　急に」

　ふと呟つぶやいた一式に、有希は首を傾かしげていた。

「なあ、有希。この依頼、『最強』と『最弱』、どちらに向いてる仕事だと思う？」

　一式は苦笑しながら、言う。

　少し前に杏あん樹じゆから、『最弱』の方は海外出張中なのか？　というようなことを言われたことを思い出していた。運び屋の女から『最強』と腕試しがしたいと言われたことも。

「……何それ」

　有希は呆あきれたような顔。

「いや。最近になって初めて知ったんだけど、ふたりはライバルだと、世間には思われてるみたいなんだ。仕事を取ってる量は圧倒的に『最弱』が勝ってるわけだけど」

「……何が言いたいのかわからないけど、今回は犯人の捕縛でしょう。『最強』だの『最弱』だの。あんたまで中二病になったのか知らないけれど……どちらにしたところで、殺し屋の出る幕じゃない」

　それはそうだ。

〝殺し屋はお呼びじゃない〟

　いつだってそうあるべきだ。




　そうしてふたりが思い悩んでいるところに……。

　コツコツ。

　ふと、ノックの音がした。

　誰だろう。

　扉を開く。

　そこにいたのは……。

「ふたりにお願いがあるんだ」

　訪問者は杏あん樹じゆだった。

　噂うわさをすれば、影。とでも言おうか。

　先ほどまで有ゆ希きと話していた内容を意識して、ほんの少しの気まずさを覚えた。

　そんな一ひと式しきには構うことなく。

　いいや、一式の気まずさなどには気づく様子も、まるでなく。

　彼女は、言う。

「明日、お前たちの学園に、行ってみたい」




「……学園に？」

　顔を出すなり「学園に行きたい」という要望を投げかけてきた杏樹に、一式は首を傾げる。

「別にいいけど……どうして、また？」

　別にいい……と咄とつ嗟さにそう言ってしまったが、一式は渋い顔をする。

　あまり杏樹を外に出したくない一式だ。

　先ほど有希とした話を思う。

　まだ彼女に対する疑惑のようなものが完全に解けてはいないこの状況で、彼女を自由にするのは危険なようにも思える。

　それに……。

　もしも杏樹の言うことが本当だった場合。

　それも想定しておきたい。

　今は、控えている人材も少ないが、それでも舞まい香か先輩や子こ猫ねこ先輩が居てくれれば、たとえ杏樹を狙ねらう『魔物』の強襲を受けようと、生なま中なかには後れを取らない確信があった。

　それは彼女たちを、彼女たちのその力を信頼している、ということでもある。

　なまじこの俺が側そばについているよりも、彼女らの方が上う手まくやってくれるんじゃないのか、とさえ一式は思う。

　そういうわけで、『刻こく魔ま館かん』の中だけでは、杏樹を自由に行動させていた。

　彼女にも他の住人同様部屋を与えて、プライベートな時間を確保して。

　だからこそ、というわけではないのだが……。

「どうしてまた、学園に行ってみたいだなんて思うんだ？」

　一式は改めて杏樹にそう問いかけた。

　そういえば、杏樹はここに来てからずっと有希の制服を身につけている。まだ新しいものを買い与えられていない。……いい加減、そろそろ杏樹の私服を買ってこないといけないな、と一式は思う。それとこれとは、彼女への疑惑とは、別の話だ。

「うん。学園生活というものの片へん鱗りんを味わいたいんだ」

　杏樹は一式の疑問にはっきりと答えた。

「お勉強は大嫌いだからよしとして、給食、クラブ活動、そして不純異性交遊……そういったものを体験してみたい」

「高校には給食はないし、それに不純な異性交遊も奨励はされていないんだぞ。そういうのは公然とじゃなくて、隠れてするものだから」

　一ひと式しきが苦笑いでそう言うと、

「そうか、隠れてか……そうだったな、うん、そうだった。異性交遊は……恋愛は隠れてするものだった」

　何かを納得したように、杏あん樹じゆは何度もうなずいてから、

「だったら、とりあえずハードルの高そうな恋愛はまたの機会にするとして、給食がないのなら購買でもいい。学園生活というものの、今の私が体験できるあらゆるすべてを知っておきたいんだ」

「うーん……」

　一式は首を傾かしげた。

　二に之の宮みや杏樹。

　アンジェリカ・ヴァレンタイン。

　彼女と話すと、不思議だ。

　さっきまで彼女に対する疑惑について、俺たちは顔をしかめていた筈はずなのに。

　それなのに。

　こうして顔を合わせ、少し会話を交わすだけで。

　そして彼女が、笑えば。

　ただ、それだけで……。それらの負の感情と言っていいだろう思いが、たちまち霧散してしまいそうになる。

　その秘密はどこにあるのだろう。

　考えてみても、今はわからない。

　本当におかしなものだとそう思う。

　そして……。

　どうして彼女がそんなにまで日本の文化に拘こだわるのか──

　いいや。拘っているのはむしろ、当たり前な日常の生活の方にも見えなくもない。

　……その点がどうしても、理解が出来ない。

　この世界について知らないで済むことは知らないままにしておきたいという、積極性とは対極にあるかのような性質を持つ一式は、そこのところがどうにも、わからない。

　一式は首を傾かしげながら、問う。

「購買は、まあ、大丈夫だと思うけど。でもなあ、杏樹。俺たちは部活動をしていないんだよ。強いて言えば、帰宅部。……見ての通り俺たちには仕事があるから。クラブ活動に精を出してる暇はないんだよ」

「何だ、灰色の高校生活だな」

　杏あん樹じゆはひどくつまらなそうだ。

「ここ数日だけだけど、お前たちを側そばで見てきたが……伝え聞いていた日本の高校生とは全然ちがう華のない生活を送っていて、驚きだ。私のどきどきとわくわくを返してくれよって抗議したくなるぞ」

　高校生活に夢を見すぎな、背伸びした女子中学生のようなことを言う杏樹。

「……高校生になればイヤでも恋愛を経験できると、そう、言われたのに。そんなことはまるでないんだな。ちょっとがっかりだ」

「はは、すごい偏見だ」

　一ひと式しきは思わず笑う。

「それも例のメイドから教えてもらったのか？」

「……いや」

　杏樹はそこで、ふと、視線を逸そらし、

「……母からだ」

　と、そう呟つぶやいた。

　そしてそれからの言葉を僅かに詰まらせる。それは、本当に一瞬の出来事でしかなかった。

　だが。その表情を一式は見逃さない。

　相対する人間の表情の変化、その機微を観察するのは戦闘中の基本のひとつと言えないこともない。

　そんな非日常の基本が日常世界にまで染み着いてしまっている……もはや職業病とさえ言っていい。

　言葉を詰まらせた杏樹に、何か言ってはならないことを言ってしまったのだろうか、と一式は少し、気になる。

「まあ、とにかくな」

　杏樹は停止しかけた空気に流れを作る。

「お前は……恋愛に縁遠いだけじゃなく、日常生活が侘わびしいどころか……幼おさな馴な染じみが側そばにいるのに、お弁当も朝の挨拶も何もなしときてる。なってはいないな。実になっていない。……なあ、お前たち、本当に日本人なのか？」

「……どういうことだ？」

「ああ、教育係のメイドが言っていたぞ。日本では幼馴染みを持つ男子はただそれだけで勝ち組なんだって」

「……なんだそれ」

　一式は困惑する。

「異性同士の幼馴染みの関係性というのは既に婚約しているのと同然だと──」

「ぶふっ」

　有ゆ希きは噴き出す。

「──そう、聞いたぞ。ふたりは結ばれる運命なのだと。メイドから教えられたんだ。お寿す司し、お芸者、お切腹──それと並び立つくらいの重要な日本の文化なんだとな」

「…………」

　一ひと式しきは言葉もない。

「すごいなお前たち、勝ち組、なんだなっ」

　にっこりと微ほほ笑えむ杏あん樹じゆ。

　ええっと。

　何だか少し、わかりかけてきたぞ……。

「……もしかして、杏樹。その教育係のメイド、萌もえがどうとか、いつも言ってなかったか？」

「おお！　すごいな、やっぱりメイドの言うことは本当だったんだなっ」

　杏樹は驚く。目を丸くして。

「日本独自の人生観なのだと言っていたぞ。人生の進路を決める大事な大事な試験には、必ず一教科として萌もえが適用されるのだともな。猫みみ、すく水、ハイニーソ、だ」

「……何だって？」

　一式は目を見張る。

「元素の周期表を覚える呪じゆ文もんみたいにして覚えておけば間違いないって言われたぞ。日本では仲の悪い者同士でも、こう言い合えばたちまち笑顔になって仲良くなれる、そんな魔法の挨拶なんだってな。水兵リーベ僕の船、だ。……私には何を指してる言葉なのかいまいちどころか全然わからないんだけど」

　苦笑いの杏樹だった。さすが日本は奥深いよな、と。

「……幼おさな馴な染じみとの関係もその内なのだと教えられたぞ。異性の幼馴染みがいる者は就職活動に有利なんだともな。面接官に、あなたにはかわいい幼馴染みはいますか？　いるのなら毎日起こしに来てくれますか？　とそんな質問をされるんだろう？　はいと答えれば即採用。いいえと答えればたくさんたくさん、同情される。日本人は、日本は、すごい国だな。素直にすごいって思うぞ」

「…………」

　くらりとする。

　違う。

　何もかもが違いすぎる。

　それに……あまりにも、ありふれている。

　外国人に間違った日本の文化を入力し喜ぶだなんて。一昔どころかふたつもみっつも遅れてる。

　悪いた戯ずらするにしても、もう少しひねりのある噓うそを吹き込んであげればいいものを……。

　やはり、そのメイド。

　いつか出会う機会があるのなら、全力で抗議しなければならない。もっとましな噓はなかったのかな、と。そんな衝動につい、駆られてしまう。

　杏あん樹じゆは素直だ。何でも信じる。

　そんな杏樹を騙だましてやろう、からかってやろうと、ついそう思ってしまうのも、まあ、わからないでもない。単純に、かわいい、そう思えるからだ。

　子こ猫ねこが悪戯にえっちなことを杏樹に教えても、「……それはすごいな」と真顔でうなずくその表情も、まあ、無む垢くであるといえなくもない。

　だからこそ。

　ああ……。

　そうだ。

　だからこそ。こんな杏樹が、『吸血鬼騒動』の犯人だなんて。

　そんなのはやっぱり考えすぎだよ、有ゆ希き。

　一ひと式しきは苦笑いでそう思う。

　杏樹の言動が演技だとも、到底、思えないのだから。

　ともあれ……。

「まあ、わかったよ。明日、学園には連れて行こう」

　一式はうなずき、杏樹の要望を飲み込んだ。

「でも、どうするの……？　教師に見つかったらうるさく言われると思うけど」

　と有希。あまり賛成ではなさそうな表情だ。

　きっと、さっきの話もあるからだろう。

　だが確かにそうだ。

　口うるさい教師にばれてしまったら、かなり、面倒くさい。うちの学園。部外者に寛容でいられるほど開放的ではないだろう。

「だったら、放課後だけ。杏樹を連れて校舎をぐるりと回ろう」

　一式は杏樹にそう提案してみる。

　お勉強が嫌いらしい杏樹は、授業にはまるで興味なし。その好奇心が擽くすぐられるのは購買とクラブ活動。それらをセットで体感できるのは早朝か放課後くらいのもの。

「部活動とかはしていない俺たちだから、まともにはその活動を紹介できないけれど……購買で何かを買って、生徒会室でだべって、それで帰ろう。クラブ活動の代わりだ」

「ああ、うん、よくわからないけど、それでいい」

　杏樹はうなずく。そして、

「お勉強を省いて、楽しいところだけ、つまみ食いだな」

　と、楽しそうに笑った。

「それじゃあ、今日はお腹いっぱいのうちにもう寝るよ」

　杏樹は事務所を出て行った。

「美お味いしいすき焼きで心もお腹も満たされた。この幸せに埋もれるみたいにして、今夜はたっぷり眠るんだ」

　と上機嫌な言葉を残して。

「…………」

　ふたり残される一ひと式しきと有ゆ希き。

　カタカタカタカタ。

　有希はパソコンの操作を再開させる。

　聞き慣れたその音は、どこか、いつもの軽快さを欠いているように感じられた。

「……それじゃあ、俺も、もう寝るから」

「う、うん。おやすみ」

　有希を置いて、事務所を出る。




「……はぁ」

　廊下に出て、一式はため息をつく。

　……おやすみ、と言った有希のその頰は少し、赤かった。

　ような気がする。

『幼おさな馴な染じみは結ばれる運命なんだ』

　……蘇よみがえるのは杏あん樹じゆのせりふだ。

「……俺、自意識過剰なのかな」

　いったい誰に対しての言い訳なのかわからない、一方通行な言い訳を口にし、一式は自室へと戻る。





０






『吸血鬼ヴアンパイア』は就寝前に真夜中の町へ出る。

　最後の獲物をいただこう。

　美お味いしくもない生き血を啜すすろう。

『吸血行為』で、『能力』の準備を万全以上に整える。

　──さあ、いよいよだ。

　明日。

　学園へ。

　人ひと気けのない、屋上へ。

　邪魔なあいつを、憎いあいつを、誘おびき出そう。

　私の目的。

　私の人生。

　私の、すべて。

　あらゆる意味で邪魔なあいつを始末する、そのために。
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　翌日。

　一ひと式しきは約束通り、杏あん樹じゆを連れて放課後の学園へと向かう。

　志し摩ま一式は戦闘行為を好まない。

　それでも一応、今は二に之の宮みや杏樹の護衛役である。いつ、何時、襲い来るともしれない──ということになっている『追っ手の魔物』から、杏樹を護まもらなければならない。表面上、杏樹とはそういう契約になっている。

　故に。

『黒猫』の仲介で購入している仕事用の拳銃や、殺傷能力の高い刃物ナイフなどといった武器を携帯することだけは、念のため、忘れていない。学園にこんなものを持ち込むことは、やはり若干の躊躇ためらいはあるのだが。

　……それに。

　今日は杏樹へと、改めて様々な質問をぶつけてみるつもりだ。

『吸血鬼騒動』

　燐りん太た郎ろうとの『約束』

　彼女に対する疑問の数々。

　何かしら納得のいく証拠を引き出せるまで、今回は引き下がるつもりもこちらにはない。

　その上で。

　もしも……。

　可能性は低いと思いたいのだが。

　もしも杏樹に不審なものを感じてしまったら。

　杏樹が……遠い昔に出会ってしまったあの漆黒や。

　燐太郎を殺害した死神と、同じような悪意の塊だったとしたならば……。

　この切っ先を。

　この銃口を。

　杏樹へ向けることも、ありうるのだろうか。

　そんなのは考えたくない。

　……想像もしたくはない。

　そう思っている自分がいることを……一式は強い戸惑いと共に、意識するのだった。




　登校。

　放課後の学園である。

　杏樹とふたり、校門前に立つ。

「……部外者の杏樹を連れてるってだけじゃなくて、今日、俺はサボってしまったから。あんまり教師には見つかりたくないんだよな」

　だから出来るだけ目立たないようにと意識して、行こう。

　杏あん樹じゆへの質問は、今日の学校見学のスケジュールがすべて終わった後、しようと思っている。

　……ただ、そのタイミングを今に至るまで摑つかめずに、ずるずると引き延ばしてしまっているのが、実際なのだが。

「ほわ～……、これが学園、校舎、学びやというやつか」

　一ひと式しきの煩はん悶もんなど杏樹はどこ吹く風だ。

　そびえ立つ使い古された鉄筋コンクリート製の建築物を見上げ、大きな目をぱちくりとさせながら感嘆の息をもらし……。

「すごいっ、大きいな……っ」

　にっこりと。杏樹は一式へ笑いかける。

　しかしそんな杏樹とは別のものを一式は見つめていた。制服姿の二之宮杏樹。有希から借りたのだというその服装。だが、ほんの少しだけ周りの生徒と違っている部分があった。それは……。

「……マント？」

　で、いいのだろうか。一式は杏樹の首元を指差した。そこには少し丈を短めに揃えられた、厚手の布地が羽織られていた。表は漆黒。裏地は真紅。シンプルな配色とそのデザイン。それはマフラーというには大きすぎ、しかし外套と呼ぶには小さすぎた。同時にマントと呼ぶにも、やはり丈が短いようにも思えるが。

「ああ。そうだ。マント、みたいなものだ。……どうだ。かわいいだろ？」

　杏樹は得意げに胸を張る。……どうやらマントで正解ではあったようだ。

「昨日の夜に作ってみたんだ。似合うかな？」

「作った……？　まさか、自作？」

「ああ、そうだぞ。お前が私のことを本当に吸血鬼なのかと疑ってたから……。だから、作ってみた。村田有希から古いカーテン生地を貰ってな。私は何事も形から入るほうなんだ。ほら、これで少しはそれっぽく見えるだろ……？」

　……どうだろう。

　確かに雰囲気は、前よりもあるように感じるが……。

「まあ、お前たちに信じてもらえないからって、そこまで気にしてるわけでもなかったけど……だけどやっぱり、何だか癪だなと思ってしまったのも確かだ」

　だからこれが私の制服だ、と杏樹は笑った。

「お裁縫は得意なほうなんだ。教育係のメイドから教えてもらっていたからな」

　要は、制服を勝手に改造した校則違反の問題児……と教師や生徒らには映るだろうということだ。歓迎できないな、と一式は思う。ただでさえ不思議と目立つ彼女だ。だというのに、更に人の目を引くようなことをされてしまっては。余計に動きが取りにくくなってしまう。

　だが杏あん樹じゆはそんなことには一切お構いなしという様子。目を輝かせて、校舎へとまた視線を投げかけている。

　そんな様子が早くも生徒たちの注目を集めはじめていた。

　ざわざわ、がやがや……。

　外野が騒ぎはじめている。

　……どうしてだか注目を集めてしまう性質の杏樹を連れていれば、目立たないように、だなんて。

　中々そういうわけにはいきそうになかった。しかもお手製のマントだなんていう……。物珍しさをぶら下げた視線が次々と、集まる。

　急いでこの場を離れよう。

「行こうか」

　はぐれないようにと一ひと式しきは杏樹の手を取った。

　すると……。

「あ……」

　隣の杏樹が小さな声をあげ、一式のことを見上げていた。

「……ん？　どうしたんだ？」

　そう一式が問いかけると、杏樹はぷるぷると頭かぶりを振り、

「い、いや、何でもない」

　と言って、手を小さく握り返してきた。

　そんな杏樹の様子を少し不思議に思いながらも、一式は言う。

「学園を案内するよ。……体験、してみたかったんだろう？　日本の高校生が送る、ごくごくふつうの学園生活ってものを。大したもんじゃないのは覚悟しておいてくれよ」

　後から想像と違ったとか文句を言われても、俺、知らないからな、と小さく笑いながら言う一式に、杏樹は、

「うん……」

　と言って、小さく、うなずく。そして、

「ありがとう。約束を守ってくれて」

　一式の隣を歩く杏樹は微ほほ笑えむ。

「何だかすっごく、どきどきわくわくしてるんだ、私」

　杏樹が嬉うれしそうにしてくれているので、来てよかった、杏樹の要望を飲み込んでよかった、そう思えてしまう。

　微かすかな疑惑も、今は小さく、なっていく。

　だから……。

　気持ちを切り替えよう。

　せめて今は何も、考えまい。

　今日の日の本番は、あくまでも学校見学の後に予定している、杏あん樹じゆとの話し合いなのだけど。

　それまでは、ただ、杏樹の笑顔を信じて……。

　彼女を喜ばせることに専念しよう。

　とりあえずはそう決めた一ひと式しきに、杏樹は笑顔を浮かべ、言った。

「ちゃんと約束を守ってくれる。そこの部分は……一式。燐りん太た郎ろうよりも、お前の方が勝ってるな」




　……まずは、校庭。

　野球部が大声を上げながら練習試合をしていた。その様子を、バッターボックスの背後に張られたフェンス越しに、ふたりは見学。

　……杏樹は、顔をしかめる。

「うるさいな……あんなにもかけ声ばかり張り上げて、試合をする前から体力を無駄に消耗するだけなんじゃないのかな。こいつら、いったい何と戦ってるんだ？」

「戦うって」

　一式は笑う。

「んー、あえて言うなら、そうだな……」

　少しだけ一式は考えて、

「青春と戦ってるんだろうさ。一生懸命、負けるもんか、絶対に……ってね」

「んー……？」

　杏樹は首を傾かしげる。

「……よく、わからないけど、この中に戦うべき青春に打ち勝てる奴はいるのかな」

「さあ、どうかな」

　……青春と戦う。

　その場でただ何となく思い浮かんだ戯ざれ言ごとだ。

　まさかまともに返答されるとは思っていなかった。

　一式はまた少し考えながら、こちらもまじめに答えようと言葉を探る。

「何をおいて勝利と言えるのか。そこのところから探らないとだな」

「そんなのは簡単だろ？」杏樹は言う。「最後に笑えるかどうかじゃないかなって私は思うな。勝利したのに悲しんでる奴ってそうそういないだろ？　最後にはちゃんと笑えるように笑顔を練習しておかないとな。お前みたいにしかめっ面じゃあ、人生で一番すてきなときに笑えないかもしれないからな」

　意地悪そうな微ほほ笑えみを向けられて、一式は自分の頰を指で撫なでてみる。

「……むう。俺、そんな難しい顔、してるか？　いつも……？」

「ああ、いつもうんうん唸うなってる印象だ。どうしよう、どうしよう、どうしようかなあ、ってさ、悩んで悩んで、動き出すのが遅いんだ。石橋を叩たたいて叩いて壊しちゃうタイプの人間だ。……この世界の中で率先して悩み事が出来る何かを、自分からいつも探して回ってるみたいな感じだ。そういうところ、燐りん太た郎ろうとは真逆だな」

「…………」

「あいつは何があっても、ま、どうにかなるんじゃないか？　みたいなことを平然と言うような、そして実際どうにかしちゃうような、そんな人間だったように思うな、私」

「……そうだな」

　一ひと式しきは目を細め、記憶の中にいる燐太郎のことを思う。

　いつでも明るく微笑み、大丈夫だぞと言って手をさしのべる……そんな優しい彼の印象ばかりが目に浮かぶ。

　杏あん樹じゆの言う通り、燐太郎はなんとかなるさ、を、実際言葉の通り、なんとかしてきた人間だった。……見習いたい。確かに、強く、そう思う。

「あ、試合、はじまるのかな」

　杏樹が身を乗り出し、フェンスの向こう……グラウンドを覗のぞき込む。

　野球部の先輩たちが、バッターボックスに立つ後輩にエールを送っていた。

　大きな声で。

　たくさんたくさんの、大きな声で。

　そのバッターが、青春に強烈な一撃をお見舞いするのを望んでいる。

　そこに女のマネージャーの姿が加わった。

　バッターが身を堅くする。

「ああ、あの子にいいところ、見せたいのかな」と杏樹は微笑む。

「なるほど、青春だ。学園には青春と真っ向勝負で戦う奴らばかりで溢あふれているんだな。それは凄すごく、すごく、すてきなことだよな」

「かもな」

「……なあ、私もあいつらを応援したいけど、いいのかな」

「ん？」

　……応援？

「いいんじゃないか。たぶん」

「……喜ばれるかな」

　杏樹は少し不安そう。

「いやがられはしないだろうと思うよ」

　まあ、恥ずかしがられるかもしれないが。

「だから、いいんじゃないかな」

「……よし」

　うなずき……杏樹は大声で、叫ぶ。

「がんばれ！　青春に、負けるなよ……！」

　軽やかな金属音。

　白い球が放課後の空にアーチを描いた。




「うん！　さっきのは気持ちよかったな」

　杏樹はご機嫌だった。

　放課後の校舎、その廊下をふたりは歩いている。

　杏あん樹じゆは一ひと式しきの隣でバットを振る真ま似ねをする。

「私もいつか野球がやってみたいな。楽しそうだ」

「……ああ」

　うなずきながら、一式は考えている。

「来週あたり、どこかのグラウンドを借りてやってみてもいいかもな」

「本当かっ」

「メンバーが集まれば、だけどな」

　一式は笑って杏樹にそう答えた。

　どうしてか一式は、杏樹が求めることは出来うる限り──可能なものはすべて叶かなえてやりたいと思っているらしい自分に気づく。

　それはきっと、単純に……何でも喜ぶこの子の笑顔をもっと多く、もっと長く、見てみたい。そんな欲求なのだろう。そう自分自身を分析できる。

　これはきっと……ああ、そうだな、父性みたいな感じなのかなと一式は思う。そんなことを考えていると知られたら杏樹には怒られてしまう──のだろうか。そんなに歳としも違わないじゃないか、と。

　ううん。

　どうかな。

　よくわからないというのが実際だ。

　まだ、二に之の宮みや杏樹という女の子のその性質をよく知らない一式は、彼女の扱い方について、まだまだ……把握しきれていない。

　出会ってまだ一週間も経たっていない関係なのだから、そんなのは当然と言われれば、それまでなのだけれど。

「…………」

　そうだ。

　俺は彼女のことをあまりにも、知らない……と一式は改めて、自覚する。

　だからこそ、やはり。警戒心を忘れずにいなければならないのか。

　それとも。

　彼女のことを喜ばせたい、そう思う自分の不思議な感情を優先し、信じるべきなのか。

　これもまた……今もって一式には、わからなかった。




「おお～……ここは教室という場所だな。私、知ってるぞ」

　次に杏あん樹じゆを教室に連れてきた。

　購買を回り、その足で生徒会室へ行くつもりだったので、本来の予定にはなかったルートだ。

　見慣れない女の子が学園の制服を着て歩いている──ただそれだけのことでも周囲の視線を集めるには充分なのに、何もしなくても何な故ぜだか目立つ杏樹のことだ、やはり、ただ歩いているだけですぐにその姿を認識され、珍しがられ、たくさんの視線という視線を集めてしまう。

　このままでは教師に見つかるかもしれない。

　だからとりあえず、一ひと式しきは自分の教室に杏樹を連れて退避したのだった。

　この時間。教室には殆ほとんど誰もいない筈はず。

　みんなそれぞれの敵青春と戦うのに忙しく、お勉強のため教室に残ったり、おしゃべりに花を咲かせる暇もない。

　時にはそれをうらやましく思っていた一式だが……案の定──というのか、思った通り、教室には誰もいなかった。

　杏樹は「お前の席はどこなんだ」と教室を見回す。……一式は、そこだ。と指さす。

「おお、主人公の席だな」

「んん？　何それ」

「メイドが言っていたんだよ。教室の一番後ろの窓際の席は主人公が座る席なんだって」

　一式は苦笑いを浮かべる。

　また、偏った知識っぽいな。

　……杏樹はぱたぱたと一式の席へ走っていき、座る。

　ぐるり、そこから教室を見回す──そして、言う。

「うん、つまんないな！」

「そ、そうですか……」

　一式は苦笑いをより濃くする。

「まあ、学園なんて場所は〝楽しい〟とはほど遠いところにあるものだから。特に教室は」

　つまらなくて当然。一式はそう言ってうなずいてみせた。

「ふぅ～ん」

　だが杏樹は不満そう。

「放課後の教室では愛を囁ささやく生徒たちが情事にふけるものではないのかな」

「……んなことはない」

「じゃあ、お前はいつもここで何をしているんだ？　何をしに、学校に来てるんだ？」

「……そりゃー勉強とか、居眠りとか、そんな感じかな」

「……恋愛は？」

「なし」

「……いっさい？」

「絶無」

「はぁ」

　杏あん樹じゆはため息。心の底から絞り出すかのようなため息だった。

「お前は本当に、本当に本当に本当に……つまらない青春を送っているんだな」

「……何だよ。やめてくれよ。そんな、人を哀れむような目で見るのは」

「ああ、そうか。なるほど。お前は青春に敗北したんだな」

　心からの憐れん憫びんの眼まな差ざしだった。

「かわいそうに」

　……大きなお世話だ。

「恋人だとか彼女だとか大好きな人だとか。そういうのがひとりやふたり、三人や四人、側そばにいないと寂しいだろう？」

　とそう言う杏樹はまじめな眼差しだった。

「そんなのがひとりやふたりもいたら大問題だ。修羅場になる。日本人は奥ゆかしいんだ。……たったひとりでさえも、そういう人が出来そうにない俺が言うのも、微妙な感じだけれど」

「んー。だったら、私がお前の恋人になろうか」

「……え」

　突然の申し出に一ひと式しきはぽかんとする。

「お前は……いや、護まもってもらっておいてこう言うのも何だけど、お前は、燐りん太た郎ろうと比べれば頼りないし、何かと後ろ向きな感じも受けるし、もろもろ含めてたくさん燐太郎には負けてるけど、まあ、そこそこいい線だと思うんだ」

「…………」

「さっき手も繫いだしな」

　杏樹はうんうんとうなずいていた。

「……手？」

「ああ。お前と私は、手を、繫つないだ。そうだろ？」

　それで恋人？

　──ああ、なんだ、ごっこ遊びか？

「……遠慮しておきます」

「そうか。残念だ」

　これっぽっちも残念そうには見えない笑顔で杏樹はそう言った。

　やっぱり遊びだったのか。

　……複雑。

　とてもとても、複雑な心境の一式だった。

　それに……。

「…………」

　ふと。一ひと式しきは、思う。

　どうして杏あん樹じゆはそこまで恋愛に拘こだわるのだろう。

　おかしな話だと思う。

　これから死んでしまいたいと──その言葉を信じるのなら──この世界を憎悪しているとまで言っていた、その口で……青春や恋愛なんていう人の感情に興味津々といったせりふを次々呟つぶやく。

　矛盾している。

　どこかが捻ねじくれている。

　恋愛なんて。

　生きていなければ何もはじまらないことなのに。

　それは……。

「…………」

　それは、疑いを向けるべきところなのだろうか。

　……いけない。

　すっかり疑心暗鬼になってしまっている。

　今は何も考えまいと、そう決めたばかりなのに。

「……さて。次は購買を見せてくれるんだったよな」

　杏樹は言って、席を立つ。

「あ、ああ」

「さあ、行こう、青春は待っていてくれないぞ」

　杏樹は一式の手を引いて、教室を出た。




　購買では軽く摘つまめるようなお菓子などを購入した。

　放課後という時間帯もあってか殆ほとんど何も残ってはいなかったし、なんでも杏樹が期待していたらしい購買前で生徒たちがごった返しの死し屍し累るい々るい、といった状況にも遭遇できなかった。そもそもそんなにも殺伐とした日常劇だなんてものには、一式もただの一度もお目にかかったことはないのだが。

　ふたりはそのまま、生徒会室へ。

「いらっしゃいませ。お待ちしておりました」

　副会長の微ほほ笑えみに迎えられ──入室。

　生徒会室には舞まい香かと有ゆ希きと子こ猫ねこと、そして生徒会役員のふたりが揃そろっていた。

「…………」

　ふと、どこか気まずそうに、もじもじとしている舞香の姿を見つけた。

「え、ええと。昨日はごめんなさい、一式くん。お夕飯の途中で、帰ってしまって……」

　申し訳なさそうに舞まい香かは言って、頭を下げた。

「村むら田たさんから今日のことを聞いたので……お詫わび、というわけではないんですが、こちらで準備しておきました」

　どうやら昨日の自分の態度を気にしているらしい舞香に、一ひと式しきが「そんな、全然大丈夫です」と伝えると……緊張した頰を少しだけ緩めてくれた。

　……よかった。

　昨日の落ち込み具合というか、元気がない様子を見ていただけに、こうして杏あん樹じゆを喜ばせるためのイベントに舞香も参加してくれるだなんて、あらゆる意味で想像していないことだった。

　──テーブルにはお菓子やジュースが並んでいる。

　これらも全部、舞香たちが用意してくれたようだった。

　一式は改めて、舞香にお礼を言おうとしたけれど、

「……じゅる」

　書記の黒くろ美み月つき銀ぎんが、テーブルのお菓子を見つめ、涎よだれを垂らす。無言で。

　しかしその眼まな差ざしは雄弁に物語っていた。

（おかしだぁ……っ）

　と。騒がしいくらいに。

「あらあら。早くはじめませんとお菓子も飲み物も一瞬でなくなってしまいますわね」

　副会長がくすくすと微笑む。

「そ、それじゃあさっそく今日の特別生徒会をはじめますね」

　舞香のかけ声をきっかけに、各自が長テーブルを囲んで、着席。

「ごめんなさい。杏樹ちゃんは、本当はクラブ活動をしたかったみたいですけれど、私たちにはこれくらいしかできなくて」

　申し訳なさそうな顔をする舞香に、杏樹は、

「ううん、充分だ」

　と首を振り、

「こうしてここに参加していられるだけで、どきどき、わくわく、大変なんだよ」

　そう言って笑っていた。

　何でも喜ぶ女の子──きっとそれはこの子の美徳なのだろうと、少し偉そうだが、一式は改めて思った。

「……こうして集まったのはいいけど」

　ふと、有ゆ希きは首を傾かしげるようにして、言う。

「ねえ、今から、何をするの？　適当に雑談をするだけ？」

「そうですね……」

　舞香はいつも生徒会の会議などで使っているのだろう、ホワイトボードの前に立ち、

「一つひとつ簡単な議題を立てて、それについて順番に話していくというのはどうでしょう。面白い話をした人から、お菓子を食べられるというルールです」

「……っ」

　銀ぎんは絶望的な顔をした。

　いや、無表情、ではあるのだけれど。

　それでも思っていることがひしひしと伝わってくる──

（……お話？　お話、なの……？　やだよ……私、そんなの、出来ない……ひどい、ひどいよ……飢えて、死んじゃう……）

　とか何とか。そんなところだろうか。

「むむむ、なるほどなるほど……それじゃあ──はい……っ」

　今まで黙って聞いていた子こ猫ねこが、びしっと、率先して挙手をする。

「最初の議題はね……えっちな話、なんだよ……っ」

　それしかないんだよねっ、と鼻息を荒くする。

「はい、わかりました」

　にっこりする舞まい香か。

「実はあみだくじを作ってきているので、それを使って議題を決めようと思います」

「え、む、無視……？　私、無視されたのかな……？」

　がっくりとする子猫だ。

「ううう、心にいっぱい激痛が……っ」

「だって……。猫ねこ屋や敷しきさんが言うだろうことはだいたい予想できてましたから」

　苦笑いを浮かべる舞香。

　Ａ４サイズの紙面に、油性ペンでくじの線を引いたものを取り出し、全員に見えるようテーブルに置いた。

　舞香は言う。

「それではみなさん、出発点を選んでくださいね」

　ゴール地点で紙は折り返されている。

　その内側に議題が書き込まれているのだろう。

「ん～……なら、私はここにするっ」

　杏あん樹じゆは真ん中の出発点を指さした。

「じゃあ、俺は……」

　一式がどこにしようかと、人差し指をさまよわせていると、杏樹がその手をがっしりと握り、

「お前は私の隣にしておけばいい」

　そう言って、一式の指先を、自分の線の隣に着地させた。そして一式の顔を見上げ、にっこり笑う。

　……まあ、どこでもいいけれど。

「…………」

　その様子に舞まい香かが目を細めていた。

　昨日までの舞香なら、くっつきすぎですっ、とか、いやらしいですっ、とかなんとか、そう声を上げていた筈はずなのに。

　今日は何も口にしなかった。

　……だがこうして何も言われないと、逆に、怖い。

　一ひと式しきはひきつったような笑顔でいるだけだった。

　それぞれがそれぞれの出発点を選択。

　最初は杏あん樹じゆの議題から確認することにする。

　……あみだはゴールの一つひとつを確認できるよう、折り返された部分にハサミで切り込みが入れてあり、それを開くと──

「んんっ、好きな人の話、かっ」

　──現れたベタな議題に、しかし杏樹は嬉うれしそうだった。

「……あれ」

　対して舞香は首を傾かしげると、

「私、ここにこんな議題、書いた覚えが」

　不思議そうにぱちくりしていた。

「ふふ」

　副会長が不敵に微ほほ笑えみ、

「この私わたくしめが制作したものと会長が作ったものとをすり替えておきました。会長だけ答えがわかっていてはつまらないでしょう？」

　どうやらあみだには参加しないらしい副会長がそう言った。

「……うー。好きな人の話。私が答えたかったのに。……一式くんへの愛を思う存分、語りたかったのに……っ」

　ありったけの不満を表現するように唇を尖らせる舞香。

　……その様子では、たぶん、舞香が選んでいた所が本来ならその議題とつながっていたのだろう。

　色いろ恋こい沙ざ汰たの話題は舞まい香か先輩の好みそうなところだな、と一式は小さく笑いながら、そう思う。

「ん～……好きな人、好きな人、か」

　杏樹は腕を組み、難しい顔。

　しばらく考え込んでいたが、目を、見開いて……。

「うん。よく、わかんないな！」

　元気よくそう答えた。

「好きな人の話。私、これはむしろ話す方ではなく聞きたい方だ。な、そう思うだろ？」

　何な故ぜか同意を求められた一式は、

「え、あ、ああ……？　そうだな？」

　と曖昧にうなずいて答えた。

　すると杏あん樹じゆは満足そうににっこりする。そして続ける。

「んー。……議題というくらいなのだから、私だけがこの項目について語らなければならないと、そういうルールではないんだな？　うん。だったら私は……他の人間たちの意見を聞きたいな。……そういうわけで、ほら、お前に発言権を譲るよ」

「え……」

　突然指名された有ゆ希きは驚いた顔。

「私に……？」

「ああ、そうだ。この中だとお前が一番、恋愛関係の話では実のある何かを語って聞かせてくれそうだなって、そう思ったんだ」

「……杏樹が引いた議題なのに。どうして私が」

　思い切り不服そうな顔をする有希に対して、杏樹は不思議そうに首を傾かしげてみせる。

「どうしてって。そりゃあ……あれだろう？　私は恋愛については詳しく話せないし、それにここ数日間、お前たちと同じ所で寝起きしていて何となく感じたことなんだけど。……お前」

　杏樹は隣に座る一ひと式しきの袖そでを軽く引っ張り、

「こいつのことが、大す──」

「……っ」

　勢いよく立ち上がる有希。

　ガシャン──椅子が後ろに倒れて大きな音が。

　驚いて。みんなが一斉に有希を見る。

　そんな中でも杏樹は平然と言い直す。

「ええっと、だからな。……私の予想が間違っていなければ……村むら田た有希。お前は、こいつのことが」

「か、帰ります……っ」

　有希は声を高くする。

「え、でも、有希、まだはじまったばかりじゃ」

「帰るの！」

　一式の制止を振り切り、有希は足早に生徒会室の扉を開き……だがしかしそこで足を止めると、くるり、一式を振り返って、

「……バカっ」

　と、一言残し、出て行った。

「……何な故ぜ、俺が、怒られるんだろう」

　一式は納得できなかった。

「えー。そりゃあいーくんがバカだからなんだよ」

　子こ猫ねこに楽しそうに笑われてしまう。面白おかしくてたまらない、というように。

「……私、余計なこと言ったのかな。帰ったら謝らないと」

　不安そうに見上げてくる杏あん樹じゆに、一ひと式しきは上手な言葉を返せなかった。

　頰をひきつらせたまま、苦笑い……それが、やっとだ。





２






　議題は好きな人の話から、今まで体験した一番怖い話、恥ずかしかった話、等々と続いていき……一通り全員の番が終わった頃には空は暗くなりはじめ、校舎内には生徒たちの気配も少なくなりはじめていた。

「……今日はありがとうございました。有ゆ希きのことも心配ですし、俺たち、そろそろ帰ります」

　いっぱいお菓子をもらってご機嫌そうな杏樹の手を引く一式は、舞まい香かから、

「はい、今日は中々楽しかったです。村むら田たさんの意外な表情が見れましたし……うふふふ」

　とすっかり元気を取り戻した微ほほ笑えみを向けられて、副会長には、

「お片づけは私たちがしておきますわ。気をつけてお帰りくださいね」

　と見送られ、生徒会室を出ようとしたのだけれど……。

「…………」
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　ひとり。

　教室の隅でカーテンにくるまりいじけている女の子を発見した。

　生徒会役員の黒くろ美み月つき銀ぎん。

　……銀はお菓子を貰もらえなかった。

　面白い話が出来た人にお菓子をあげる、そういうルールだったから。

　銀は無口だ。

　……それも、圧倒的な──どこか頑かたくななまでの、寡黙さだ。

　だから。

　順番が回ってきても銀だけは何も話せず、だけどお菓子は欲しいしどうしよう……でも、私に、面白いお話だなんて……無理だよ……ともじもじもじもじしてばかり。

　いつも無口無表情な彼女にしてみると、たったそれだけのことでも非常に珍しい反応だった。

「……ぐす」

　カーテンに隠れているので顔は見えないけれど、もしかすると泣いているのかもしれない。そんな気がした。

　空腹は彼女にとって何より悲しく……世界が終わってしまうよりも大問題。たとえ空がひび割れ、その鋭い青空の破片が嵐のように地上へ降り注いでくるよりも、ずっと。

「銀」

　一ひと式しきはそんな銀に声をかける。

「これ、あげよう」

　あめ玉を銀に差し出す。

　一式が恥ずかしい話をして（その内容は秘密にしたい。名誉のために）、それを子こ猫ねこに大爆笑に次ぐ大爆笑で称たたえられてしまったことの報酬として、もらったものだ。

「…………」

　ちらり。

　カーテンから顔を出す銀。（……もらって、いいの？）

「俺、あまいもの苦手なんだ」

「……っ」

　ぱーっと。

　銀の表情にお花が咲く。

　恐る恐る一式から受け取ったあめ玉を、大事そうに両手に包み……そして何故だかそれを頭高くに掲げ、目を輝かせていた。

（……あめ玉、すてき。きらきらしている）

「はは」

　喜んでもらえたのなら、よかった。

　この前意地悪したことのお詫わびになればいい。

「それじゃ、改めて帰ります。お疲れさまでした」

　片づけを押しつけてしまってすみませんと、そう言って帰ろうとした一ひと式しきに、

「なあなあ、最後に屋上へ行ってみたい」

　と、杏あん樹じゆが小さく腕を引っ張って主張した。

「屋上に？　どうして？」

「あとは美お味いしいお弁当を屋上で食べられたなら、学園生活の楽しいことは私の中でコンプリートなんだ。……今、お弁当はないけど、美味しそうなお菓子なら、ほら、いっぱいあるし。今回はそれで我慢する」

　そう言って杏樹は、

「お前にも好きなのをやるからな」

　と。

　両手に抱えたいっぱいのお菓子を一式に見せる。

「放課後の、人気のない屋上でお菓子を食べる。ちょっと変かもしれないが、これで、私の青春との戦いは勝利で終われる。ホームランだぞ」

　にっこりと笑う杏樹であった。

「…………」

　屋上、か……。

　人気のない場所。

　杏樹を連れて行っても騒がれることはないだろう。

　そして本日、最後の予定は……杏樹と話をすることだ。

　もちろんと言うべきか、彼女に了解を取ってはいないが、そう決めている。

　杏樹とふたりで込み入った話をするには、この時間帯、他に誰もいないだろう屋上は相ふさ応わしいのかもしれない。『刻こく魔ま館かん』では常に誰かの存在を意識せねばならないだろうから。

　一式は細く息を吐き出した。

　……覚悟を決めよう。

　改めて杏樹と話す。

　何となく気まずくて、今の時間まで先延ばしにしていた。

　杏樹の笑顔を曇らせてしまうかもしれないが……。

　だけどこれは必要なことなのだ。

　そう、自分自身に言い聞かせよう。




「それじゃ、気をつけてね、いーくん」

　ふたりで生徒会室を出ようとする背中に、子こ猫ねこが軽やかな声をかけてきた。

「私は今から夜の町に遊びに出るから、まだ『刻魔館』には帰らないんだけど……帰り道、くれぐれも気をつけて、なんだよ」

　一式は首を傾かしげる。

　念を押されるようなその言い口に、奇妙な引っかかりを覚えてしまう。

「気をつけて、ですか？」

「うん。吸血鬼ヴアンパイアの殺人犯に襲われないよう、充分に気をつけて、なんだよ」

　……ああ。そうか。

　子こ猫ねこ先輩は『吸血鬼騒動』を以前から気にかけていたな。一ひと式しきは思わず、隣に立つ杏あん樹じゆをちらりと見てしまう。

「んー。何でだかこの町はよく人が死ぬよね。くわばらくわばら」

　わざとらしく身震いをしてみせる子猫。

「…………」

　……確かに。

　一連の『吸血鬼騒動』、だけではなく。

　この弁べん天てん町ちようではよく人ひと死じにが出る。

　荒廃しきった無法地帯のように、朝、目を覚ませば、仲のよかったクラスメイトが数人死んでしまっている──なんていうほどのことではもちろんないが、それでも他の町と比べれば……ひいては人のごった返す大都市に負けないくらいの殺人事件は、起きてしまっているのではないだろうか。

　この町、呪われてるんじゃないのか、とそう思ったこともあった。

　……両親を失ってしまった自分が、その死の呪いでも運んできたのではないか、とも。

　志し摩ま燐りん太た郎ろうをも殺してしまった、どうしようもなく濃厚な、死の呪い。それが町に充満してしまったのではないのか……？

　事実。

　村むら田た有ゆ希き曰いわく、昔はここまで殺人事件は起きていなかったということだ。

　ついこの間も──今回の連続殺人事件吸血鬼騒動とは別の事件で──人が殺されてしまったばっかりだ。

　先日クラスメイトたちがひそひそひそひそ、話し合っていたのを一式は思い出す。

　隣町の学校教師が、首ギをロ切チ断ンされ、殺された事件があったと彼らは囁ささやき合っていた。

　何な故ぜだか、隣町の教師が、この町で、である。

　不可解な事件。

　だがそれは。

　その原因は。

　その原因だけは。

　実のところ、誰もが既に、知ってしまっている。

「噂うわさによればこの町には『正義の味方』とか呼ばれてる変な奴やつがいるみたいだからさ。いーくんも聞いたことくらいはあるでしょう？」

　と言って子猫は肩をすくめる。

『正義の味方』

　つい最近そう呼ばれるようになった、この町のどこかに潜む悪人ばかりを狙った殺人狂。

「そいつに……ううん、もしかしたら、そいつ〝ら〟かもしれないけど……、今回の『吸血鬼騒動』の犯人も、『正義の味方』に任せてしまっていいんじゃないかって思うんだよ。犯行の手口からして、犯人は自分のことを『吸血鬼ヴアンパイア』だと思い込んでいる節ふしのある猟奇的な殺人犯だ。充分悪人なんだから『正義の味方』が放っておくわけがないんだよ。このまま放置しておけば、そいつらが勝手に殺してくれるんじゃないのかな」

「…………」

『魔物』に『追っ手』に、『連続殺人事件吸血鬼騒動』、そして『正義の味方』

　どいつもこいつも……。

　どうしてそうも、こんな片田舎の小さな町に密集したがるのかは知らないが。

　自分の人生、突然、駆け足気味になってしまったなあと感じる。

　あまりにもここ数日の濃度が高く……この二に之の宮みや杏あん樹じゆという女の子と出会ってからというもの、まるで世界が加速していっているかのような感覚に、一ひと式しきはめまいを覚える。

　……頼むから、おいていかないでくれよ、としがみついているのが、やっとだ。

「……そうですね。『正義の味方』がこれからも、悪い奴をやっつけてくれるのなら、俺たちも楽でいい」

　一式はそう子猫に答える。

　……だけど。

　贅ぜい沢たくを言うようでは、あるのだが、

「あんまり正義をがんばられると、それはそれで、俺たち『悪党』のやることが減ってしまって困りますけど」

　一式の軽口に「違いないね」と子猫はおかしそうに満面と、笑った。

「でも、『正義の味方』と『悪党』は、いずれ戦う運命にあるものだけどね」




　……そんな風にして。

　杏樹を学園へと連れて行った今日という一日は、特別何事もなく平穏無事に終わるのだろうと思っていた。

　放課後を待つまでの間、杏樹が外食に興味を示しているようだったので、昼食は彼女を連れて近所のラーメン屋へ食べに出たり（餃子ギヨーザというものはすごい美お味いしいものなのだな！　と杏樹はご機嫌だった）、ついでに日用品などを一緒に買い出したりなどしはしたが……。

　たったそれだけの一日。

　……あとは杏樹ともう一度、しっかりと話して、終わり。

　そう思っていた。

　杏樹が悪人である筈はずがない。

　そうだ。悪人が、自分を殺して欲しいだなんて願うわけがないのだ。

　だから故に。

　自分や有ゆ希きの心配だなんて、脆もろくも杞き憂ゆうに終わるのだろうとばかり思っていた。

　いや。

　そうであって欲しいと、頑かたくなに願っていたのだ。

　一ひと式しきは……。

　そんな自分自身の暢のん気きさに、ほとほと呆あきれ果てることになる。





０






　さあ、屋上だ。

　今こそ『粛清』のとき。

　邪魔なあいつを始末するそのときだ。

　油断にゆるんだその顔が、ありったけの恐怖に歪ゆがむ瞬間を想像する、それだけで……。

　ああ……。

『能力』の付与されたこの掌てのひらが、じくじくと、ぐずぐずと、うずくようだった。

　私はずっと。

　ずっとずっと、この瞬間を、待ちわびていたのだから。





３






　……屋上。

　誰もいない放課後のその場所で。

　ふたり……。

　一式と杏あん樹じゆは、貰もらったお菓子が美味しいだとか、私もあめ玉食べたかったぞ、だとか、空が綺き麗れいだな、だとか。本当に取るに足らない、何気ない会話を交わす。

　そして眼下に広がる弁べん天てん町ちようを見下ろしていた。

　時折冷たい風が吹く。冬の到来を予感させる冷たさだった。

　ガランガラン。

　鐘が鳴る。

　下校時刻を知らせる合図。

　ふと、会話が途切れた。

「…………」

　さあ、もういいだろう。

　お菓子も食べたし、雑談も充分だ。そろそろ本題へ移ろうか──

　一式がそう覚悟を決めたのとそれはほぼ同時だったように思う。

　……杏あん樹じゆが。

　隣でご機嫌そうにお菓子を一つひとつ、大事そうに食べていた、二に之の宮みや杏樹が。

　突然……ぴたり。

　その表情を硬くして、うつむいたのだった。

　まるで、一ひと式しきが何か口にするのを察したかのような、タイミングで。

「杏樹？　どうした？」

「…………」

　杏樹は何も答えない。

　ただ、黙だんまり。

　ぽろりと、手からお菓子を落としてしまう。

　その表情は影となり、窺うかがえない。

　どうしたんだろう。何か、あったのだろうか。

　首を傾かしげる一式の……その耳に。

　確かに、それは届いた。




「……ずっと、監視していた。お前のことを」




　それは、地を這はうかのような低い声だった。




「……答えろ、人間。お前の血は、美味いのか？」




　ゆっくり。

　ゆっくり。

　ゆっくりと……。

　杏樹が、顔を上げる。

　その眼まな差ざしは……。

　その、表情は。

　ただただ呆ぼう然ぜんと立ちすくむばかりの一式を、鋭く、射い貫ぬいていた。

　息をのむ。

　杏樹……。

　噓うそ、だろ。

　志し摩ま一式はついに出会ってしまったのだ。

　事件の真相。

　弁べん天てん町ちようを騒がせる、『吸血鬼ヴアンパイア』に。




「……お前を殺すこの瞬間を、ずっとずっと、待ちわびていたぞ、人間め」
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０






　ある日の真実が、永遠の真実ではない。





１






　現れたその男は、華奢で小柄なごくふつうの東洋人のように見えたが、しかしよくよく観察して見れば日本人離れした彫りの深い顔立ちをしており、西洋人のように見えなくもなかった。

　喪服のように真っ黒なスーツ、オールバックの髪型と、真っ白な手袋をはめたその姿。

　その出いで立たちはまるで。

　……まるで、絶望的でいて絶対的な死を運ぶ死神を、一ひと式しきに思わせた。




　数分前のこと。

　生徒会室を出て、杏あん樹じゆとふたり──眼下に広がる校庭や、遠目に映る町の光景を眺めているときだった。

『……ずっと、監視していた。お前のことを』

　死神は。その男は……突然、姿を現したのだった。

　まるで襲撃のタイミングを探り、ずっとずっとこちらの様子をうかがっていたかのように。……必要充分以上の静かな殺意を、その表情に、その存在そのものに、貼り付けて。

　殺意の塊であるかのような男の接近に、一ひと式しきよりも素早く感づいたのが杏樹だった。

　近づいて来るその脅威の気配に、息をのみ、顔を伏せ。

　……そして。

　再びゆっくりと顔を上げた杏樹の視線は、警戒心に鋭く磨かれ、一式の姿を射い貫ぬき……その背後を見つめていた。

　一式は振り返る。

　屋上の出入り口。

　開け放されたままだったドア。

　そこに、その男は静かに立っていた。

　更に続けて、杏樹は言ったのだ。

「……『魔物』だ」、と。

「気配で、わかる」、と。

　杏樹は一式の背後へ隠れるように、身体からだを小さくしていた。

　秋空は鮮やかにワイン色──夜の一足がじんわりとその色を濃くしはじめている。

　そんな、人間たちが本能的に怖さを感じはじめる時間帯……。

　志し摩ま一ひと式しきはついに出会ってしまった。

　二之宮杏樹を追跡する『追っ手』の男に。

　いいや。違う。

　それだけではない。

　もっともっと最悪なものと、出会った。

　ずきり。

　胸が痛んだ。心が、軋きしんだ。

　ああ、ついにこの日がやって来た。

　過去がついに、追いついてきたのだ。




　……一式はその男を知っていた。

　痛烈に、記憶させられていた。

　忘れられるわけがない。忘れられる筈はずもない。

「……何で。お前が。こんな所に」

　一つひとつ。確かめるように一式が言葉を投げつけたその男は。その、死神は。

　数年前……。

　志摩燐りん太た郎ろうの命を奪った時とまるで変わらぬ顔つきで、そこに佇たたずんでいた。




「ふん。……ずいぶんと大きくなったじゃないか、人間め。見違えるようだな」

　──ふと。

　男が囁ささやくようにたった一言、そう吐き出した。

　まるで肌に粘りつくような、ただただ不快でしかないその声色に。

　一式は遠い昔の記憶を、幼い恐怖と共に、引きずり出され──……。

「……ッ」

　ぐらりと、揺れる。

　今、震えているのは自分自身か──それともこの世界そのものなのか。よくわからなくなってしまう。

　一式の脳裏に蘇よみがえるのはあの日の光景、ただひとつ。

　自うぬ惚ぼれた愚かな自分を庇かばい。

　志摩燐太郎はこの男に殺された。

　当時。幼く未熟な自分には何が起きたのかはっきりとわからなかったが──燐太郎は決定的な一撃を、この男に見舞われた。辺りに謎の腐臭を撒まき散らし、どこまでもどこまでも執しつ拗ように追って来る──まるで死神のようなこの男に。

　すべてのことの発端はあくまで自惚れていた自分自身の軽率な行動だ。燐太郎はこの俺の軽薄さの犠牲となったのだ。そんなことはよくよくわかっている。誰かに責任を押しつけたいわけではない。それでも……志摩一式の人生の目的は、太陽は──『復ふく讐しゆう』、なのである。そう誓い、生きてきた。

　その対象はふたり。

　両親を虐殺した『漆黒の男』

　そして、こいつだ。志し摩ま燐りん太た郎ろうを手にかけた、名も知らぬ『魔物』

　幼い心に拭いきれぬ恐怖を植えつけられた、ふたりのうちの、ひとり。

　……まさか。

　まさかこんな形で出会おうなどとは、欠片も思っていなかった……。




「……我が名は尾お上がみ夕ゆう夜や──」




　ぽつり。『追っ手』が、そして死神が、呟つぶやくようにそう言った。

「お前を殺す……『魔物』の名だ。カテゴリは、『吸血鬼』。心に刻め」

「吸血鬼ヴアンパイア……」

　一ひと式しきは反復する。

　その言葉は一式にあることを思い起こさせた。

　……この町を騒がせている連続殺人事件吸血鬼騒動。被害者は、まるで、『吸血鬼ヴアンパイア』に襲われてしまったかのような……。という話。

「…………」

　一式は眉根を寄せた。

　……何が、どうなっている。

　志摩燐太郎を殺した『復ふく讐しゆう』すべき、敵かたきを討つべき、その対象。

　その対象男が、杏あん樹じゆの『追っ手』で？

　今、杏樹を狙い、目の前に居て？

　おまけに町を騒がせる『吸血鬼』の、その正体……？

　わけがわからない、というのが正直な感想だ。

　何がどうなっているというのだ。

　混乱する。

　心がざわつく。

　……だが、確かなことはある。

　この男がこちらへと明確なまでの殺意を向けているということだ。

　そして、この志摩一式にとって果たすべき『復讐』の対象、そのひとりが……目の前にいるということだ。

「…………」

　ふと。

　一式は杏樹を受け取った夜のことを思う。

『豪腕少女』──杏樹を狙いやって来た最初の『追っ手』

　もしもまた『魔物』に襲われることがあるとしたなら、次の相手も彼女だろうと、理由もなく考えていたところがあったように思う。

　……だがしかし。

　今、目の前に立ちはだかるのは──志し摩ま燐りん太た郎ろうの敵であるあの男。

　これは何の因果だ。

　どうしてこいつが杏あん樹じゆを狙う？

　杏樹を目的とする『追っ手』とやらは、『魔物』は……単体なんかではなく、複数、存在しているということなのだろうか。

　それともまさか。

　まさか……。

　目的は、俺か？

　燐太郎を殺したあの日から、この『魔物』は今日までずっと俺を探していたのだろうか。

　あれからずっと、ずっと。数年もの間、俺を探し続けていたというのだろうか……。

「……そんな、バカな」

　ああ。これは、まずいな。

　一ひと式しきは激しく動揺し始めている自分に気づく。

『虐殺の夜』『燐りん太た郎ろうの最期』──そんな光景ばかりが脳裏を過よぎる。そんな、取り返しのつかない事実ばっかりが、濁流のように横切っていく。

　ダメだ。しっかりしろ。前を見つめろ。

　今の自分は護まもられる側ではない。今度は自分が『魔物』から杏樹を護る番……。

　そうだ。彼女を護らなければ。

　遠い昔……燐太郎が自分のために、そうしてくれたように。

　だというのに。

　理屈では、よくわかっている筈はずなのに。

「……っ」

　手が震える。視界がじんわりと、揺れる。

　戦えるか……？　俺はちゃんとやれるのか？

　もう二度と自分の下らないミスや思い上がりのせいで誰かを死なせたくはない。

　──お願いだ、燐太郎。

　ほんの少しだけでいい、この俺に力を、勇気を、貸してくれ。




「…………」

　対たい峙じしたまま既に数分間が経過していた。

　一式と『魔物』の距離は縮まらない。どちらも相手の目を、その全体を、しっかりとにらみつけ動かない。相手の初動を互いに窺うかがっていた。

　一ひと式しきの背後には杏樹が佇たたずむ。

　心配そうな視線を背中に感じる。

『追っ手』

　杏あん樹じゆを狙い、杏樹を連れ戻すために現れる者。

　もしも杏樹が先に気づいてくれず、後ろから突然襲われでもしていたら──対応できていたかどうか、怪しい。こうまで露骨に殺意を示す相手が、何な故ぜ、奇襲をかけてこなかったのか。その点には疑問が残る。わざわざこうして姿を晒さらし、名乗り上げてまで、まるで自らの存在を強烈に主張するような真似をすることも。

　だが襲われたのが屋上でまだよかった。

　放課後のこの場所に姿を見せる生徒はそうそういない。ちょっとした戦闘行為に無関係な誰かを巻き込んでしまう心配もそれほどない。そして念のため、いくつか武器を携帯してきてよかった。その点も、安心──少しずつ、少しずつ。冷静さを取り戻そうと努力する。

　そして。重要な点はもうひとつ。

　この男が目の前に現れたことで……。

　杏樹は俺たちの敵ではないのだと。

　その可能性が高まったのだ、と。

　そう安心してしまっていいということになるのかもしれなくて……。

「……っ」

　一式はふるふると頭かぶりを振った。不要な考えを追い出そうとするように。

（わからないことばかりだ。理解できないこと、ばっかりだ）

　だからこそ。

（……今はごたごた考えず、とにかくこいつを排除することだけに専念しなければ）

　……二に之の宮みや杏樹の依頼内容を今一度、改めよう。

　杏樹のことを連れ戻しにやって来る『追っ手の魔物』を生きたまま捕まえて、杏樹の父親の居場所を吐かせる。それが依頼達成の第一歩。

『豪腕少女』や両親を殺した『漆黒の男』

　彼らと同等レベルのポテンシャルをこの男が秘めているとしよう。

　そんな相手を拘束し、杏樹の父親の居場所を聞き出さなければならないだなんて……。本当にそんなことが可能なのだろうか。

　一式が、悶もん々もんとした不安にその意識を吞のまれている最さ中なか、

「…………」

　男は何も言わず、右手にはめていた白色の手袋を外した。

　そして肌のむき出しになった掌てのひらを、こちらへ向かって掲げて見せる。

『魔物』は人間には扱えない特殊な能力を持つのだという。

〝手袋を外す〟

　それで能力の使用条件が整ったのだろうか。

〝奴やつらと抗戦する場合にはまず相手をよくよく観察するように〟、とは燐りん太た郎ろうの言葉。その秘めたる力の正体を突き止めない限りは、迂う闊かつに接近することは許されない。

　故に。一ひと式しきは〝敵〟を観察する──

　丸腰の男にとってその掌こそが武器であると……そういう認識で正解だろうか。

『豪腕少女』は単純に怪力を発揮する能力──であったのだろうと判断する。

　そして八年前、両親を殺した漆黒の『魔物』

　奴は触れたものを、正確には触れた人間を、破裂させていた。

　それがいったい、どんな能力であるのかは定かではない。

　奴同様、いいや、それ以上に──今、目の前にしている『魔物』の能力は謎に包まれていた。

　燐太郎に致命傷を与えた一撃も、あのときはまだまだ幼く、弱かったが故に、その正体を見極めるだけの余裕も力も、持ち合わせてはいなかった。

　一式は慎重になっている。

　何なに分ぶんこちらは無能力。

　いくら最強の殺し屋と謳うたわれていようとも──所しよ詮せんはたかだか人間世界の最強だ。

　当然、無謀な特攻を仕掛けられるほど自分の命に対して軽けい佻ちよう浮ふ薄はくになった覚えもまるでない。

　そうだ。俺は生きたいのだ。と一式は強く思う。

　ここはまだ、俺の望んだ死に場所ではない──

「ふぅ」

　深く深く、深呼吸。

　幼い頃に植え付けられた恐怖から、自然と震えてしまっている両手両足に、改めて力を込めた。

　強くなる。

『復ふく讐しゆう』のひとつをここで果たして──今日、俺はこの恐怖を乗り越える。

　そして。

　……誰よりも長く。

　誰よりもしつこく。

　決して逃げ出すこともせずに。

　俺は、生きる。

　それが俺の願いだ。

　そのために。




「……お前の存在、全力で、殺させてもらう」




　一ひと式しきは護身用にと携帯していたサバイバルナイフを抜き出し、投とう擲てき。その行動は隙をついた初動としては申し分ない素早さだった。

　しかし。

　その切っ先が、『魔物』の掲げた掌てのひらを貫つらぬこうかという、その瞬間──

　ナイフが、消えた。

　重さ六百グラム以上、刃渡り二十センチ以上ある大振りのナイフが……空中で、瞬く間にその姿を消したのだった。

　一式は……瞠どう目もくする。

　どういうことだ……。何が、起こった。

　まるで種明かしをしてもらえない高度すぎるマジックを披露されたかのような感覚だった。

　底意地の悪い『魔物マジシヤン』は、一歩、二歩、こちらへ歩を進めはじめた。

　ゆっくり、ゆっくり、ゆっくりと。

　……その様子にはもう既に、自らの勝利を確信している者の余裕が感じられた。

　舐なめるなよ。

　俺は。志し摩ま一式は舐められるのが、何より、嫌いだ。

『魔物』に対する無条件の恐怖心は、一度はじまった戦闘により見えないふりを決め込めている。

　そこは腐っても最強である。集中力が恐怖を覆って隠す。

　一式は拳銃を──愛用のグロック17を構え、その引き金を引き絞る。

　一発、二発、三発と、立て続けに発砲。

　消音機サプレッサーをあらかじめ装備しておくことは忘れていない。学園内とはいえ、心おきなく引き金を引ける。

　……的確な射撃だった。

　一撃……心臓。

　二撃……喉元。

　三撃……眉間。

　それぞれ急所を撃ち貫く躊躇ためらいのない銃撃。だったのだが……その弾丸を受けた筈はずの『魔物』は、動じることなくこちらへと接近して来る──その緩やかな歩くスピードを維持したままに。

　……銃撃がきかない？

　バカな。

　そんなことがあってたまるか。

　目の前の光景を容易には受け入れられない一式だが、しかし違和感を覚える。

　投とう擲てきしたサバイバルナイフが空中で消えたことを思い出す。銃撃がきいていないのではない。もしや射撃したその弾丸が、彼自身に届いていないのではないか……と、そう感じられた。そう、感じざるを得ないほど、あまりにも手応えがなさすぎたのだ。

　弾丸が投擲したナイフと同じように途中で消えた……？　彼の身体からだに到達するその前に、空中で……。このあまりにも実感のなさすぎる手応えは、きっと、そういうことなのではないだろうか。

　そんな自分の疑問を裏付けするため、まさかな、とは思いながらも、一ひと式しきはもう三発ほど弾丸を男に浴びせた。

　消音機から漏れ聞こえる小さな小さな破裂音が立て続けに、三つ。

「…………」

　男は。『魔物』は。……死神は。何事もなく、こちらへと接近して来る。余裕の表情は崩さずに。

　……やはり効果はないか。

　なるほど。

　弾丸は届いていない。彼の目の前で消失──してしまっている。そう、考えよう。奴やつの能力の正体を暴くためのヒントが、きっと、ここにある筈はず。この〝観察〟は正解ではないかもしれないが、今のところは、そう結論づけておこう。そうでなければ、目の前の光景を上手に飲み込めない。

　どうであれ拳銃による攻撃は彼には効果なし。

　……では、どうする。

　物理的な直接攻撃しか手段のない、ただの人間無能力者である自分には、この『魔物』に対して、どのような立ち回りが出来うるのだろう。

　相手はあと数歩ほどで、この両手両足が届く距離──肉弾戦の射程距離内に入って来る。

　一式は拳銃を放り投げ、構える。腰を低くし、いつでも体重の乗った拳を放てるようにと。

　……だが、相手は直前でナイフだろうが銃弾だろうが、一瞬で消し飛ばしてしまえる謎の力を持つ、能力者。

　無闇に拳を突きだしていいのだろうか。

　今度はこの拳が消し飛ばされてしまうのではないか。

　そう思うと、そう、思ってしまうと……こつり、こつり、こつり……とうとう男が、余裕の笑みで悠然と──拳の間合いに入って来たのだが、

「……っ」

　それでも、一式は手出しが、出来ない。

「どうした。もう、終わりなのか？」

　男は意地の悪い嘲ちよう笑しようを頰に深く刻み込む。

「人間。人間。……人間め。この地球上でもっとも弱い……最低最悪の最弱が……いつまでもいつまでも、何年も何十年も、何百年も何千年も、なんの根拠もなく偉そうに……我が物顔で地上を、徘はい徊かい、しやがって。支配してやる。支配してやるぞ、ゴミくずどもが。……ああ、まずは、その取るに足らないちっぽけにすぎる命からだ。呪われろ、呪われてしまえ。そして死ね、のたうち回って助けを乞えよ。そうして私を、満足させてみせてくれ」

　男がその掌てのひらを一ひと式しきにゆっくりと……近づけてきた。

「……くそっ」

　ごめん、燐りん太た郎ろう。また教えに背く──〝観察〟は、終わりだ。

　こんな問題。考えても始まらない。

　考えて考えて考え続けて足踏みするくらいなら……目の前の石橋を叩たたき割ってしまう、くらいなら……。

「とにかくやってみるしか、ないだろっ」

　……さしのべられた男の手を払いのけ、まずは一撃、男の顔面に拳を見舞うことにした。

　しかし。

　……男の腕を払おうとした、その直前……じゅわっ……肌に焼けるような激痛が。

「っ」

　咄とつ嗟さに、飛とび退のく。

「は──ははっ、触ったな、呪われたな、人間ゴミくずがっ」

　勝ち誇ったように男は言った。

「握ったぞ。ついに、支配したぞ、お前の命を……」

　一式は痛みが走った腕を確認する。……患部がどす黒く、変色していた。そして思わず顔をしかめる刺激臭。

　これは……。

　まさか……。

「……腐ってる？」

　男は笑う。

「ああ……そうさ、腐っている。その通りだ。それが私の『能力』だ。お前はそのまま全身を腐り落として死んでいくんだ。お前を護って死んだ男と同じようにな。あまりにもお前にふさわしい死に方だとは思わないか」

「…………」

「なあ、教えてくれよ。どうなんだ。……気分だよ。今の気分は、どうなんだ、一方的に命を握られるその感覚は。怖いだろう、恐ろしいだろう、どうして自分がこんな目に──と人生を呪いたくもなるだろう。私たちは、ずっとずっと……そんな、思いを……っ」

「おい。……おい。さっきから……ぐちゃぐちゃごたごたうだうだと……何をわけのわからないことを喚わめいてやがる。少し黙ってろよ、鬱陶しい」

　一式はもうひとつ、ナイフを取り出す。

　携帯していた最後の武器だ。

　そしてその切っ先を……患部に添える。

　そぎ落とす──

　しか、ないのだろう。気は進まないが、仕方がない。方法はそれしか思いつかない。

　一ひと式しきのその様子に、男は愉快そうに両目を細めた。

「無駄だなあ。そんなことをしてもどうにもならない。生き物に限らずこの私に触られた時点で手遅れなんだよ。……いいや、触れようとした時点で、と言い換えた方がより正しいか。とにかくお前は死ぬんだ。非常に非常に残念だけどな。何な故ぜ？　どうして？　その原因なんて、要因なんて、もうどうでもいいことだろう。死んでしまえばみな同じだ」

「…………」

　手遅れだとかそんな言葉。敵対する者のアドバイスを鵜う吞のみにするほど惚ほうけた人生を歩んできてはいない。……考えられうる手段をとりあえずは、取ってみなければ。

　患部を、そぎ落とし、全身に回ってしまうらしいこの腐敗を──取り除くのだ。

　ああ、くそ。

　痛いだろうなあ。

　考えただけで泣けてくる。

　──ぎり。

　歯を、食いしばる。

　が。

「……や、やめろ！」

　意外な方向から制止の声が飛び込んできた。

　……背後。

「だめだ……っ」

　叫んでいたのは、杏あん樹じゆだった。

「そんなことをしたら、血が……っ、血が、いっぱい……っ」

　ああ。

　血が……たくさんたくさん……飛び散るだろう。

　患部は動脈をも侵食してしまっているかもしれない。どうも位置的に怪しい。そうなると……恐ろしいほど出血することになるかもしれない。止血の準備もしておかなければ。その治療行為を、場合によっては杏樹にお願いしたかったのだが……。

「やめてくれ……っ、そんなことを、されたら……私はっ、……私……目が、離せなく、なる……っ」

　杏樹がすがるような声で叫んでいた。

「…………」

　……血が苦手。

　いつだっただろう……杏樹はそう言っていた。私は血が苦手な『吸血鬼ヴアンパイア』だと。そういうエラーがあってもいいだろう、と。

　止血は望めないか。

　だけど、それは仕方がない。

　誰にだって、何にだって、苦手なものはある。

「ああ、そうだな。やめておいた方がいい」

　男が言う。杏あん樹じゆの意見に賛同するように。

「そぎ落とす、か。そんなのは無意味だと言ったろ。ただ痛い思いをするだけで何も、何ひとつ、救われないぞ」

　──まあ、私はそんなお前を見るのも面白おかしいがな、と男は笑みを崩さない。

「これ以上私はお前に何もしない。お前は苦しんで苦しんで、のたうち回り、無惨に、惨めに、ひとり寂しく死んでいくんだ。……本当はもっと早くその姿を拝みたかったのだが……ともあれ、この私を殺さない限り、その腐敗の呪いは解けないし……どんどんどんどん、患部は広がっていくばっかりだ。その速度もこの私の意思次第で遅くも早くも調節できる。全身の肉が腐り落ちるまでおよそ一ヵ月。今は少し長めに設定させてもらっている。せいぜい苦しんで死ぬんだな」

　一ヵ月。そんなもの信用ならない。

　男の意思ひとつで文字通り一瞬でこの身体からだは腐り落とされる可能性も充分にある。だから故に。今すぐそぎ落としてでも患部を排除しなければならない。だが、そぎ落とす激痛は無駄に終わるか。それとも有効か。わからない。選択を迫られる。だからこそ……、

「教えてくれ……」

　一ひと式しきは目を細め、『魔物』へと問いかける。

「……なあ、お前が俺の、太陽か？」

　今日、ここが。

　この瞬間が。

　激痛に立ち向かい、勇気を持って、お前を打倒することが……。

「この俺にとっての『太陽の瞬間』、なのかな」

　燐りん太た郎ろうの敵かたきを討ち。幼い頃に植え付けられた恐怖のひとつを、乗り越える。

　自身の肉をナイフでそぎ落としてまで……。『魔物』、尾お上がみ夕ゆう夜やを倒し、杏樹を護まもる。

　それがこの俺、志し摩ま一式の物語の中で一番重要な場面……なのだろうか。

　一式は思う。

　これで俺は、燐太郎に胸を張れるのだろうか。

　俺は逃げずに戦ったのだと──いつか、両親に自慢出来るのだろうか。

「なあ、どう思う……？　お前は俺の太陽なのか？　答えてくれ、尾上夕夜。結構、重要な問題なんだよ、これは」

「……何を言っているんだ。ついに狂ったか」

　尾上は怪け訝げんそうに眉根を寄せた。

「…………」

　その様子に一ひと式しきは瞼まぶたを閉じる。

　そして、深呼吸。

　太陽……。

　見上げた暗いばかりのあの空に、光り輝くそれはあるのだろうか……。




　──ぱちり。

　どこかでテレビのスイッチが入る。チャンネルが、セットされる。

　そんな音を聞いた気がした……。




「…………」

　瞼を開く。

　……ごめん。

「……杏あん樹じゆ。ごめんな」

　ナイフを握る手に、力を込めて──

「……今日は杏樹が好きなおかずを、何でも、たくさん、作ってやるから──だから、悪い」

　少しだけ、我慢してくれ。

「……っ」

　一式はナイフを引いた。

　肉を切り裂く。

　激痛──ああ、思った通り、めちゃくちゃに、痛い。

　……血が、噴き出す。

　まずいな。動脈を傷つけてしまったようだ。

　急ぎ……意識が飛んでしまう前に、腐った肉を削がなければ。出血量が多い。血が足りなくなる前に、目の前の男に対処、出来るだろうか。

　だが、しかし──

　違った。

　この場合においての。

　この展開に、おいての。

　最大の、問題は──腐敗の呪いより、出血多量のタイムリミットなんかより──もっともっと、別の所に介在していた。

　男の言う通りだった。

　……こんなこと。

　肉を削ぐだなんて。

　ただ激痛に苦しむだけの、こんな行為だなんて……気が高ぶっていたのだろう。愚かだった。選択すべきでは、なかった。

　ここは俺の、志摩一式にとって重要な瞬間では、なかった。

「……っ」

『魔物』である男は、驚いたように、目を見張っていた。

　びちゃびちゃと、一ひと式しきの足下を濡らす真っ赤な色に──……、

「……な、何だ、それは……っ」

　……──何かでは、なく。

　違う。

　違った。

　違うのだ。

　男が驚いた表情で、見つめているのは……自らに刃やいばを向けた一式では、ない。

　その視線は、一式の背後に投げかけられていることに、気づいた。

「う、うううううう」

「……え？」

　後ろから……すぐ、真後ろから、うなり声がした。

「は……はっ……はっ」

　耳元を荒々しく生暖かい呼気が撫なでつける。

　一式は感じ取る。何かが。……何かが、今、俺の背後に立っている。

　じわり。額に汗が浮かぶ。

　なんだ。

　振り返れない。息が、詰まる。

　怖い。純粋にそう感じている。

　耳元をくすぐる荒々しい呼吸……。まるで猛獣にでも追いつめられたような気分。

　──ふふ。

　笑い声がした。

　──ふふふ。

　それは背後からではない、もっと、もっと、別の所から……。

「……っ」

　一式は、目を疑った。

　たった今、ナイフで肉を削いだその傷口に──赤ん坊がひとり、抱きついていた。

　……何が起きているのかわからず、一式は心も身体からだも凝固する。

　──ふふふふふ。

　赤ん坊は、笑う。

　赤ん坊。それを言葉で形容するにはそうとしか言えない何かが……あまりにも醜い、何かが……口元だけは感情豊かに、まるで卑しい大人のように、歪ゆがめられ……。笑う、わらう、ワラウ。どういうわけか皮膚が透け……蠢うごめくピンクの中身が丸見えの……ぴちゃ、ぴちゃ、ぴちゃり……頭の中が、身体の中が、なまめかしく脈打つ内臓物が……真っ赤な、真っ赤な、真っ黒な、真っ黒な……おぞましい姿の赤ん坊が、一ひと式しきの傷口に舌を這はわせ、その血液を美う味まそうに啜すすっている。

　赤ん坊がじゅるりと傷口から血を吸うその度に──身体の中から大量に血液が抜き取られていくのが、実感としてわかった。

　──ふふ、ふふふ。

　泣きたくなるほど不気味な笑い声を発しながら、一式の血を舐なめ続けるその口元は真っ赤に染まり……どくり……ぐじゅり……透けた頭部から覗のぞく脳のう味み噌そが、脈打って……。

「……ううっ」

　吐き出しそうに、なる。

　何だ、なんだ……何なんだ、こいつはっ。いったいどこから現れた……っ。

　腕を振り、赤ん坊をはたき落とそうとした──が、だめだ。離れない。どころか触さわれもしない。半透明。地獄から這い上がる亡者のように、醜い、醜い、赤ん坊は、まるで霊体のような作りをしており触れることが出来ない。

　もぞ、もぞ。

　赤ん坊が、抱きついていた一式の腕をよじ登り、移動し始める。きっと。一式の顔をめがけて。……おぞましいほどに醜悪な笑顔を見せながら。パパ、パパ、パパ。雑音のような声で囁ささやきながら。

「や、やめろ、何だこいつはっ」

　それは一式の叫びではない。男の叫び声だった。

「近づくんじゃ、ない……っ」

　見れば。

　あの『魔物』の男にもたくさんの何かが群がっていた。

　赤ん坊、だけでなく。少年。少女。獣に至るまでの何かが……半透明の姿で、実体のないその身体からだで……男へ我先にと、群がっていた。

　男は「やめろ……っ」もがき……「はなせっ……」暴れ……「笑うんじゃ、ない……っ」混乱し……。

「あ、ああああああ……っ」

　短い悲鳴を残し、屋上から転落した。

　……群がる半透明たちを振り払おうと身体をよじり、両腕を振り回し……足を滑らせ、落下防止の手すりを越えてしまったのだ。

　ぐしゃり。

　イヤな音がした。

　あんまりにもあんまりな決着に、一式は言葉もない。

　──ふふふふ、ふ。

　腕にしがみついたままの赤ん坊が可お笑かしそうに笑っていた。一式は、生唾を、飲み込む。

「あ、杏あん樹じゆ……？」

　なあ、説明、してくれないか。

　君はたぶん、この状況のわけを知っているんだろう？

　いま、いったい、何が……起きている？

　振り向く。きっとこの状態の原因を作っているのだろう……渦中の人物を。

　すると、杏樹は、

「……はぁー、はぁー、はぁ」

　苦しそうに呼吸を乱し──いつの間に日が暮れたのか、夜空に輝く月の光が……どうしてか少し赤みを帯びたように見える、その月光が……変質した杏樹の姿を映し出す。

　……赤い。

　彼女の漆黒の髪の毛は赤色に染まり。

　長く長く、不自然に伸び──その前髪から覗のぞいた両目も、真紅に光り──こちらへと力強い視線を投げつけていた。

　そんな彼女の周りには、何か、黒い影のようなものが……ぞわぞわぞわりと……うごめいている。

　うふふ、あはは、ははははは……うごめく影から笑い声……。

「…………」

　一ひと式しきはもう一度、生唾を飲み下す。

　……杏樹？　これが。この子が。

　さっきまでたくさんのお菓子にご機嫌だった女の子？

　……私を殺して欲しいと、未いまだ納得し切れていない願いを連れて、やって来た……女の子？

　違う。あまりにも違いすぎる。

　……『吸血鬼ヴアンパイア』

　その言葉が一式の脳裏をよぎる。

　そして、改めて。この町を騒がせる『吸血鬼騒動』についても。

　まさか。

　噓うそだろ。

　杏樹……。

　自分の中にある『吸血鬼』に対する僅かばかりの知識、そしてあまりにも安直なイメージと、目の前で変質した姿を晒さらす杏樹とでは、あんまりにも釣り合わなかったが……。

　それでも、ああ、やはり杏あん樹じゆの言うことは噓うそではなかったのだなと──そう、心にはまり込む何かが、あった。

　そんな杏樹の周囲にうごめく影が、次第次第、形を持ち始めているのが、わかる──半透明の、触れられない異い形ぎようの命。

　くすくす笑う。何者か。

　これらがいったい何なのか。それを理解するための知識も経験も想像力も何ひとつ備えてはいない一ひと式しきだったが──こいつらをこのままにしていてはいけない。それくらいのことは、わかる。本能的に、そう、理解する。

　まず……まずは、この原因を作り出しているのだろうと思われる杏あん樹じゆを止めなければ。

　……止める？

　何を……？

　どうやって……？

「杏樹……っ」

　まず、大声で杏樹の名前を呼んでみる。

「杏樹、俺の声が、聞こえるか……っ」

「はぁ……はぁ……はぁ……っ」

　無反応。

　苦しそうに。つらそうに。杏樹はただ呼吸を荒くし、ひざを突いてしまうだけ……。

　そんな杏樹にまで群がりはじめる半透明の命たち。それは、杏樹の命を狙い……その肉体を乗っ取ろうとでもしているかのよう。

　どうする。

　どうすれば、いい。
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　こんなとき……燐りん太た郎ろうなら。

　世界一のお節介焼きであるあの男なら……どうするのだろうか。どのようにして、この窮地を切り抜けてみせるのだろうか。

　わからない……。

「……わからないっ」

　俺は志し摩ま燐太郎なんかじゃない。

　力もなければ勇気もない。

　知識もなければ技もない。

　こんな俺なんかに何が出来るというのだろう。

　……頭に来る。

　まったく、どうかしているとしか言いようがない。

　自分自身の無力さが心の底から憎かった。憎くて、憎くて、どうしようもなく、腹立たしくて……くらり、足下が、ふらついた。

　どうした。

　……目が、かすむ。

　寒い……。身体からだが、冷たい。

　ああ、そうだ。そうだった。

　当然だ。危険は目の前の異常事態だけでなく──出血多量、そんな実際的な問題さえ迫ってきていたのだった。

　そして……腕にしがみつく赤ん坊……こいつが残り少ない血液を吸い取ってゆくのだから……意識が遠のくのも、当たり前。

「こんな、ときに……」

　自分は、倒れてしまうのか。

「誰も、助け、られないまま……？」

　人間は弱い。

　少し血が足りなくなったというだけで。

　ちょっと死んでしまったというだけのことで。

　……たった、それだけのことで、護まもるべきものも護りきれない。

　燐りん太た郎ろうに助けられた自分。父親に助けられた自分。

　悔しい。

　……涙がにじむ。

　自分の弱さに。

　自分の希薄さに。

　……自分の命の、この世界での、役回りに。

　俺はきっと、いつだって助けられるばっかりで、誰かを助けることはでき、ない──

　倒れ込む。

　べちゃり……。

　気づけば。

　足下は自分の血液で血だまりが出来上がっていた。

　ああ……、たかが人間がここまで出血していれば、おまけに奇妙な赤ん坊から吸血されてりゃ、そりゃあ、立ってもいられないよな。

　苦笑い……。

　俺、死ぬのか。死んで、しまうのか。

　死ぬ直前は怖くて怖くて自分は泣きわめくのではないかと思っていたけれど……意外だ、結構、冷静で、穏やかで……しかし、どうしようもない、やりきれなさが、あるだけで……燐太郎……俺は、この世界に生まれた意味が……俺の、この命に、価値は、あったのかな……。

　くすくす、くすくす、あはははは……。最後に響くは、異い形ぎようの微ほほ笑えみ……。

　そして、次第に……。

　世界の音が、遠のいて──……、




「……一ひと式しきくんっ」




　声がした──

　誰かが思いきり屋上の扉を開け放つ音と共に。

「一式くん、いま、助けます……っ」

　ああ……。

　俺はまた、助けられてしまうのか。

　ぷつり──

　そこで意世識界の途切れる音を聞いた気がした。
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「……どうした。まだ、映らないのか？」

　声がする。

　一ひと式しきにとって聞き慣れた声が……いいや、今となっては懐かしいばかりのその声が──志し摩ま燐りん太た郎ろうが、不思議そうに首を傾かしげて、そう言っていた。

　志摩燐太郎。

　玖く珂が一式。

　ふたりは一台の古いテレビ画面を見つめている。

　真っ暗なその画面。電源は確かに入れたのに。何も、映らない。砂すな嵐あらしさえもない。放送終了の虹にじ色いろさえも。

　リモコンの電源ボタンを何度も何度も一式は押すのだが……やはり何も映し出してはくれなかった。

　そんな一式の手元には、誰から渡されたのか……採点表が。

　全くの白紙であるそれを、一ひと式しきはただただ、見つめるばかり。

『人生は舞台だ。いつか、誰かに、全部観られる──』

　いつだっただろう。志し摩ま燐りん太た郎ろうは確かそう、言っていたけれど。

　今、志摩一式という名の……いいや、玖珂一式という名の舞台の全てを、大切な人たちに観られなければならないこのときを、迎えた筈はずが……何も、映らない……。俺が今まで生きてきた時間、十六、七年。俺には何もなかったということなのだろうか。この俺が手に入れられたもの、成し遂げられたと胸を張れるもの。そんなものは何もない。何も。何も。

　……急に恥ずかしくなってくる。俺は……燐太郎に、そして両親に。自慢できるものどころか、褒めてもらえるものどころか、まあ見せても恥ずかしくないだろうと思えるぐらいのものさえ、獲得できていなかったのだと……そういうことなのだろうか、このテレビ画面を静かに満たす黒色は。

　一式はリモコンを力なく足下に落とす。

　からからと転がるそれを燐太郎は見つめ、ため息をつく。

「何だよ、お前……」

　そして。

　……ふっと。

　小さく、微ほほ笑えみ、

「一式。お前……まだ、生きてるんじゃねえかよ」
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「…………」

　目を、覚ます。ここは……『刻こく魔ま館かん』

　それも自室であることを理解するまで、ほんの少しの時間が必要だった。

　タンスと寝床と小さなテレビ。

　まあ、これだけ揃そろっていればふつうにそこそこの生活は出来そうだよな、という程度の家具が申し訳程度に並べられた、味気ない部屋である。

　本も。本棚も。毎晩向かい合うべき文ふ机づくえも。……何もない。寝て、起きて、漠然と未来を不安に思うだけの、簡素な空間。

　いつ、この場を去ることになっても、大丈夫なように。

「う、ううう……」

　一ひと式しきはきしむ身体からだを強引に起こす。

　くらり──まだめまいが残っている。あれだけ血を失ったのだから仕方がない。

　しかし。どうして……自分はここにいるのか。

　確か、確か自分は……。

「学園で、『追っ手』の『魔物』に、あの死神に、襲われて……、そして、屋上で」

　そうだ。学園の屋上で、やり合ったのだ。

　杏あん樹じゆを連れ戻そうとやって来た『追っ手』の『魔物』と。……燐りん太た郎ろうを殺した死神と。

　そうして相対した敵は、転落、したのだった。

　想像もしていなかった脅威と遭遇し。

「…………」

　……部屋の隅に置かれた小さなブラウン管式のテレビを見つめた。

　辛うじてカラーが映る程度の骨こつ董とう品ひんも骨董品。何も映し出されてはいない真っ暗なその画面。

　なあ、燐太郎。おかしいよな。

『魔物』と死ぬ気で戦うつもりだったけど。……あんたの敵かたきを討とうと決めていたんだけれど。あそこが俺の一番重要な場面なんだって、そう感じてしまったけれど。……俺はまだ、そちらには行けないみたいだ。

　一式は右腕を見る。そこには清潔な包帯が巻かれていた。

　……痛む。刺すような痛みがある。

　少しだけ包帯を緩めて、その隙間から患部を恐る恐る、覗のぞき見みてみる。黒い。そして、臭う。腐敗は解かれていなかった。

　と、いうことは。

「……あの死神は、まだ、死んではいないってことか」

　屋上から転落してまだなお、生きている。さすがは『魔物』と賞賛すべきなのだろうか。それ即ち、『復ふく讐しゆう』は、仇あだ討うちは、成されなかったということだ。

　なんであれ。

　この腐敗は使い手である能力者を始末しないことには解除されない。勝利を確信していた相手が余裕たっぷりにそう口にしていたのだから、その言葉はあらゆる意味で信頼に足るだろう。

　……ため息がでる。

　もって一ヵ月と、そう言っていたか。

　燐りん太た郎ろうと同じ相手に殺されてしまっては、そんなの、笑わらい種ぐさにもなりはしないな。

　ここ最近、どういうわけか面倒事ばかりを背し負よい込んでしまっている。

　それは……。この、小さな。

　無力で、無能力で、無価値──であるかもしれない矮わい小しようなこの俺に、処理しきれるのかどうか。

　一ひと式しきは細く息を吐き出して、目を閉じた。

「…………」

　杏あん樹じゆ……。屋上での場面が過よぎる。

　彼女は無事だろうか。今、何をしているのだろうか。

　そして、意識を失う前に聞いた声……。

『一式くん……っ、いま、助けます……っ』

　あの声は舞まい香か先輩だ。間違いなく。この俺が舞香先輩の声を聞き違うわけがない、と一式は確信する。

　先輩が自分を助けてくれたのだろうか。

　杏樹の制止を振り切り、自身を傷つけ、出血し──その赤色をきっかけに変へん貌ぼうしてしまったのだと、そう考えられる二に之の宮みや杏樹から……舞香先輩は自分を救い出したということなのだろうか。

　でも、どうやって？

　それに、杏樹はちゃんと元に戻れたのか？

　そもそもあれは、あの変貌っぷりは、いったい何だ。

　説明を求めたい。

　志し摩ま一式は決して好奇心旺盛なタイプではない。むしろ好奇心とは対極に位置する人間だ。

　だが。

　知らないなら知らないままでいい……これはそんな風にして無関係を装えるようなものでは既にない。こうして実際に被害を受けてしまっているのだから。

　……自分がここで眠っている間に、外では何が起きていたのだろうか。

　寝床のベッドから無理矢理に身体からだを起こそうとしていたところ……。

　こん、こん。部屋のドアを誰かがノックした。

「……起きてるか」

　杏あん樹じゆの声。

　どこか控えめな印象だが……確かに彼女の声だった。

　一ひと式しきはドキリとしてしまう。否いや応おうなく屋上での出来事が脳裏を満たす。

　そして同時に、どうしようもない、申し訳なさも。

　何も返事が出来ないまま一式が固まってしまっていると、小さく扉が開かれて……。

「あ……」

　その隙間から顔を覗のぞかせた杏樹が、小さく、声を漏らした。

「起きてたんだな」、と。

「あ、ああ……」

　冷静に、平静に、落ち着いて……一式は答える。

「今、起きたんだ」

「そうか……」杏樹は言う。

「ああ……」一式は、うなずく。

「…………」

「…………」

　沈黙を嫌ったのだろう、杏樹は、

「……入っても、いいのかな」

　そう言って苦笑いを浮かべた。

「……もちろん」

「お邪魔します」

　恐る恐る入室してくる杏樹。

「…………」

　その様子を見つめている一式の脳裏には、やはり様々な情報が濁流のように、目まぐるしく、流れていた……二に之の宮みや杏樹……アンジェリカ・ヴァレンタイン……燐りん太た郎ろう……約束……吸血鬼ヴアンパイア……依頼……私を、殺して……屋上……赤ん坊……くすくすくすくす……本物の、吸血鬼……尾お上がみ夕ゆう夜や……連続殺人事件……杏樹が、やって来てから……この町で起こっている……連続殺人……全身から、血液を、抜かれたかのような……。

『追っ手』の男、『吸血鬼』、尾上夕夜。

　そして、二之宮杏樹。

　どちらが、犯人……？

「……っ」

　動どう悸きがする。

　噓うそだろ。

　杏樹。

　違う。

　噓だと言ってくれ。

　一ひと式しきはほとんど祈るようにそう思っていた。君とはまだ出会って数日しか経たっていないけど。……俺は君のことが、どうしてだか、嫌いではないのだ。

　自分を殺してくれという依頼には未いまだ、理解も納得もしきれてはいない。まだ何か君が隠し事をしているのではないか、と少しも思っていないかと言えば噓になる。

　それでも燐りん太た郎ろうが死んだと聞いて、一滴だけでも涙を零こぼした君を信じたい。

　……君が、杏あん樹じゆが、自分の都合だけで無闇に誰かを殺人してしまえるだなんて。思いたくはない。

　だけど。

　だけど、あんな姿を見せられたなら。

　……あんな、禍まが々まがしいとさえ言ってしまえる、理解を超えた……人間外の姿を、見せつけられてしまったなら。

　君のことを最後まで信じきれるかどうか……。

「…………」

「……だから、言ったのに」

　ふと杏樹が言った。

「え？」

「私は吸血鬼ヴアンパイアなんだって、はじめにちゃんと言っておいたのに」

　杏樹は唇をとがらせ、うつむいた。沈黙する一式を気まずく思うみたいに。

「あ、ああ……。そう、だったな」

　一式は頭を振る。

　今、うだうだと考えていてもはじまらない。まずは単刀直入に行こう。

「杏樹。……学園の屋上でのあれは、いったい、何なんだ？」

「…………」

　杏樹は言いにくそうにうつむいたまま、ほんの少し、沈黙。そして顔を上げることなく、

「……なあ。少し昔話をさせてもらってもいいかな」

　と、そう言って……静かに瞼まぶたを閉じた。

「昔話……？」

「ああ。お前にはちゃんと話しておかなければならないんだって、そう思えたから。私がこれからお前に語ること、信じて貰もらえるか不安だけど……」

　杏樹は顔を上げる。心配そうな眼まな差ざしで。

「これからも、今日みたいなことが何度もあるかもしれない。だからちゃんと話しておきたい。……正直なところ、私を連れ戻しにやって来る『追っ手』の話は、私の想像でしかなかったんだけど……あのメイドならやりかねないなと、そう考えてのことだったんだけど……まさか本当に、本当に、『追っ手』を差し向けて来るなんて。しかもあんな怖い奴やつを、だ。あのメイドはやっぱり、とても怖い。何をするかわからない」

　だからしっかりと私の事情を話しておいた方がいいだろうと思う。杏あん樹じゆはそう言い、静かに語り始めた。

　二に之の宮みや杏樹。

　アンジェリカ・ヴァレンタイン。

　彼女の命は、その存在は、『真祖』の『吸血鬼』である父親に製造されたものなのだということを──




「私、二之宮杏樹は『吸血鬼』の父親と、ただの人間との間に……ただただ平凡な日本の女子高生だった母親との間に産まれた混血混ぜものなんだ。吸血鬼と人間との混血は、人間の世界ではダンピールとも呼ばれるらしいけど……。端的に言えば、それこそが屋上で私がああなってしまったことの、原因なんだ」

「…………」

　……昔話。

　一ひと式しきは何も言わず、杏樹の言葉に耳を傾けることにする。

「私は血が苦手だとそう言ったけど。それにはちょっと……何ていうのかな、トラウマ、のようなものがあって。母が死んだ瞬間を思い出してしまうと言うか……。それは……それについては、口にするだけでも憂鬱だから、今は省かせてもらいたいんだ。……とにかく私は大量の血液を見ると、その生臭さを感じてしまうと、ああなってしまう。力が制御できない……私の中の『吸血鬼ヴアンパイア』が騒ぎ出してしまう──とかなんとか。お前たちが最初に言っていた中二病っぽい表現をすれば、そんなところになるのかな」

　杏樹は自嘲するかのような笑みを見せる。

「もう一度改める──私の父親は『吸血鬼』だ。それも、『魔物』だとかいう人間とほんの少しだけ作りが違っているだけの……人間の突然変異であるような、そんな模造品とはわけが違う。古くから伝わる神話に登場し、人間を殺さつ戮りくするばかりの最悪最凶の悪役だ。……正真正銘の魔族と呼ばれる──『真しん祖そ』と呼ばれる、生物なんだ」

　──この世界には古来より『人間』、『魔物』、『真祖』、三つの高い知能を誇る種族が生きている。

　その中でも、『真祖』はこの地球上に生息する全生命体の頂点に立ち、かつてはその高度に発展した文明で、世界中のあらゆるものの全てを支配し、統治していたという。

　今でもごく希まれに発見されるオーパーツだとかは彼ら『真祖』の遺産なのだと、杏樹は語る。

「彼ら『真祖』は永遠に近い寿命を生きる。そのため子孫を繁栄させようという生物的な目的意識が非常に希薄だ。故に……恋愛とは。誰かを好きになることとは。そういった心のすべては──『真祖』の父と、『人間』の母とを結びつけたそれらの感情は──永遠を生きる『真祖』にとって、未いまだ野性から脱却しきれない、低俗で、野蛮で、刹那的な感情表現でしかないのだと……。どこか哀れみにも近い蔑みを抱いているだけだった。種族を連綿と後世に繫つなげていくため、神様が脳内に、あるいは原子レベルの細胞にまで組み込んだ、ただのシステム的な条件反射。……少しきれいな、ちょっと儚はかない、思い込み。それが恋。あらゆる意味で永遠を生きる彼ら『真祖』には、必要のないものだった」

　彼らが愛したのは己だけ。

　彼らが好んだのは孤独だけ。

　彼らが尊重したものは、『真祖』の誰もが持って産まれた強烈な知的好奇心。

　ただそれだけあれば、すべて世はこともなし。

「……あとはその激しい好奇心を満たすためだけの高度な発明品を、延々と、粛々と、産み出し続けていければそれでよかった。黒魔術。白魔術。錬金術。召喚のための文言プログラム。そういったものを世界に産み出し続けていければ、彼らは彼らの長すぎる人生を、それなりに幸福に生きていくことが出来ていた。

　……それなのに。

　父はこの世に生まれて数千年後の現代で……母と出会い、恋をした。

　……それはただの一ひと目め惚ぼれだったのか。

　それともふたりには、その他大勢のふたりのように、たったふたつだけの物語があったのか。

　ついにはそんな大事なところを、母にも父にも教えて貰もらえず現在に至ってしまっている私だけれど……。とにかく父は、ただの人間でしかない、自分の長い長い寿命の中の、ほんの一瞬でしか生きられない人間を。しかも病気のため今にも消えてなくなってしまいそうな、弱々しい命の持ち主を愛してしまった」

　恋することを知らない筈はずの『真しん祖そ』が、ただの人間に恋をする──

「この世の力という力をその手に握る、『真祖』の王たる『吸血鬼ヴアンパイア』は……完全に敗北したんだ。王者としてのその生涯に、たった一度だけ経験した敗北だ」

　恋愛は、好きになってしまった方が負けだって言うだろう？　と杏あん樹じゆは小さく笑った。

「そんな父は母の病気を治すため、あらゆる手を尽くしただろうと思う。世界中の全てを敵に回してしまおうと構わずに。……人間と恋仲になるなんて、家畜と愛し合おうとするのと何ら変わるところがないと、『真祖』の仲間たちから汚らわしいと、口々に、蔑まれ……。国を追われて、命さえも狙われて……。それでも父は恋することを諦めなかったのだという」

「…………」

　病におかされていた杏樹の母親、二に之の宮みや杏あん里り。その命を救いたい、病気を治すだけではなく、自分と同じ永遠に等しい命を贈りたい──そして、共に長い長い時間を寄り添い合って、生きていきたい。

　杏樹の父親はそう願ったのだという。

「……だけどそれは、無理だった。限りある命の前には、たくさんの発明品も、高度な魔法も、何もかもが無意味だったんだ」

　自らは永遠に近い命を生きる父親も、自分以外の誰かに永遠を贈ることは叶かなわなかった。

　杏あん樹じゆは呟つぶやくように言う。

「……この世界は、どうしてか、意地悪に出来ている。何よりも大切にしたいと思うことを、心を込めてやり遂げるために立ち上がる者には、必ず、悲しい何かを用意している。病気の母を救いたい。そう願った父に、この世界はやっぱり、悲しいことをたくさん、たくさん、用意していたんだ」

　世界は痛烈だった。

　世界は、残酷だった。

　母は日に日に弱っていく。

　……母は、日に日に、老いてゆく。

「父はきっと、それが悲しくて、寂しくて、許せなかったんだろうとそう思う。そして……私は、そんな病弱な母を救うために、作られたんだ」

「……作られた？」

「ああ……。恋することを諦めなかった父は、奇跡的なまでの幸運が重なり、ついに発見したんだよ。母に永遠をプレゼントできる方法を。ただ、それにはどうしても……ダンピールの血肉が必要だったんだ」

「…………」

　疑問は尽きない。

　……だが、今は話の腰を折らず、杏樹の語る言葉に集中しようと一ひと式しきは思う。

「『吸血鬼ヴアンパイア』と『人間』の間に産まれるダンピールの血肉を喰くらえば永遠の命を得られると言い伝えられている。それが私を父が製造した理由。父と母は、そんな私という存在を世界から隠したがっていた。『吸血鬼』と人間との間に産まれた子なんて。長い長いこの歴史上、ほんの数人ひとにぎりしか存在していない。だから私の中の永遠を狙いやって来る者の存在を警戒したんだろうと思う。

　よく、物語上ではダンピールはありふれたもののように語られているけれど、実際はとても貴重なもの、らしいんだ。無事に産まれてくることさえ難しい生き物らしい。

　物語というのはえてして『存在して欲しい』、『そうあって欲しい』という願望の現れだ。まことしやかに語られることこそ、そういった傾向にあるものだ。そうだろう？」

「かも、しれないな」

　一式はうなずき、その先を促すようにする。

　杏樹は静かに続ける。

「……何な故ぜ、ダンピールは存在することが難しいのか。産まれる前に死ぬからだ。

　その理由は簡単と言えば簡単で……吸血鬼の細胞と人間の細胞は相性がいいとは決して言えず、母胎の中で結合する前に消滅してしまうんだ。強すぎる吸血鬼の細胞が、弱すぎる人間の細胞を喰らってしまうらしい。

　私たちの世界では、無事に産まれたダンピールの生き血は幸運の証あかし、不老不死の象徴だとか、そういう感じで祭り上げられてもいた。

　……幼い頃。あなたは世界に愛されたのね、と母にはよくそう言われたものだった」

　杏あん樹じゆは目を細め、小さくその頰と口元を緩めてみせた。

「ダンピール──言葉の意味する枠内にあえて自身を閉じ込めたなら、私は確かにそういう存在なのだと言える。……私が産まれたのは、母のお腹の中ではなく試験管の中であり、母の欠片と、父の欠片、そして父の錬金術で作り上げられたにすぎない、生命の模造品であったとしても」

「…………」

　試験管。

　模造品。

　一ひと式しきは──眉をひそめた。

「はは、そんな難しい顔するなよ。自分は模造品、自分は、仕組まれた命……別にそれ自体を嘆いていたりはしていないんだ。そういうのは、もう、ずっとずっと昔にすっかり済ませたし、そういった過程があったからこそ、私はこうして産まれてこれたんだろうとも思うから」

　にっこり微ほほ笑えむその顔に噓うそはない……ように、思えた。思えたからこそ、一式は、どうしてだろう、そこに納得しづらい何かを禁じ得ない。

「私は母のために産まれた。私の『存在理由』は母の永遠だ。そのために、父に作られた。

　試験管の中で製造されたのは、吸血鬼ヴアンパイアの細胞が人間の細胞を喰くらい尽くさぬよう、操作しやすくするためだ。

　こんな私のような者を人間の世界ではホムンクルスだとかいうらしいな。いや、錬金術では、と言った方がいいのかな。メイドから教えられたことだけど……人間の世界でホムンクルスといえば頭の中にいる小こ人びとのことを指す場合もあるらしいし……ともあれ、私は純粋な意味で正しい生命いのちではないのかもしれない。

　生き物としては紛まがい物ものかもしれない私だけれど、私がこうして何事もなく産まれ、生きているということは、父は私の中に母へ贈るべき永遠を閉じこめることに成功したということなんだ。

　母は私を殺して食べればよかった。

　永遠を手にするには、ダンピールの心臓を生きたまま取り出し、その鼓動が止まる前に丸ごと飲み込む。それだけでいい。

　得られるものは不老不死。

　更に、特殊な才能を持たずとも、そして脳内構造を強引に開設させずとも、高位魔法が使えるようになるらしい。私の心臓を母が喰らえば……その時点で母は人間ではなくなってしまうだろうが、しかし、父と同じ時間を生きることが可能になっただろう。愛する人と、この星が終わるまで、生き続けていられただろう」

　だけど……杏あん樹じゆの母親はそれを拒否した。

「その命が尽きるまで、母は私のことを食べようとはしなかった。父がどんなに私のことを殺せと懇願しようとも」

「…………」

「そして……。母がこの世を去った後、父は私を特別な城に閉じ込めることにした。生前の母を世話していたメイドを見張り役につけ、いたるところに張り巡らされた魔術結界の影響によって時間の停止してしまった古城にだ。

　……あの城はそれそのものが魔術の結合体だったのだと言っていい。魔術という学術的な人工物エネルギーを、巨大な物体として変換させ、この世界に定着させた……魔術と錬金術が結合したかのようなその存在は、きっと、何物にも代え難い大発明だったに違いない。私の父以外には成し遂げられず、そんな父も、生み出すことに並々ならぬ苦労と奇跡を重ねた筈はずだ。……そしてそれは、父が長い時間をかけて、彼にとってはさほど長くも感じられない、短い時間で、母のために作り上げたものでもあった。どうしても私の命を喰らいたくないのなら、せめてこの停止された時間の中で永遠に生きてほしいと……。だけどその城が完成する前に、母は死に……代わりに私がそこに監禁される羽目になったんだ。母のために用意された煌きらびやかなドレスを着せられ、高価そうな調度品に囲まれて。私は長い時間をそのお城で過ごさなければならなかった」
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「……どうして」

　一ひと式しきはふと、疑問を投げかけた。

「どうして杏あん樹じゆがそこに、母親の代わりに閉じ込められなくちゃならなかったんだ……？」

「……ああ、その理由は、ふたつだ」

　杏樹は言う。

「さっきも少しだけ話したけれど、私の中の永遠を欲しがる者は父だけではない。永遠の命……それを渇望してやまない者たちが闇の中に潜んでいる。それは、私やお前や、『追っ手』のあの『魔物男』に群がっていた、あの、実体を持たない赤ん坊たちもそうだ。

　……あれは、屍し者しやだ。

　この世に未練しか残せず死んでしまった者。何年も何百年も、ずっとずっとこの世界の裏側をさまよい続ける怨おん霊りようのような者。

　彼らは、ダンピールである私のような者が誕生する瞬間を、世界の裏側で待ちこがれていたんだ。奴やつらは常に私の背後に憑ついている。この肉体の中にある永遠を乗っ取ろうと、いつも、いつでも……物陰から隙を狙ってる。

　夜、眠ることも、実はあまり自由に出来ない。いつ襲われるか不安だから。魔術結界『時の停止した古城』でしか熟睡することは叶かなわない。

　あそこは時間が停止しているだけじゃなく、私の存在を外界から遮断するための結界が張ってあった。

　──私の中の永遠を狙うのは屍者だけには止とどまらない。そんな連中から私のことを護まもるため、様々なシステムが組み込まれていたあのお城は、今思えばとてもとても安全で快適な場所だったんだろうって感じてる。

　教育係のメイドも、その様々なシステムのうちのひとつだったんだなって」

「…………」

「そして、私があの城に閉じ込められていた理由、ふたつ目。

　……私のこの身体からだの中には、吸血鬼ヴアンパイアと人間、ふたつの細胞と、ふたつの血液が流れている。混血とはそういうことで……常に体内で大おお喧げん嘩かをしている最中なんだ。今はずいぶんましにはなったが、幼い頃から身体が弱かった。病弱だった母の体質を受け継いだだけなのだろうと、はじめはそうとしか思っていなかったけれど……違ったんだ。

　私は。このままだと……きっと、あと半年も、もたない」

「…………」

　……ん？

　今、杏樹は、何て言った？

「あと、半年……？」

　もたない？

　それはいったい、どういう……。

「ああ。ダンピールは十五歳になると成人する。そこではじめて、完全な『吸血鬼真祖』として覚かく醒せいするんだ。

　ダンピール混血という肉体的な概念は消滅し、私の中の不老不死は、そのときはじめて──私だけのものとなる。

　私は『魔物ダンピール』でも『人間』でも、なくなり……『真しん祖そ』の仲間入りを果たすそうだ。

　私の中の吸血鬼の細胞が、私の中の人間を喰くらいつくし、完全に入れ替わってしまうまで十五年。そういうことらしい。

　そうなってしまうと、私の心臓をいくら喰らおうと誰も永遠を手に入れることは出来なくなる。父はそれを止めたくてあの城に私を閉じ込めたんだ。……きっと、誰もが永遠の命を簡単に手に入れられる宝物を劣化させたくなかったからだ。何か別の利用価値を探っていたのかもしれない」

　杏あん樹じゆは苦笑いを浮かべ、続ける。

「今。私の肉体年齢は十四歳だ。……私の誕生日は、春。五月の五日。その日を境に私の世界はがらりと一変してしまうのか。……それとも、私が十五を迎えるその日まで、じわじわと気づかないくらい小さなところから変質していくものなのか。その過程はわからない。その違いだって言葉ほど容易には理解できてない。父からも何も聞かされていない。ただそうなってしまうのだ、という以上のことは、何も。

　だけどそんなもの、私にとってはどうでもいいことだった。どんな風に自分が変わってしまうのか、なんてことは、どうでもいいことなんだ。

　私は、『真祖』にはなりたくない。

　父と同じような生き物には、なりたくはない。ただそれだけなんだ。父は私の母以外にはとてもとても、残酷で、冷酷で、ひどい男だったから」

　杏樹は掌を握りしめる。

　爪の痕が残るくらい、強く。

「私はきっと父を憎んでいる。誰が、自分を殺そうとしていた者に、それがたとえ実の親だろうと、好意的になれるっていうんだ。

　あの男には心がない。

　母を想おもう以外の心を持たない。

　平気で他人を利用し、傷つけ、殺す。戸惑いなどいっさいない。命いのち乞ごいをする人間を無惨に殺す父のことを何度も見てきた。何の意味があるのかもわからない拷問を仕掛けることだってしばしばだ。

　私は、そんな父の娘だ。試験管の中で産まれたとはいえ、心ない彼の血をしっかりと受け継いでいる。

　だから私は、これから成長していく中で、父と同じような残酷を平気で行う何者かに育ってしまうかもしれない。

　残忍で。冷酷で。自分の大切に思うもの以外には優しくない。

　それは父が特別だというよりも『真しん祖そ』全体に言えることのように思える。

　きっと『真祖』になるとは、心を手放すということで……。

　それがとても。とても、とても……私は怖いんだ」

「…………」

「父と同じになるなんて。嫌だ。私は父のようにだけはなりたくない。まるで冷酷非道が形を得、呼吸をしているかのようなあんな存在にだけは。何度だって言う。私は父のようにはなりたくない。そんなのは、絶対に嫌だ。

　……母が亡くなってから、母と出会う以前のように心をなくしてしまった父のようには……残酷で、愛のない、殺さつ戮りくばかりを繰り返す『真祖』にだなんて。私は決して、なりたくはないんだ。……でも、私の身体からだの中にはどうしようもなく、そんな父と同じ血が流れている。それだけは間違えようのない事実で」

　……だから。

「……だから私は、今の私が変質してしまう前に。十五を超えて、『真祖』になってしまう、その前に。世界一のお節介焼きを嘯うそぶくあの人間の男、志し摩ま燐りん太た郎ろうの、その手で……私は──……」

　……殺されたかった。

　と、そういうことなのか。

「…………」

　杏あん樹じゆはそこで次の言葉につなぐことなく押し黙ってしまう。

　そうか。

　……少し、理解は出来た。

　だが、未いまだ納得は出来ていない。

『真祖』の父親を持ってしまったことで、自分も父親のように残虐で──心ない存在に育ってしまうかもしれない。

　それを恐れて。

　それを、不安がり。

　……挙げ句、自ら命を絶とうと願う。

　父親がどんなにひどい人物であったのかは詳しくはわからない。

　杏樹がここまで嫌がるのだから、それはよっぽどなのだろうなとは想像できる。

　……嫌っている者と同じにはなりたくない。

　同じような人生だけは歩みたくはない。

　その気持ちは理解できる。

　だがその血を受け継いだ者が、必ずしも同じ人生を歩むわけでは、ない筈はずなのに……。

「……なあ、教えてくれ」

　ぽつりと、杏樹は言う。

「私は、何のために産まれてきたのかな」

「何のために……？」

「私は……母がいなくなってしまった時点で存在理由をなくしてしまった。だから、この先のことを考えると、未来のこと、将来のこと、それらについて思いを巡らせてみると、私はいつでも不安にばかり苛さいなまれてしまう。父と同じようになってしまうのではないか、と心配するのと同じように。

　母が驚くほどあっけなく死んでしまうのが運命だったなら、母を生かすために作り出された私は……、母に永遠を手渡すための装置だった私は、これから何を目的に、何をするために、生きていけばいいのかな。父と同じような人生を歩みたくはないと願う私だけれど、そう願うだけで、どんな風に生きていけばその思いは叶かなうのか、全然、わからないんだ。

　……それらの方法を自分で見つけ出せるほど私は賢くないし、あのお城の中という限定された世界以外を、私はあまりにも知らなさすぎるから。

　……母は、私が世界に愛されているとそう言ったけど。愛される愛されないという以前に、この世界はきっと、こんな私のことなんかを知ってくれてさえいないんじゃないかって、そう思うんだよ……」




　──以上をもって。

　以上の感情をもって。

　二に之の宮みや杏あん樹じゆは自らの死を決断した。

　……その決断にはそれなりの、個人レベルでの正当性は充分にある──と、そういうことなのだろうか。




　一ひと式しきは内心、ため息を吐つきたい気分だった。

　なあ、杏樹。

　君がどういうつもりなのか。ほんの少しだけわかったけれど。

　それは……自殺と変わらないよ。

　実にわかりやすい──絶命に至るまでのその行為を、他人に委託しただけの、ただの自殺。

　……自殺者の誰もが、すべて、少しつらいことがあったからと無闇に死を選んでしまい、自ら命を絶つわけではないのだという。

　誰もが実は生きたくて。

　誰もが実は死にたくなくて。

　誰もが実は、誰よりも何よりも、幸福に憧れて。

　ただただ、目の前に突然現れてしまった──自分には重すぎると感じられる困難から逃げ出したい、何でもなかった日々に戻りたい、白紙にしたい、眠って起きたら夢でした、それくらいの気軽さで世界をリセットしてしまいたい──そういう本能的な、と言ってしまっても暴論ではないだろうくらいの、無意識の防衛反応なのだとも言われている。あらゆるすべてが矛盾しきった、防衛意識なのだと、言われている。

　だからこそ……。

　そうだ、だからこそ、と一ひと式しきは思う。

「……ダメだ、杏樹」

　ずっとずっと、悩んできたが。

　二に之の宮みや杏あん樹じゆ、俺は……。

「……やっぱり君の依頼を、引き受けられない」

　本当は生きたいのかもしれない君の──自ら死にたいだなんて言う、そんな君の依頼を受け止めることは、出来ない。

「杏樹。俺は君を……殺せそうに、ない」





３






　──私は、何のために産まれてきたのかな？

　二之宮杏樹はそう言っていた。

　何のために産まれ。何のために生きるのか。

　そんなのはわからない。

　誰だって。何だって。知る筈はずがない。

『泣くなよ、一式……』

　ずっとずっと昔。燐りん太た郎ろうが最期に言った言葉を思い出す。

『俺たちは泣くためにこの世界に産まれてきたわけじゃない。そうだろう……？』

　……俺たちは泣くために産まれてきたわけじゃない。

　だったら、燐太郎。

　俺たちは何のためにここにいる。

　それがわからないから。

　それが、見あたらないから。

　いつだって、俺たちの周りには、泣き出しそうな人たちばかりが後を絶たない。

　そんなのは嫌だと思った。

　そんなのは噓うそだと思った。

　子供みたいに。聞き分けもなく。間違っていると叫びたい。

　意地悪なばかりの出来事に、思い切り、格好悪く、地団駄踏んで……こんなのは噓だっ、違うっ、嫌だっ、認めないっ、と、叫び出したい──

　そうだ。

　まだまだ子供で。

　まだまだ、大人になれない──俺たちだから。

　まだまだ……世界のことをわかったふりして、懸命に賢明にがんばれば、もしかしたら変えられるかもしれない何かを前にしてさえも、まあ、この世はどうせこんなものだから、と賢いふりして諦める、そんな大人になってしまうのには、まだまだ、まだまだ、早すぎるだろうと、そう考えを改めたいと感じるこの俺だから──……、

「杏あん樹じゆ。俺は君の依頼を、断ることにする」

　……どうしても受け入れられない物事には、全力で、拒否を突き付けなければならない。俺たちはまだ、子供であることを諦めていないから。

「俺は君を殺せない」

　だが。

　その代わりに……。

　そうだ。

　その代わりに、俺は……。

　この息苦しいばかりの世界に、まるで聞き分けもなく、大人げだってまるでなく、宣戦布告することに──決めた。

「……杏樹。俺は君を、人間にしたい」

「……え？」

　驚いた顔……だった。

　依頼を断る。そう伝えた瞬間から、何かを諦めたかのように小さくうつむいてしまっていた杏樹が、こちらを、見上げる。

「……人間、に？」

「ああ……」

　うなずき、応える。

「志し摩ま燐りん太た郎ろうがどうして君自身の殺害依頼を受け入れたのか。未いまだにそれがわからないけれど。どうしても、信じきれないけれど」

　納得、しきれないけど……。

　だからこそ。

「俺は、俺にとっても大切な……燐太郎が杏樹に、そしてこの世界に残した『約束』のひとつを護らないと、そう決めた」

「…………」

　杏樹は目を細め、一ひと式しきをただただ見つめる。そんな杏樹に、

「俺、思うんだけど……」

　と一式は続けた。

「杏樹が『真しん祖そ』の父親を持ってしまっているからといって……それに、君がもしもこの先、『真しん祖そ』として目覚めてしまっても……君も、父親のように冷たい生き物になってしまうだなんて思わない。

　俺にはまだ『真祖』がどういう存在なのかも良くわからないけれど……。世間が、この世界がどう言おうと、それは確かだと、俺は思う。

　なあ、杏樹。君は君だ。杏樹は杏樹だ。君は二に之の宮みや杏あん樹じゆであって、君の父親なんかではない。それ以上でも以下でもない、換えの利かない、たったひとつの存在だ──」

　──などと。

　こんな言葉はあまりにも使い古された慰めだ。

　まさか自分が、こんなせりふを口にすることがあるとは思ってもみなかった。しかし本当にそう感じているのも、事実。

「だから、杏樹。父親と同じ血を持っているからといって、それだけで自分はダメになるかもしれないとか、あの人と同じような人生を送るかもしれないとか、不安にならなくてもいいって思う」

　この世界には俺程度の小さな頭では理解できない物事が溢あふれている。

　だが、この世にはまったく同じものなど存在しない。それは父親と娘にしたところで同じこと。それだけは事実だと思う。

　事実だと、思い込みたい。

「これまで俺は、仕事上、色々な人間と関わってきた。その中には極悪非道を絵に描いたような殺人鬼を父親に持ってしまった神父がいた。暴力でしか愛情を表現できず、ついには大好きな自分の子供を殺してしまった母親を持つ、双子の姉がいた。

　……だけど、みんな、いい人たちばかりだった。

　親のようには殺人を犯さずに。親のようには愛情表現が不明であったりもせず。その血の性格に左右されることはなかった。親がどんな存在であろうとも、誰もが自分の人生を生きていた。

　親は親。

　自分は自分だ。

　もちろん、すべての場合において親の人生が間違っているだなんて、そんなことは決してないが……。

　遺伝子は受け継いでいても、人生までは、受け継がない。いいや、受け継ぐことは出来ないんだ。

　……だから、杏樹。

　たとえば君の父親が残忍な人殺しだったとしても、君が自分の人生を不安に思ったり、君が罪悪感や嫌悪感を覚えることはないんだって思う。そんなのはお門違いなんじゃないかとも」

　だけど……。

「……どうしても、それが嫌だと。『真しん祖そ』になることが受け入れられないのだと、言うのなら。杏樹。自ら死を選んでしまうくらい、どうしてもどうしても嫌なのだと言うのなら。ひとつだけ、お願いがある。……これからは死んでしまう方法ではなくて、これから先もしっかり生きていく方法を、一緒に探してくれないか」

「生きていく……？」

「ああ。……ダンピールは人間と『真しん祖そ』とのハーフで……そして十五歳で成人したら、それを境に、完全な『真祖』となる。永遠を生きる身体からだになってしまう。心を、手放してしまうかもしれない。そうだよな？」

　杏あん樹じゆはただ何も言わずうなずく。

「……なら、その逆もあるんじゃないのかな。『真祖』ではなく『人間』になるその方法がどこかにあるんじゃないのかな。杏樹の中にはどちらの血も流れているんだから」

　と。

　何の根拠もなくそう思ってしまうのは……そして、杏樹に生きる勇気を持ってもらおうと願う言葉にしては、少し、強引に過ぎる解釈だろうと思う。

　だからこれは──

　ただただこの世界がこうあって欲しいのだと願う、砂糖菓子のようにふわふわとしたおとぎ話を書き上げる作者が想おもい描えがく、小さな小さな願望で……、無理だとわかっているからこそ、形にしたいとそう願う、ただの幻想、なのだろうか。

　……いいや。そんなことはない。

　そんなことは、ない、筈はずだ。

「……約半年後の誕生日。君は『真祖』にではなく、『人間』になる。そのための方法を今すぐここで提示できないこの俺が、何を偉そうに──とは自分でも思う。思うけど。だけど……杏樹、お願いだ。俺の我がままだとは充分以上にわかっているけど……これからは、いずれ死のうとしている君を護まもるのではなくて、これから先、人間としてもう少しだけ長く、この世界を生きたいと願っている君のことを、俺に、護らせて欲しいんだ」

　一ひと式しきは杏樹の手を取る。

「……杏樹。俺と一緒に、人間になる方法を探しに行こう。人間になることが叶かなえば、将来、父親と同じような人生を送るかもしれないといった不安も、少しは解消されるかもしれない。『真祖』である父親とは違う、『人間』という存在になったんだから」

「…………」

「杏樹を殺せる方法じゃない。杏樹が人間になる方法。それを君の父親から聞き出しに行こう。きっとあるさ。杏樹が人間になれる方法が、どこかに、必ず」

「…………」

　杏樹はうつむいてしまっていた。

　一式が繫つないだ手と手を見つめながら。

　そしてそのまま、顔を上げずに、言う。

「人間に……。お前が、私を人間に……してくれる」

　そして、沈黙。杏樹は何も喋しやべらない。

　どうしたのだろう。

　一式は不安になる。うつむいてしまったままの杏樹が……今、何を考えているのかが。

「……でも」

　と杏あん樹じゆが口を開いた。

「……でもな。ダンピールが、そして『真しん祖そ』が人間に、なるなんて。そんなの。……誰も成し遂げたことが、なくて。そんな方法、誰も、探してなんか、いなくて」

　そんな方法が本当にあるものなのか……私は不安だ。と杏樹は言った。

「大丈夫。人間は強いんだ。それくらいの方法を見つけ出すなんてこと、簡単なんだ。わけないんだよ」

「……簡単？」

　杏樹は首を傾かしげる。

「……ああ。確かに人間は『魔物』だとかには敵かなわないものの方が多い。それは事実だ。丸腰で喧けん嘩かしたって勝てる筈がない。……だけど俺たち人間は欲張りだから。他のどんな生き物よりも、貪どん欲よくで、野心的で、我がままだから……自分が満足するまでは、決して、人生を諦められない奴やつらばっかりだ。ついには死んだ後に生まれ変わってまで目的を達しようとする輩やからまでいるって言うじゃないか。そんな、欲深な人間という種族には、きっと、やってやれないことはないんだよ。……『真祖』が探して見つけられなかったもの。それはまだ、強欲で自己中心的な人間が、誰ひとりとして探さなかったものなんじゃないのかな。だから見つからなかった。それだけのことだって思う」

「……そんな、全力で強欲さを正当化されても、困るよ」

　杏樹は苦笑いで小首を傾かしげ、

「……だけど、そんなの。根拠がないよ。全然ない」

「ああ、そうさ。根拠がまるで全然ないことなのに、それを信じて突っ走れるからこそ、人間は強いんだ……最強なんだよ。だからここまで、少しずつ、少しずつでも、世界を大きくしてきたんじゃないのかな」

　ああ……。

　恥ずかしい。

　自分は何を言っているのだろう。

　場の空気に流されてしまっている──と思う反面。だが自分でも驚くことに、一ひと式しきは確かに人間である自分のことを信じたいとも思っている。……らしい。

「君の中に半分流れている人間の血は強いんだ。……やってやれないことはない。それを信じられないのなら……この俺が証明して見せてやる。人間が最強なんだって見せてやろうじゃないか──……なんて。そんな風に納得、してもらえないかな」

　ダメかな、と苦笑いで一式は杏樹に言った。

「はは。なんだか色々と強引だなと思えば……最後は少し、頼りないんだな」

　苦笑を浮かべる杏樹に、一式も微ほほ笑えみを返した。

「ああ、うん。わかったよ。お前は確かに……燐りん太た郎ろうの弟子なんだな。確かにそれを、感じるよ」

　杏あん樹じゆは微笑み──そして、

「……本当、なんだな」

　小さく、小さく、杏樹は言った。

　一式の目を恐る恐るという感じで見上げながら、

「信じちゃって、いいんだな、お前のことを……」

　そう言う杏樹は、しかし、不安を拭いきれない瞳の色だ。

「ああ……だけど、今すぐ信じろなんて、そんな乱暴なことは言わない。これから少しずつ、少しずつ……でもあんまり時間もないから、ちょっとだけ急いだりしながらも……証明していこうと思う。こんな俺でも、まあ、燐太郎の半分くらいは力になれるだろうなって、君にそう思ってもらえるくらいには……君の信頼を獲得してみせるよ」

　一ひと式しきは思う。

　どうして俺はこうまで二に之の宮みや杏樹という女の子に肩入れしようとするのだろう。

　まだ、『魔物』への恐怖心は、克服しきれていない筈はずなのに……。

　自分自身の感情が、その動機が、今はまだよくわからない。

　ただ、彼女には笑っていて欲しい。何となくそう思うだけだ。そう、思うだけで、今は充分だった。

　そして……懸命にがんばり抜いて手にする結果が、自分自身の殺害だなんて。そんなバッドエンドであってはならない。物語の終わりは目がくらむほどのハッピーエンドであるくらいが丁度いい。

　そう思うから。




「…………」

　杏樹は一式をまっすぐに見ていた。

　何を考えているのだろう。

　……一式の中に、欠片でも燐りん太た郎ろうが生きていればいいと、そう願っての眼まな差ざしだったのだろうか。

「わかった……」

　杏樹はうなずいた。

　そして「期待、してる」とそう言って、杏樹は微ほほ笑えんだ。

「お前は。志し摩ま燐太郎としてではなく、志摩一式として、私を護まもってくれるんだな。私を、人間にしてくれるんだな」

「ああ……だけど、ごめんな。最初に謝っておかなきゃならないことがある」

「……え？　謝る？」

「ああ。偉そうなことを言っておいて……今回、俺は君のことを護れなかった。……君の変わりように驚いて、たじろいで、あまつさえ、出血しすぎて、気を失って……」

　挙げ句、舞まい香か先輩に助けられ。

「俺は護るどころか、護られてばっかりだ」

　──今回、改めて知らされた。

　自分は弱い。

　ごくごく一部の世界でいくら最強だと持ち上げられてしまおうと、そこにどうしようもない違和感しか覚えられていなかったが、その感覚は正しかった。

　──俺、志し摩ま一ひと式しきは心が弱い。

　いつまでも過去の取り返せぬ失敗に苛さいなまれ、今でも時折、眠れない夜がある。

　だから今、『魔物』だとか『真しん祖そ』だとかが跋ばつ扈こする世界の裏側で、最強なんかではなく、取るに足らない弱者の立ち位置でいられるかもしれないことが、心地いい。どこか安心感さえ覚えてしまっている。

　だがこれより先は、そんな弱者の立場に甘んじるわけにはいかない。

　もう二度と、今回のような醜態は晒さらさない。

　一式は杏あん樹じゆにそう誓いたかった。

　だけど……。

「……何を言ってるんだ」

　だけど杏樹は、ふっと、優しく微ほほ笑えんだ。

「護まもってくれたじゃないか。『追っ手』の男から、一歩も退ひかず、立ち向かい……私のことを命がけで。それに最初の夜だって、私が納まっていた鞄かばんを護ってくれたんだろ？」

　そして一式と繫つないだ手に、ほんの少しの力をこめて、

「……私、すごく嬉うれしかったんだよ」

「…………」

　杏樹のその笑顔に、一式は何とも言えない気持ちになっている自分を意識する。

「……なあ、一式」

「え」

　急に名前を呼ばれて少し焦る──

　いつもお前だとか、おい、だとか、そんな風にしか呼ばれたためしがなかったから。

「お前はもう燐りん太た郎ろうの代わりなんかじゃない。これまでは燐太郎の真ま似ね事ごとがしたいばかりなんだろうなって、悪いけど、偉そうだけど、そう思ってた。……でも、違うんだってわかった。お前は燐太郎の弟子だけど、でも、お前はお前で、燐太郎なんかじゃない。私が私で、父とは違うみたいに。……だから、これからはお前のことを、名前で呼ぶことにしたいんだ。いいかな？」

「……あ、ああ」

　一式がうなずくと、杏樹はにっこりと……いつもの明るい、でもどこか優しく柔らかい、そんな笑顔を見せてくれた。

「なあ、一式。私とひとつ、約束をして欲しいんだ」

「約束……？」

「……うん。えっとな。お前は、一ひと式しきは、燐りん太た郎ろうみたいに勝手に死んだりしないでくれよ。ちょっと会わない間に気づいたら死んでしまってる、だなんて……そんなのいやだ。絶対、ぜったい、許さないからな」

　頰を膨らませながらそう言う杏樹に、一式は苦笑いでうなずく。

「ああ……。わかった。約束だ」

　ふたりは指切りで約束をする。




「絶対に人間になる」と、杏あん樹じゆ。

「絶対に、死なない」と、一式。




　何だか少し恥ずかしかったが、杏樹が、

「日本の約束の仕方だな、一度、やってみたかったんだ」

　……と嬉しそうに笑うので、何も言わずに一式も笑うことにした。

　この瞬間。

　志し摩ま一式は世界の裏側へ本格的に足を踏み入れたのかもしれない。

　人間の力など遠く及ばない、『魔物』だなんて者たちが蠢うごめく世界へと。

　……最強から最弱へ。

　その第一歩を、一式は踏み出した。




「…………」

　杏樹と指切りをしながら、一式はふと『最強』と『最弱』の話を思い出していた。

　ここ、『刻こく魔ま館かん』には秘密がある。

　人を殺す『最強』と。人を生かす『最弱』と。ふたつの殺し屋。世間がそのように見ているとは……。運び屋の女や杏樹に教えられるまで、そのふたつがライバル関係にあると見なされているとも知らなかった。

　ならば。

　その話に乗っかってみるのも悪くはない。

　悪いな、好敵手ライバル。

　今回はそちらの出番はなさそうだ。

　……いいや。

　どころか、殺し屋の意見が必要とされる余地は、今回の仕事には──死ぬことではなく、人間になることを誓ってくれた二に之の宮みや杏樹の願いには、微み塵じんもなさそうだった。

　そう。ここ、『刻魔館』には、秘密が、あるのだから……。




「……なあ、一式。九く条じよう舞まい香かは許してくれるかな」

　指切りを解くのと同時に、ぽつりと杏樹がそう漏らした。

「許す……？　どういうことだ？」

「うん。……舞まい香かは倒れてしまった一式と私を、あの屋上から助け出してくれたんだ。……生徒会の人間たちと一緒に、ここまで連れて帰って来てくれたんだよ。一ひと式しきや私の看病までしてくれていたみたいだった。……私は、目を覚ますなり怒られた。不自然に長く伸びてしまった私の髪を切ってくれながら……もしもまた、一式をこんな目に遭わせたら絶対に、絶対に、許さないって。あの女は……舞香は、泣いてたんじゃないかな。それに、どうしたのかな。とてもとても、体調が悪そうだった」

「…………」

　先輩。

　やっぱりあの時、助けにやって来てくれたのは舞香先輩だったのか。

　綺き麗れいに治療された右腕を見る。

　彼女があのタイミングで屋上にやって来てくれなければ、今頃どうなっていたことか。

　一式は身震いする。

　今回のことに限らない……。

　これまで何度助けられたことだろう。

　これまで何度、救われたことだろう。

　礼の気持ちは言葉じゃ足りない。

　それに体調が悪そうだったという杏あん樹じゆの言葉も気にかかる。

　先輩と話したい。

　先輩のおかげで、今、自分はこうして生きているのだ──……。

「…………」

　だけど、すごいな、先輩。と一式は思う。

　あんな状態の杏樹をどうやったのかは知らないが、制止させるだなんて。

　自分で言うのもなんだが、さすがは『刻こく魔ま館かん』のメンバー。優秀だ。一人ひとりが、優秀すぎるほどに、優秀。

　だからこそ考えてしまう。

　もしもあのとき、自分が万全であったなら──暴走する杏樹をどのようにして止めただろうかと。

　ちょっと、今すぐには考えつかない。

　……後から先輩に聞いてみよう。

　どんな風にあの場を切り抜けたのかを。

　そして改めて、ありがとうを伝えたい。そう思った。

　先輩、今は何をしているんだろう。

　そんな風に一式が少し別のことを考えてしまっている間も、少し落ち込んだ風な杏樹は元気なく、続ける。

「……舞香の言う通りだ。一式がこんな目に遭ってしまったのは……一歩間違えれば、死んでいたかもしれない、そんな危険に晒さらさせてしまったのは……間違いなく、私のせいだってわかってる。もったいぶらずにもっと早く……血を見たらああなってしまうと説明しておけばよかった。そう思うと、舞香に怒られてしまうのは当然なんだよ」




　気づけばとても長い時間、話し込んでいたようだった。

　ついさっき目を覚ましたような気がしていたが、もう、少し眠くなりはじめている。一ひと式しきが時間を確認しようとしたところで、

「……なあ、一式」

　改めて、杏あん樹じゆが言う。

「秘密を話したついでに、もうひとつだけ、いいかな。聞いて欲しいことがあるんだ」

「ああ、いいよ。なんだろう」

「うん……」

　杏樹は小さな身体からだをもじもじと、させながら、

「……あのな。この喋しやべり方、なんだけど。実は少しだけ、窮屈なんだ」

　どういうことだろう。喋しやべり方……？

「ちょっと、尊大というか……。そういう感じなところ」

「ああ……。確かに言われてみればそういうところ、あるのかも？」

　最初からずっとそうだったので、もう慣れてしまっているけれど。

「それがどうかしたのか？」

「……私の日本語は、メイドから、お城の教育係のメイドから教えてもらったものなんだけど。……また、騙だまされた」

「騙された……？」

「ああ……」

　杏樹は不満そうに、拗すねたように、頰を膨らませ、

「あいつ、私に言ったんだぞ。もしも日本に行くことがあったなら、絶対に、こんな風に偉そうに話さなきゃダメだって。『吸血鬼ヴアンパイア』なのにふつうの女の子みたいに話したら笑われるって。お友達だって絶対に出来ないぞって。……日本人は形から入る生き物だから、そういうところをちゃんとしていないと、たくさんたくさん、虐いじめられちゃうんだぞって。……日本人は怖いから、きっと、私なんかすぐに泣いちゃうぞって、そう言われた……だから、ちょっとだけ、怖くて。こんな喋り方に」

「…………」

「……私、バカだった」

　杏樹は、唇をとがらせて……、

「……少し日本で生活していて、何となくわかった。私、やっぱり騙されてたんだ」

　うつむく。

　恥ずかしそうに頰を染めていた。

「ねえ、どうしよう一ひと式しき。もう今更、直せないよ……」

　そう言って、所在なさげにそわそわと小さく身体を揺らしていた。

　そして一式を上目で見つめる。

「……ここの人たちの前では、もう私は偉そうな子としか見られてないだろうから……今から話し方変えるのは、恥ずかしいよ」

「…………っ」

　一式は、こらえる。

　今にも噴き出してしまいそうな色々を。

　……杏あん樹じゆには気の毒だけど。

　メイドの気持ちもよくわかる。

　杏樹の騙されやすさはいじりがいがあるのだろう──いじめっ子気質な人にとっては尚更に。

　こんな風にして、悔しそうに……だけど感情を爆発させるのもまた、恥ずかしいのだ……という具合に、もじもじしているその姿は、純粋にかわいいと思った。

　そして。

　改めて、強く感じるのだ。

　杏樹に対する疑惑だったり、若干の怖いという気持ちだったりは──屋上で体験したあの変へん貌ぼうを目の当たりにしたことによる、恐怖は、もうすっかり、塵ちりも残さず……自分の中から消えてしまっていることを。

　ああ、そうさ。

　杏樹が殺人犯だなんて。

　そんなこと、あり得るわけがない。

　盲目的な言い方かもしれないが、一ひと式しきは今の自分の直感のようなものを信じてみてもいいと、そう思えていた。

「喋しやべり方を変えたい、か」一式は言う。

「うん……」

「……そうだな。だったらまず、俺の前だけでも少しずつ変えてみたらどうかな」

「……一式の前でだけ？」

「ああ、俺は杏樹の秘密をたくさん知ってる。もう恥ずかしがらなくても平気だろ？」

「う、うん……」

　まだどこか照れくさそうに杏樹は笑った。

「一式の前なら、今はあまり、恥ずかしくない……かも？」

「…………」

　そんな杏樹のことを見つめながら。

　杏樹のささやかな、どこか不思議な気持ちにさせられる笑顔を、前にしながら。

　一式は改めて誓う。

　二に之の宮みや杏あん樹じゆ。

　俺はこの子を護まもろう。

　そうすることで。彼女を護ると誓うことで、いつか自分は、胸の中の曇天にたったひとつの太陽を探し出すことが叶かなうのではないのかと、そう信じ……自分自身に誓いを立てることにした。

　勇気を出せ。

　覚悟を決めろ。

　震える両手を握りしめ。

　戦慄わななく両足を踏みしめて。

　恐ろしい『魔物』と戦っていく。

　そう、決めた。




「……一ひと式しき。手を、繫つなごう」




　ふと、杏樹が言った。

　頰を淡く染め、うつむき加減で。

「手を？」

「うん……だ、ダメ、かな？」

「いや。ダメじゃないけど……」

　でも、どうして？　と一式は問いかける。

「そ、それは、その……。だって……。え、ええと……、私にとって手を繫つなぐのは、何より、意味のあることだから……」

　杏樹は、恥ずかしそうに小さく微ほほ笑えむ……。

「だから、お願い。手を繫いでくれたら、嬉うれしい」




　一式は杏樹と手を繫いだまま、たくさんのことを話した。

　いつの間にか朝になるまで。

　いつの間にか、眠ってしまうまで。

　不思議と話が途切れることはなかった。

「……一式。一式が私を、人間にしてくれる」

　一式は眠りに落ちる意識の端に、杏樹のささやく声を聞いた気がした。

「……約束だよ、一式。人間だけが持てる力に。そして、一式の強さに。私は期待、してるから」

　彼女の優しい指先が、額を、頰を、柔らかく撫なでる感触がした。

「…………」

　……夢を見よう。

　深く、優しく、柔らかく。朝を待とう。

　今度はテレビ画面に何かが映ればいい。

　そう思った。





４






「…………」

　朝。

　一ひと式しきは目を覚ます。

　……右腕。

　傷が大きくなっている。

　腐敗の呪いは、昨日より僅かにだが、しかし確実に進行してしまっているようだった。

　昨晩、あれから杏あん樹じゆも「腕は大丈夫？」としきりに聞いてきた。俺は大丈夫だと答えるも、例の能力者死神、尾お上がみ夕ゆう夜やを倒さない限り、安心は出来ないだろうと正直に告げていた。

『……そうか。あの男を倒さないと、ダメなのか』

　杏樹はそう言い、歯がゆそうに一式の腕を見つめるばかりだった。

『……私が、あの男を倒せれば。どうにか、出来ればいいのに』

　と、唇を嚙みしめて。
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　そうだ。

　この呪いは本体を──能力者そのものを始末しなければ右手から解除されることはないという。

　始末する。

　……具体的な言い方をすれば、殺害するということ。

「……殺害、か」

『復ふく讐しゆう』はまだ終わっていない。

　一刻も早く奴死神を探し出さねばならない。そう思った。

「……ああ」

　起き抜けからそんな憂鬱とも言えることを考えていたのは、ただの逃避でしかなかった。

　そう。

　逃避だ。

　今、目の前にしている、現実からの、逃走。

　右手の呪いは実際に解決しなければならないものであるから、そこに意識を向けるのは今現在の状況下では厳密に言えば逃避ではなかったかもしれないが──とにかく、もう一度、逃げ出す前からやり直すなら。

　……朝。

　目を覚ました。

　すると……女の子だ。

　全裸の女の子が、同じ寝床で小さな寝息を立てていた。

　何な故ぜ。

　一ひと式しきは状況がよく……わからない。

　驚き、慌てて、頭の中は真っ白になり──挙げ句の果てには逃避した。

　あらゆる意味で無意味な逃走ではあったものの……こんなところ、もしも誰かに見られたらあらぬ誤解をうけてしまうだろうことは、明白で……とにかく焦る。

「杏あん樹じゆ……」

　全裸の少女の名前を呼んで起床を促す。

　……肩に触れて揺さぶることも出来ない。

　服を着ていないとそういうことも躊躇ためらわれてしまう。

　何度か名前を呼んでみたが、杏樹は中々目を覚ましてくれない。

　布団から抜け出そうにも──しっかりと寝間着の裾すそを摑つかまれていて、動けなかった。

「なあ、起きろよ、杏樹……どうしてこんなところで寝てるんだ」

　しかも全裸で。何故……裸。

　ああ、確か裸でないと眠れないとか、そんなことを言っていたな……。

「ううん……」

　杏あん樹じゆは小さく寝息を漏らす。

　そして小さな身体からだをすり寄せてくる。

　一式の焦りは色濃くなるも、しかし同時、感慨深いものがある。

　これで、この、成長度合いで……十四歳、か。

　なんだか微妙な気持ちになってくる。

　がちゃり。

　突然、部屋のドアが開かれる音がした。

「…………」

　一ひと式しきは凍り付く──

　杏樹に摑まれていて飛び起きることも、出来ない。

「……あんた。何、してるの」

　着替えと朝食をもって来てくれたらしい有ゆ希きが、冷たい声と眼まな差ざしでそこに立っていた。

「違う」と一式。

「何が……？」

「……何もかも」

「…………」

　有ゆ希きは目を細めた。

　そして……怒られる、と、怒鳴られるくらいのことはされるだろう、と、そう、思っていたのだが……。

「…………」

「……有希？」

「……私。ちょっと、お外、お散歩、してくる」

　そう言って、有希は部屋を出て行ってしまった。顔を真っ青にして。……足下を頼りなくふらつかせて。

「ま、待って……っ」

　後を追おうとしたのだが起き出せない──

「あ、杏樹、どうしてそんな、馬ば鹿か力ぢから……っ」

　その握力。その腕力。

『吸血鬼ヴアンパイア』だとか何だとかが原因なのか……これ以上引っ張ると服が破れてしまいそうだった。くそう。早く有希の後を追いたい、言い訳したい。一式は上着を脱ぎ捨て、ベッドから抜け出そうかと考えていたが、

「んー……」

　そこでもぞもぞと、杏樹が目を覚まし──

「……おはよう、一式」

　杏樹は寝起きがいい方らしい。

　あくびをひとつするだけで、元気よく起き出した。

「昨日はいっぱい話せて楽しかったぞ」

　にっこりと、笑った。

「…………」

　後もう少しだけ早く目を覚ましてくれたら言うことはなかったのだけれど──

「ああ、おはよう……」

　有ゆ希きには後からしっかり言い訳を聞いてもらおう。

　色々と諦めて、一式は苦笑いを浮かべ、言う。自分の上着を裸の杏あん樹じゆに着せながら。

「どうしてこんなところで眠ってたんだ？」

「部屋に帰るのが面倒だったんだよ」

　杏樹は小首を傾かしげるようにする。

「遅くまでずっとずっと話してたんだ。……なのに一ひと式しきだけ先に眠っちゃうから。ひとりで部屋に戻るのも何だか寂しいし……。だからもう、ここで寝ちゃおうって、そう思ったんだ」

「そう、思っちゃったか」

「ああ、そう、思っちゃったんだよ。……って、ええっと、違う。違った。違うんだ」

　杏樹はおかしそうに笑ったかと思うと、もじもじと小さな身体からだを揺らしていた。

「その……あの……ふたりのときは、喋しやべり方を変えたいって、言ったんだった。……うう、でもいきなりはちょっと、難しいし……は、恥ずかしいよ」

　頰を染める杏樹に、一式はどうしてだろう、頰が自然と緩む自分に気づいた。

「ゆっくりでいいんじゃないかな。いきなり上手には、出来ないよな」

「うん……。ゆっくり、ゆっくり、たくさん、たくさん、がんばるよ」

「たくさん？」

「そう。たくさんだ。お箸の使い方をマスターするみたいに」

　今度は私が、一式にあ～んしてあげたいから、と杏樹は言って、笑った。

　その笑顔はまるで。

　まるで、柔らかな太陽のようだった。




　この日。

　この朝。

　ようやく二に之の宮みや杏樹という女の子を、『刻こく魔ま館かん』の住人として、仲間として、一式は受け入れられたように感じた。

　正直なところ、まだまだ彼女についての謎は数々残されたままではあるが、もう杏樹に対して不審に思う理由はないと、一式は感じている。

　新しい誰かと出会うといつも思う。

　これからどんな毎日になるだろう。

　これから、どんなことが起きるのだろう──

　それが少し楽しみであるような。

　少し、不安であるような。

　複雑な気持ちでいっぱいになる。

　その単純ではない気持ちが指し示すもの。

　それはせめて、悲しいことなんかではありませんようにと、一ひと式しきは見えない何かに祈るのだった──……。




　だけど。

　いいや。

　だからこそ。

　嘆くのだ。

　心から、叫ぶのだ。




　知らなければよかった。




　この先の未来。

　志し摩ま一式は隠され続けてきた世界の秘密を解き明かすこととなる。

　俺は。

　……僕は。

　そんな秘密なんて、本当に、本当に……知らなければよかった。

　そして杏あん樹じゆに、あんな、知った風なことを言わなければ、よかった。




　君に世界の秘密を教えよう。




　──この世界はね、きっと、物語で出来ている。




　これは太陽を見つけ出すためのお話だ。

　見上げた暗い曇天に、たったひとつの太陽を見つけるための、物語。




　さあ、悲しいばかりではない、悪夢の始まり。




　二に之の宮みや杏樹が『真しん祖そ』になってしまうまで。

　あと、残り、半年ほどだ。





０






　弁べん天てん町ちようをさまよう影。尾お上がみ夕ゆう夜やは瞠どう目もくしていた。

　学園屋上から落下し。全身をしたたかに打ち付けた。

　重体──と言って差し支えないだろうダメージにより、その肉体は疲労しきっていた。

　だが今の彼を焦らせるものは、そのような直接的なものばかりではなかった。

　誘い出そうと思っていた屋上へ、あいつが、都合よく向かってくれたところで襲いかかったは、いいのだが……。

『真しん祖そ』『暴走』『亡者の群れ』

　あれは恐らく屍し者しやだったのだろうと、後々になり、理解する。

　群がる屍者に血液どころか命を吸われ──……情けない。『吸血鬼ヴアンパイア』がその立場を乗っ取られたのでは形無しだ。

　あんなもの。

　あんな埒らち外がい。

　……聞いてない。

　憎悪の対象でしかないあいつを、この手で抹殺できる絶好のチャンスであったのに。

　直ちにこの町を。この国を抜け出さなければ。

　祖国へ戻り、傷を完かん璧ぺきに癒やし、仕切り直す。

　ここ、弁べん天てん町ちようへやって来てからというもの。常に『追っ手』の気配に意識を散漫にさせられていた。

　本来、こちらが『追跡者』であった筈はず。

　またも立場が逆転している。

　いや。もういい。自分が大人しくこの町を出るのなら何の文句もない筈。

　学園の屋上から落下して数日。

　まさか、人間の病院で怪け我がの治療を受けるだなどといった間抜けなことを出来る訳もなく──

　更に、全裸で眠らねばならないという、我が『腐敗』の能力の、その代償行為を消費せねばならなかった。

　故に。

　苦もなく動けるようになるまでは、ホテルに引きこもり過ごしてきたが、だいぶ身体からだも良くなってきた。

　寝起きしていたホテルのチェックアウトは来週の予定だが、宿泊料は既に前金で支払っているのだから文句はあるまい。何のトラブルもなくこの国を出られる筈だ。

　ただの人間として入国し。

　変わらずただの人間として、出国する。

　……脱出しよう。この町を。

　不気味な視線に監視され続ける不慣れな町での不慣れな生活に、いつの間にか精神は磨すり減った。

　荷物をまとめ。ホテルを出る。

　急ごう。

　帰りの船は三十分後に港から出る。

　──早足で公園を抜ける。

　この道が一番早く町から出られる。短い滞在期間ですっかり町のつくりを把握した。

　まだまだ痛む身体を、摩耗しきった心で牽けん引いんし、公園を横断する道を通り抜けていく。

　そういえば。

　この国に来て一番最初に血を吸ったのがこの公園だった。

　血の味を思い出す。決して美う味まくもない人間の血の味を。

　……ああ。

　……血が、足りないなあ。

　またしても涸かれることのない吸血衝動。

　能力発動のために必要な条件の『吸血』である筈はずなのに、力を必要とするとき以外も常に血液を欲してやまない。

　何をしても、何をしなくても、満足しない、この感情。『吸血鬼ヴアンパイア』としての、この本条能件。

　ほとほと自分が嫌になる。今はそんな余裕などないというのに。

　尾お上がみは歩くスピードを上げた。

　が。

　突然。

　尾上の目の前に──何かが降ってきた。

　どしん、と……盛大な音を立て。

　……尾上は足を止められ、またもや瞠どう目もくさせられる。

　それは決して頭上から降り注いできていいものではなかった。

　遊具。

　公園に設置してあった滑り台である。

　尾上の進行方向を遮るように、轟ごう音おんとともに、着弾。地面に叩たたきつけられたことによる衝撃か、めちゃめちゃに変形してしまっている。

　がしゃん──

　再び騒音。

　背後。

　振り返る……。

　そこには、同じように無惨な姿で地面に叩きつけられた、鋼鉄製のジャングルジムが。

　何か異様な怪力により地面から強引に引っこ抜かれたように、ぐにゃぐにゃで、めちゃめちゃに変形した、それは……。

　まるで、尾上夕ゆう夜やの逃走を阻むかのようだった。

　そして。

　気づけば……。

　目の前に何者かが立っていた。

　大きめのパーカーを着た小さな少女である。顔はフードに隠れ窺うかがえない。

　その手には、地面から強引にむしり取られたような、遊ゆう具ぐが……。

　ブランコを、鉄製の外枠ごと。

　彼女の身体からだの何倍もあるそれを、小さな片腕ひとつで支えていた。

　それだけでも異常だ。充分以上に、異様な状況だったのだが。

　……もうひとり。

　背後に何者かの気配。

　音もなく背後を取られた。

　慌て、振り返る。

　そこには、女がひとり。

　……赤い。

　夕焼け色に染まる空と同じ色。

　学園の屋上で見たものと、同じ色……。

　ああ。

　お前か。

　尾お上がみ夕ゆう夜やは理解した。

　──お前たちが、私を監視していた気配の正体か。

「……来るな。我が能力効果はこの右手が触れたあらゆる全てを腐らせることが出来る」

　発動条件は、『吸血』

　手袋を外すことにより能力強化のスイッチが入り──その掌てのひらが触れている、尾上を取り巻く空気の層にまで能力効果を伝でん播ぱさせられる。

　そうすることで直接手で接触せずとも、汚染された空気に触れさせるというだけで、瞬く間に対象を腐らせることが可能。

　腐敗した空気の層、その射程距離は本体から約三十センチといったところか。

　弾丸や投とう擲てきされたナイフくらいのものならば、身体からだにその破壊力が到達するよりも早く、一瞬のうちに空中で跡形もなく腐らせ、消滅させてしまうことが出来る。

　……尾上は、手袋を外す。

　念のためにホテルの可か哀わい想そうなベルボーイを襲い吸血しておいてよかった。能力発動のための条件は整えられている。

　音もなく現れた赤色に、尾上はその能力で対抗しようとしたのだが──

　だんッ。

　と。

　目の前の赤色が、思い切り地面を踏みしめた。

　何もない、ただの地面を。

　次の瞬間。

　理解しがたいことが起こっていた。

（……は？）

　気づけば尾上は地面に転がっていた。

　そうだ。転がっていた。

　倒れてしまったのとは少し違う。

　地面から見上げた視界には──切り離された自分自身の身体があった。

　首から上が存在していない、自身の身体が。

　断面から噴き出す鮮血に、尾上は、（ああ、綺き麗れいだなあ）とため息をつく。

　真紅。世界で一番、落ち着く色だ。

　何があっても満たされることのない、この自分自身の衝動を、一時でも満足させてくれる唯一の赤。

　何だ。何だよ。

（こんな近くに、こんなにたくさん、あったんだよなあ）

　これほどまでに単純で、明快な、取るに足らないただの事実。

　さっさと気づいていればよかった。

　そうすればもう少しだけ、私は幸せに近い一生を過ごせていたかもしれないのに。

　尾お上がみ夕ゆう夜やは瞼まぶたを閉じる。

　この世に未練ばかりを、張り付けて。

　ごめん。

　ごめんな。

『粛清』は……。

　……あいつを殺すことは、結局、叶かなわなかった。

　尾上夕夜の命はそこで潰ついえる。




「…………」

　その様子を。

　尾上を殺した赤色の『吸血鬼』は、色のない眼まな差ざしで静かに見下ろし続けるばかりだった。





あとがき







　はじめまして。漆うるし原ばら雪ゆき人とと申します。

　素性はプロフィールの通りです。よい子は決してインターネットで検索することなきようお願いします。

　まずは、太陽のチャンネル一巻。いかがだったでしょう。楽しんでいただけましたら幸いです。二巻もどうぞよろしくお願いいたします。

　ええっと。

　このあとがきというものを書くことが結構、楽しみでありました。しかし実際その機会を頂くとなると何を書こうか悩んでしまうものですね。しかも２ページ。豪華です。シリアスな心は本文中に落っことしてしまっているこの僕ですので、あとがきで語るようなこともそれほど多くはなく。

　なのでここはひとつ。この本が出来上がるまでのエピソードを簡単に。

　この企画を通して頂いてすぐ、編集の庄しよう司じさんからイラストはどなたのイメージですかと、それとなく問われました。メールだったので文面上ではその本気度を上手く忖そん度たくできなかった僕は、この太陽のお話を彩ってくださったならどんなにどんなに素敵かと妄想していた絵師様のお名前を、たぶんダメですよね私わかってるもんっ、とばかりに、いやだからこそ躊躇ためらいもなく、担当様にメールしました。すると一週間も経たないうちに返信が。

「──やりましたよ漆原さんおっけー貰ってきましたよ！」

「なん、ですっ、て……っ!?」

　それまでライトノベル業界の事情にまったく疎かったこの僕はそのとき初めて知ったのです。この編集さん。レジェンドだ。途端。ちびりました。……何も知らなかったとはいえ最初からそして今も変わらず生意気ばかり言ってすみません。これからもきっと生意気言います。よろしくお願いします。……ごめんなさい。




　そのようにしてご縁を繫いでくださったイラストの黒くろ谷や忍しのぶさん。そして一巻にクレジットはされていませんが、深み崎さき暮くれ人ひとさん。デザイナーの木き緒おなちさん。綺麗なビジュアルを見せて頂く度にひとりでテンションあげあげしておりました。ありがとうございます。

　そして編集の庄司さん。いつも的確なアドバイスありがとうございます。関係者のみなさんに抱えきれないほどの、感謝を。これからもよろしくお願いいたします。

　そして。

　この本を読んでくださったすべての方に、最大の幸福が訪れますようにと祈ります。明日はきっと、今日よりもっと、いい日です。

　また、二巻で。よろしくお願いします。
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本作品は、二〇一四年一二月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







太たい陽ようのチャンネル１

死しにたがりの吸きゆう血けつ姫きと、最さい強きよう無む敵てきの死しにぞこない。




二〇一五年一月一日発行
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